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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本書内に記載されている商品情報は底本発行時のものとなります。既に入手困難なものもございますがご了承下さい。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　超あとがき＋解説











超ちようまえがき






　まずは一問目―――。

「ここに、形も大きさもまったく同じバケツがふたつある。

　片かた方ほうには鉄が１キロ、もう片方には綿めんが１キロ詰つまっている。

　重量計に乗せたらどちらが重い？」（十秒）

　それを解とかれたら、次の本命クイズを続けざまに―――出す！

「ここに、形も大きさもまったく同じバケツがふたつある。

　片方には鉄が、もう片方には綿が詰まっている。

　バケツはどっちが重いでしょう？」（十秒）




　今回、用意されていたのにある理由によりセッションで未使用となったクイズである。

　なお、私わたしは子こ供どもの頃ころにこのクイズで友人をハメて、なぐられたことがある。

　閑かん話わ休きゆう題だい。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　というわけで、きくたけです！

『アリアンロッド・サガ』……通つう称しよう・サガ無印リプレイ第二巻かんをここにお届とどけします！

　昨年（二〇〇八年）の八月に無印リプレイの一巻と『アルディオン大陸ガイド』が同時に発売され、新大陸への扉とびらは開かれました。

　その十月には『リプレイ・アクロス』の第一巻が、同十二月には『リプレイ・ブレイク』第一巻がリリースされ……これでようやく物語を紡つむぎ、からみあっていく三つのギルド＆十二人のキャラクターたちが出そろったわけです。

　すなわち……この『無印』第二巻の登場をもって、いよいよ『サガ』シリーズは本番に突とつ入にゆうしたと言っていいでしょう！




　この『無印』シリーズで描えがかれるのは、赤竜王国レイウォールのプリンセスでありながら陰いん謀ぼうに巻まき込こまれて国を離はなれた少女・ピアニィの物語です。

　国を追われてのちに知り合った三人の仲間と共にフェリタニアなる国を興おこし……未み熟じゆくながらも女王となった彼かの女じよの視し点てんで、物語は紡つむがれます。




　二番目のシリーズである『アクロス』は、帝紀八〇七年―――無印シリーズから見て五年前のアルディオン大陸を舞ぶ台たいとした物語です。

　一見すると、無印とはなんの繫つながりもないように見えますが、その主なる舞台となるのは、今では地図から消えてしまった国家アヴェルシア王国―――すなわち、ピアニィの母親の故こ郷きようです。ピアニィの興したフェリタニアは、この旧アヴェルシアの一角に建国されており、その繫がりは無印の第一巻でも描かれている通りです。

　また、『アクロス』に登場するＰＣのひとり・エルザはピアニィの騎き士したるアル・イーズデイルの実姉でもあります。




　三番目のシリーズとなる『ブレイク』では、レイウォールのライバル国家たる白竜王国グラスウェルズをその舞台としています。

　これまた一見すると、ピアニィの母国のライバル国家を舞台にしているだけで、無印シリーズとはなんの関係もないように見えます。

　が……実は、このリプレイの主要人物たる少女ナーシア・アガルタと、先ほど話に出たピアニィの騎士たるアル・イーズデイルは共に戦った過か去こを持っていることが、小説……『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』で描かれています。

　さらに、ナーシアと同じギルドに属ぞくする魔ま術じゆつ師しカテナは、元々レイウォール貴き族ぞくであり、加えて……五年前を舞台とした『アクロス』シリーズではレイウォール側に雇やとわれた傭よう兵へい団だんの隊長を務つとめていたりします。

　そして本書『最強のフィアンセ』において、『ブレイク』シリーズと『無印』シリーズがさらなる〝繫がり〟を見せることとなるでしょう。

　それがどのような内ない容ようかは、ぜひとも本ほん編ぺんの方をお読みになってください（笑）。




　もちろん、『アリアンロッド・サガ』の各シリーズが、単品でも楽しめるように描かれているのは言うまでもありません。

　ですが、ノベルを含ふくめて『サガ』の各シリーズは深いところで密みつ接せつにからみあっています。あなたがこれまでに、どれかひとつのシリーズしか読んでいなかったのなら……ぜひとも、ちがうシリーズを手に取ることをお勧すすめします。

　先ほど説明した以外にも、「あ、これとこれはこう繫つながっているのか！　もしかしてこれとあっちのシリーズのこの人って……」―――と、単品を読んだだけではわからない、新たな楽しみ・面白さ・興こう奮ふんをそこにみつけることができるはずです。

　……さて、能のう書がきはこのへんにしておきまして、そろそろ本編の方にまいりましょう。

『アリアンロッド・サガ・リプレイ②　最強のフィアンセ』……




　―――ここに開かい幕まくです！









































































　帝てい紀き八一二年八月―――。




　赤せき竜りゆう王国レイウォール・第二王女ピアニィが謀む反ほんを起こし、兵を挙げたという報ほうが、世界全土を駆かけめぐった。

　……いや、兵を挙げた、という表ひよう現げんは的てき確かくではないかもしれない。

　少女の下もとに集ったのは、わずか三人のみだったからだ。

　ピアニィらは、レイウォールに併へい合ごうされていた旧アヴェルシア王国の一都市バーランド―――そこに在ある城しろをわずか四人で攻せめ落として街を開放……ここに国を興おこした。

　旧きゆうアヴェルシア王国跡あと地ちに彼女が興した国の名は、フェリタニア。

　それはかつて、このアルディオン大陸を統とう一いつした王国の名と同じものであり、諸しよ国こくを震しん撼かんさせるに十分であった。

　そして興こう国こくより二ヶ月―――帝紀八一二年十月。

　白竜王国グラスウェルズのメルトランド侵しん攻こうと共に、世界は新たな時代を迎むかえるに至いたる。




　それはアルディオン全土を巻き込む波乱の時代の幕開けだった。











ＰＲＥＰＬＡＹ









◆Preplay 01◆こわいものはこわいんです。




「ちょっ……やめっ…きくたけさんっ、やめましょうっ、その話は……っ！」




　奇き跡せきであった。

　時に二〇〇八年八月某ぼう日じつ―――集合したプレイヤーたちがテーブルを囲んでのっけから話していたのは……なぜにか心しん霊れい話ばなし。

　ゲームやデータの話から始まらなかったのは、実に珍めずらしいことである。




きくたけ：でね……がらっと引き戸を開けると、その袋ふくろ戸と棚だなに詰つまっていたのは……子こ供ども！　ひざをかかえて、うずくまって……でも目だけがその人を見てて……。

Ｏはた：ひ、ひぃっ！（笑）

鈴すず吹ふき：わはは、こえー。

クレバー矢や野の：それは怖こわいわ（笑）。




　ＧＭきくたけの話を笑いながら聞くプレイヤーたちの中でしかし、ひとりだけが必死に耳をふさいでいた。




大おお竹たけ：ちょちょとまちちょとまち……っ、あぶない!?　よ、夜、寝ねられなくなるんですよぉほんとに……っ。

きくたけ：じゃあ……（死ぬほど低い声で）……これはほんとの話なんだけどね―――。

大竹：やめて―――ぇっ、やめて……っ、笑ってる場合じゃないんですよこれは……っ。

鈴吹：あ。俺も、部屋にひとりでいたくなくなる話はひとつ知って……。

大竹：い、いや、いやいや……っ、あたし今ちょっと、そこの開いてるドアの隙すき間まも見たくない感じに……いきなり誰だれかこっちをのぞいてたらとかこう……っ!?




　さしもの大竹さんも、怖い話だけは苦手なようである―――。




　―――ではここで、このキャンペーンセッションに参加する面々を紹しよう介かいしておこう。




きくたけ

　本名は、菊きく池ちたけし。

『アリアンロッド』を始めとして、『セブン＝フォートレス』や『ナイトウィザード』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊かん）など、ＴＲＰＧを糧かてに生きるゲームライター。

　へんなことを思いついたら周囲の迷めい惑わくもかえりみず、それを実行せずにはいられない、不良ふくしゃちょー。とにかくお客を驚おどろかし、笑わせ、泣かせることに生命を賭かける。




大竹みゆ

　アーツビジョンに所しよ属ぞくする、女じよ性せい声せい優ゆうさん。

　ほわほわふわふわ……一見、そんな言葉が似に合あうのだが、見み間ま違ちがえてはいけない。

　その笑え顔がおの陰かげにはゲーマーという名の修しゆ羅らが潜ひそんでいる。

　少なくとも前二回のセッションの感想を述のべる限かぎり、その言葉が頭をよぎらざるをえない。

　声の仕事では『絶ぜつ対たい可か憐れんチルドレン』等に出しゆつ演えんしているのでぜひともチェックだ！




アーツビジョン公式サイト　http://www.artsvision.co.jp/

大竹みゆblog　*PrimLog*　http://primlog.jugem.jp/

ＴＲＰＧ部ルティナス　http://lutinus.jugem.jp/




鈴吹太た郎ろう

　またの名を中なか島じま純じゆん一いち郎ろう―――すなわち、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の代表取とり締しまり役やくである。

　ＴＲＰＧ『トーキョーＮ◎ＶＡ』『ブレイド・オブ・アルカナ』シリーズ（いずれもエンターブレイン刊）のデザイナーだ。

　おそらく、世界でもっともＴＲＰＧを愛する男のひとりだろう。

「菊池さん……今月は仕事で五セッション、遊びで三セッションもＴＲＰＧやってさあ……もうゲロ吐はきそうだよ～」

　こんな台詞せりふを幸せそうに語る鈴吹太郎の笑顔は、実に輝かがやいていると思う。




クレバー矢野

　本名は、矢野俊しゆん策さく。

　Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]社の社員にして、ＴＲＰＧ『ダブルクロス』のデザイナー。

　根っからのツッコミ体たい質しつで、人に隙すきあらばそこを鋭するどくつつかずにはいられない人間イャンガルルガみたいな男である（←わかる人にしかわからんぞ）。

　今まで薔ば薇らだのアンドロメダだのウメボシだのキーボードを打つとピアノの音が鳴なり響ひびくだのいろいろ言われてきたが―――最終的には〝王子〟という愛あい称しように落ち着いた。

　が、そろそろ〝王様〟にクラスチェンジしてもいいと思う、今日この頃ごろである。




Ｏはた

　本名は、大おお畑はた顕あきら。

　なんというか、Ｆ[image: ]Ｅ[image: ]Ａ[image: ]Ｒ[image: ]が誇ほこる最強の三下属ぞく性せいを持つ男。

　なにかと言ってはすぐ死ぬ。

　社内ですれ違ちがいざま、「てぃっ！」とチョップを繰くり出すと、「げぼはあっ!?　ば、馬ば鹿かなっ、私はあなたの右みぎ腕うでだったはず……っ！」とナチュラルに叫さけぶ。ホントに。

　仕事では主にさまざまなデータの作成を担たん当とうする、ＴＲＰＧ作りになくてはならない人だ。

　すぐ死ぬけど。




　今回も、このようなメンツでお送りしようと思う！




　　　　＊　　　＊　　　＊




きくたけ：じゃあ、そろそろゲーム本編にいきましょうか。準備はいい？

大竹：はーい！

きくたけ：では、今回予告！　（声を引き締しめて）「フェリタニア興こう国こくの報しらせは―――……」




「……今回予告！

　フェリタニア興国の報せは、疾しつ風ぷうとなってアルディオン大陸全土を駆けめぐった。

　だが、そこもピアニィにとって決して安住の地ではなかった」




クレバー矢野：安住じゃないのか……せ、せっかく苦労して獲とったのに……（笑）。

きくたけ：問題がまだ山積みってことです。えー……。




「レイウォール、グラスウェルズという二大国に挟はさまれた砂さ上じようの楼ろう閣かく―――。

　資し金きん、人材、食料……フェリタニアが抱かかえる問題は山積みだ。

　正面切って両大国と戦えば、そこに滅ほろびが待っているのは確かく実じつだった。




　しかし、戦乱の火ひ蓋ぶたは思いもよらぬ地で切って落とされた。




アリアンロッドサガ・リプレイ

第三話『メルトランド戦せん役えき（前ぜん編ぺん）』




　すべては、竜りゆうの石の導みちびきの下もとに―――」




　　　　＊　　　＊　　　＊




大竹：……メルトランド？　それって……？

きくたけ：うん、今回のシナリオはフェリタニアの北にある、メルトランドという国が舞ぶ台たいです。つまり―――。

クレバー矢野：あれ？「ブレイク」の第一巻かんも、メルトランドが戦場でしたよね？




アリアンロッド・サガ・リプレイ　ブレイク

　鈴吹太郎がＧＭ＆執しつ筆ぴつするリプレイシリーズである。

　そのＰＣは、ピアニィの故こ郷きようであるレイウォールと敵てき対たい関係にある大国・白竜王国グラスウェルズに所属している。

　昨年十二月に発売されたその第一巻では、グラスウェルズ軍が突とつ如じよ、フェリタニアの北に位置するメルトランド王国に侵攻する、という物語が描えがかれた。

　なお、今回のセッション段だん階かいではまだ「ブレイク」は本にまとまっておらず、その内ない容ようをちゃんと把は握あくしているのは、鈴吹ときくたけだけである。




Ｏはた：ああ、つまり……！

きくたけ：そう！　今回のセッションは「ブレイク」第二話と同じ時間軸じくで展てん開かいしまーす。

鈴吹：「ブレイク」の二話をやったあとに菊池さんと相談したんだ。同じ舞台、同じ時間帯でセッションしてみねー？　と（笑）。

クレバー矢野：それは面おも白しろい（笑）。

鈴吹：つまり、今回のナヴァールは軍ぐん師しとして超ちよう優ゆう秀しゆうな活かつ躍やくをする。いろんなことを超知ってたり、完かん璧ぺきな超予想とかする（笑）。

きくたけ：なにせ起こる事じ件けんをぜんぶ知ってるからなあ……（一同爆笑）。

大竹：あ。じゃあ、英え麻まさんたちのＰＣも今回のシナリオのどこかにいるんですね！

きくたけ：ええ（笑）。会えるかどうか、わからんけどね。




英麻さん

「ブレイク」シリーズにプレイヤーで参加している、声優の小こ暮ぐれ英麻さんのことである。

　グラスウェルズ王国、影の実行部隊とも言うべき幻げん竜りゆう騎き士し団だんに所属する、ナーシアというキャラクターを担当している。




Ｏはた：「ブレイク」の二話で、メルトランドは滅ほろんだんでしたっけ？

きくたけ：うん。のちに、「メルトランド戦役」と呼よばれることになる戦い―――この序じよ盤ばんの物語を、ピアニィたちの視し点てんでも作ってみようと（笑）。

クレバー矢野：「ブレイク」がどんな話になったのかよく知らないわけですが（笑）。

きくたけ：ああ、そこは気にしなくていいよ。「ブレイク」を併あわせて読むと、より面白いものが見えるってだけの話なんで。

クレバー矢野：気になるじゃないですかっ!?（笑）

きくたけ：うひひ。では、ハンドアウトの読み上げいきまーす。

大竹：はーい！

きくたけ：えー……まずはピアニィからだ。コネクションはリシャール・クリフォード。

Ｏはた＆クレバー矢野：リシャールっ!?


大竹：リシャールさんってたしか……。

Ｏはた：ええ！　白竜王国グラスウェルズ、最強の騎き士し！

クレバー矢野：戦場ではなるべくお会いしたくない人！

大竹：（アルディオン大陸ガイドをパラパラめくりながら）でもイケメンの人ですよね。

クレバー矢野＆Ｏはた：そこですか！（笑）

きくたけ：ええ、イケメンの人です。ちなみに関係は［婚こん約やく者しや］。

大竹：えぇっ!?　だ、だめですよっ!?　い、いきなり!?　それってどういう……っ!?


きくたけ：まあ、そのへんは本編入ってのお楽しみで（笑）。んじゃ、読み上げるねー。




▼ピアニィ用ハンドアウト／大竹みゆ

コネクション：リシャール・クリフォード　　　関係：婚約者

　フェリタニア王として即そく位いしてからのキミは、多た忙ぼうを極きわめていた。

　毎日のように舞まい込こむ難なん題だいに頭を抱かかえる日々。

　疲つかれ果てて眠ねむりに落ち、夢ゆめの中で幸せだった過去の日々が蘇よみがえる。

　それは、ひとりの騎士との淡あわい思い出だった。




[image: ]




大竹：淡い思い出……（笑）。

きくたけ：そうそう。超かっこよくて最強の騎士との淡い思い出です。素す敵てきだろう。

大竹：かっこいい人、あんまり好きじゃない……（笑）。

鈴吹：（げらげら笑いながら）大だい丈じよう夫ぶだよ！　菊池さんが出すＮＰＣだからきっと……っ。

きくたけ：失礼な。超かっこいいよ。仮か面めんかぶってたり。

一同：かぶるなよっ!?

大竹：淡い思い出……どんなのだろう。危あぶないところを救ってもらったとか？

きくたけ：そうだね。五年前―――キミが暴あばれ牛の群むれに巻まき込まれた時に颯さつ爽そうと……。

クレバー矢野：「暴れ牛がでたぞー」……って王宮のどこにそんなもんが出るんだ!?（笑）

きくたけ：知らんわい。では、つぎー。




▼アル用ハンドアウト／クレバー矢野

コネクション：エルゼリエ・ブルックス　　　関係：母親

　届とどけられた、一通の手紙。

　その差出人を見た時、心の芯しんに衝しよう撃げきが走る。

　未み曾ぞ有うの危き機き―――キミはそう直感した。

「……たまには、顔を見せなさい」

　差出人は、母だった。

　幼おさないころの―――苦く渋じゆうの日々が蘇る。




[image: ]




クレバー矢野：（あきらめるような声で）コネは……母親か……。

大竹：アル、お母さんいたんだ……ていうか、なんでそんな嫌いやそうな口調……？

クレバー矢野：ええ、アルの実家は女系家族で、実は子供のころにさんざん母親、姉、妹にいぢられ、嫌になって家を飛び出したという悲惨な過去がありまして……。まあ、そんなことよりも母親ＮＰＣを菊池さんが演えん出しゆつって段階でもう……。

きくたけ：失礼な。超素敵な母親を演じますよ。おまかせあれですよ、ははは。

クレバー矢野：その笑え顔がおが信じられないんだっ!?（一同大爆笑）

大竹：ちなみに、名字がアルとちがうのは……アルが偽ぎ名めいだから？

クレバー矢野：そうですそうです。

きくたけ：あ、ちなみにこの母親エルゼリエは、『アルディオン大陸ガイド』に載のってるＮＰＣです。メルトランドで大きな武ぶ器き商店をやってるという……あと、姉し妹まい関係に関しては「アクロス」の第一巻かんもご参照ください！

クレバー矢野：誰だれに向かってしゃべってんですか（笑）。




アリアンロッド・サガ・リプレイ　アクロス

　久く保ぼ田た悠ゆう羅らがＧＭ＆執しつ筆ぴつを手がけるリプレイシリーズ。

　きくたけの無印シリーズ、鈴吹の「ブレイク」シリーズとは異ことなり、レベル１からスタートするリプレイである。

　これにＰＣとして登場するエルザ・ブルックスは、アルの実姉という設定である。

　ちなみに、金にうるさく、でも役人に賄わい賂ろを握にぎらせることくらい朝飯前、ついでに朝に弱くて寝ね起おき際ぎわには凶きよう暴ぼうになるのに不思議と好感度は高いという美少女である（笑）。
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クレバー矢野：エルザはいいんです。今回の母親が恐きよう怖ふだ……。

きくたけ：はっはっは、信しん頼らいしてくれて嬉うれしいなあ。では、つぎー。




▼ベネット用ハンドアウト／Ｏはた

コネクション：謎なぞの黒ローブ　　　関係：仇きゆう敵てき

　エリンディルを襲おそった、黒ローブの襲しゆう撃げき者しや。

　それは、キミにとって因いん縁ねんのある人物だ。

　アルディオンに渡わたって以来、はじめて奴やつの情じよう報ほうがキミの耳へと入った。

　そのタレコミは、キミを信頼する人物からのものだった。




Ｏはた：菊池さん、なんですか謎の黒ローブって。名前とかないんですか！（笑）

きくたけ：名前はゆえあって不明なんだ。コードネームはあるんだが、それは本ほん編ぺんで！

Ｏはた：こいつってアレですよね？　第一話でディアスロンドを襲ってフェルシアやガーベラをぶっ飛ばして竜輝石を奪うばっていった。

きくたけ：そうそう、そのとおり。

Ｏはた：や、やっと……やっとあっしがこのアルディオンにいる意味が！　モチベーションができるというわけでやんすなっ!?　そしてあっしを信頼する素す晴ばらしい人物も登場と！

クレバー矢野：あ。ああ、きっとあいつだ……（笑）。

Ｏはた：お？　既き存ぞんのＮＰＣ？

きくたけ：まあ、そのとおりだ。……では、つぎー。




▼ナヴァール用ハンドアウト／鈴吹太郎

コネクション：イザベラ　　　関係：友人

　それは、久ひさしぶりに見る名前だった。

　ノルウィッチ城じよう主しゆイザベラからの手紙。

　〝偉い大だいなるヒース〟の声を聞けるメルトランドの王族でありながら、己おのれの城しろを堅けん牢ろうにすることしか興きよう味みがない、妙みような人物である。
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大竹：偉大なるヒース……？

きくたけ：ああ。それは、メルトランドに生える聖せい樹じゆだ。メルトランドでは、この樹の声を聞くことができる巫み女こにこそ、女王の資し格かくが持てるというルールがあるのだ。で、続き～。




　かの女じよ傑けつからの手紙の内ない容ようは、キミに助けを求めるものだった。




鈴吹：コネはステラじゃないんだ。

きくたけ：ちなみにこのイザベラという人……ひと言で言うと―――城マニアです。

大竹：城マニアっ!?


きくたけ：ええ。それはもう自分の城を溺でき愛あいしてましてね、これを強化することしか興味のない、まことあっぱれな……。

大竹：なにがまことあっぱれ!?


クレバー矢野：大竹さん。菊池さんの言うことをいちいち真に受けちゃいけません（笑）。

きくたけ：王子。あとで話があるぞ。では……そんなとこでレベルアップに入りま……っ！

クレバー矢野：と、その前に！　ここで大事なお話があります！

大竹：はい？

クレバー矢野：ケセドの杖つえが我われ々われには必要です。

大竹：ケセドの杖？　魔ま法ほうの効こう果かを上げるアイテムでしたっけ？

鈴吹：です。ＭＰコストは高いけど、どんな魔法の数すう値ちも＋10するという優すぐれものです。《ヘイスト》も《プロテクション》もこれでえらくパワーアップします。

きくたけ：このパーティ、一見無む敵てきの防ぼう御ぎよ能のう力りよくがありそうで……当たるとモロいもんな。

Ｏはた：あっしは回かい避ひ能力は高いけど、当たると防御は限かぎりなく低い。


きくたけ：素す直なおに０と言え。

クレバー矢野：そして同じく、こっちは《ディフェンスライン》が防御の主しゆ軸じくなので、武ぶ器き攻こう撃げきに対しては強いけど、魔法にはからっきし！

大竹：たしかに（笑）。

クレバー矢野：そこでケセドの杖です！　ナヴァールがこれを持てば、万が一ダメージを喰くらった時の安全度が飛ひ躍やく的てきに上じよう昇しようします！

大竹：あ、なるほどー（笑）。いいですね！　買いましょう！

クレバー矢野：ははは、そうでしょうそうでしょう。あなたならそう言うと思ってましたよ。

大竹：で、それ買うとあといくら残ります？　あたしもほしい装そう備びが……。

クレバー矢野：約二〇〇〇です。

大竹：二〇〇〇っ!?　たった!?　ケセドの杖っていくらでしたっけっ!?

クレバー矢野：ははは、約三十万です。杖を買ったら二〇〇〇しか残りません（笑）。

大竹：あたしのレベルアップ計画が――――――っ!?（一同大爆笑）　ちょ、ちょっとケセドのデータ、見せてください……っ！（と、ルールブックを開く）

一同：…………。

大竹：強いですね。買ってナヴァールに持たせましょう（けろり）。

一同：早っ!?


鈴吹：はは～……っ、ありがたく拝領いたします……っ！（笑）

ＧＭ：わはは。では、そんなところでレベルアップ作業始めましょう！




　こうして、騒さわぐこと三〇分が経けい過かしたころ―――。

　そこに、新たに14レベルになった四人の勇士が現あらわれたのであった。




▼ピアニィ（14レベル）の場合

大竹（以下、ピアニィ）：えっと、ピアニィはレベルが14になりました！　フェイトも８に。

きくたけ（以下、ＧＭ）：８？　随ずい分ぶんと伸のびたな。

ピアニィ：あと、行動値が１上がって16になってます。とったスキルが、《コキュートス》がレベル４になって、新しくウィザードのスキルで《アヴェンジ》を取りました。

きくたけ：うは、《アヴェンジ》か。ピアニィを攻撃すると魔法を撃ち返してくる……（笑）。魔ま術じゆつ判はん定ていの基き本ほんの数値っていくつになってる？

クレバー矢野：12＋３Ｄですね。

きくたけ：スキルとか使うとけっこーな確かく率りつで打ち返してくるな。

大竹：ええ、《ダンシングヒーロー》とかフェイトとか、《メモリコンプリート》とかで魔術判定の達成値を上げて、魔法を撃ち返します！

ＧＭ：う……やだな。下手に手を出すとこっちが痛いことに……。これ、あれだろ？　ピアニィを攻撃したらアルが……。

クレバー矢野：ええ、俺が《カバーリング》するので、姫さんには仁王立ちのまま魔法を撃ち返してもらう、と！（笑）

ＧＭ：《カバーリング》できない状況でも、ケセド付き《プロテクション》もあるのか……。

クレバー矢野：そういうことです（笑）。では、次にアルいきます！
















▼アル（14レベル）の場合

クレバー矢野（以下、アル）：ええと……装そう備び品ひんはなにも変えてません！（一同爆笑）

ピアニィ：すべてはケセドの杖のためにですよ！（笑）

アル：まあ、俺も欲ほしいものはたくさんあるんですけどね（笑）。で、えーと……スキルは新たにふたつ。《オーヴァドライブ》と、《ファイティングロウ》を取りました。簡かん単たんに言うと、どっちも命中が上がります。以上、終しゆう了りよう。

ピアニィ：わかりやすい（笑）。

ＧＭ：ああ、《ディフェンスライン》との組み合わせか。命中値が上がれば、《ディフェンスライン》がさらに確実になるもんな。

アル：そうです。で……フェイトが９になりました。ほんとは成長点をフェイトに全部突つっ込こもうと思ったんですけど、まだほしいスキルがあって……（笑）。

ＧＭ：なるほど（笑）。

アル：ピアニィは前のレベルアップで、ダンサーに行って戻っているので、その分だけ、俺の方がフェイトが高くなった感じですかね。まあ、十回使える《ダンシングヒーロー》を取得する方が、フェイトを上げるよりコストパフォーマンスはいいんですけど（笑）。

ピアニィ：ですです（笑）。

ＧＭ：ＯＫ、じゃあ次はみんなのジェネラル、ベネット！（笑）
















▼ベネット（14レベル）の場合

Ｏはた（以下ベネット）：は、とりあえず装備の変へん更こうはありません（一同爆笑）。

ピアニィ：次回、いっぱい装備揃えようね……（笑）。

ベネット：レベルが上がって、取ったスキルはスカウトの《アデンダム》。１シナリオ一回だけ自分の行動回数が増ふえますよ。でもＭＰが20もかかるという……。

ＧＭ：他のスキルは？

ベネット：《マークスマン》のレベルを上げたので、攻こう撃げき力りよくが３点上昇！　《マークスマン》が５レベルになるとダメージをさらに＋１Ｄ６できるスキルを取れるようになるので……次回、ベネットはスーパーベネットに転生し、世界を破は壊かいし、新たな次元へと旅立ちますよ。

ＧＭ：どこにいくんだよっ!?

ベネット：あ、そうだ。装備は変わらないと言いましたが……実はこっそりとギルド金庫からお金を持ち出し、ミスリルの矢を……。

ピアニィ：えぇっ!?


ベネット：四本だけこっそりさりげなく買いました……（と、おそるおそるピアニィを見る）。

ピアニィ：なにこのこっそり感（笑）。中途半端に二〇〇〇とか残さないで、お金全部使っちゃえばよかったのに（笑）。

鈴吹：じゃ、最後は俺だな。
















▼ナヴァール（14レベル）の場合

鈴吹（以下、ナヴァール）：えー……こっちも順当にレベルが上がって、《ハイプロテクション》のレベルが上がって、《ポストヘイスト》を取得した。

ＧＭ：ぬ、《プロテクション》の効こう果かがちょびっと上がったか。

アル：いや、ケセドの杖つえの効果込こみで考えるとちょびっとどころじゃ……（笑）。でもむしろ《ポストヘイスト》がやばい！（笑）　エンゲージしている仲間の……。

ナヴァール：そう、行こう動どう値ちが20＋１Ｄ６上がる（笑）。ＭＰを18点使いますが（笑）。

ＧＭ：あはは。




　これが笑いごとでないとわかるのは……のちのことである。




アル：ピアニィ、まじで行動値が40超こえるっす。理知の宝ほう玉ぎよくまで使うと50超えそう（笑）。

ＧＭ：ぶ。

ナヴァール：ケセドの杖、つえー。（笑）陛へい下かから杖を賜る時、「貴方あなたが使うといい」という暖あたたかい言葉をいただき……俺は涙なみだに濡ぬれて……（笑）。

ＧＭ：（笑）。うし、ではだいたいこんなとこだな。では、セッション本ほん編ぺんに入ろう！

一同：はーい！




















ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆薔ば薇らの約束




　フェリタニア王国の成立より二ヶ月が経けい過かした、帝てい紀き八一二年一〇月。

　窓まどの外に広がる大地を見み渡わたし、

　そこに生きる人々の笑え顔がおを思い描えがき、今―――ピアニィは地じ獄ごくのような毎日を送っていた。




ＧＭ：では、ここから本編を始めましょう！　最初のシーンは……ピアニィからだ。場面は、フェリタニアの建国から二ヶ月が経たったこの十月、バーランド城じようの一室だ。

ピアニィ：あ、二ヶ月経ったんですか？　今、あたしってどんな生活を……？

ＧＭ：フェリタニア女王という立場になってからのキミは、今までの生活からは想そう像ぞうもつかなかったような激げき務むに身を費やす毎日だ。

ピアニィ：げ、激務？

ＧＭ：ええ。今のキミはまるで執しつ務む室しつに幽ゆう閉へいされているかのようで……。毎日、ナイジェルとナヴァールが入れ替わり立ち替わり部屋に出入りし―――。
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ナヴァール：陛下、こちらの書類にサインを。なに、ほんの二百枚まいほどです。

ＧＭ：「陛下、旧きゆうアヴェルシアの貴き族ぞくが謁えつ見けんを求めておいでです。お支し度たくを」

ナヴァール：陛下、食料の備び蓄ちくがあと半月と保もちませぬ。いかがしますか。

ＧＭ：「陛下、城下の視し察さつの時間にございます」

ナヴァール：陛下、国庫に金がありませぬ（一同爆笑）。

ＧＭ：朝六時に起き床しようし、深夜〇時まで執務室に閉とじこもって仕事する毎日が続き―――。

ピアニィ：死にます。




　死ぬな。




ピアニィ：あの、ぜんぜんゆっくりする時間は……？

ＧＭ：ない。
















ピアニィ：じ、じゃあ、二、三日に一回、森に行って動物と話をするのが唯ゆい一いつの楽しみで……アルやベネットちゃんに歌を聴きか……。

アル：あ。俺おれは今、フェリタニアにいないんで（さらりと）。

ベネット：あっしもいないでやんす（さらりと）。

ピアニィ：えぇ―――っ!?　な、なんで……っ!?


アル：この二ヶ月、とある目的で別の国に足を伸のばしてる。

ベネット：ほら、あっしも奪うばわれた竜りゆう輝き石せきを探さがすとかいろいろありやんして……。

ピアニィ：さ、さみしいですよっ!?　あたしほったらかしっ!?

ＧＭ：でもまあ、そんな寂さびしさを感じる余よ裕ゆうもなく、今日もへとへとになって深夜、自分のベッドに倒たおれ込こみ、今――――――キミは、夢ゆめを見ていた。

一同：また夢かいっ!?（笑）

ベネット：回想シーン入りまーす（笑）。

ＧＭ：そんなわけで、眠ねむりに落ちたキミの心の中に蘇よみがえる風景は―――……。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　それは、夢の中に蘇った風景だった。




　五年前―――帝紀八〇七年、アヴェルシア王国はフェリストル城でのこと。

　アヴェルシア王国の存そん亡ぼうを巡めぐり、赤せき竜りゆう王国レイウォールと白竜王国グラスウェルズの間にひとつの協定が結ばれた。

　幼おさなかったピアニィはその調印式の席で、父オーギュスト王のマントの陰かげに隠かくれながら、大人たちのゆがんだ笑顔を見つめていた。
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ＧＭ：……と、そんな情じよう景けい。アヴェルシアが世界地図上より永えい遠えんに消失したその日の風景だ。

ピアニィ：五年前だと、あたし十二歳さいですね。これってアヴェルシアがレイウォールに吸きゆう収しゆうされた時の話ですか……？

ＧＭ：そうそう。前巻でも出てきた〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟と呼よばれる時のことだね。

ピアニィ：……なるほど。じゃあ、この夢のシーンの会議ってその……？

ＧＭ：うん。正確に言えば夢のシーンは会議の終しゆう了りよう後ご―――夕食の時間だ。そこは、各国首しゆ脳のうの歓かん談だんの場となる。オーギュスト王も「我われ々われレイウォールとグラスウェルズは今後、手を取り合って世界を安定に導みちびかねばならん」とかなんとか、難むずかしいことを話しているんだ。

ベネット：戦争に勝った側だからいい気になっていると見た！（笑）

ＧＭ：ええ（笑）。「そうだな―――余よは、末すえ娘むすめのピアニィの婿むこに、グラスウェルズの人間を迎むかえるのがよいと考えておる」

ピアニィ：よくわかってないあたしは、こくっと頷うなずきます（笑）。こう、幼おさない声で……「あたしがぁ、ぐらすうぇるずの人とけっこんして、せかいにへいわがもたらされるのなら」　……きっとそんな教育を受けてます（笑）。

ベネット：「おお、この幼きプリンセスはご立りつ派ぱな考えをお持ちのようだ」（笑）

ＧＭ：と、ピアニィの言葉にあちらこちらで賞しよう賛さんの声と笑いが起こり……なごやかな雰ふん囲い気きが場を満たす。もちろん、現げん状じようで誰だれもそんな結婚が実じつ現げんするとは思っていない。

ナヴァール：グラスウェルズでピアニィの相手になる人物がいるとすると……本来なら国王のフィリップになるかね。

ＧＭ：ですね。でも、ある理由で……それはない。

アル：ある理由？

ＧＭ：まあ、そこはのちの話にもからむので……今回はさらっと流してください（笑）。

ベネット：な、なんか伏ふく線せんの匂においが……。

ＧＭ：で、続けよう。えー……そんな会話の中で、オーギュスト王はさらりとこんなことを言う。「……ふうむ、ではピアニィの相手には騎き士しリシャール殿どのではいかがかな？」

ベネット：ざわり、と場がざわめく（笑）。

ＧＭ：「さらに言えば、リシャール殿には我わが国においでいただきたいものだが」

アル：リシャールを自分の国に引き入れたいだけじゃねーか！（笑）

ナヴァール：「ば、馬ば鹿かを言うな！　それは聞けぬ話だ！」と（笑）。

ＧＭ：そんなグラスウェルズ陣じんの言葉をしれっと無む視しして―――「どうだ、ピアニィ？」とオーギュストが優やさしげに聞く。

ピアニィ：え、えっとあの……っ！（笑） リ、リシャールさんってその場にいます……？　ちょっときょろきょろ探さがしますよ。

ＧＭ：と、そんな時。開いたままになっていた部屋の戸口の方から、声。「（鼻から抜ぬけるような声で）―――フフ、どなたかお探しですか？　小さな姫ひめ君ぎみよ」

一同：っ!?


アル：や、やばいやばい……っ（笑）。

ＧＭ：そこに現あらわれたのは微び笑しようを浮うかべる、年のころ二十代前半であろう、眼鏡めがねをかけた騎士だ。その長い白銀の髪かみがシャラァァン……と揺ゆれ―――。

ベネット：シャラーンっ!?


アル：ほぅらきたあ……あやしくなったぁ……っ！（わくわく）

ＧＭ：あやしくないよっ!?　優ゆう雅がで、繊せん細さいで―――とても血にまみれているとは思えないその白くしなやかな腕うでと指―――。

一同：（ぷるぷる）。

ピアニィ：あ、あの……（笑）。

ＧＭ：（鼻から抜けるような声で）リシャアァァアアル……―――。

一同：意味わかんないからっ!?（大爆笑）

ＧＭ：優雅さを表ひよう現げんしてみたんだが。

ピアニィ：リシャールってこんな人……っ!?（と、『アルディオン大陸ガイド』をめくる）

ＧＭ：ええ、まちがいない。こーゆー奴やつだった。優雅な男だった。

アル：見てきたようなこと言うなよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：見たぞ。「ブレイク」で。




　ナヴァールのプレイヤーたる鈴吹太郎がＧＭを務めるリプレイ「ブレイク」シリーズにおいて、きくたけはプレイヤーとして参加している。

　そのＰＣ・アンソンは、グラスウェルズに所しよ属ぞくするパラディン（聖せい騎き士し）で、リシャールが直ちよく属ぞくの上司なのである。
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ナヴァール：（素すの声で）そ、そんなだったか!?　俺が演えん出しゆつしたリシャールはそんなキャラに見えたのか……っ!?（わなわな）

ＧＭ：あのセッションで登場した彼を見て、イメージが湧わきました。

ナヴァール：そ、そうか……（←なぜか肩かたを落としている）。

ＧＭ：リシャールは微笑のままに部屋を見回す。そしてオーギュスト王の背せ中なかに隠かくれて不安げな表ひよう情じようを見せる少女を見つけ―――。

ピアニィ：びくっ。

ＧＭ：彼はオーギュスト王に一礼したのち、膝ひざをついてピアニィに頭こうべを垂たれ、優やさしい微笑を浮かべ―――「（鼻から抜けるような声で）またお会いしましたね、リトル・レディ」




　なぜか一同大爆笑。




ＧＭ：なぜ笑う。

一同：笑うわっ!?（笑）

ピアニィ：お父様の服の裾すそをつかんでちょっとおびえます……（笑）。

ＧＭ：オーギュストは、そんな娘むすめの態たい度どをほほえましく見てのち、リシャールに礼を述のべる。「そなたが騎士リシャールか。ピアニィを暴あばれ牛より救ってくれたそうだな」

アル：ホントに暴れ牛かよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：オーギュストは、ピアニィの頭をなでながら―――「どうだ、ピアニィ。お前の夫として申し分ない男だと思うが」

ピアニィ：じゃあ……おずおずと、こう手を差し出してですね……。

ＧＭ：周囲の人間はちゃかし気味だが、リシャールはあくまでも礼をわきまえた態度で恥はずかしげもなく言葉を紡つむぐ。「―――姫君、伴はん侶りよとしてお選びいただけるのなら、私は貴女あなたに永えい遠えんの愛を誓ちかいましょう」そう言いながら、差し出されたピアニィの手の甲こうに口づけをする。

ピアニィ：（ぞわわっ）。

ＧＭ：そして彼は微笑と共に一本の薔薇を取り出し、キミに捧ささげた。

ピアニィ：この時のあたしは、なにもわかってないので……薔薇を受け取ります……っ。

ナヴァール：ああ、いいなそれ！　すごいきばった感じで……顔も紅あかくなって！（笑）きっと周囲もピアニィの仕草に笑ってるな。「ははは、責せき任にん重大ですなあ、リシャール殿！」

ＧＭ：だが、そんなからかい混まじりの言葉を軽く受け流し―――「では、ピアニィ姫、私は貴女の騎士となりましょう。いずれ貴女をお迎むかえにあがります」

ピアニィ：ま、待っています……っ、と答えておきます……（笑）。

ＧＭ：「ふふ、おめでたいことですね」ふいにピアニィは背はい後ごから女性に声をかけられる。

ピアニィ：女性？　どんな……？

ＧＭ：豪ごう奢しやなドレスをまとい、ただそこに立っているだけで気品を感じさせる―――そんな女性だ。そしてなによりも目につくのは彼女の腕うでに抱だかれた赤ん坊ぼうだね。「ピアニィ姫、スリスもあなたとリシャールのことを喜んでいるようですよ」

ナヴァール：スリスってメルトランド女王の？　ってことは、その女性って……？

ＧＭ：そう、今は亡なき、メルトランドの先代女王だね。生まれたばかりのスリスを抱いて微笑ほほえんでいる。スリスは、ピアニィの方にその小さな手をのばし……。

ピアニィ：かわいい（笑）。じゃあ、その手をとっ……。

ＧＭ：「（死ぬほど低い声で）ばぁああああぶぅうううぅ……」

ピアニィ：っ!?（手を引っ込める）

アル：なんで怖こわくするんですか！（笑）

ピアニィ：（おそるおそる）じ、じゃあ、妹を見る感じで……なでなで。

ＧＭ：スリスはキャッキャと喜びながら、キミが差し出した指をそのちっちゃな手で摑つかんで「……だー」と笑った―――その時だ。指を通して……〝キン〟。キミの思考に、光が走る。

ピアニィ：ピキーンと感じました（笑）。

ＧＭ：『ピアニィよ。お前はやがて、我わが国の民たみを救うこととなろう。数年経たったその日に、この幼子を救ってやってくれ―――』指を通して、じじいの声が聞こえてくる。

アル：ほうっ！　じじい！

ピアニィ：おじいさんの声!?　な、なぜ……っ。

ＧＭ：先に言ってしまいますと、これはメルトランドの象しよう徴ちようたる聖せいなる樹きの声です。スリスはその声を聞く資し質しつを持っていてね。本当は資格ある者しか声は聞こえないんだけど……。

ナヴァール：ああ、きっとヒースがスリスを通して語りかけるかなにかしたんでしょう。

ピアニィ：じゃあ……指を握にぎりながら辺りをキョロキョロして、「あれ？」みたいな。

ＧＭ：その老人の声に驚おどろきつつも……はっと我われに返れば、そこにあるのは赤ん坊の笑顔だ。リシャールも「スリス様も、我々のことを祝福してくれるようです」しゃがんで、キミに向かって優しい微笑を投げかけて―――。

ナヴァール：あ。ここでスリスに、友好の印でなにかアクセサリーをあげるとかどうです？

ピアニィ：じゃ、頭についていたリボンをきゅきゅ、とスリスちゃんの手首に巻まきます♪

ＧＭ：では、その光景を見ながら笑う大人たち―――そんな和なごやかな雰ふん囲い気きの中、夢ゆめの風景はしだいにホワイトアウトしていき―――そして……〝ドンドンドンドン！〟

ピアニィ：!?

ＧＭ：「……ピアニィ陛へい下か、起きておられますか!?」〝ドンドンドン！〟寝しん室しつのドアを叩たたく激はげしいノック音と共に、キミは現実の世界に引き戻もどされる。

ピアニィ：はい、なにかありましたか！　と、返事しなながらヤンヤンと一いつ緒しよに起きます。

ＧＭ：「陛下、ご報ほう告こくが！」扉とびらの向こうから、城しろの兵士のあわてた声。

ピアニィ：な、なんでしょう？

ＧＭ：「先ほど、報しらせが届とどきました……っ。グ、グラスウェルズが……」




　一拍ぱくの間を置き、兵士は声を張はり上げた。




「グラスウェルズが、メルトランドに侵しん攻こうを開始した模も様ようです……っ！」







◆Opening 02◆心の傷きず跡あと、忘わすれたい過か去こ




　忘れたい過去、というものがある。

　心に刻きざまれた傷、と言い換かえてもいい。

　その手紙を受け取った時……アルの両の手はかすかに震ふるえていた。




ＧＭ：さて、シーンは変わりまして……アルのオープニングにいこうか。キミがフェリタニアの騎士となってから二ヶ月が過すぎた。えー……城にいないんだったな。

アル：ええ、旅に出ていた俺おれは二ヶ月ぶりにフェリタニアに戻ったとこからで！（笑）

ピアニィ：うぅ……（笑）。

ＧＭ：―――では、アルが久しぶりにバーランド宮の門をくぐると、城の従じゆう者しやが出で迎むか……。

ナヴァール：「おおっ、アル様のお帰りだ―――っ！」

ベネット：「第一の騎士アル・イーズデイル様のお帰りだぞ―――っ！」

ナヴァール：「きゃ―――っ、こっち向いて―――っ！　いや―――んっ」

ＧＭ：……と、なぜかあちこちから大歓声が。

アル：くるっ！　スタスタスタ……っ（←一八〇度反転）。

ＧＭ：「……って、どこへ行かれるのですっ!?」近くの武ぶ官かんがあわてて声をかけた。

アル：こーゆー仰々しいのは嫌いなんだよっ！　ちょっと外にメシを食いに……っ。

ＧＭ：「お待ちを……っ、アル様に手紙が届とどいております！」

アル：手紙？　じゃあ、それを受け取って……嫌いやなオーラを感じ取って差出人を見る。

ＧＭ：その瞬間、キミの脳のうに衝撃が走った。差出人の名は、エルゼリエ・ブルックス―――。

アル：お、おかん……っ！　手紙を持つ手がガクガク震えて、嫌な汗あせがだらだらと……っ！　いや、なんでっ、急に……！

ピアニィ：な、なんでそんなに恐おそれてるの……。

ベネット：な、なにがあったんだろう……（笑）。

アル：カサカサと手紙の封ふうを切って、中を見ると……？




『この親おや不ふ孝こう者ものが―――』





ＧＭ：……手紙は、その一文から始まっていた。

アル：………………。




『あんた今、フェリタニアにいるんだって？　一〇年も顔を見せないでまったく……イーズデイルなんて偽ぎ名めいを使っても、アンタだってことはわかっているのよ？』

アル：バレてる―――――――――っ!?（笑）　で、手紙にはなんて……？

ＧＭ：そんなに長い内ない容ようじゃないね。二十枚にわたってひたすら小言が書いてあり……。

アル：長げぇじゃねえかっ!?





『とどのつまり、なにが言いたいかというと―――たまには帰ってきな』




アル：…………。は、はは……帰るって言ってもさあ……と、虚こ空くうに向かってブツブツと。




『ブツブツ言わずに帰ってくる！　いいわね？』




ピアニィ：また手紙がしゃべってるっ!?





『なんでも騎士になったとか！　ま、そのおかげでアンタの居い場ば所しよがわかったのよね』




アル：だから騎士なんかになりたくなかったんだ……。

ピアニィ：そんな理由っ!?


ＧＭ：そこから先は、実家の近きん況きようが書かれており……。

『アンタが出て行った時に赤ん坊だったトラボルタも、もう五匹ひきの子持ちよ』




アル：ト、トラボルタ？

ＧＭ：実家で飼かってる犬だ。

アル：嫌がらせかっ!?　犬は嫌きらいだって知ってるだろうっ!?（笑）

ベネット：むしろ、その実家で飼ってた犬が原げん因いんで嫌いになったんじゃ……（笑）。

ＧＭ：まあ、とにかく。手紙を要約すると……「たまには帰ってこい」。それだけだ。

アル：じゃあ、読み終えたら……ふ、震ふるえる手で……くしゃくしゃっと丸めてですね……こう右を見て、左を見て―――どうにか読まなかったことにできないかを考えます。

一同：落ち着けっ!?（大爆笑）

アル：お、俺は見なかった！　見なかった！　見なかった！　とにかく手紙を抹まつ消しようします。

ＧＭ：抹消するなよっ!?

ピアニィ：ほ、ほんとになにがあったんだろう……（笑）。

ベネット：アルを引きずってでもおかんのもとに連れて行きたくなる……。

アル：とにかく死し刑けいを宣せん告こくされた囚人のように、さめざめと泣きながら部屋に戻もどります……。

一同：ほんとになにがあったんだよっ!?


ＧＭ：では、アルが亡もう者じやのような顔で自分の部屋に戻っていったとこシーンを終わります！







◆Opening 03◆青い鳥




　帝てい紀き八一二年八月―――フェリタニア、興国。

　ベネットは建国をその目で確かく認にんしてのち、アルディオンを巡めぐる旅に出た。

　それは自分の使命を果たすための、旅。




ＧＭ：では、次のオープニングはベネットだ。キミもまた……。

ベネット：ええ。あっしも永ながき旅よりフェリタニアに戻ったでやんす！　フフフ、あっしはフェリタニアが建国してすぐに旅立ち、謎の黒ローブを探さがしつつ奪うばわれた竜りゆう輝き石せきを追い求めて二ヶ月でアルディオン大陸を北から南まで各地の詳しよう細さいな地図を作りつつ走そう破はするという快かい挙きよを成し遂とげて今、帰ってまいりました。

ピアニィ：な、なんで地図……？

ＧＭ：ああ、『サガ トラベルガイド』のためか……（笑）。




『アリアンロッド・サガ トラベルガイド』は、現げん在ざい富ふ士じ見み書しよ房ぼうより大だい好こう評ひよう発売中である。

　この本は、ベネットがアルディオン各地をまわって集めたレポートを元に、エリンディルの神しん殿でんが総そう力りよくをあげて製せい作さくした、という設せつ定ていなのである。

ベネット：時期的にリプレイの一巻かんと二巻の間の二ヶ月で各地を調ちよう査さするしかなく……。

ＧＭ：では、息も絶たえ絶だえに帰ってきたキミが、ノドを潤うるおすために最初に入ったのは―――街で唯ゆい一いつキミを尊そん敬けいする男が営いとなむ、バーだった。

アル：やっぱりそこか（笑）。

ベネット：（無む駄だに渋しぶい声で）……バーボンを、ロックで。

ＧＭ・ナヴァール：未成年未成年っ!!（笑）

ベネット：は!?　この店にくるとなぜかバーボンを頼たのみたく……っ!?　（無駄に渋い声で）マスター！　これはあっしの奢おごりでやんす―――あっしは飲めないでやんすからな。

一同：じゃあ頼むなよっ!?（笑）

ＧＭ：バーのマスターは、あなたのことならなんでもわかってますよ、くらいの落ち着いた雰ふん囲い気きでカウンターに麦茶を置く。「ずいぶんとボロボロになっているようですね、ベネットさん。クラン＝ベルの四英えい雄ゆうともあろうお方が。今回はどんな大だい冒ぼう険けんを？」

ベネット：フッ、マスターには話したことはなかったでやんすね。実はあっしはとある謎の黒ローブを追ってこの大陸に来たでやんすよ……。知ってる？　謎の黒ローブ。黒いローブ着ててちっこくて……（自じ嘲ちよう気味に）まあ、一いつ介かいの酒場のマスターが知るわけもな―――。

ＧＭ：「知ってます」

ベネット：フッ、知らなくても無理はないでやん馬ば鹿かな――――――っ!?（一同大爆笑）　なんで一介の町人がそんなことを知ってるでやんすかさては貴き様さま――――――っ!?

ＧＭ：「はは、こんな仕事してれば、方々から情じよう報ほうは入ってくるもんでしてね」

ベネット：はー…はー……ぜ、ぜぜ全部吐はくでやんす……（←刃は物ものを突つきつけているらしい）。

ＧＭ：「ちがいますよ！　この情報、少し前に手に入れましてね？　きっとベネットさんのお役に立つと思って、すぐお城に行ったんですが、旅に出られたと聞きまして―――」

ベネット：青い鳥はフェリタニアにいたのか―――っ!?　ま、まあお前は裏うら切ぎっていなかったとわかった。で？　どんな情報が入ったでやんすか。

ＧＭ：「あなたの言うその黒ローブ……こんな奴やつじゃありませんか？」そう言ってマスターが取り出したのは一いち枚まいのスケッチ。それは、キミがディアスロンドで見た人物と酷こく似じしている。

ベネット：むう、まさにこいつでやんす。これはいったいどこで……？

ＧＭ：「メルトランド王国―――そこでの目もく撃げき証しよう言げんを元に描えがかれたものと」

ベネット：メルトランド……最近、グラスウェルズに侵攻を受けたって国でやんすな。で？

ＧＭ：「くわしいことは不明ですが、この人物のコードネームは〝デスサイズ〟であると」

ベネット：デスサイズ―――。

ＧＭ：「ええ」

ベネット：……なるほど、デスサイズデスサイズ……つまり〝死の大きさ〟でやんすな。

一同：……。

ＧＭ：……？

ベネット：……。

ＧＭ：（はっと気づいて）「（おべっかを使うようにわざとらしく）さあすがは四英雄っ!?　か―――っ！　言うことがちがいますなあ……っ!?」（一同大爆笑）

ベネット：今のダジャレは放っておいてほしかった――――――っ!?　なまじ持ち上げられるとかえってやりにくいんじゃコラ―――っ!?（一同大爆笑）い、今のはマジ放っておいてほしかった！　プレイヤー的にもっ!!（笑）

ＧＭ：「はは、空気を読めないのが私の特とく徴ちようでして」……って、そんなことはどーでもよく。「どうもその人物はメルトランドの王都で暗あん躍やくしているらしいと……」

ベネット：ほう……ふふふ、決着の時がきたでやんすな―――ついにこのベネットの大だい冒ぼう険けんも最終回を迎むかえる時が来たということ……。

ＧＭ＆ナヴァール：（ふっ、と顔をそむける）。




　ＧＭとナヴァール（のプレイヤー）が顔をそむけた理由は……のちほど判はん明めいする。

　それまで、お待ちいただきたい。




ＧＭ：では、ベネットがほくそ笑んだところで一いつ旦たんシーンを切ろう！







◆Opening 04◆フェリタニアの明日のために




　フェリタニアの建国以来、ピアニィを取とり巻まく環かん境きようは大きく変わった。

　王家という温室に育ち……しかし不思議と戦せん闘とう力りよくには秀ひいでたこの少女に、いかなる方法をもって女王としての知ち識しきと自覚、力を持っていただくか―――。

　それがナヴァールの、最大の関心事だった。




ＧＭ：では、ここでシーンが変わって―――最後のオープニングはナヴァ……。

ナヴァール：というわけで、やりたいことがあります。

ＧＭ：……ル……って、なんですかいきなりっ!?


ナヴァール：いやあ、フェリタニアの軍ぐん師しとしてやるべきことを思いつき……！　あ、でもその前に今、フェリタニアってどんな感じになってるか聞きたい。

ＧＭ：ああ、建国から二ヶ月。ナヴァールやナイジェルの指し導どうの下もと……二ヶ月でこんな感じになってますな（と、地図を広げて解説する。左の図版参照である）。
















ナヴァール：……ふうむ、だいたいわかった。ところで陛下。

ピアニィ：はい。

ナヴァール：お金がありません。

ピアニィ：っ!?　なにをいきなり……っ。

ナヴァール：我わが国は建国したばかり。人々は夢と希望にあふれてはいますが、実じつ際さいには民たみと国を支ささえる財ざい政せい基き盤ばんはもろいもの。国を豊ゆたかにせねば国防のための兵隊も雇やとえませぬ。

ピアニィ：は、はい。

ナヴァール：そんなわけで、実は私はこの二ヶ月で……と、ここから回想シーンに入ります。

一同：回想シーンっ!?


ＧＭ：で、ではあらためてナヴァールのシーンということで……（笑）。

ナヴァール：私は前回の話のあと、このフェリタニアの経けい済ざい基盤を確かく保ほするために、まずは旅の商人たちを集めた。そして、城しろの中庭に彼らを集めて演えん説ぜつをしたのだ。

ＧＭ：え、演説？　なにゆえ旅の商人？

ナヴァール：まあ、聞けばわかる。商人たちを前に……（どこか感かん極きわまった雰ふん囲い気きで）……聞くのだ、皆の衆！　ある日、ピアニィ陛下はこの私に向かっておっしゃられた！『王として守らなければならないことが三つある』と！

ＧＭ：よくわからないが、ざわつく商人たち―――。

ナヴァール：『ひとつ、進言する臣をそれを理由に罰ばつしてはならない』諌かん言げんを吐はく臣下は、国を憂うれえて言うのだ。耳に痛いからと、それを理由に罰してはならない、ということだ。

ＧＭ：でないと暴ぼう君くんになってしまうからな。

ナヴァール：『ふたつ、臣下の者を、生まれの貴き賎せんや種族などによって差別してはならない。そのものの行ないを持って評ひよう価かすべし』！

アル：世の平等を唱えるわけだ。

ナヴァール：でないと、こういう新しん興こう国こくは人が集まらないので！　諸しよ君くんらも知っておろう！　異い国こくより参られたベネットを迎むかえ！　貴族の出身ではないというのに第一の騎士として取り立てられたアル・イーズデイル殿どのを！

ベネット：商人たちは、ざわついて感かん嘆たんの声をあげます。「ただの世間知らずと思っていたあの娘むすめが……なんとしっかりしたお考えをお持ちなのだ！」

ＧＭ：「ああ、ただの温室育ちじゃなかったんだなあ！」（笑）

ピアニィ：なぜかズキ。

ナヴァール：『三つ、国の財ざい産さんは民のものであり、国王の私し利り私し欲よくに使うべからず』この貧まずしきフェリタニアにおいて、ピアニィ陛下は『民が飢うえているのに、なにゆえこの私が贅ぜい沢たくな食事を摂とれましょうか』とおっしゃられ、とても……とても！　とても質しつ素そな生活をされておられる！　毎食、玄げん米まいご飯に一汁一菜っ!!（一同大爆笑）

アル：なんでそこで日本になるんですかっ!?（大爆笑）

ナヴァール：この私の進言・諌言にも笑顔で耳を傾かたむけられ、民のために素す晴ばらしい政せい治じを実じつ現げんせんと日夜、奮ふん闘とうしておられるのです！　赤貧にあえぐ生活にも耐たえながら！

ＧＭ：（げらげら笑いながら）「なんと！　なんとできた女王であろうか！」（大爆笑）

ベネット：「あ、ああ！　そんな女王が治める国なら……！」（笑）

ＧＭ：「俺たちも取り立ててもらえるかもしれない!?」（一同爆笑）

アル：しょ、商人たちが惑まどわされている！（笑）

ナヴァール：……まあ、そういう話をしたあと―――ピアニィ陛下は、広く人材を求められている！　実力がある者、世の平和を願う者、この戦せん乱らんの世を憂うれう者……誰だれでもよいっ！　ピアニィ陛へい下かの高き志こころざしを支ささえてくれる者たちをフェリタニアは常つねに求めている！

ＧＭ：ああ、そう繫つながるのか……（笑）。




ＧＭ：で、ではナヴァールの演えん説ぜつに、集しゆう団だん心理も働いて……寄き付ふを申し出る者も出てくる。

ナヴァール：申し出はありがたいが、それはお断ことわりしよう。

一同：断るのっ!?

ナヴァール：そうだ。今はお主たちが儲もうけるのだ。儲けてこの国に住んでもらえれば、その税ぜい金きんにより国は潤う。寄付により王宮が潤うるおっても意味はない。今はその金で商売をするがよい。まずは国とそれを支える民たみが豊ゆたかかになることが大事なのだ―――と、やせ我が慢まんをする（笑）。


ＧＭ：では、商人のひとりが手を上げて尋たずねた。「……それもピアニィ陛下の政せい策さくか！」

ナヴァール：―――そのとおりだ！（超断言）

ピアニィ：え、ぁ、う……！（笑）

ナヴァール：口止めされていたが……あえて話そう。本音を話せば、私は陛下に寄付を募つのろうと進言したのだ。だが―――陛下がそれをお止とめになったのである！

ＧＭ：「（わなわな震ふるえる声で）な、なんと……っ!?」（一同大爆笑）

ピアニィ：ナ、ナヴァール……あたしの知らないところでこんな…………（笑）。

ナヴァール：そういうわけで……ふう。私のやりたいこと、終わり。

アル：なるほど、これで商人たちは世界中に散ってフェリタニアの宣伝をしてくれる、と。

ＧＭ：んだね（笑）。さて…………じゃあ、そろそろ本来のオープニングを始めようか……（一同大爆笑）。でも、もうおなかいっぱい…………（一同爆笑）。

ナヴァール：えー、ぶっちゃけどんなオープニングが用意されてたので？

ＧＭ：うん、メルトランド王国のイザベラから、旧きゆう友ゆうのナヴァールに……「グラスウェルズの侵しん攻こうを受けた。力を借りたい」という手紙が来るって話をするはずだった……。

ナヴァール：では手紙を読んで―――友の頼たのみならば、聞かぬわけもいくまい。了りよう承しようした。

ＧＭ：では、シーン終わり。

一同：終わりか―――いっ!?（一同大爆笑）











ＭＩＤＤＬＥ ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆フェリタニア首しゆ脳のう陣じんの豪ごう華かな晩ばん餐さん




　ひさしぶりに四人が揃そろった晩餐だった。

　ピアニィは、仲間のために腕うでによりをかけて料理を振ふる舞まった。

　それは、レイウォール王家の英才教育の賜たま物ものだった。




ＧＭ：では、ミドルシーンに入ろうか。舞ぶ台たいは、バーランド城じようの一室―――二ヶ月ぶりに四人が顔をあわせたその夕食時に、相談をするシーンだ。メルトランドからの応おう援えん要よう請せいに対し、フェリタニアはどうするのか。そして―――。

ナヴァール：国の財ざい政せいをどうするのか、さらにアルをいかに実家に連れて行くかを論議する。

アル：ちょっと待てっ!?　金はともかく、なんで俺おれの実家がそこで出てくるんだっ!?

ピアニィ：そ、それよりもあたしはみんなそろったのが嬉しくて、手料理をふるま……！

ナヴァール：そう、食事は玄げん米まいに一いち汁じゆう一いつ菜さい―――。

ＧＭ：魚のあらと、余あまり物の大根の葉っぱで作ったスープに……。

ピアニィ：に、肉ジャガ……肉ジャガを作っ……っ。

ＧＭ：そう。肉の代わりに油あぶら揚あげが入っている。

ピアニィ：みんな質しつ素そでごめんね―――じゃなくて。ピ、ピアニィ的にめちゃくちゃ自信作ですよっ。

ベネット：ぱくり‥‥……ぎゃあああああああああっ!?（一同爆笑）……ぶくぶくぶく……っ（←泡を吹いた）

ピアニィ：ひ、ひどっ!?　大丈夫、料理は幼い頃からお母さんやコネリーに習ってて、けっこーいけるんです！　そのへんに生えてる草とかキノコでもおいしくいただけますっ！（笑）
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ＧＭ：そ、そのへんに生えてる……？

ピアニィ：ええ。ピアニィ、ちゃんと食べられるかどうかも見分けられますよ？（笑）

ベネット：な、なんというサバイバル能力……っ、さすがアヴェルシア王族（わなわな）。

アル：戦場で生きのこるために、どんなものでも食えるようにと……（わなわな）。

ピアニィ：っ!?

ＧＭ：アル、ベネット……好き勝手なことを……（笑）。

ピアニィ：でも、なんでも料理できるのっていいですね。それでいきます（笑）。

一同：いくんかいっ!?（大爆笑）

ナヴァール：と、ともかく今日はひさしぶりに四人そろったのだ。お茶でも馳ち走そうしよう。

ＧＭ：でも貧びん乏ぼうだから白さ湯ゆで……。

アル：いや、木の皮を煎せんじたお茶で……。

ＧＭ：死し霊りようの森で剝はいできた木の皮で……。

ナヴァール：茶柱のかわりに苦しげな人の顔が浮うかんで……。

ピアニィ：な、なんでですかあっ!?


ナヴァール：……まあ、本題を切り出そうか。先日、ノルウィッチに城を構える我わが旧きゆう友ゆうイザベラ伯より連れん絡らくが入ってな。メルトランド王国が、グラスウェルズの侵しん攻こうを受けたそうだ―――アル殿どの。旅に出ている途と中ちゆう、メルトランドのことを……なにか聞いていないか？

アル：俺はそっちには行ってない。……ちなみに実家がメルトランドのノルウィッチにあることは伏せますよ？（笑）

ＧＭ：ほほう。

ナヴァール：ふうむ―――ほんとになにか知らぬか？　アル殿。

アル：知らないな。

ナヴァール：なにもか？

アル：なんで俺にばかり聞くんだよっ!?（笑）

ピアニィ：アル、なんか顔が引きつってますよ？（笑）

アル：よ、横を向く。で、メルトランドは今、どうなってるって？

ＧＭ：んー……状じよう況きようは、こんな感じだね。
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ナヴァール：……グラスウェルズ軍はすでにメルトランド王国の奥おく深ふかくまで侵攻……シャールズベリは一週間で陥かん落らくしたと聞く。王都も、すでに包囲されつつあるという。

アル：……えっ!?　と、立ち上がる。

ベネット：どうしたでやんすか？　そんなにあわてて。なにか気になることでも？

アル：い、いや……落ち着いて座すわる。……で、ノルウィッチは？

ナヴァール：ノルウィッチまでは、まだグラスウェルズ軍の手は伸のびていないらしい。（死ぬほどわざとらしい声で）……おや？　アル、ノルウィッチになにか因いん縁ねんでも？（一同爆笑）

アル：い………………いや？

ピアニィ：声が裏うら返がえってますよ？

アル：そ、そりゃあ…………有名な街、だから、な？

ピアニィ：そういえば、アルさんに手紙が届とどいてましたよね。

アル：なんでいきなりその話になるんだよっ!?


ピアニィ：いやあ、手紙来てたのを思い出しただけで♪

アル：…………。

ピアニィ：たしか、ノルウィッチからですよ……ね？

ナヴァール：ほう、ノルウィッチ！（死ぬほどわざとらしい声で）……そういえばノルウィッチにはイザベラ伯の他に、もうひとり有名な方がいらっしゃってな？　その城じよう下かに、ブルックス商会という武ぶ器き商しようがおられるのだ。

アル：……カラーン（←食器を落とした音らしい）。

ナヴァール：ブルックス商会のご主人は早くに亡なくなられたが、その若わかい女主人が、子こ供どもを育てながら立りつ派ぱに運うん営えいされているという。実はそのブルックス商会のエルゼリエ殿からも手紙がきておりましてな？

アル：……へ、へえ。

ナヴァール：手紙には、『おたくの国にアル・イーズデイルという騎士がいらっしゃるそうですが―――』と、事細かに十年前に旅に出た息子むすこの特とく徴ちようが書い―――。

アル：最初からぜんぶバレてんじゃんっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：―――書いてはなかったんだが。

アル：ハメんなよっ!?（一同大爆笑）ちっくしょう……っ、口では勝てねぇ……（笑）。

ナヴァール：やはり、ご身内だったのだな？

アル：ああ。でも一〇年前に出たっきり会ってないんだ。もう親子の縁えんも切れたようなもんだよ。そこそこでかい武器商やってはいたけど……。

ナヴァール：今、フェリタニアには国を運営する金がない―――わかりますな？

アル：金の無心かっ！（笑）

ナヴァール：フェリタニアはあまりにも小さく、なんらかの経けい済ざい的手しゆ段だんをとらないとどうにも……旅の商人を使った私の策さくが意味を成すのは、もう少し先ですからな。

ピアニィ：貧乏です……ピアニィ、自分で畑を耕しています……。

一同：…………。

ナヴァール：お聞きになりましたか、アル殿！　陛へい下か自らが畑を耕たがやすなど、すべては国家に金がないゆえのこと！　そこに！　かの有名な！　エルゼリエ・ブルックス殿が！　我わが国、第一の騎士・アル殿の母君であるとはもう……！　これは金を借りに行くしか！（一同爆笑）

アル：待て待て！　それとこれとは関係なくねぇか？　イザベラから話されたのは国を助けてくれとか、そういう話だろう？　なんで借金話が……！

ナヴァール：まあ、ぶっちゃけると……イザベラの話と、ピアニィのオープニングを考えるに、今日のシナリオってスリスを助けに行くんでしょう？

ＧＭ：ええ（笑）。

ナヴァール：旧友からの依頼とはいえ、戦争している隣となりの国に女王陛下を連れて行くのは物語的には苦しいので、ピアニィがメルトランドに赴おもむく理由が必要ではないかと思ってね？

アル：ま、まあな。

ナヴァール：金を貸かせと言っても、このような小さな国に貸す道理がない。だが、女王が直じき々じきに来て、礼を尽つくしたのならば話は別。陛下を連れて行かぬというわけにはいきますまい？

ピアニィ：あははははは。ピアニィ、アルの実家に借金申し込こみますよ（笑）。

ナヴァール：自らの国の困こん窮きゆうを救うためならば、致いたし方なし。

アル：……。

ピアニィ：アル―――一緒に行ってくれますよ……ね？




　ピアニィが、上うわ目め遣づかいでアルを見上げた。

　アルは、渋しぶい顔で―――……うなずいた。




　翌朝、死にそうな顔のアルを引きずり……一行はノルウィッチへと旅立った。







◆Middle 02◆再さい会かい、母よ




　故郷は遠くにありて想おもうものだと―――昔、どこかの誰かがそう言った。

　まったくそのとおりだ、と―――




　その日、アル・イーズデイルは心の底から実感した。




ＧＭ：では、新しいシーンを始めよう―――。さっきのシーンから数日が経たって……舞ぶ台たいは、メルトランド王国の一都市・ノルウィッチ。メルトランドの南部に位置し、レイウォールとの国こつ境きよう沿ぞいにある街だ……あ、このシーンはもちろん、全員登場だよ？

アル：なんでこっちを見ながら言いますか？（笑顔）

ＧＭ：うひひ。さて、そのノルウィッチの一角……大通りに面したその場所に、目的の店はあった。「ブルックス商会」と書かれた大きな看かん板ばんがかけられている建物に、大おお勢ぜいの人だかりができ……にぎわっているね。どうやら、店は大だい繁はん盛じようしているようだ。

アル：そ、そんな大きな店だったのか。

ＧＭ：うん。もうね、六階建ての……城しろをのぞけばこの街一番のでかい建物でね？「一階、武ぶ器き売り場でございます。二階、武器売り場でございます。三階、武器売り―――」

アル：ぜんぶ武器売り場じゃねえかっ!?

ＧＭ：「……四階、防具・雑貨売り場でございます」（一同大爆笑）。そして店先の喧けん噪そうの中、ひときわ大きく張はり上あげられる声。「お客さあん、いいものに目を付けたねえ!?　その剣けんはなにをかくそう……っ！」人だかりの向こうから聞こえるその威い勢せいのいい声―――アルは、十年ぶりに聞くその声に……。

アル：おかん、店に立ってるのかよっ!?

ＧＭ：店のフロアに立ってるようですな。

アル：隠かくれます（即そつ決けつ）。

ＧＭ：【感知】判はん定ていに成功しました。

アル：なにいっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：すると―――それまで店先で威勢よく声を張り上げていたエルゼリエが、きょとんとした表ひよう情じようになってつぶやいた。「あら……」

一同：…………。

ＧＭ：そして―――獲え物ものを見つけた彼女の瞳ひとみが〝ギュイーンっ!?〟と輝かがやく。

一同：ぎゅいーん!?


ＧＭ：「（腹はらの底から振り絞しぼるような声で）……あらあらあら……っ、んま―――っ!?」

一同：えぇ―――っ!?（一同大爆笑）

アル：そんなキャラなのおっ!?


ＧＭ：ゆらり、キミのおかんの姿すがたが揺ゆらぎ、ふいにその場に残ざん像ぞうを残してかき消える。そして、「あらあらあら……っ!?」店に集まる人だかりを誰にも触ふれることなくすり抜ぬけ―――。

一同：ちょ……っ…と！

ベネット：こ、こっちに突つっ込んでくる……っ!?

ＧＭ：「あらあらあらっ!?」残影を曳きつつ、華か麗れいなステップでアルのいる方向に驀ばく進しんする笑え顔がおのエルゼリエ。

アル：こえぇよっ!?


ベネット：ぬうっ、落ち着くでや―――んすっ！　と、身体からだを張って体当たりで止……。

ＧＭ：おかんは、呼こ気きと共に囁ささやいた。「―――《ディフェンスライン》」

一同：おい―――っ!?（一同大爆笑）

ベネット：おげらぶら―――っ!?（←なぜか吹ふっ飛ばされたらしい）（一同大爆笑）

ナヴァール：ぬう、さすがはアル殿どののご母堂っ!?（と、言いつつ大爆笑）

ＧＭ：おかんは、〝くわっ〟とアルの前で目を見開いて腕うでを突き出し……っ。

アル：うおぉ……っ!?《ディフェンスライ……っ！

ＧＭ：だが、おかんの腕はアルが構かまえた二本の剣を難なくすり抜ぬける。

アル：なにいっ!?　ば、馬ば鹿かな……っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：で、そのまま掌しよう底ていで〝どん……っ！〟とアルを突き飛ばし、背はい後ごにいたピアニィの肩かたをガッ、とつかんだ。

ピアニィ：あ、ぇ……っ!?

ＧＭ：「あらあらあらあらっ!?　アルったら、十年ぶりに帰ってきたと思えば……こんなかわいい嫁よめを連れて帰ってくるなんてっ!?」


ピアニィ：えぇ――――――っ!?　ち、ちが……っ！

アル：いや、おい待てちが……っ！

ＧＭ：どーんっ！（←アルを突き飛ばした）

アル：おぐぅあっ!?


ＧＭ：「ああ……っ、素す晴ばらしいわあ!?　この気品！　この可か憐れんさ！　きっと、名のあるところのお嬢じようさんでしょうっ!?　みんな―――っ、息むす子こが嫁を連れて帰ってきたわよ―――！」

ベネット：「おお、立りつ派ぱになられて……！」（←店員Ａ）

ナヴァール：「お帰りなさいませ！　坊ぼつちゃん！」（←店員Ｂ）

アル：坊ちゃんはやめろ――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：「で？　で？　お式はいつ!?　子こ供どもは何人ほしいのっ!?」

ピアニィ：ま、ままま待って、ちがうちがっ……!?


ＧＭ：「いやあだ、そんな照れなくてもいいんですよっ!?　ああ……っ、こんな奥おくゆかしい方がなにゆえこの馬鹿息子に……っ」

ベネット：だ、だめだっ!?　このおかんだめでやんすっ!?


アル：話を聞きやがれっ!?　こいつはフェリタニアの女王さんで……っ。

ＧＭ：「……」ぴたり、おもむろに凝ぎよう固こするお母さん。

アル：……。

ＧＭ：「女…王……？」

アル：そうだ。

ピアニィ：は、はい、あたしはフェリタニアのピア……。

ＧＭ：「（わなわな震ふるえる声で）………じ、女王様をお嫁にしたの!?」（一同大爆笑）

アル：ちげ――――――っ!?

ＧＭ：「照れなくっていいのよ？　もう、プラムのようにかわいいほっぺた……！　ま、お店の中へ中へ。あなたはこのブルックス商会を継いで貰もらう大事な……っ」

ピアニィ：え、えぇえっ!?　あ、あのっ、話を聞い……っ。

ＧＭ：「うちの娘むすめになれば、あらゆる装そう備びが卸おろし値ねで手に入るわよ？」

ピアニィ：え！（笑）卸値っていくらですか!?

一同：釣つられるな―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：「うっさいわね、この子は。……トラボルタ！」（パチン、と指を鳴らす）

ベネット：『がうがうがうがう……っ!!』（←トラボルタと五匹ひきの子犬たち）

アル：ぐわ……っ!?


ベネット：〝ボリッ、ゴキッボリ……むしゃっ〟　ああっ、アルが食われてる―――っ!?


アル：（素すで）おめーがやってるんだろうっ!?　にしても、ないわっ！　このおかんはないわ……っ!?（大爆笑）

ＧＭ：とにかくエルゼリエはじたばたともがくピアニィを羽は交がい締じ……じゃない、抱だきしめて―――「ああっ、あたしこの子を気に入っちゃったわっ!?」

ピアニィ：あ、あの……あ、あたしいちおー婚こん約やく者しやみたいなのいますし……っ（じたじた）。

ＧＭ：おかんはピタリと止まって……「―――婚約者？」

アル：…………おい、俺おれはそんな話、初耳だぞ？　おい。

ナヴァール：ほう、私も初耳ですな。それはどこの誰様で？

ピアニィ：え、あ……グラスウェルズのリシャールって人なんですけど……ま、まあ、今はこんな状じよう況きようになってるんでもう関係なくなってるとは思いま……。

アル：へーほーふーん。

ピアニィ：なんで怒おこってるんですかっ!?

アル：（超笑顔で）いや、別に？　怒ってないよ？　リシャールねえ、名前はさすがに知ってるな。たしか十倍ものレイウォール軍をひとつの騎き士し団だんで追い返したって逸いつ話わのある騎士だろ？

ピアニィ：そんなすごい人だったんですかっ。

アル：ああ。どんな戦場に赴おもむいても、傷きずひとつ負わずに戻もどってくる―――戦いから帰った時、兵士たちが傷だらけになってたというのに、一いつ緒しよに戦ったはずのリシャールの顔だけは綺き麗れいなままだったとかな。ま、どうでもいいけどね？

ピアニィ：だからなんで不ふ機き嫌げんなんですかあっ!?


ＧＭ：「あはは、婚約者のひとりやふたり問題ないわ？　あたしの若わかいころなんざ、七十八人もの求きゆう婚こん者しやがいてね？」

一同：おか―――んっ!?（笑）

ナヴァール：むう、このままでは埒らちがあかない！　ご、ご母堂っ、お話があります。

ＧＭ：「あらあら、こちらはまたいい男ね」

ナヴァール：私の名はナヴァール。フェリタニアはピアニィ陛へい下かにお仕えする軍ぐん師しで……。

ＧＭ：「ああ、あなたがあの〝鳳ほう雛すう〟と言われた」

ナヴァール：はい、〝臥が龍りゆう〟と呼よばれるナヴァールにございます（一同爆笑）。

ＧＭ：「どっちでもいいじゃない」

ナヴァール：いえ、そのふたつには、似にているようで大きな隔へだたりがあるのです。ちゃんと説明いたしますと……。

アル：巻まき込こまれてる巻き込まれてる！　おかんのペースに巻き込まれてるっ!?（大爆笑）

ナヴァール：は!?（笑）

ベネット：（爆笑しながら）……あっしはいつのまにか、ススス、とアルの母君にすり寄よります。

ピアニィ：ベネットちゃん……。

ナヴァール：と、ともかく話を切り出す！　……エルゼリエ殿どの。此こ度たび、我われ々われが貴女あなたの元にやってきたのは理由がありまして―――。

ＧＭ：そこで、じたじたするピアニィを抱だきつぶしたまま―――エルゼリエはスッ、と目を細めて……しかし不ふ敵てきな笑えみを浮うかべて言う。「……フェリタニア王国への資し金きん援えん助じよおよび、武ぶ具ぐの供きよう与よ―――そうですね？」

ナヴァール：む……。

ピアニィ：じたじた。

ＧＭ：「我わが商会への見返りは？」その表情は、すっかり商人のそれへと変わっている。

ナヴァール：〝傭よう兵へいの街〟ルーパスディルへの武具一いつ括かつの取引きを全面的にお任せしよう。また、クロフトで算出されるミスリル鉱こうすべての独どく占せん権けんを。

ＧＭ：「興きよう味み深ぶかいお話ね」

ナヴァール：さらに、ピアニィ陛下は、必ずやこの戦せん乱らんに平和をもたらす、名君となられるお方。そこに投とう資しをしたとなれば当然、ブルックス商会の名も上がり……ご商売にもかなりプラスになると考えますが？

ＧＭ：「他には？」

ナヴァール：ピアニィ陛下は、フェリタニア国王として……出自の貴き賎せんなく、種族の差なく、すべての者を平等に扱あつかえと申しました。ゆえに、アル殿を婿むこ殿どのとして迎むかえられることに関しまして私が異いを唱えることはございませぬ―――。

アル＆ピアニィ：ちょ……っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「……食えない男ね？」

ナヴァール：ははは、エルゼリエ殿にはかないませぬ。

ベネット：そしてこれが山やま吹ぶき色いろのまんじゅうにございます（一同大爆笑）。

ＧＭ：「じゃ、くわしい話は家の方でお聞きしましょうか？」

ナヴァール：ぜひに。

ピアニィ：ナヴァール―――っ!?（じたじた）




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――夜。

　エルゼリエの自じ宅たく……すなわちアルの実家にて四人は一泊ぱくすることとなった。

　エルゼリエはナヴァールらとの話し合いの末、フェリタニアへの資金提てい供きようを約束。その見返りに彼女の出した条件は、ひとつだった。

　イザベラ伯はくの願いを聞きき届とどけること―――それすなわち、メルトランドの幼おさなき女王スリスを、グラスウェルズ軍に包囲された王都より救出してほしい、というものだ。




　……なお、余よ談だんだが。

　実家に泊とまったアルが、買い物より帰宅した姉と妹らに弄もてあそばれ、その気高き剣士の心を蹂じゆう躙りんされたのは言うまでもない。

　なにがあったのかは―――ここでは書けない。




アル：だから実家に帰るのは嫌いやだったんだよっ!?

ピアニィ：あははははははっ！（笑）




　なぜか、ついでにピアニィもその巻まき添ぞえをくらったのも言うまでもない。




ピアニィ：なんでですかあっ!?


ＧＭ：うひひ。では、次のシーンに移うつろう！







◆Middle 03◆鉄くろがねの城




　城じよう塞さい都と市しノルウィッチ―――。

　強固な防ぼう壁へきに覆おおわれたこの街の中央に、威い風ふう堂どう々どうとそびえ立つ黒き城があった。

　それこそが、長年にわたってメルトランドを他国の脅きよう威いより守り続けてきた、イザベラ伯はく自じ慢まんのノルウィッチ城だった。

　かの巨きよ城じようを見上げ、ピアニィは感かん嘆たんの声をあげた。




ＧＭ：では、ここで舞ぶ台たいは変わり―――舞台はノルウィッチ城の前。今、キミらは巨大な城門の前に立っている。威風堂々とそびえるその偉容は、石と鋼はがねで造つくられた黒き城で―――。

ベネット：ほほう、黒い城とはめずらしい。

ＧＭ：ええ、一見してすぐに、キミらが知っているこの世界のどの城ともちがった建けん築ちく様式で建けん造ぞうされているのがわかる。加えて、城壁には多くの見み張はりが立っているね。グラスウェルズの侵しん攻こうという緊きん急きゆう事じ態たいに、常じよう時じ警けい戒かい態たい勢せいをとっているんだろう。

ベネット：たのも―――っ！

アル：道場破やぶりかお前はっ！（笑）

ＧＭ：だがそんなベネットの声に気づいてか、城門の上に立つ警けい備び兵へいが反はん応のうする。するとややあって―――その堅かたく閉とざされた城門が軋きしみをあげながら……ゆっくり開いていく。

ベネット：おお。

ＧＭ：続いて、城内よりばらばらっと出てきた二十名ほどのメルトランド兵が左右に分かれて整列、道を作る。そして……「お待ちしていました、ナヴァール殿どの」兵士たちの作った道の中央を歩いてきたのが……。

ナヴァール：久ひさしいですな、イザベラ様。

ＧＭ：そのとおり。年の頃ころは三十の手前といったところか。紫色の長い髪かみをうしろで束ね、金きん属ぞくの甲かつ冑ちゆうをまとった出いで立ちと、その目に宿る強い光は王族というよりは武ぶ人じんを感じさせる。

ナヴァール：イザベラに礼をつくそう。お久しぶりでございますな―――。

ＧＭ：彼女は満足そうに笑えんで頷うなずき……そのままピアニィに視し線せんを移うつす。

ピアニィ：あ、初めまして……っ、あたしは……。

ＧＭ：「ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア陛へい下かですね？」




　イザベラは、どこか威い厳げんのある微笑ほほえみをもってピアニィに言った。




「ようこそ、ノルウィッチへ！　我われ々われはあなた方の来らい訪ほうに感かん謝しやいたします」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：では、少し舞台を移い動どうして……城の一室。その豪華な応おう接せつ室しつに、キミたちは通された。

ナヴァール：で、イザベラ様。まずはお話しを聞かせていただいてよろしいかな？

ＧＭ：彼女はその言葉にこくり頷き―――「すでに、エルゼリエから聞いているとは思うが……グラスウェルズが王都を包囲しているのは知っているな？」

ナヴァール：ええ。

ＧＭ：「単刀直入に言いましょう。その王都より、スリス女王を助け出してほしいのです」




[image: ]




ピアニィ：はい、あたしも同じ気持ちです。

ＧＭ：……。

ピアニィ：……。

ＧＭ：話が終わってしまいました（一同大爆笑）。

ピアニィ：すいませんすいませんすいませんっ!?（笑）

ＧＭ：「しかしその言いよう……ピアニィ陛下は、スリス陛下にお会いになったことでも……？」

ピアニィ：あ、はい。もう昔ですけど……その時、おじいさんの声で「この子を救ってやってくれ」って。だから……。

ＧＭ：「ほう……」イザベラは少し驚おどろいた声をあげる。「そうですか、あなたは聞かれたのですね、聖せいなるヒースの声を」

ピアニィ：はい。ヒース本人の声かわかりませんけど……（笑）。

ＧＭ：「それにしても、希け有うな事じ態たいですよそれは。そうですか……ヒースは、この日が来るのを予見していたのかもしれませんね―――」彼女は少し遠い目をしてつぶやく。

アル：で？　スリスを助けだしたとしてそのあとはどうするんだよ。

ピアニィ：え？

ＧＭ：「―――……」意味ありげにやや沈ちん黙もくして、イザベラは口を開く。「この城に陛下をお連れし、ここを……このノルウィッチを新たなメルトランドの王都とする」

アル：待て。王都を失って軍の統とう制せいだってガタガタだろ？　ノルウィッチに立てこもったとして……グラスウェルズの主力相手にどこまで持ちこたえられると思ってんだ。

ＧＭ：「…………」

アル：ほれ、答えられねえだ……。

ＧＭ：「（ドスの効きいた声で）―――なめられたものだな、小こ僧ぞう……っ」

一同：小僧っ!?


ＧＭ：「ふふ……！　このノルウィッチ城をあなどってもらっては、困こまる！」ガタンっ、とおもむろに立ち上がってイザベラが驚きよう喜きの笑みを浮うかべる！

ベネット：驚喜っ!?


ＧＭ：「我わが鉄くろがねの城しろあらば、グラスウェルズ十万の兵なぞ恐おそれるに足らず!!　 白き竜りゆうの兵の骸むくろを山と築きずき、新たなるメルトランド興こう国こくの贄にえとせん！　そして偉大なるスリス女王にあの敵てき兵へいどもの血を捧ささげよう……っ!?」（一同大爆笑）

ベネット：おちつけ――――――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：せ、性せい格かくさっきとぜんぜんちが―――うっ!?


ベネット：メルトランドには変人しかいないのか―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「はー……はー……いいか、この城にスリス陛下あらばメルトランドは必ずや立ち直り……っ」

ナヴァール：―――それが不可能であると知った上での発言か、イザベラ様。

ＧＭ：……む。そのナヴァールの言葉にイザベラが唐とう突とつに押おし黙だまり……落ち着きを取り戻もどす。「…………ふふ、やはりお前にはかなわんな、ナヴァール殿」

ピアニィ：不可能……？

ナヴァール：ええ、ちょっとプレイヤー発言をしますが……！（笑）メルトランド王国では、女王として存そん在ざいするためには、〝王おう威いの竜りゆう輝き石せき〟を保ほ持じしてるだけではだめなんですよ。

ＧＭ：そう、さっきもちらっと触れたけどメルトランドの王都……レスノールの王おう城じように安置されている〝聖なるヒース〟という神木に選ばれる必要がある。

ピアニィ：あ、あれ。じゃあスリスちゃんだけ連れてきても……。

ナヴァール：そう、意味がない。しかも、超ちよう優ゆう秀しゆうな軍ぐん師しである私は、メルトランド戦せん役えきのさなかに〝聖なるヒース〟が失われると予見しているのだ。

一同：それは予見じゃないからっ!?（大爆笑）




　説明しよう―――。

　二〇〇八年一二月に発売された『アリアンロッド・サガ・リプレイ・ブレイク』の第一巻かんにて、この聖なるヒースが枯かれ果てる、というエピソードがあるのだ。

　もうおわかりだと思うが、そのセッションのＧＭは鈴吹太郎……すなわちナヴァールのプレイヤーである（笑）。




ピアニィ：（←爆笑している）。

アル：これは……ひどい！（笑）完かん璧ぺきに当たる予言じゃねーか（笑）。

ナヴァール：とにかく、イザベラに言おう。―――気持ちはわかるが、スリス陛へい下かをお救いしても、もはやメルトランドを救うことは我われらにはできないのだ。

ＧＭ：「わかっているよ、ナヴァール殿。これはあくまでも私の個こ人じんとしての考え。個人としてスリス女王を、いやスリスを救ってやってほしいのだ」イザベラもまたメルトランド王家の血脈だが……しかし、それ以上の意味をもってスリスに愛あい情じようを抱いだいているんだ。

アル：個人的な感かん情じよう、か。

ＧＭ：「―――あの子は、どこにでもいる小さな子こ供どもだ。〝聖なるヒース〟の声を聞く資し質しつがあったゆえに王として祭り上げられ―――今日この日まで、気き丈じように王として振ふる舞まってきた。だが……もう、いいだろう……？」

ナヴァール：……。

ＧＭ：「―――王でなくてもいい。国なんかなくてもいい。私は、あの子にあるべき未来を与あたえたい。そのためであれば、私はあらゆるものを投げ打とう」

アル：それは、王族の言葉とは思えねえな。第一、それで国民……。

ピアニィ：ア、アル！　なんであなたはそうも冷たいんですっ!?　困こまってる人がいたら助ける……それじゃだめなんですかっ!?

アル：ダメだなんて言ってねえだろっ!?　個人的感情から来るものだってことを確かく認にんしただけじゃねえか！（笑）

ピアニィ：それをいちいち確認する必要がないって言ってるんですっ！

アル：なんでだよっ!?

ＧＭ：…………。えー……そのふたりのやりとりを見て、イザベラがナヴァールの耳元に顔を寄よせてこっそり聞く。「……ピアニィ女王に横おう柄へいな口をきくこの少年はなんだ」

ナヴァール：我わがフェリタニアの、第一の騎き士しだ。すなわち、陛下の臣下だ。

ＧＭ：「ほ、ほう。しかしこの態度……本当にそれだけの関係か？」

ナヴァール：陛下は、アル殿の嫁よめになると巷ちまたで噂うわさです。

ピアニィ＆アル：ちがうよっ!?


ナヴァール：まあ、なんにせよ―――スリス陛下の救出に関しては、ピアニィ陛下のお心ひとつなわけだが……もうおたずねするまでもないようです。

ピアニィ：はいっ、助け出しにいきます！

ＧＭ：イザベラは少しすまなそうに微笑ほほえみ―――頭を下げる。

ベネット：ところで、あっしはひとつ聞きたいことがあるでやんす。

ＧＭ：「聞きたいこと？」

ベネット：ええ。あんたはデスサイズって人物について、なにか聞き覚えはないでやんすか？

ＧＭ：「いや……それはいったいどのような……？」

ベネット：（妙みようにニヒルな口調で）今回のグラスウェルズ侵しん攻こうの背はい後ごで動く輩やからがいると、ちょっと小耳に挟はさんで、ね。

アル：おい、ベネット。その話は初耳だぞ。なんでさっきの食事のシーンで話さない。

ベネット：（妙にニヒルな口調で）―――忘わすれてたでやんす。

アル：忘れんなよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：うむ―――ではちょっと判はん定ていを挟はさもうか。難なん易い度どが15、18、20で得られる情じよう報ほうが変わる。【知力】で判定だ。

ベネット：【知力】っ!?　ナヴァール、まかせたでやんす。

ナヴァール：まかされた。《グランドマスター》使用！　ＭＰをどかっと消費して（ダイスを振ふる）……24。

ＧＭ：うひ。ＯＫ……では、イザベラの元に集められた大量の資し料りようの中より―――ナヴァールはその情報を見つけ出した。

ベネット：おお。

ＧＭ：『コードネーム：デスサイズ―――このメルトランドの竜輝石を狙ねらっていると思われる謎なぞの人物。バルムンクの一員であると、推すい測そくされる』

アル：バルムンクだとぉ……っ!?　ガターンといきなり椅子を蹴け倒たおして立ち上がるっ!!

ピアニィ：っ!?　ど、どうしたんですかアルっ!?

アル：この件けんに、バルムンクが関わってるのかっ!?

ＧＭ：「あ、ああ。その可か能のう性せいがある、程てい度どだがな」

ピアニィ：あの……バルムンクって……あたしわかります？

ＧＭ：いや、キミは聞いたことないね。

アル：バルムンクってのは、この世界のあちこちで起こる紛争や事件の影で糸を引いてるって噂の謎の組織でね。……そうか、あいつらが関わってやがるのか―――……とブツブツ。

ピアニィ：あ、あの……？

アル：いやな？　なにをかくそうこのセッションから、今書いてるノベルの都合で……俺おれはバルムンクという正体不明の悪の（？）組そ織しきを追ってるという設せつ定ていがつきまして！

ピアニィ：は!?


ＧＭ：つーかそういう設定は第一巻の時から考えておけよっ!?

アル：だって！　前のセッション時はまだ小説の設定、決まってなかったんだもん！（笑）

ＧＭ：おかげで小説一冊さつ分ぶんがまるまるアルのハンドアウト状じよう態たいに……。

アル：いやー、ははは。




『アリアンロッド・サガ①　ルーズ・ソードマスター』―――。

　現げん在ざい、富ふ士じ見み書しよ房ぼうより大だい好こう評ひよう発売中である。




ピアニィ：い、いったいなにが……。

アル：ああ、奴やつらは俺の仇だ。姫ひめさんと出会う前にな―――いや、やめておこう。くわしくは小説を読んでくれ……（一同大爆笑）。

ピアニィ：や、矢野さん……。

アル：そうか、バルムンクが動いているのか……竜輝石を持つスリスを狙ねらっている……そういうことだな。

ナヴァール：……。

アル：ＯＫ、俺のモチベーションが上がった。スリス、必ず助け出してやろうじゃねえか。

ピアニィ：さっき個人的な感情はどうのこうの言ってませんでした……？（笑）

アル：いや―――そう思われても仕方ないけどな……ただ、これだけは言っておく。

ピアニィ：な、なんですか。

アル：……これでも、故こ郷きようを守りたいって気持ちはほんとだよ。

ＧＭ：つぶやくように言うアルに、イザベラが少しすまなそう瞳を閉じ……そして言葉を続ける。「レスノールへの出立は、明朝六時を予定する。我が配下の騎士団と共にグラスウェルズの包囲網を一点突破――市街に進入する」

アル：強行突破か。で？

ＧＭ：「しかる後に我々は反転、外壁ラインに展開し、グラスウェルズの追手を食い止める。その間に、四人は城へと進入し、スリス陛下を救出していただきたい。救出後はそのまま街を脱出、ノルウィッチへまで戻ってほしい」

ピアニィ：え？　イザベラさんは？

ＧＭ：「我々のことは気にする必要はありません、陛下。こちらはこちらで脱出いたします。今はスリス様のことだけを考えていただきたく」

ベネット：絶対に死ぬ気だろうっ!?

ナヴァール：イザベラ殿―――。

ＧＭ：「なにも言わないでほしい、ナヴァール殿。私は、スリス陛下さえ無……」

ナヴァール：―――このミッションは、我々四人で十分（一同大爆笑）。

ピアニィ：えぇ……っ!?

ナヴァール：あなたが死ねば、スリス陛下は心に重い枷かせを背負うこととなりましょう。それでは、陛下を救うことにはならない―――私はそう愚ぐ考こういたします。

ピアニィ：そ、そうです！　四人で十分！（一同爆笑）

ＧＭ：「しかしそれでは……っ」

ナヴァール：メルトランド女王をお救いする栄誉を、我々に与えてはくださいませんか」

ＧＭ：「ふふっ、名誉なんてものには興味を持たぬ貴方が、か？」　言って、くすりと笑み……「―――かたじけない。すべてをお任せする」

アル：（最初からわかっていたかのように）んじゃ、そういうことで！

ピアニィ：はーい（笑）。

ＧＭ：「だが、せめてこいつを連れていってほしい。きっと役に立つ。……ジョリィ！」

一同：お？

ＧＭ：「はっ、お呼びになりましたか、このジョリィの名をっ！」　シュパ……っ！　と、彼女の背後に、ショートカットの女性騎士が推参する。「ジョリィはここに！」
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アル：騎士つーか忍者……？（笑）

ＧＭ：「話は聞いていたな、ジョリィ？　身しん命めいを賭し、このお方らの力となれ」

アル：まあ、頼むわ。えーと……ジョリィ。

ＧＭ：「は！　この騎士ジョリィあらば、皆様のＨＰは安全！　特技は《カバーリング》でございます！」（一同大爆笑）

ベネット：な、なんと暑苦しい奴……というかまたメルトランド製変態が増えた。（笑）。

アル：んで？　他には？

ＧＭ：「―――君らを信用しないわけではないが、私は騎士団と共にレスノールの南二〇キロの山間に待機する。突入より六時間たってこの合流点に四人が現われない場合、救出は失敗とみなし我々は突撃を慣行する」

ナヴァール：そうするとどうなる？　ゲーム的に。

ＧＭ：イザベラ軍は全滅するとお考えください。

ピアニィ：……や、やっぱり。

アル：時間制限シナリオか……（笑）。

ＧＭ：うひひ。では、こんなところでシーンを閉じよう！







◆Middle 04◆夜空を焦こがす炎ほのお




　無数の火の粉が、漆しつ黒こくの空に舞まい上がる。

　くずれ落ちた外がい壁へきと、街を包囲する無数の騎き士し。

　爆はぜる炎と……飛び交かう怒ど号ごう、悲鳴―――。

　侵しん攻こう開始よりわずか七日……

　グラスウェルズ軍はメルトランド王都・レスノールをもその手中に収おさめようとしていた。




ＧＭ：……と、場面はそんなところから始まります。キミらは今、レスノールを包囲する白はく竜りゆう騎き士し団だんのさらに外側に位置し、燃もえさかる都に見入っている。

ナヴァール：怒号が飛び交っているとなれば、敵てきはすでに街に侵しん入にゆうしていますな。

アル：ていうか、もう陥かん落らく寸すん前ぜんじゃねえか。しかも街は完全に包囲されてるって……どうやって街の中に入るんだこれ。

ナヴァール：それに関しては、安心していただきましょう。もうすぐ王おう城じようの方で騒さわぎが起こり、その報ほう告こくが包囲部隊にも届とどくはず。さすれば、多少の混こん乱らんは起こります。その虚きよをついて街に侵入するのです。

ベネット：王城で騒ぎ？

ピアニィ：起こるんですか？

ナヴァール：起こります（断言）。私の読みによれば、すでにグラスウェルズ軍は配下の幻げん竜りゆう騎士団を王城に送り込こんでおりましょう……おお、そろそろ午前三時。リシャール配下である幻竜騎士団に所しよ属ぞくするファントムレイダーズなる部隊が偉い大だいなるヒースの間において目的を達成するころかと。

ピアニィ：その部隊はファントムレイダーズっていうんですか？（笑）

ナヴァール：いや、そこまではナヴァールも知らないか（一同大爆笑）。しかし偉大なるヒースが枯れ、大騒ぎは起こることだけは確実。

ベネット：（わざとらしい声で）はっはっは、そんな都合よくいくはずはないでやん……。

ＧＭ：その時、街を包囲する敵軍の一角が、包囲を解いて街へと突とつ撃げきしていくのが見えた。

ベネット：げげ―――ぃっ、ば、馬ば鹿かなっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：というわけで今は、王城の警けい備び副隊長が倒たおされて騒ぎになったころか？（笑）

ＧＭ：くわしくは「ブレイク」第一巻かんを読んでください（一同爆笑）。

アル：ナーシア、来てねえだろうな……とつぶやいておこう。
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ピアニィ：ナーシアさんって……誰？（笑顔）

アル：そこにつっこむのっ!?


ピアニィ：なに？　アルのいい人？（笑顔）

アル：おそろしいこと言うな!?　あいつは……ちょっとこう……苦手な女というか……。

ピアニィ：お母さんとかお姉さんより？

アル：うん、いや、いい勝負かもしれない。

ＧＭ：……どんだけ苦手な女がいるんだお前は。

ナヴァール：まあまあ。今はそんなことよりレスノールに突入いたしましょう。

ＧＭ：では、馬を駆かって崩くずれた外壁を飛び越こえ……キミたちはグラスウェルズ軍が殺さつ戮りくを繰くり返すレスノールの街中へと躍おどり込む。そして―――四人にもたらされたのは、幸運の風。

アル：幸運の風？

ＧＭ：具体的に言うと―――「てぇおあああああ―――っ！　我こそはメルトランドが騎士ジョリィなり―――ぃっ！」

一同：っ!?

ＧＭ：少し離はなれた場所で剣を掲かかげながら雄お叫たけびを上げるジョリィ！　周辺の敵兵すべてが一いつ斉せいに抜ばつ剣けんして彼女に打ちかかる！　おお、なんと敵てき兵へいは誰だれもキミらに気づかない（一同爆笑）。

ピアニィ：ジョ、ジョリィっ!?

ＧＭ：瞬しゆん間かん、ジョリィの目がピアニィと合う。にやりと笑えんで、ここはわたしにまかせて先に行きなさいと目で語る。

アル：器用なことすんなよ！（笑）なんという死し亡ぼうフラグ……っ！（笑）

ベネット：むしろあっしはあっちに行きたい。

ＧＭ：行くなよっ!?　というか、そう思った直後にベネットはそれができないことを思い出す。さあ、【感知】で判定してもらおうか！　難易度は12だ！

ベネット：う？（ダイスを振る）……楽勝でやんす！

ＧＭ：では、キミは気づいた。馬を走らせるキミらの正面に城しろがそびえるわけだが、その上空……燃もえさかる炎ほのおの光が、そこに浮うかぶ人ひと影かげを映うつし出す。

ベネット：人影……は！　まさか！

ＧＭ：そう！　その風ふう体ていをキミは一度見たことがある。子こ供どものような小さな身体からだに、全身を覆おおう黒色のローブ！　すっ……―――それは、上空から城に降こう下かしていくように見えた。

ベネット：おお、あれは謎の黒ローブ！　奴やつはあっしがこの世界で生きるための大事なモチベーション!?（一同大爆笑）

アル：ああ、急ごう！　あいつがほんとにバルムンクだってんなら竜りゆう輝き石せきを狙ってるはずだ。

ピアニィ：あ。じゃあ……スリスちゃんが危険!?

アル：ああ、奴が竜輝石を持ってるスリスをみつけたとしか……！　いこう、姫さん！

ピアニィ：は、はいっ。

ＧＭ：ＯＫ、ではキミたちは頷うなずきあい、城の中へと駆け込んでいく……！







◆Middle 05◆女王と聖せい樹じゆ




　その現実を目の当たりにした時、ベネットは世の中の無常を感じた。

　だが、希望は未来に繫がれた。




ＧＭ：―――と、再ふたたびここで場面変わって……舞ぶ台たいは、城じよう内ない。ある意味でここからが本番だ。この先いくつかの選せん択たく肢しがあるが、その選び方しだいでいろいろ状じよう況きようが変わる。

アル：ほほう……！（くわっと目が光る）

ピアニィ：選択まちがうと、たとえばどんな……？

ＧＭ：たとえばジョリィが死んだり、よけいな敵てきと戦うはめになったり、ジョリィが死んだり、受けないでいいダメージを受けたり、ジョリィが死んだり、ジョリィが死んだり……。

一同：おいっ!?（大爆笑）

ピアニィ：ジョ、ジョリィ……ただのお荷物に……（笑）。

ＧＭ：まあ、冗じよう談だんはともかく……城内は方々で戦せん闘とうの痕こん跡せきが見てとれ、キミたちが走る廊ろう下かでも、倒たおれ伏ふした兵士たちの姿すがたを幾いく度ども見かける。

ピアニィ：うぅ……助けられる人、いないですか……？

ＧＭ：残念ながら、見かけた人はみんな事切れている。

ピアニィ：……。

ナヴァール：これが戦争ですよ、ピアニィ姫ひめ。今はスリス女王を見つけ出すことが先決。

ベネット：とはいえ……どこにいるのやら。さっきの黒ローブはどこに向かったでやんす？

ＧＭ：ＯＫ、ここで再び【幸運】か【感知】で判はん定ていしよう。難なん易い度どは15。ただし、18に成功するとよりよい結果になる。

ベネット：む、ここはあっしにまかせていただこう！《ダンシングヒーロー》使用で……（ダイスを振ふる）……22！

ピアニィ：やった！

ベネット：くんくんくん……っ、この匂においはまちがいなくあの時の黒ローブ!?

ＧＭ：わはは（笑）。研とぎ澄すまされたキミの嗅きゆう覚かくは、的てき確かくに黒ローブのいる痕跡を捉とらえた。と、さらにその近くに……「くすん、くすん―――」発達したキミの聴ちよう覚かくが、かちあう剣けんの音や爆ばく発はつ音おんが鳴り響ひびく中、かすかに聞こえる小さな女の泣き声を聞き取った。

ベネット：泣く子はいねぇがー。




　なんでだ。




ベネット：まあ、細かいことはおいときまして。で、その気配の方向に走るでやんすっ！　……うぉおおおおっ、待っていやがれあっしのモチベーショ―――ンっ!?　すぐにぶっ倒たおしてやらあああああああっ!?（←超ちよう高こう速そくで走っていったらしい）

ピアニィ：ま、待ってベネットちゃん！　追います～！

ＧＭ：では、ベネットに先せん導どうされてキミらは怒ど号ごうの飛び交かう城内を駆かけ抜け……やがてたどり着いた。そこは、城の片かた隅すみにある大きな書庫だ。

アル：書庫？　ここに隠かくれているのか？

ＧＭ：いや、見回せば書庫の一角……南側に設せつ置ちされた大きな本ほん棚だなが左右にスライドし、その奥おくに長い通路がまっすぐ伸のびている。

ベネット：隠し通路……？　でももう開いてる？

ＧＭ：だね。ひょいと通路をのぞき込こめば、すぐ左の壁かべに設せつ置ちされているのは、手回し式の大きなハンドル。その輪の中央には小さな、そして古びた赤と青の指輪がはめ込まれている。

ピアニィ：……？

ナヴァール：これは私が言わねばなるまいっ！（死ぬほどわざとらしい口調で）……むぅ!?ここから聖なる木の間まで続く五〇メートルほどの廊下には無数のトラップ群ぐんがあると聞き……おお!?　これはどうしたことだ、トラップがすべて解かい除じよされている！　まるで何者かが先に通り抜ぬけたかのようだっ!?　きっとこのふたつの指輪をハンドルにはめることによりすべてのトラップが解除されたにちがいないっ!?（一同大爆笑）




　かさねがさね……「ブレイク」第二話参照である。




ＧＭ：苦労したよ…ええ……ほんとに……（←プレイヤー）（一同爆笑）。

アル：いったいなにが……（笑）。

ピアニィ：でもつまり……今は聖なる樹の間まで、一気にたどりつけるんですよね？

アル：ああ、じゃあこの無む駄だに長い廊下を一気に駆け抜ける……っ！

ベネット：あっしも行くでやんすよ……！　我わがモチベーションをぶっ倒し行くでや―――んすっ！　黒ローブめ、前に受けた屈くつ辱じよくはきっちり返したら―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：では、四人はその廊下を一気に駆け抜け、半開きになっていた扉とびらを勢いきおいよく開け放った……その時！　―――〝ヒュン……っ！〟

一同：ひゅん？

ＧＭ：その広い部屋の中央でまさにこの瞬しゆん間かん、複ふく数すうの人ひと影かげが光と共にかき消えた。

ピアニィ：……え？　誰かが《テレポート》していった……？

ＧＭ：そのとおり。刹せつ那な、アルはかき消えたメンバーの中に、知った顔の女がいると気づく。

アル：……ナーシアか!?

ＧＭ：正せい解かい！「……あ」と、少し驚おどろいた表ひよう情じようを見せた女じよ性せいは、まちがいなくナーシアだ。

ナヴァール：むう、「ブレイク」のクライマックスシーン直後か（笑）。

アル：じゃあ、部屋の中を見回すと……？

ＧＭ：うん、広い部屋の床ゆかには無数の白い花びらがまき散らされ……最さい奥おうに立つ聖せいなるヒースの木はすでに朽くち果てているな。

アル：くそ、やられた！　と、声をあげる……！（笑）

ＧＭ：ちなみに、部屋の壁かべにはでかでかと〝ファントムレイダーズ〟と彫ほり込まれている。

ピアニィ：な、なんでこんな証しよう拠こを残すような……（笑）。

ＧＭ：趣しゆ味みだ。

ベネット：は！　そんなことより、黒ローブはどこだ―――っ!?　あっしのＭＹモチベーショ―――ンっ!?


ＧＭ：叫さけびながら部屋の片隅を見入れば、なんか見覚えのある黒ローブがボロボロになって倒たおれている。

一同：……。

ピアニィ：え……？

ベネット：あっしのモチベーション死んでる――――――っ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：うむ、黙だまっていたが「ブレイク」第二話のボスはこいつだったんだ（一同大爆笑）。

ベネット：うぉーうおうおうお―――うっ!?　おい、しっかりしろ黒ローブ、目を開けろっ!?　お前はこんなとこで死んじゃいけない人間なんだ……っ、お前の帰りを待ってる奴やつだっているんだ―――っ!?（がくがくがく）

ＧＭ：と、ベネットが黒ローブを抱だき起こそうとすると……へにょん。黒ローブの中身はない。ただの抜ぬけ殻がらだ。

ベネット：え？　ローブだけ？

ＧＭ：うん。黒ローブ……名前をモンドーラと言うんだが、実は戦せん闘とう後ごに逃とう走そうしてるんだ。

ベネット：ふぅ、信じていたぜ……（笑）。




　たった今、この瞬しゆん間かん……悪役モンドーラの安あん否ぴを世界中でもっとも気遣っていたのは、きっとこのベネットである。




ＧＭ：さて、そんな時だ。キミたちに遅おくれること数十秒、メルトランドの兵士とおぼしき者が数人、部屋になだれ込んできて声をあげる。「聖なる樹きは無事か……っ!?」

ナヴァール：む、いかん。このままでは犯はん人にんにされそうだ。メルトランド兵のふりをして叫びましょう。「……聖なる樹が倒れたぞ―――っ!?」

ベネット：（わざとらしい声で）「な、なんだって―――っ!?」

ナヴァール：「木を倒したグラスウェルズの兵士はすでに逃とう走そうした、追うのだっ！」

ＧＭ：「……は、はいっ！」よほどあわてていたのか、兵士たちはキミらのことをろくに確かく認にんもせず、廊下に駆かけ出していった（一同大爆笑）。

ベネット：ふう、危あぶない危ない。それより、スリス女王の気配はどうなったでやんす……？

ＧＭ：気配は、まちがいなくこの部屋にある。部屋の片かた隅すみ、大きな古い振ふり子時計が設せつ置ちされているんだが、その中から……。

アル：がちゃっ……（←開けた）。

ＧＭ：びくり。アルが時計を開けると……そこには、膝ひざを抱かかえてうずくまる少女。上目遣いに怯おびえた顔でアルを見上げ―――。

ピアニィ：スリスちゃん……っ。アルを押おしのけて声をかけます。助けにきたよ……っ。

ＧＭ：最初こそ怯えた表ひよう情じようを見せるが、ややあって―――「ぴあにぃ……？」

ピアニィ：あ、わかってくれるんだ。

ＧＭ：スリスは年とし相そう応おうの幼おさない声で―――でも、おもむろに立ち上がってピアニィの服を摑つかんで声をあげる。「ぴあにぃ……街はどうなってる！　それに城の者はどうなった…フレッドは……ブルースは……っ、みなはぶじか……！」

ピアニィ：ブ、ブルースって誰……。

ＧＭ：この城しろを警けい備びする騎き士しの名前だろう。話を聞けば、グラスウェルズが攻せめてきた時、警けい備び隊たい副隊長のブルースって男がスリス女王をここに押し込めたらしく―――……。
















『女王陛へい下か、グラスウェルズ軍は我々が必ずや撃退いたします。

　それまで、ここに隠かくれてお待ちください。メルトランドの騎士として、陛下の騎士として……スリス様をお迎えにあがります』




ＧＭ：そう告げる彼の笑え顔がおはとても暖あたたかくて、優しくて―――。

アル：待て（笑）。なんでここで会ってもいない男のキャラを立てるんだ。

ピアニィ：絶ぜつ対たい死んでそう……。

ＧＭ：「で、どうなのだ!?　こたえてくれ、ぴあにぃ……っ」

ピアニィ：え、えっと……（ちらっとナヴァールを見る）。

ナヴァール：ここで割わり込む。話はあとにいたしましょう。やがてこの場所にも敵兵がやってきます。今はここから脱だつ出しゆつすることが先決でございます、スリス女王陛下。

ＧＭ：そんな言葉に、スリスは身体からだから力を抜ぬいて寂さびしげな表ひよう情じようを見せ……「予は、もはやこの国の女王ではない―――聖せいなる樹は枯かれ果て、新たな女王は選ばれた」

一同：……。

ＧＭ：代々、メルトランドでは、この聖せい樹じゆから神しん託たくを受けた者が女王に選ばれる、というのはさっきも話したとおりだ。聖樹が枯れ果てた今、スリスは自分がメルトランドの女王として、その資格を失ったと、自覚しているんだろう。

ピアニィ：ふさぎ込むスリスちゃんに言います。スリスちゃん……貴女あなたは、女王です。

ＧＭ：「え……？」

ピアニィ：だって、あなたは今でもお城しろや街……この国の人のことを思いやってるから。資格とかそんなの関係ないです―――そうでしょ？

ナヴァール：なるほど、王たる資格とは竜りゆう輝き石せきでもなければ神託でもない―――民たみを思いやる気持ちということか。それに、国とは人……そういうことでございますな。

ピアニィ：そうですっ。だから、今は脱だつ出しゆつしましょう。ここでスリスちゃんがあきらめたり、死んだりしたら、この国は本当になくなってしまいます……っ。

ベネット：おお、なんか女王らしいセリフを！（笑）

ＧＭ：その言葉に、スリスはこくりと頷うなずき―――差し伸のべられたピアニィの手を握にぎる。

アル：んじゃ、こっからが俺おれの本番だな。こきこきっと肩かたを鳴らして……。

ナヴァール：さあ、ピアニィ陛下……貴女の騎士にご命令をお下しください。

ピアニィ：じゃあ―――。




「……アル、それにナヴァール、ベネットちゃん。

　ここから脱出します。立ちはだかる敵は、すべて排はい除じよしてくださいっ！

　スリスちゃんに傷きずひとつつけてはいけません……っ！」







◆Middle 06◆優やさしい選せん択たく




　ピアニィがそう答えることは、わかっていた。

　だから、その覚悟を知るために―――アルは、あえて問うた。




ＧＭ：というわけで、キミらはスリスを連れて罠わなの廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ、書庫へとたどり着く。……さあ、ここからはいくつかの選択があるので、ご注意を―――。

アル：ぎらり（と、目が輝かがやく）。

ＧＭ：……目がマジになっている（笑）。さあ、ピアニィにも見せていただこうか、ゲーマー根こん性じようというものを！

ピアニィ：ちょ、あ、あたし……そこまでゲーマーじゃないと思うんです……！（笑）

ＧＭ：まあ、大竹さんがゲーマーであるかないかは読者の判はん断だんにお任まかせするとして……具体的には彼女のブログでも見てもらうとして―――（一同大爆笑）。

ピアニィ：……っ!?（笑）

ＧＭ：まあ、おいといて。敵のまっただ中にある現状、これ以降、シーンの終了宣言がされると同時に、キミらはメインプロセスを一回だけ行なえる。逆に言えば、一回しかできない。

アル：う…………了解。じゅーぶんな回復ができないってことか……（笑）。

ＧＭ：うひひ。では、シーンを続行しよう。キミらが書庫から城しろのメインホールに向かおうとした時だ。〝……くい〟―――スリスが、ピアニィの服の袖そでをひっぱった。

ピアニィ：え、どうしたの？

ＧＭ：「……お部屋に、わすれもの」

ピアニィ：えぇ……っ!?（笑）

ＧＭ：「……とりにかえりたい」

ピアニィ：（超困った笑顔で）そ、そっかあ……え、えっとぉ……（笑）。

ＧＭ：というわけで、ここで選せん択たく肢しです！





選択その１　①スリスの部屋に忘わすれ物を取りに戻もどる




―――のちに戦せん闘とうが発生した場合、ペナルティが発生。




②そのままホールに向かう




―――グラスウェルズ兵との間に戦闘が発生する。






ナヴァール：①を選ぶと……絶ぜつ対たい、敵てきの数が増ふえるよな……（笑）。

ベネット：でも、この選択肢だとなにかいいこともありそうな予感も……。

ＧＭ：さ、どっちを選ぶね？〝ず、ずぅうん……〟そんな地じ響ひびきと共に、遠くで怒ど声せいが飛び交かうのが聞こえる。「く、くそ……中央庭園は放ほう棄き、城内まで防ぼう衛えい戦せんを下げて応おう戦せんしろ！」

アル：……迷まよってる時間はなさそうだぞ。

ピアニィ：ちなみに、スリスちゃん？　なにを部屋に忘れたの……？

ＧＭ：「くまさん」

一同：…………。

ピアニィ：（さわやかな口調で）……く、くまさんかあ…………（笑）。

ナヴァール：きっと、お母さんの形見かなにかで……。

ピアニィ：!?　お、お母さんの形見は大事だよね？

ＧＭ：こくん、とスリスが頷うなずいた。

ピアニィ：……。

ベネット：ひ、姫ひめ様さま……？

ピアニィ：その部屋の場所って、遠いですか……？

ＧＭ：それほどでもないが、城しろから脱だつ出しゆつするのに遠回りになるのはまちがいない。

ピアニィ：……（←考え込む）。

アル：もちろん、ここは姫さんが決めていいが、姫さんを守る立場の俺としては取りに戻るのは反対だ。危き険けんが増ふえこそすれ、他ほかにメリットが思いつかん。

ナヴァール：（ものすごく小さい声で）ちなみに私も取りに戻るのは反対……（一同爆笑）。

ベネット：あっしはえらい人についていくでやんすよ？（一同大爆笑）

ナヴァール：意見が割われましたな。いかがしますか、陛下。

ピアニィ：え、あー……その、お母さんを思う気持ちって大事だし、今のあたしもお母さんがいないからスリスちゃんの気持ちわかるし……その、と、取りに行ってあげたいな……と……思う、うんですが……（おそるおそる）。

ナヴァール：（即座に）わかりました、ではさっそくそのようにいたしましょうっ（超ちよう断だん言げん）。

アル：（即座に）ああ、戻るんならすぐ行くぞ！（超断言）

ピアニィ：え……いいんですか……？

アル：ん？　ああ、お前がそう言うってわかってたんで。

ナヴァール：貴女あなたは我われ々われの王でありますからな。王のお考えを実じつ現げんするべく動くが、軍ぐん師しの役目。まれに諌かん言げんも口にいたしますが。まれに。

ピアニィ：は、はい……っ……（笑）。じゃあ……行こうスリスちゃん！　って、そのちっちゃい手をひいて……っ。

ＧＭ：では、スリスは差し出されたピアニィの手をおずおずとつかみ……伏ふし目がちに頰ほおを赤らめ、言った。




「―――……ありがとう」







◆Middle 07◆脱だつ出しゆつ




　メルトランドの王おう城じように飛び交かうのは、怒ど号ごうと悲鳴。

　剣けんがかち合う音と、地じ響ひびきを伴ともなう魔ま法ほうの炸さく裂れつ音おん。




　走りながら、四人は実感する。

　落城するまでに、時間はあまりない……と。

　心のどこかに焦あせりを感じながら、城の廊ろう下かを駆かけ抜ぬけ……息を弾はずませ、ピアニィたちはスリスの寝しん室しつにたどり着く―――。




ＧＭ：というわけで、キミたちはスリスの部屋にたどり着いた。が、そこはすでに荒あらされたあとだ。家具や椅い子すは倒たおれたまま無む造ぞう作さに転がり、窓まどはたたき割られ……。

ナヴァール：なるほど、スリスが隠かくれてないか探さがしたんだな。

ピアニィ：ぬいぐるみはありますかっ？

ＧＭ：ピアニィが声をあげると同時に、スリスがとととっと部屋の中に駆け込む。そして部屋の奥おく―――ベッドの陰かげにまわってなにやらごそごそしたかと思うと……。

一同：……。

ＧＭ：うんしょと両りよう腕うでで大きなくまのぬいぐるみを抱かかえ、とっとっと……と、キミたちの元に戻もどってくる。くまを抱えてるんだか、抱えられてるんだか―――そんな感じで。

ピアニィ：か、かわいい（笑）。

ＧＭ：ともかく〝フラグ：くまのぬいぐるみ〟をゲット、と（と、メモる）。では、現げん在ざい、キミたちがいる部屋の位置から城じよう外がいへ脱出するには三つのルートがあると考えられる。

ピアニィ：三つ……。





選せん択たくその２　　①城しろの正面ホールから出て中央突とつ破ぱ




―――グラスウェルズ兵と戦せん闘とうになる。




②窓まどから飛び降おりて裏うら庭にわから抜ける




―――【敏びん捷しよう】の判はん定ていが必要。失敗すると、あるペナルティを受ける。




③上水路に入って外に出る




―――基き本ほん的に安全なルートだが、もっとも時間がかかり、さらに【幸運】の判定が必要。失敗すると……うひひ。






一同：うひひってなんだよっ!?（大爆笑）

ＧＭ：うひひはうひひだ。

ＧＭ：ではここで全員【感知】で判定をしてもらおう。難なん易い度どは16―――これに成功すると追加情報が手に入る！

ベネット：【感知】だったらまかせていただこう！（ダイスを振ふる）……成功！

ＧＭ：では、ベネットの鋭するどい聴ちよう覚かくが……おそらくは城の正面に広がる中央庭園で繰くり広げられている戦闘の喧けん噪そうを捉とらえる。「止めろ！　これ以上敵てき兵へいを城内に入れるな！」「捕虜はとるな。抵てい抗こうする者は皆みな殺ごろしにしろ！」

ピアニィ：み、皆殺し……っ!?


ベネット：ふうむ、メルトランド側が不利のようでやんすな。

ＧＭ：と、怒声飛び交う中―――「聞けぃ、野や蛮ばんなるグラスウェルズの兵士ども！　この城は〝ノルウィッチの神しん盾じゆん〟と呼よばれし我われが守ると宣せん言げんする！　死にたい奴やつはかかってこい！」そんな勇ましい声がさらに聞こえる。

一同：…………。

アル：……ノルウィッチ？

ナヴァール：もしかして女じよ性せいの声？

ＧＭ：女性です。

一同：ジョリィ―――――――――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：彼女は、キミらの救出作戦が成功する確かく率りつを少しでもあげるべく、孤こ軍ぐん奮ふん闘とう中だ。「少しでも多く、少しでも遠くに……敵を引きつけるが我わが役目！《プロヴォック》《プロヴォック》《プロヴォック》―――っ！」（一同爆笑）

一同：それ死ぬからっ!?（笑）




《プロヴォック》

　相手を挑ちよう発はつし、自分に攻こう撃げきを行なうようにし向けるウォーリアのスキルである。




ナヴァール：（他ひ人と事ごとのように）むう、勇ゆう敢かんな騎士だ―――と、さわやかに微笑む。

ベネット：見み捨すてる気満々っ!?


アル：これは、①を……中央突とつ破ぱを選ばないとジョリィが死ぬ……？

ピアニィ：えぇっ!?　じ、じゃあ中央突破しないと!?

ＧＭ：ただし、戦闘に参加するというのは、スリスも身の危き険けんにさらされるということだ。彼女はエキストラで、ダメージを１点でも受けると死にます。

一同：…………。

アル：ちなみに、③の上水路に行くのはないよな。城から脱だつ出しゆつするのは安全でも、時間がかかったらあとになんかあるだろこれ……ただでさえぬいぐるみで時間食ってるし。

ベネット：すると、窓から飛び降りて裏口から……？

ＧＭ：飛び降りた場合、【敏捷】の判定に失敗するとダメージを受けたうえ、足をくじいてクライマックスまでの間、バッドステータス［転てん倒とう］と同じ状じよう態たいになる。

ナヴァール：むう、ここはみなの意見を聞こう。

アル：ああ、俺は冷たいこと言いますよ？（笑）③がないのは言ったとおりで①もない。

ピアニィ：え？　ジョリィを見捨てるってことですか……？

アル：ジョリィは自ら陽動の任にん務むを買って出たんだ。そこに俺おれたちが助けに入ったら本ほん末まつ転てん倒とうだろう？　奴やつの意い志しを無む駄だにすることになる。俺の意見は②だ。

ピアニィ：う。な、ナヴァールは？

ナヴァール：たとえ①を選んでもジョリィは我らのために戦うでしょう。ゆえに、彼女の意志を無駄にすることにはなりませぬ。が、スリス陛下を危険にさらすのはいかがなものかと。

ピアニィ：じゃあ……。

ナヴァール：ええ、実は私も②がよろしいと思いますが。

ピアニィ：え……えぇっ……っ。ベネットちゃんは……？

ベネット：あっしは楽に逃にげられる②か③が。

ナヴァール：さあ、ピアニィ様。ご決けつ断だんを！

ピアニィ：え、あ……うぅ……や、やっぱり……誰も殺したくはありません……①と……。

ナヴァール：なぁらばそのようにいたしましょうっ！（超断言）（一同爆笑）

アル：ああ、そうと決めたらさっさと行くさ！（超断言）

ピアニィ：あ、あたし……ふたりにいぢられてる？（笑）

ナヴァール：（雄ゆう大だいな口調で）いえいえ、ピアニィ陛下の王と資し質しつを試ためさせていただいたにすぎませぬ。大を生かすために小を殺すは陛へい下かにはお似に合あいになりません。そのような選せん択たくが必要な時は、このナヴァールが汚よごれ役を買って出ましょう！

アル：だけどな姫ひめさんよ。これだけはわかっておけよ？

ピアニィ：は、はい……？（びくびく）

アル：あんたが誰も死なないように、って思う気持ちはわかるがな、ジョリィだって俺たちを楽にするために、すでに多くの生命を奪うばってるはずだ。

ピアニィ：え、ええ。

アル：誰だれも殺さないなんてのはただのきれい事にすぎない。お前は自分が殺したくない人を、好きな人だけを守って満足しようとしてるだけだ。それは、憶おぼえておくといい。

ピアニィ：ふぇー……。

ナヴァール：ともかく今は議ぎ論ろんをしているヒマはありませぬ。それらのことは、あとでお考えくださいませ。

ピアニィ：は、はい。行きましょう！

ＧＭ：〝フラグ：中央突破〟……と（と、メモる）。では、イベントを先に進めよう！







◆Middle 08◆忠ちゆう誠せいの騎き士し




　自らの主に仕え、これを助けること。

　その一点において……ナヴァールはジョリィの気持ちを理解することが、できた。




ＧＭ：ではキミたちはやがて、城しろ……居きよ館かんの中央ホールへとたどり着く。二階から降おりるための、なだらかに続く長い階かい段だん―――降りた先には広いホールが広がっている。周辺には、敵てき味み方かたかまわず兵士たちの身体からだが転がっており……。

アル：戦せん闘とうは続いてるのか？

ＧＭ：続いている。階下の正面に見える入り口の扉とびらはすでに打ち壊こわされ……方々でメルトランドとグラスウェルズの兵士たちが剣けんを打ち合い、火花を散らしているのが見える。

ピアニィ：ジョ、ジョリィは……っ!?

ＧＭ：ピアニィはホールを見回し……見つける！　ホール中央で幾いく人にんものグラスウェルズ兵を相手に剣を振ふるうジョリィの姿すがたを！

ピアニィ：生きてた！（笑）ジョリィ！

ＧＭ：ピアニィの呼よびかけに、戦っていたジョリィは振り向いてキミを見上げ、驚おどろきの声をあげる。「……ピアニィ陛下……!?　な、なぜここに……は!?　スリス陛下、ご無事で!!」

アル：よし、じゃあ下に加か勢せいに……。

ＧＭ：と、その時だった！　ジョリィの意い識しきが敵てき兵へいから切れた……その瞬間！　振り向いた彼女の背はい後ごから、グラスウェルズ兵の剣が振り下ろされた！

ピアニィ：ああぁあああああ……っ！（笑）

ＧＭ：なお、１点でもダメージが入ったらジョリィは死にます。

ピアニィ：き、距きよ離りはっ!?

ＧＭ：20メートル！（笑）

アル：よし、魔ま法ほう届とどく！　ダメージは!?

ＧＭ：29＋……（ダイスを振る）……59点!!

ピアニィ：ナヴァール!!

ナヴァール：む、59なら問題なく止められる！　というか、このルートを選んでジョリィを助けられないって結果は……ありえんっ！（一同爆笑）

ピアニィ：……まずは《サモン・アラクネ》!!（ダイスを振る）……27点！

ナヴァール：お、残り32！　これならケセドの杖つえを使わなくとも、素の《プロテクション》で止められる！　26＋５Ｄある！

ＧＭ：え？　５Ｄがピンゾロだったら合計で58だから、１ダメージ入るよ？

一同：…………。

ナヴァール：ま、まさかあ……（と、ダイスをゆっくり握にぎる）（笑）。

ＧＭ：ダイスの神さまって、いるんですよ？

ナヴァール：いやいやっ……そのまま振るっ！（ダイスを振る）……42！　ほおら！（笑）

ＧＭ：ち！　ピアニィの《サモン・アラクネ》、ナヴァールの《プロテクション》がジョリィの背はい後ごに光の障しよう壁へきを形成する。彼女に振り下ろされた剣は〝ギィン！〟と障壁にはじかれた！

一同：よし！

ピアニィ：ジ、ジョリィさん……っ、助けにきました！

ＧＭ：「ピアニィ陛下、なぜこんなところ来たのです！」

ピアニィ：い、いや、あの……っ。

アル：お前が無む茶ちやしてるからだろうっ!?（笑）

ナヴァール：もはや、それはよい！　スリス女王は助け出した！　脱だつ出しゆつするぞ！

ＧＭ：「おお！」と、ジョリィが声をあげる。先ほどまでは捨すて石になるつもりで戦っていた彼女だが、キミらの存そん在ざいと言葉を受けて士気が上がったようだ！　そして宣せん言げんするっ！「我われはこれよりスリス女王、ピアニィ女王を守る……盾たてとなるっ！」

アル：盾になったらさっきと変わらねえよっ!?（一同爆笑）

ＧＭ：「いや、そんなことはありません、アル殿。お守りすべき方を近くに感じ、戦えることは騎き士しの本ほん懐かい！　あなたがたに救われた生命、無む駄だには使いませぬ！　殿しんがりは我らにまかせて……行きなされ！」（一同大爆笑）

ベネット：やっぱり死ぬ気満々っ!?

アル：こいつ、趣しゆ味みはフラグ立てとかそういう……（笑）。

ＧＭ：このやりとりに、グラスウェルズの兵士たちもキミらの存在に気づく。「……っ!?　スリス女王に……フェリタニアのピアニィ女王!?　討うち取れ!!」「おおっ！」

ピアニィ：こ、こっちに……っ。

アル：んじゃ、姫さんを背せ中なかに隠かくして剣を構かまえる。

ＧＭ：ああ、それには及およばない。イベント的にはここで終わりだ。階段を駆かけ上ろうとした兵士をうしろから羽は交がい締じめにしたジョリィが、叫さけぶ。「敵てきにかまわず脱出をっ！　私はいつでもあなた方を見守っております……っ!!」（一同大爆笑）

アル：いかん、こいつ結局死にそうだ……っ！（笑）

ＧＭ：いえいえ。というわけで、ジョリィを救ったのでこのあとキミらにはボーナスがつく。

ピアニィ：ボーナス？

ＧＭ：今後、シナリオの終しゆう了りよう時じまで、どんな状じよう況きようであろうとキミらが願えば一度だけジョリィがどこからともなく飛んできて、ダメージを一回だけ０にしてくれる（一同大爆笑）。

アル：お、おい、それをしたら死んじゃうなんてオチ、ないよな……？

ＧＭ：ない（笑）。そして、キミらは城しろの中庭を一気に駆け抜ぬけ、街へと出た……っ！







◆Middle 09◆疾しつ風ぷうのように




　祈りは、救済を願う心と声は……街に渦巻く殺意に呑み込まれた。

　目を閉じたりはしない。

　耳はふさがない。

　すべてを心に焼き付けながら、ピアニィはスリスを連れて……走る。




ＧＭ：では、場面はかわって―――戦いが続く街の中。当然、そこでもグラスウェルズの兵士たちはうようよしてるわけで……。「待てぃ！　ここを通すわけにはいかん！」

アル：ち、やっぱり戦せん闘とうせずにってわけにはいかないか……！

ＧＭ：もちろん！「メルトランド女王スリス陛下、フェリタニア女王ピアニィ陛下とお見受けする！　大人しく、投とう降こうしていただきたい！」（と、テーブルにコマを並ならべ始める）

ピアニィ：けっこーたくさんいるっ!?

ＧＭ：ええ！　キミたちから四〇メートルほど離はなれた場所に、隊長らしき騎士を筆頭に六〇騎ばかりのランスを携たずさえた騎兵が扇おうぎ状じように展てん開かい、待ち受けている。
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アル：ずい、と前に出て剣けんを構える。

ＧＭ：「ふむ、投降の意い志しはない、か。ならば打ち倒すまでだ」隊長が手をあげると……ざっ、と騎兵たちがランスを掲かかげる。

ベネット：（戦場の配置を見て）ん？　戦場が妙みように縦たてに長い……？

ＧＭ：うん。戦闘ではあるが―――ここはちょっと特とく殊しゆなギミックになる。現げん在ざい立っている位置から街の外に出るまで五〇メートル。移い動どうによって、この五〇メートルラインを突とつ破ぱすれば、シーンから退たい場じようになる（図版参照）。
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アル：む、なるほど。敵と必ずしも戦闘しなくてもいいってことだな。

ピアニィ：スリスちゃんは……？

ＧＭ：もちろん、戦闘参加だ。そして、この戦闘の最大のギミックであるスリスに関しては、以下のように扱あつかうよん。




スリスについて

・１ダメージでも受けると死し亡ぼうする。

・回かい避ひ値ち、防ぼう御ぎよ力りよく、魔ま法ほう防御力、行動値は０、移動力は５とする。

・マイナーアクション、メジャーアクション共、移動のみ行なうことができる。

　また、［待機］は可か能のうとする。

・ギルドメンバーとして扱ってよい。

・行動の内ない容ようは、プレイヤーが相談して決めてよい。




ナヴァール：う、行動値０の移動力５か……スリスがすごいお荷物に……（笑）。

アル：（戦場の配置に見入って）あ、戦わないですむってわけにはいかないぞ、これ。

ピアニィ：（戦場の配置に見入って）ですよね……突破するのにこの敵は倒たおさないとエンゲージしちゃって通るのが大変ですから……。

ＧＭ：まあ、それをどうクリアするかが面おも白しろいところだ。では、ここらで戦闘に入……。

アル：（戦場の配置に見入って）こう動いてこう……いや、《陣じん形けい》いるか。すると……。

ピアニィ：（戦場の配置に見入って）あたしはまず《ウィークポイント》ですかね……。

ＧＭ：アル？　ピアニィ？　始めるよ？

アル：（戦場の配置に見入って）《スウィフトウェポン》って手もあるかな。理知の宝ほう玉ぎよくを使う場面でもないし……でも、《ウィークポイント》でいいんでは？

ピアニィ：（戦場の配置に見入って）そうですね……で、最初にこう動いて、こう……こっちをこう殺して……。




　おい、素すが出てるぞ。




ＧＭ：おーいっ!!


アル＆ピアニィ：はい？（←我われに返った）

ＧＭ：は、始めるよ？

ピアニィ：え、あ、はい。もういつでもっ！




　で、どこがゲーマーじゃないって……？





ＧＭ：では、セットアッププロセス！　まずは行動値のいちばん高いピアニィからだ。




ピアニィ：《ウィークポイント》を味方全員に！

《ウィークポイント》

　対象が行なう次のダメージロールを上じよう昇しようさせるセージのスキル。

　ぶっちゃけ、対象が次に与あたえるダメージを引き上げる、と思えばまちがいない。




ＧＭ：ＯＫ、では続いて敵てきの隊長とおぼしき男が《タクティカルプレイ》を使用っ！　彼は剣けんを掲かかげて号令を発した。「白はく竜りゆう騎き士し団だんに敵てきはなし！　スリス、ピアニィ両女王を打ち倒し、我わが王に〝統とう一いつ帝てい〟の称しよう号ごうを献けん上じようするのだ！」この声に、部下の士気が上がり……《ストラテジウム》の効こう果かで右う翼よくの部下全員がダメージ＋20っ！




《タクティカルプレイ》

　ラウンドの終了時まで、対象が与あたえるダメージを上昇させ、自らは行動済みになるスキル。

　同じフォーキャスターのスキル《ストラテジウム》を持っている場合、この《タクティカルプレイ》の効果は、１エンゲージ内の任にん意いの対象すべてに及およぶ。




アル：（余よ裕ゆうの口調で）……攻こう撃げき＋20、ね。

ベネット：（余裕の口調で）20ですなあ。

アル：（余裕の口調で）当たらなければどうということはないからな、俺おれら。

ベネット：（余裕の口調で）でやんすなあ。

ＧＭ：ぐ。でも、打たれ弱いスリスにピアニィがいることを忘わす……。

ナヴァール：いやいや、他人をかばう系けいスキルてんこ盛もりですからな。《カバーリング》（対象をかばう）に《インターフィアレンス》（対象が攻撃された時、かわりに回かい避ひ判はん定ていをする）に《キャスリング》（対象を別の対象にかばわせる）に《カバームーブ》（離はなれた対象をかばう）……（笑）。

ベネット：《ガーディアン》（受けたダメージを０にする）も二発あるでやんすな。

ＧＭ：…………なんつーダメージコントロール力の高いパーティだ。ま、まあいい。あらためてセットアッププロセスの続き……っ!!




　こんな会話の中で、敵の配置を見ながら思考を巡めぐらすプレイヤーたち。

　突とつ破ぱさえすれば戦せん闘とうが終了するとはいえ、戦場に配置されたエネミーは七体―――。

　それもＰＣから遠い位置に、戦場全体をふさぐ形で展てん開かいしている。たとえ《陣形》を使おうが、１ラウンドは接せつ敵てきするだけでほぼ終わりだ。

　加えて、スリスは１ダメージでも受ければそれでゲームオーバーである。

　たしかにピアニィたちのダメージコントロール力は優すぐれているが、足の遅おそいスリスを守るために使われる切り札系のスキルやＭＰ、ギルドスキル……ＰＣたちは持てるリソースを大きく消しよう耗もうするだろう。

　実はリソースを削けずり、のちのクライマックスバトルでＰＣ側を追い込む礎いしずえを築きずくことが、このシーンの最大の目的だったのだ―――が。




　シナリオ制せい作さく時じには予よ測そくし得なかった事じ態たいってのが、起こることもあるわけで……。




ＧＭ：エネミー側、セットアップでの使用スキルは終了。次、ＰＣ側にあればどうぞ。……《陣じん形けい》か？　いや、《ヘイスト》が先の方がいいか。

アル：菊池さん、ちがいますよ……（笑）。

ベネット：あんたの敗はい因いんは、このスキルを見落としたことでやんす……！

ＧＭ：は……？

ナヴァール：では、《ポストヘイスト》使用！　同時に、ケセドの杖つえの効果も乗せる！

ＧＭ：《ポストヘイスト》ね……へい………………《ポストヘイスト》にケセドぉっ!?




《ポストヘイスト》

　アコライトのスキル《ヘイスト》の効果を範はん囲いに拡かく大だいするスキルである。

　行こう動どう値ちを上じよう昇しようさせる《ヘイスト》は、それだけ聞くと行動順番を早めるだけの地味なスキルにも聞こえるが……『アリアンロッド』において、ＰＣの移い動どう力りよくは行動値に依い存そんする。

　すなわち、行動値の上昇は、そのまま移動力の上昇に直結するのだ。

　加えて、《ヘイスト》は［魔ま術じゆつ］であるため、ケセドの杖の効果を乗せることが可か能のう。

　それが、ＰＣ全員に効果を及およぼすということは―――。




ナヴァール：（ダイスを振ふる）……全員、行動値が＋21！　移動力も＋21！（一同爆笑）

ＧＭ：げ……それじゃ一気に距きよ離りを詰つめられる……！（笑）スリスですら移動力26……？

アル：さらにここで《陣形》っ!!

ピアニィ：はいっ、承しよう認にんです！

アル：まずは、スリスを移動！（笑）

ＧＭ：えーと…………。しゅっ……！　直前までもたもた歩いていたスリスが風を切る音と共にその場からかき消えて……〝どん……っ！〟衝しよう撃げき音おんと共に、彼女は弾だん丸がんのように一気に26メートル移動……！（一同大爆笑）

ピアニィ：（←光景を想そう像ぞうして大爆笑している）。




　戦せん術じゆつ崩ほう壊かいが確かく定ていした瞬しゆん間かんだった。




　続いて疾風の如く飛び出したベネットがエンゲージをいきなり抑え、一気に射程圏に飛び込んだピアニィの魔法がグラスウェルズ側の左翼を粉砕する。

　こののち、泡を食ったグラスウェルズ兵がスリスに攻撃をしかけるも、アルにかばわれ、ナヴァールの《プロテクション》《パトロナイズ》に阻まれ―――。

　そして、グラスウェルズ側は手詰まりとなった。

　戦場を封鎖していた戦線の一角が崩れたため、光の速さで動くスリスを抑える術はなく、ＧＭの想定を大おお幅はばに覆くつがえして戦いは終結―――




　五人は、街を脱出したのであった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナヴァール：《ポストヘイスト》とっておいてよかった―――っ!!（笑）

ＧＭ：くそ、シナリオ作成の段だん階かいでなんで予よ測そくできなかったんだ……（笑）。

アル：でも、《ポストヘイスト》持ってること前ぜん提ていでデータを組まれたら、もっと大だい惨さん事じに。

ＧＭ：まあ、そりゃそうだ。でもまあ……このシーンは役目を果たしたかな。

ピアニィ：役目？

ＧＭ：ええ、《陣形》以外に回数制せい限げんありのスキルが使わせられなかったのが残念だけど……今の戦闘で、ＭＰは何点使った？　うひひ。

ベネット：９点でやんす。

ピアニィ：あたし、69も使ってる……。

ナヴァール：は、86点！　使い魔まの分をのぞくと残り22しかない！　ＭＰポーションは持ってるけど一回しか飲めないんだったな……回かい復ふく２Ｄ６か……。

アル：あれ、ハイＭＰポーションは持ってない？

ナヴァール：ないな。

アル：こっちも残りＭＰ53になってるけど、ナヴァールのＭＰがないほうがつらい！　俺のハイＭＰポーション、メジャーアクションで渡わたすんで、そっちを飲んでくれ！

ナヴァール：で、ではそれで……！




　ＭＰの回復を行なう一行―――。

　しかし、もっともＭＰを必要とするナヴァールとピアニィは、完全回復まではほど遠い。




アル：けっこーきっついな……。

ＧＭ：うひひ……では、イベントを進めよう！







◆Middle 10◆最後の神しん託たく




　街より脱だつ出しゆつし、ふと背はい後ごを振り返かえる。

　目に映るのは、燃えさかる街。

　そして、蹂躙される大地と生命―――。

　そこにはもはや、美しきレスノールの面影は……なかった。




ＧＭ：では……再さい開かい。キミたちはスリスを連れて無事にメルトランド王都レスノールを脱出した。背後をふと振ふり返かえれば、朝の近い……しかしまだ暗い空を焦こがす炎ほのお。遠くで未いまだ燃もえさかるレスノールの街が見える―――。

アル：メルトランドもこれで終わりか……。

ナヴァール：ア、アル殿どの……っ、とヒジでこづく。

アル：あ？

ＧＭ：ふと気づけばアルのすぐ横で、スリスがレスノールを眺ながめ……必死に泣くのを堪こらえてふるふる震ふるえている。

アル：う。

ピアニィ：アル……ひどい……（笑）。

アル：いや、その……ごめん。ほら、俺おれもメルトランドが故こ郷きようだからさ、こう……俺も感かん慨がい深ぶかいというか……な？

ベネット：でもまあ、生きていれば明日が来るでやんすよ。

ピアニィ：そうですよね。（しんみりした声で）……こうやってスリスちゃんは生きてる。あたしたちに出来る範はん囲いで、たったひとりずつでも助けていければいいんです。

アル：そのひとりを助ける以前に……もう、大勢死んでるんだぜ？

ピアニィ：…………。

ＧＭ：―――さて。では、先に進めよう。えー……キミたちは今、城しろから続く街かい道どうの脇わきに立っている。正面には、街道がそのまま南に向かってまっすぐ伸のびている。視し線せんを右に転じれば森が広がり、左には川が流れているのが見える。

一同：……。

アル：ま、待て。もしかしてまだ選せん択たくがあるのか？　このままシーンが変われば、イザベラとの合流地点にたどり着くんじゃないのかっ!?

ＧＭ：まだです（きっぱり）。当然、レスノールからも追手がかかるし、この周辺にもグラスウェルズ軍はいるだろう。選び方によっては、えらいひどい目に―――。

ピアニィ：具体的になにが起こるかわからないと、情報がないと選びにくいですね……。

ＧＭ：まあ、最さい低てい限げんのことだけは教えておこう。まず、選択は以下の三つだ。


選択その３　　①街道を進む




②森に隠かくれて進む

③渡と河かして進む






ＧＭ：さっきも言ったとおり、周辺には敵兵がうろうろしている。街道、森、川―――どこででも出会う確かく率りつがあり……出会うと戦せん闘とうがあったものとしてＨＰとＭＰが５Ｄ減へる。

一同：えぇっ!?

アル：やばい！　ＨＰはともかくこれ以上、ＭＰが減るのはやばい！

ピアニィ：か、街道と森と川……っ、街道行くと見つかりやすそうですよね……。

アル：ああ、すると川か森だが……でも、川って選択もたぶんない！

ピアニィ：え、なん……あ！［プール］!!　水に入ったら判はん定ていのダイスがマイナス一個こ！




　あらゆる事じ態たいを想定して未来予よ測そくをするゲーマー一同……実に頭が下がる（笑）。




ＧＭ：では―――そこでふいに、スリスが真しん摯しな目でキミたちを見み据すえて優やさしげに微笑ほほえみ……。「みんな、いいひと」と、ぽそりつぶやく。

ピアニィ：スリスちゃん？

ＧＭ：その呼びかけに、彼女はただ微笑んで……一歩、みんなより前に進んで空を仰あおいだ。そして「……ヒース、さいごのこえをきかせて」そう呟つぶやいて、瞳ひとみを閉とじると……ふわり、足あし下もとから柔やわらかい光が噴ふき上がる。光は風を生みだし、スリスの髪かみをかき上げて―――……。

一同：お？

ＧＭ：と、ここで〝フラグ：くまのぬいぐるみ〟が発動！　最初の選択で、くまのぬいぐるみを取りに戻もどってるとスリスがキミらにより強い好感をおぼえ、ここで予言の力を使用……この選せん択たく肢しの内ない容ようを予知してくれる！

一同：おお！（笑）

ＧＭ：これはおそらく……今までずっと聖せいなるヒースの樹きの神しん託たくを受けてきたスリスにとって、最後の予言。樹が枯かれ果てた今、その力をふるえる最後の一回だろう。それをキミたちのために使おうとしている―――。

ナヴァール：スリス陛へい下か、そんな貴き重ちような力を我われ々われのために使うことは……。

ＧＭ：スリスは笑え顔がおのままに首を横に振ふり……「これからは、あたしはきっとあなたたちと共にあるから。だから、この力はお空に返さなきゃ―――」

アル：これが、女王としての最後の役目、か―――とつぶやく。

ＧＭ：……ちらり、ふいに空の彼方かなたからひと粒つぶの光の欠片かけらが、彼女の手のひらに舞まい落おちる。それはちらちらっと言葉をかけるように明めい滅めつし、やがて手の暖あたたかさに溶とける粉雪のように儚はかなく消えて―――スリスは瞳を開いた。

アル：なにか……わかったか？

ＧＭ：こくりと彼女は頷うなずいて、すっ、と森の方を指さし……。

アル：やっぱり森か……？

ＧＭ：「……森は【感知】判定で難なん易い度ど10に成功しないとダメ」




　一同大だい爆ばく笑しようである。




一同：おい――――――っ!?（大爆笑）

アル：生なま々なましいこと言うなよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：あ、あれ……あれっ!?（大爆笑）

ベネット：こ、ここまでさんざん演えん出しゆつひっぱって……っ！（笑）

ナヴァール：せっかくいい雰ふん囲い気きだったのにそれか―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：いかん、なぜか大だい不ふ評ひようだ。えー……スリスは、ひとつひとつ指さしながら言葉を紡つむぐ。そう、それはまるでなにかに取り憑つかれたかのように―――。

アル：取り憑いてるのは菊池さんだろうっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：不気味なこと言うなっ!?





　大だい惨さん事じである。




ＧＭ：ま、まあわかりやすくいこうね、わかりやすく。彼女の言葉をまとめると、こうなる。




①街かい道どうを進む

　―――グラスウェルズ軍を警けい戒かいしながら移い動どうするため、難易度20の情じよう報ほう収しゆう集しゆう判定（基本に【知力】判定）を行なう。誰だれかが成功すれば突とつ破ぱできる。

　全員が失敗した場合、グラスウェルズ軍に見つかる。

②森に隠かくれて進む

　―――全員が難易度10の【感知】判定を行なう。隠れやすいので、難易度は低めだが、ひとりでも判定に失敗するとグラスウェルズ軍に見つかる。

③渡と河かして進む

　―――全員が【筋きん力りよく】で難易度10の判定。




　水中を移動するため、判定でダイスが一個こ減げん少しようする（トラップ［プール］と同等の効こう果か）。失敗したキャラクターは【ＭＰ】が５Ｄ点減少。

　加えて、ふたり以上が失敗するとグラスウェルズ兵に見つかる。

アル：川はナシ!!（断言）思いっきりはずれルートだ！

ピアニィ：あやー。

アル：んー……これは、街道がいちばんいいかな……姫ひめさんが《ダンシングヒーロー》を使えば３Ｄ振れるんでかなりいける。

ピアニィ：じ、じゃあいきますね……うあー……【知力】は12あるので３Ｄで８以上。

ＧＭ：ははは、成功しますよ（にやーり）。

ピアニィ：プ、プレッシャーをかけないで……っ（ダイスを振る）……15！　成功！

ＧＭ：ぬ！　では、注意しつつキミらは街道を真正面に進み、グラスウェルズの警けい戒かい網もうを見事突破。イザベラ配下の騎き士し団だんとの合流ポイント近くまでやってきたことにしよう。時じ刻こくは四時を少し過すぎた頃ころ……そこで休きゆう憩けいを取っている。

アル：合流ポイントの……。

ベネット：……近く？

ピアニィ：まだ着かないんです……？

アル：やべえ、ここで到とう着ちやくしないってことは……クライマックスシーンくるぞっ!?（笑）

ベネット：回かい復ふくするでやーんすっ!!（笑）




　と、あわてて回復する四人。

ナヴァール：（わざとらしく優やさしい声で）スリス陛下、もう少しで友軍の陣じんに到とう着ちやくしますぞ。ここまで来ればもう安心―――まさか、敵てきもここまでは追ってはこれますまい。

ベネット：（わざとらしい声で）敵はあっしらがこんな場所にいるなど思いもしないはず！

ＧＭ：キミたちの間に、安あん堵どからくる弛し緩かんした空気が流れる。月と星が、薄うすい群ぐん青じようの中に溶とけ始めた夜と朝の狭はざ間まの刻。白み始めた空に、雲が流れるのが見える。そして……。

一同：……。

ＧＭ：ふいに、その気配は現われた。場所は、キミたちが集う場所から少し離はなれたところに切り立つ低い崖がけの上―――そこに、明けの明星をその背せに背負って人ひと影かげが、立つ。

一同：…………。

ＧＭ：「（鼻から抜けるような声で）―――ほう、よもやスリス陛下を連れて逃にげおおせるとは、たいしたものだ」

一同：きた―――――――――っ!?（爆笑）

ＧＭ：ちらり、沈しずみかけた月の光が眼鏡めがねのレンズに照り返る―――。「そして……」




　男は、長い髪かみをかき上げながら、柔やわらかい口調でピアニィに向けて言葉を紡つむいだ。




「お迎むかえにあがりました、ピアニィ陛下―――我わが、婚こん約やく者しやよ」
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◆Climax 01◆理想と現げん実じつ




　薄い群青に満たされる明けの空に浮うかぶ明星。

　それは数多あまたに瞬またたく星々の中にあって、最たる美を誇ほこる輝かがやきだった。

　だが―――。




　崖の上に立つ男に比ひして、その美しさは霞かすんですら見えた。




ＧＭ：では、ここからクライマックスに入ろう！　そこに現あらわれたのは長い髪かみをうしろで縛しばり、眼鏡めがねをかけた美び貌ぼうの青年―――このアルディオンにおいて、騎き士しを志こころざす者なら誰もが一度は目標にする男。すなわち……。

アル：リシャール……クリフォード！

ナヴァール：リシャールって有名ですよね？　顔、知ってていい？

ＧＭ：ええ。このアルディオンではリシャールの名を知らない人の方が少ないくらいだしね。で……見れば、そのリシャールが立つ崖下には六〇名ほどの兵士が整然と立ち並ならんでいる。

ナヴァール：むう、ならばなおさら軍ぐん師しとして言っておかねばなるまい。

ＧＭ：はい？

ナヴァール：（わなわなと）……げぇっ！　リシャール―――っ!?　これはリシャールの罠わなか―――っ!?（一同爆笑）




　そのセリフ、軍師は言われる側であって言う側ではない。




一同：げぇっ、じゃくてっ!?（大爆笑）

ＧＭ：と、さわぐナヴァールを気にも止めず……（鼻から抜ぬけるような声で）お久ひさしぶりでございます、ピアニィ姫ひめ―――いいえ、陛へい下かとお呼よびしたほうがよろしいでしょうか」

ピアニィ：……ほんとにリシャールさんっ!?　と、五年前のことを思い出します……（笑）。

ＧＭ：「光栄です、陛下。私を憶えておいでとは」

ピアニィ：い、いや……あれは忘わすれられない……（一同爆笑）。

アル：お、おい、姫さん。

ＧＭ：リシャールはピアニィの周囲を見回し……「ふむ、私の知らない顔も見える。では、改めて名乗りましょう。我わが名はグラスウェルズ王国コランドベリー公にして幻竜騎士団団長―――リシャール・クリフォード」

アル：リシャール……グラスウェルズ最強の騎士か。おもしれえのが出てきやがった、と剣けんを引き抜ぬく。

ＧＭ：殺気立つアルを前にしても、リシャールは余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさない。鎧よろいすら身につけておらず、剣も鞘さやにさしたままで、かわりにその手にしているのは―――一輪の薔ば薇ら。

一同：薔薇ぁっ!?

ＧＭ：「花は気高く美しい―――」

一同：っ!?

ＧＭ：「だが、それすらもピアニィ様の前には霞んで見える」

一同：なに言ってんだこいつは―――っ!?（大爆笑）

ピアニィ：（大爆笑している）

ベネット：こ、これが最強の騎士……これが……（わなわな）。

アル：最強の騎士と呼ばれたあの男も、今はどこに出しても恥はずかしくない立りつ派ぱな変へん態たいとして……（わなわな）。

ＧＭ：変態じゃねえっ!!（笑）き、軌き道どう修しゆう正せい軌道修正。

ピアニィ：リシャールさん、いったいなにをしに……。

ＧＭ：「なにを？　これは異いな事をおっしゃられる。貴女あなたをお迎むかえにあがったのですよ、ピアニィ様。それと、失礼ながらスリス様も拘こう束そくさせていただく」

ナヴァール：なるほど、城しろでスリスを見つけられなかったから、待ち伏ぶせしていたと。

ＧＭ：「レスノールでピアニィ様を目もく撃げきしたという報ほう告こくを部下より受けたのでね」

ピアニィ：リ、リシャールさん……ここは退いてはくれませんか？

ＧＭ：「退く、とはいかなる意味でしょう？　貴女は今、レイウォールを追われ……非ひ常じように厳きびしい立場におられる。フェリタニアの名を冠かんする貴女の国も、レイウォールとグラスウェルズに挟はさまれた砂さ上じようの楼ろう閣かく。そのような場所に、貴女を置いておくわけにはまいりません」

ピアニィ：う……。

ナヴァール：いかん、かっこいいところも見せておこう。（息を吸すい込こんで）……先ほどから聞いておれば、勝手なことばかり。そもそもグラスウェルズのリシャール殿は義ぎに厚あつく礼節をわきまえた、このアルディオン大陸で最も尊そん敬けいするべき騎士と聞いていた。が、今の貴方あなたは、まったく礼れい儀ぎがなっておらぬ。フェリタニアの女王を前に高い場所より見下し、言葉をかけ、あろうことかその国を砂上の楼閣とののしるとは―――（ぺらぺらぺら）。

ＧＭ：む。するとリシャールは……「これはご無礼を―――」と地を蹴けって飛ぶ。その長く美しい髪が沈しずみゆく月つき灯あかりに照り返り……ふわり、舞まい落ちる羽のように崖がけ下したに降おり立つ。

アル：な、なんで無む駄だに美び麗れいな演えん出しゆつが入るんだ……（笑）。

ベネット：う、美しい……と目を奪うばわれます。

ＧＭ：リシャールは一歩踏ふみだし……ピアニィに向けて手を差しのべる。「さあ、参りましょう、ピアニィ様」

ピアニィ：参りましょうって……どこにですかっ？

ＧＭ：「どこに？　もちろん、我わが祖そ国こくグラスウェルズにです」

ピアニィ：い、今、あたしがグラスウェルズに行くわけにはいきません。フェリタニアにはあたしに期待を寄よせている人がいるんですっ……彼らを裏うら切ぎるわけにはいきません！

ＧＭ：すると彼は歩みを止め、中指でくっ、と眼鏡めがねを直す。「……困こまりましたね」とつぶやき、アルたちに視し点てんを移して……「いったい、誰だれがピアニィ様によけいなことを吹ふき込んだのか」

ピアニィ：だ、誰にも吹き込まれてなんかいません！　これはあたしの意い志しです！　あたしは、あたしの意志で人々をなんとかしたいって……争いを世界からなくしたいって……！

ＧＭ：「誤ご解かいしないでいただきたい。私は貴女の考えを否ひ定ていするものではありません。むしろ、逆ぎやく。貴女の理想をもっとも早く実じつ現げんするため、ここに参りました」

ピアニィ：え？

ＧＭ：「婚こん約やくのことはさておき、我が国に来ていただけるのであれば、私は貴女の世直しにお力ちから添ぞえできましょう。私は、貴女が作りたいと願う、新しい世のために尽じん力りよくする覚かく悟ご」

ピアニィ：え……。

ＧＭ：「フェリタニアという不安定な基き盤ばんの上で、どれほどのことができましょう？　力なき理想と正せい義ぎに、民たみは希望を持ちはしません。理想で民の腹はらを満たすことはできないのです」

ピアニィ：そ、そうですけど……っ。

アル：リシャールさんよ。熱ねつ弁べんふるってるとこ悪いんだがな……と、ピアニィの前に出ます。

ピアニィ：ア、アル……っ。

ＧＭ：「……なんだね、少年？」あくまで余よ裕ゆうの態たい度どを崩くずさない。

アル：ご高説ごもっともだが……あんた、貴き族ぞくだろ？　今の地位に縛しばられたあんたを信じろってのか？　お前に、周囲に抗って姫ひめさんの理想を実現するだけの力があるってのか？

ＧＭ：「質しつ問もんに質問で返すのは、いささかルール違い反はんだが―――少年。この私が、地位というものに固こ執しつしていると思うのか？」

アル：う。

ＧＭ：「そしてこの私に―――このリシャール・クリフォードに理想を実現する力が、ないと思われるか？」

ベネット：な、なんという自信……っ！（一同大爆笑）

ナヴァール：さすがにグラスウェルズ最強の騎き士しに言われるとすごい説得力が……（笑）。

ＧＭ：でもね、実じつ際さい、リシャールの言葉にはなんの打算もない。ピアニィが理想のために動くのなら、彼は身命を賭としてそのために剣を振ふるうだろう。

ピアニィ：な、なぜあたしなんかにそこまで……昔に一回会っただけなのに……。

ＧＭ：「かつてお会いした時、感じたのです。貴女あなたの中にある資質を。やがては我が王フィリップ陛下を助け、世界を良き方向に導く力となるお方であろうと」

ピアニィ：そ、それだけ!?　それだけのことで!?

アル：ただの直感じゃねえか！

ＧＭ：「だが、私はおのれの直感に身をゆだね、ここまで生きてきた。そして、その直感がまちがっていたことはただの一度もない」

ベネット：うは……（笑）。

ＧＭ：「そして、あの時にお約束したはず。私は、貴女の騎士になると」

ピアニィ：い、いやっ、あれは子こ供どもの時の……。

ＧＭ：「子供との約束であろうと、たとえ貴女が忘わすれていようと―――かわした約束を違たがえぬが私の騎士としての誇ほこりです」

ピアニィ：うぅ……。

ＧＭ：「スリス陛下や、その三人も我わが名に懸かけて厚こう遇ぐうで迎むかえ入れるとお約束しましょう。さあ、ご決けつ断だんを―――ピアニィ陛下」彼は、臣下の礼を取りながらピアニィに選せん択たくを迫せまる。

ピアニィ：え、えっと……あの……えー……っ!?（あわてて周囲をきょろきょろ見回す）

ナヴァール：む、ではそこで割わり込もう。ずっと背はい後ごで燃もえ盛さかっているメルトランドの王都の方向を指さして……リシャール殿どの。

ＧＭ：「……なにか？」

ナヴァール：あれは、あなたたちのしたことです。

ＧＭ：「たしかに。それが？」

ピアニィ：！　あ、それです―――っ！　街の惨さん状じようを思い出して……言います！　あたしは、あんなことを平気で行なう国に行くことはできません！

ＧＭ：（む……）「アルディオンの歴史は戦いの繰くり返しの上に成り立つもの―――残念ながら永えい劫ごうの平和なぞ、ありはしないのです。戦いののちに生まれるわずかな平和を勝ち取るために、人は争う。その短き平和を少しでも長く続けることに尽じん力りよくするが、最さい善ぜんの道」

ピアニィ：……。

ＧＭ：「ピアニィ陛へい下か、あなたが元々住まわれていたレイウォールも同じ歴史を繰り返してきたのはご存ぞんじのはず。そうではありませんか？」

ピアニィ：だ、だから、あたしはそういうことをもうしたくないし、そうさせないための……フェリタニアですっ！

ＧＭ：「……………。理想を追うことは、珠しゆ玉ぎよく。だが、現実を知らずしてそれを語るは愚ぐの極きわみ……！　貴女にはやはり必要です。世の理ことわりや真実に目を向けさせてくれる者の存そん在ざいが」すらり、ここで初めてリシャールは剣けんを抜ぬく。

アル：む……と、こっちももう一本の剣を抜く。

ＧＭ：「ならばこのリシャール・クリフォード……一時、貴女に恨うらまれようとかまいません。いずれ理り解かいする日がくると信じ、今は剣を交えましょう。そして我が国にお連れする」

アル：ち、やっぱり力ずくかよ！

ベネット：弓をかまえるでやんす……っ、戦うとひどい目に遭あいそうな気がひしひしとするでやんすが……っ！（笑）

ＧＭ：戦せん闘とう態たい勢せいをとったふたりを前にしても、リシャールは落ち着いた表ひよう情じようのまま。それどころか、ため息まじりに―――呟つぶやく。「ピアニィ様の従じゆう者しやならばさぞかしできた戦士かとおもいきや……賢さかしいだけの子供でしたか」

ナヴァール：では、そんなリシャールに言いましょう。……リシャール殿の言うことはおそらく正しかろう。ピアニィ陛下の言葉はただの理想やもしれません。

ピアニィ：えぅ!?　ナ、ナヴァール……（笑）。

ナヴァール：ですが、あなたは知らない。珠玉の理想に懸かけてみたいと思う者がいることを。新しき風に身をゆだねたいと思う者がいることを、あなたはお知りにならない。

ＧＭ：「む……」

ベネット：おお、ではここであっしもいいことをひとつ。（シリアスな声で）そうでやんすよ。かつて、あっしが知る者もみな、己おのれの信念のもとに戦ったでやんす。彼らはいつもそうだった。それはなにが正しいかではなく……。
















アル：そうだ。正しい道なんてひとつじゃない。姫さん、あんたがなにをしたいか、なにを信じたいか、そしてどうしたいかだ。

ベネット：あっしのセリフを取るな―――っ!?（笑）

アル：姫ひめさん。それなら、答えられるはずだ。

ピアニィ：じ、じゃあしばらく考えて……。

一同：……。

ピアニィ：リ、リシャールさん、あなたは悪い人じゃないですけど……きっとすごい人なんだと思いますけど……っ。

ＧＭ：「……」

ピアニィ：あたしは、あたしが信じる理想を追いたい。この気持ちは……。




　ピアニィは、顔をあげてリシャールを見み据すえて声をあげた。




「―――力ずくでは奪うばえません！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ＧＭ：「……よかろう。私はこの剣をもってキミたちの目を開かせるのみ！」……と、ここで戦せん闘とうは開始されるんだが、ちょっと特とく殊しゆな条じよう件けん下かの戦いになるので先に説明しておこう。

アル：特殊な条件？

ＧＭ：そう。キミらは今、イザベラ伯はくとの合流予定地点近くにいる。

ナヴァール：そういえば、夜明けと共にイザベラ軍はレスノールのグラスウェルズ軍に攻こう撃げきを仕し掛かける予定でしたな。

ＧＭ：そうそう。この戦いにはふたつの戦闘終しゆう了りよう条件がある。ひとつは当然、リシャールを倒たおすこと。もうひとつは、近くに布ふ陣じんしているイザベラ軍が救きゆう援えんに現あらわれることだ。

ナヴァール：なんかの条件を満たすとイザベラ軍がやってきて、リシャールは撤てつ退たいする？

ＧＭ：そのとおり！　その条件をちゃんと説明すると、こうなる―――。




イザベラ軍の出しゆつ現げん条件

【幸運】判はん定ていを行ない、成功させる

　戦闘中、メジャーアクションを使用して【幸運】で判定を行ない、これに成功するとイザベラの援軍が到とう着ちやくし、即そく座ざに戦闘は終了となる。

　判定の難なん易い度どは[image: 150]とする。




一同：[image: 150]っ!?

アル：そ、それはクリティカルねらいをしろと……？

ＧＭ：もちろん、それを狙ねらってもいい。が、この難易度についてはもうひとつルールがある。




　判定の難易度は、以下の条件で引き下げられる。

・リシャールの配下を倒す　　　：一体倒すごとに、難易度はマイナス10

・リシャールにダメージを与あたえる：難易度―［与えたダメージの１／10（端は数すう切り捨すて）］




ナヴァール：……倒したりダメージ与えたりすると、援軍が来る？　そりゃ面おも白しろい（笑）。

ベネット：戦いの波にのって運気を呼よび込こむとか、激はげしい戦闘になることでイザベラ軍が気づいてくれるとか―――そういうところでやんすかね？（笑）

アル：つまりリシャールを倒すのは相当難むずかしい……というか、リシャールの攻撃にどれだけ耐たえられるかの勝負ってことか……。

ピアニィ：でもやっぱり、クリティカルねらいでフェイトをつぎ込んで判定のダイスの数を増ふやせば、あっというまに戦闘を終わらせられません？

アル：そういう考えもあるが、判定して失敗した時が痛いたい。フェイトを大量に失ううえに、メジャーアクション消費だし。５Ｄや６Ｄ振ふったところでクリティカルが出る確かく率りつは……。

ＧＭ：うん、ちゃんと計算しないとアレだが６Ｄ振ってもクリティカルする確率は三割わりをかなり下回るはず。判定を振り直したりすると、またいろいろ変わるが。

ピアニィ：な、なるほど。

ナヴァール：ふむ、すると成功しそうな難易度に引き下げてから判定に挑いどむほうがいい、か。

ＧＭ：なお、この戦いではスリスは戦場から除じよ外がい、リシャールはピアニィに対してダメージを与あたえないってルールでいく。

アル：そりゃリシャールはピアニィに攻撃しないわな。

ＧＭ：ただし、他のメンバーが全員倒れたうえで、ピアニィがグラスウェルズに来ることを承しよう諾だくしない場合、やむをえず攻撃しますよ？　戦闘不ふ能のうに追い込んでさらっていく。

ピアニィ：わ、わかりました。

ＧＭ：そしてパーティが全ぜん滅めつした場合、キャンペーンのシナリオが分ぶん岐きします。次回はグラスウェルズに捕つかまっているところからレッツスタート。こののちに展てん開かいする戦争はグラスウェルズ有利に進み、へまするとフェリタニアが占せん領りようされます。

アル：そ、それってフェリタニア滅めつ亡ぼうじゃ……。

ピアニィ：えぇ――――――っ!?　け、建国したばかりなのにっ!?　ちょ、ちょっと……負けられないじゃないですかほんとに……っ！

ＧＭ：うひひ。では、あらためて戦いの本番へと移うつろうっ！







◆Climax 02◆騎き士しの資し格かく




　朝と夜が入り交じり、曙しよ光こうが世界に目覚めをもたらす。

　明け方の澄すんだ空気と、張はりつめた緊きん張ちよう感。

　片かたや騎士としての誓ちかいを貫つらぬくために、片やおのれの信念を貫くために―――。




行動値

　リシャール：　　　　　　42

　ピアニィ：　　　　　　　16

　白はく竜りゆう騎き士し団だん高等軍ぐん師し：　　16

　弓きゆう兵へい×４：　　　　　　　16

　白竜騎士団騎馬兵×２：　15

　ベネット：　　　　　　　14

　幻げん竜りゆう騎士団神官：　　　　14

　アル：　　　　　　　　　11

　ナヴァール：　　　　　　６




[image: ]




ＧＭ：では……セットアップ！　トップは行動値ち42のリシャール！

ピアニィ：よ、よんじゅうに……！

アル：ピアニィをかばうように……立って二刀を構かまえる。

ＧＭ：では、リシャールはまずはアルを見み据すえ―――「少年！　キミが今の、ピアニィ様の騎士か！　……その腕うで前まえ、拝はい見けんさせていただこう！」まずは《二回行動》を宣せん言げん！

ピアニィ：ふぇー！

ベネット：来た来た……っ！




《二回行動》

　セットアッププロセスにおいて、即そく座ざに行動を行なうエネミースキルである。




ＧＭ：続くマイナーアクションで《ファストセット》！　これの効こう果かで得た二回分のマイナーアクションは、まず……《フェイドアウェイ》！　ゆらり、リシャールが握にぎる剣けんの切っ先が揺ゆれ……場の全員が無む意い識しきに気をとられたその瞬しゆん間かん……！　彼は音もなくかき消え、気づけば息ひとつ乱みださず、キミらの中央にふわりと舞まい立っている。

アル：うお……！（笑）

ベネット：無む駄だにかっこいい演えん出しゆつを……！（笑）

ＧＭ：やかましい、それがＮＰＣの特とつ権けんじゃ！　第二のマイナーアクションは《フォートレス》!!　これで物理・魔ま法ほう共に防ぼう御ぎよ力りよく＋20！

アル：鎧よろいを着ていないと思ったらそういうことかっ。

ＧＭ：そして地に足がついてから一動作で―――舞うように剣を横よこ薙なぎに振ふるう！　メジャーは《ブランディッシュ》！　攻こう撃げき対象は、ピアニィをのぞく全員！　命中は39＋４Ｄ……！（ダイスを振る）……55！

ピアニィ：55ぉ!?

アル：……あ!?　しまった、なんで《二回行動》を打ち消さなかったんだ!?

ベネット：っ!?　い、《インタラプト》使うの忘わすれたでやんすっ!?

アル：リ、リシャールの華か麗れいな演出を聞いてて、ついスルーしたっ!?（一同大爆笑）……喰くらえば即そく死しだろうな……しまった……っ。

ピアニィ：み、みんな頑がん張ばれ……っ（笑）。

ＧＭ：あんたも頑張るんだ。

アル：《二回行動》打ち消して《限げん界かい突とつ破ぱ》使ってれば次のリシャールの攻撃を回かい避ひする目もあったのに……っ。（少し考えて）……しかたない、俺おれとベネットは全力で回避しよう！　両方とも失敗すると厳きびしいかも！

ナヴァール：……と、俺は軍師としてふたりにそう指し示じを出した（笑）。

ベネット：《ドッジムーブ》で回避＋６！《ダンシングヒーロー》でダイス＋１個こっ！　さらにフェイト三点使用で……回避判はん定ていが12＋６＋７Ｄっ！




《ドッジムーブ》

　取得したスキルレベルに応おうじて、回避判定の達成値を上じよう昇しようさせるスキルである。

　だがその使用にあたっては、着ている防ぼう具ぐの重量に制せい限げんがあり……まさにベネットのために存そん在ざいするといえるシーフのスキルだ。




ベネット：クリティカルしろ！（ダイスを振る）……しない！　合計で40っ！　つまり回避失敗でげぼらあっ!?

ナヴァール：（ダイスを振る）当然、こっちも失敗。

アル：まずい……《ディフェンスライン》！　フェイトも三点つぎ込こむ！（ダイスを振る）……う、失敗っ！（一秒考えて）……《バトルコンプリート》で判定をクリティカルねらいで振り直す！（ダイスを振る）……クリティカルしないので回避失敗！（〇・五秒考えて）フェイト一点使用、この判定を振り直す！　加えてさらにフェイトを三点突つっ込む！

一同：うおっ!?

ピアニィ：えぇっ!?　それでフェイト、なくなっちゃうんじゃ!?

アル：これできっかり０になる！　でも、ここで俺とベネットが両方とも大ダメージくらうと、リカバリーきかなくなる可か能のう性せいがでかい！

ＧＭ：「ほう、判はん断だんが速いな少年……！」刹せつ那なの時、リシャールは感かん嘆たんの声をあげ……！

アル：よけろっ！（ダイスを振る）……よぉし、57で回避成功っ!!

一同：おお――――――っ!!（笑）

ＧＭ：うは！　薙ないだ剣がベネット、ナヴァールと捉とらえる中……〝ぎぃんっ！〟アルの剣がリシャールの刃やいばをはじいて火花を散らす！「かわしたか……っ」では、ダメージロールを……！（と、ダイスを握る）

アル：ナヴァールを《カバーリング》！

ＧＭ：ダメージが49＋５Ｄ６！（ダイスを振る）……71っ!!

ベネット：え、そんなもんでやんすか……!?

アル：!?　回避に失敗してたらダメージ二発分なのでやばくはあったが……。

ピアニィ：あ、《サモン・アラクネ》！（ダイスを振る）……ダメージ28点軽けい減げん！

ナヴァール：ベネットに《プロテクション》！（ダイスを振る）……47点軽減！

ＧＭ：ケセドの杖つえなしで47か！




　結果、このリシャールの一撃で受けたダメージはアルの28点のみだった。




アル：よし、これならいける！

ＧＭ：「ああ、なかなかの判はん断だんだ。が、エンゲージを許ゆるしたことに加え、フェイトをすべて使いはたしてくれたのは、私にとっては僥ぎよう倖こう。《ブランディッシュ》一回分の戦果としては、十分以上だ。お釣つりがくる」

アル：……もっとでかい攻撃が来た可能性は捨すてられなかったからな。

ＧＭ：「たしかに。が、誰だれもが初撃に渾こん身しんの力を込こめるとは―――限かぎらない。筋すじはよいが、まだまだ青いな」

アル：む、むかつく（笑）。

ナヴァール：が、たしかにな―――私はイザベラ軍を呼よぶ判定にフェイトを突っ込まざるえないゆえ、戦せん闘とうで浪ろう費ひするわけにもいかん。

ＧＭ：そういうことだね。長く続くだろう戦い、ピアニィとベネットのフェイトだけでどこまでいけるか……楽しみにしていよう。

アル：グダグダ言う前に続ける！　姫さん、《ブライトウェポン》をくれ！

ピアニィ：は、はいっ。《スウィフトウェポン》を使って……このセットアップでアルに《ブライトウェポン》をかけます！（ダイスを振ふって）これでアルの攻こう撃げきは光ひかり属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージになって、命中も＋ダイス一個こ！　あと、ギルドスキル……《限げん界かい突とつ破ぱ》も使いましょう！

アル：もちろん！




《限界突破》

　ラウンドの終しゆう了りよう時じまで、あらゆる数すう値ちを＋10（正確には＋ＣＬ）する強力なギルドスキルである。




ＧＭ：ぬ、《限界突破》の使用と共にリシャールが雰ふん囲い気きの変化に気づく。「む、よい気合いだ……しかし！」と、ここで高等軍ぐん師しがセットアップでスキル使用！《集しゆう団だん統とう率そつ》！

ベネット：まあ、そうくるでやんすな！

ＧＭ：神官の合図と共に、四〇人の弓きゆう兵へいたちが一いつ斉せいに矢をつがえ―――「目標は、敵てきの軍師。全ぜん弾だん、集中せよ」

ナヴァール：全員こっちかっ!?

一同：殺意高け―――っ!!（笑）

ＧＭ：「ケセドの杖、あれを持つ者を許ゆるすわけにはいかん！」（一同大爆笑）

アル：やば……！（笑）




《ホークアイ》でダメージを底上げした弓兵たちの矢が、まさに雨のようにナヴァールに吸すい込まれていく。

　しかし―――。

《限界突破》で力を得ていたナヴァールは攻撃の半分を回かい避ひし、命中した２グループからの攻撃は両方ともアルが《カバーリング》、《プロテクション》の効こう果かもあって、アルへのダメージも０に抑おさえこまれていた。




ピアニィ：《限界突破》、まにあってよかった……（笑）。




　続くベネットは《クイックステップ》を宣せん言げん、直後に《エアリアルステップ》を使用して自分の回避を上昇させ、次なる攻撃への耐たい性せいを高める。

　そしてセットアッププロセスの締しめとして、神官はリシャールに、ナヴァールは自分自身にそれぞれ《ヘイスト》をかけ……ここに至いたって両りよう陣じん営えいとも、戦いの準じゆん備びが整ったのだった。




ＧＭ：「では、ウォーミングアップはここまでとしよう―――ゆくぞ」

アル：きやがれ……!!

ＧＭ：マイナーで《ファストセット》！　ここから《ディフェンダー》＋……。

ベネット：《ディフェンダー》？　どこまで堅かたくなるでやんすか！

ＧＭ：これで物理・魔法ともさらに防ぼう御ぎよ力りよく＋10！　言ったろう、リシャールは今、鎧よろいを着ていないと。だからスキルで防御を固……。

ベネット：そうか、鎧を着てなかったでやんすな！　なかーまなかーま！（一同大爆笑）

ＧＭ：一いつ緒しよにするな一緒にっ!?

ピアニィ：あ、あの。裸はだかで戦う婚こん約やく者しやとか、すごいヤなんですけど……。

ＧＭ：服は着てるわっ!?（一同大爆笑）……で、えと、なんだっけ。ああ、そうだ。もうひとつのマイナーアクションは、《ブレイクスラッシュ》！

アル：う、《ブレイクスラッシュ》か……（と、嫌いやな顔をする）。




《ブレイクスラッシュ》

　このスキルを組み合わせて放った攻撃によるダメージを、軽減不可にする。

　つまり《プロテクション》や《サモン・アラクネ》は通用しない、ということである。




ＧＭ：「少年、キミがピアニィ様の騎き士しであるというなら、その力を見せてもらおう！」　そう声を張はり上げ、一歩踏ふみ込んで力を溜ためた一撃を解とき放つ！　メジャーアクションは《マイティスラッシュ》！（ダイスを振る）……命中は53！

アル：さっきあんたの剣をかわしたのが、まぐれじゃないことを……見せてやるよ！《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）28＋10＋……５Ｄ６！（ダイスを振る）……57！

ＧＭ：再ふたたび、リシャールの剣がアルの剣に弾はじかれる。「!?　……ほう、我わが一撃を二度続けて受け流したのはキミが初めてだ！」もっともその言葉に焦あせりはなく、余よ裕ゆうの笑えみさえ浮うかべているのだが。

ナヴァール：では、ここで私の番だ。マイナーで《マジックブラスト》、メジャーの《スピリチュアルウェポン》をエンゲージ全体に拡かく大だい！　ケセドの杖つえの効こう果かもあわせ……これで全員の武ぶ器きの攻こう撃げき力りよくが＋20だ。

ピアニィ：ここであたしっ。《限界突破》の効果があるうちに、向こうの神官を倒たおしましょうっ！　マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《コキュートス》っ!!　目標は、神官のいるエンゲージ全体……！

アル：いい判はん断だん！（笑）

ＧＭ：ＯＫ。ピアニィが掲かかげた剣けんに、ふいに青白い光が灯ともる。光は、冷気を呼よんで周囲の気温を一気に引き下げ……直後、破は裂れつ音おんと共に神官のいるエンゲージに氷ひよう煙えんが巻まき起こった。




　吹ふき荒あれた氷の嵐が三体を巻き込む。

　弓きゆう兵へいはすでに行動済ずみゆえ、神官を［かばう］ことはできない―――そのはずだった。

　が、ここで軍ぐん師しが《キャスリング》を宣言、弓兵の一体に神官をかばわせる。

　これにより、ピアニィたちは次の一手を思案することになった。




ピアニィ：どうします？　《マジックフォージ》を乗せるかどうか迷まようところ……。

アル：神官は逃のがしても、弓兵はここで仕し留とめておきたいな……。残しておくと、かばわれて神官にダメージが入らない。

ピアニィ：（少し考えて）……乗せましょうっ、《マジックフォージ》！（ダイスを振る）それとナヴァール……っ。

ナヴァール：は、そのロールにケセドの杖の効果を乗せて……《チェックメイト》っ!!




　結果として、この選せん択たくは成功だった。

　ダメージロールの結果は[image: 162]……！　魔ま法ほう防御力を差し引いても、弓兵のＨＰは瞬しゆん時じに０だ。それどころか、神官をかばった弓兵にいたっては受けたダメージ[image: 300]オーバーである。

　当然、耐たえられるわけもなかった。

　【幸運】判定難なん易い度ど　[image: 150]→[image: 130]




アル：よしっ、ここで神官にダメージを通せるようになったのはでかい！

ピアニィ：コ、コネリーから習ったんです。敵てきの神官は生かしておいちゃいけないって。

一同：生かしておいちゃいけないっ!?（笑）

アル：さ、さすがアヴェルシアの血を引く女だ……殺意が高い……っ（一同爆笑）。

ベネット：た、ただ単にピアニィのセリフに大竹さんの本性が混ざっ……（笑）。

ＧＭ：この一撃には、さしものリシャールも目を見み張はる。「な、なんという破は壊かい力りよくだ！　五年前のあの日、父親の陰かげに隠かくれてもじもじしていたあの可か憐れんな少女が―――どこでどうまちがうとこのようなことになるのか!?」（一同大爆笑）

ピアニィ：あ、あきれられた……!?

ＧＭ：「惚ほれ直しました……っ、ピアニィ姫ひめ！」顔を赤らめ、笑え顔がおで叫さけぶ！

アル：またおかしくなってきた―――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：では、ここで生き残った神官の行動！　こいつがここで生き残った意味はでか……。

ベネット：待つでやんす！　ここで《カリキュレイト》！




　魔法を解き放とうとした神官の動作に割わり込み、ベネットが疾しつ風ぷうの如ごとく、動いた。

《フェイドアウェイ》にてエンゲージより離り脱だつして距きよ離りをとり、《ダブルショット》をもって二発のミスリルの矢を神官に撃うち放つ。

　一弾だん目めは直撃……そして二弾目はクリティカルで直撃！

　合計ダメージは[image: 119]点―――。

　ピアニィの魔法から逃のがれた神官も、この一撃でその場に崩くずれ落ちた。

　【幸運】判はん定てい難易度　[image: 130]→[image: 120]




ＧＭ：「的てき確かくな攻こう撃げきだ、やるな……！」

ベネット：見たでやんすか！　これがクラン＝ベルの四英えい雄ゆうの実力！

ＧＭ：「キミは、エリンディルより来た戦士か……！　クラン＝ベルの四英雄、聞いたことがある……っ」

ベネット：っ!?　い、今、リシャールさんがとてもいい人に見えてきたでやん……！

ＧＭ：「ヒロインとして期待されながらも、その口調がわざわいして二秒でヒロインからスピンアウトした英雄がいたと」

ベネット：死んでしまえ――――――っ!?（一同大爆笑）




　そんな虚こ空くうに響ひびくベネットの絶ぜつ叫きようをよそに、幻げん竜りゆう騎き士し団だん軍師が動く。

《オールウェポン》で、味方全体に《ファイアウェポン》をかけ―――リシャール陣じん営えい、そのすべての兵士の武ぶ器きに炎ほのおが灯る。

　その力を受けて次に動いたのは騎馬兵だった。

　神官を倒たおされたお返しにと言わんばかりに、二体は次々とナヴァールに突とつ貫かん、うち一体は軍師の《チェックメイト》を受けて必殺の一撃を放つ。

　が、これに対してがアルはナヴァールをかばい……結果、与えたダメージはわずか８点。

　そして、返す刃やいばで―――。




アル：マイナーで《バーサーク》！　メジャーで《ブランディッシュ》！　攻撃対象は……軍師のいるエンゲージ！

ＧＭ：は？　……あああっ、アルの武器……風ふう霊れいの剣つるぎかっ！

アル：そう、射しや程てい５メートル！（笑）




　アルの放った一撃が、風を呼んで離はなれた場所に立ち並ならぶ部隊に襲おそいかかった。

　弓兵の一体が前と同じように軍師をかばい、その場に崩れ落ちたものの……当然軍師は無む傷きず、くわえてもう１グループ弓きゆう兵へいもＨＰを残した。

　【幸運】判定難易度　[image: 120]→[image: 110]




ナヴァール：むう、軍師を残しておくとやっかいだな……。

ＧＭ：「どうした少年、最初の思い切りのよさが消えているぞ！　それに、《限げん界かい突とつ破ぱ》の効こう果かが終われば苦戦は必ひつ至し―――」と、アドバイスでもするように声をあげるリシャー……。

アル：思い切ってないわけじゃねえよ。必要ないだけだ……ベネット！

ベネット：おう！　《アデンダム》！

ＧＭ：……は？




《アデンダム》

　即そく座ざにメインプロセスを得る、スカウトのスキルである。




　アルの呼よびかけに呼こ応おうして、《デスターゲット》で威い力りよくを底上げしたミスリルの矢を、再ふたたび二連続で撃うち放つ。

　初撃こそ《キャスリング》により弓兵にかばわれたものの、二撃目は軍師を確実に射貫く。




　弓兵はこれで崩れ落ちたものの……軍師はまだＨＰを残した。

　【幸運】判定難易度　[image: 110]→[image: 100]




ＧＭ：ぐ……でも軍師が生き残ったまま次のラウンドへ突……！

ベネット：まだでやんす！　《エンカレッジ》をアルに使用！

アル：《スマッシュ》＋……《ブランディッシュ》！（ダイスを振る）……クリティカル!!


ＧＭ：ぐはっ!?





　行動を終えたはずのアルが縛ばく鎖さより解とき放たれ、一いつ閃せん。

　光と風をともなう一撃が、リシャールと騎馬兵をなぎ払はらう。

　軍師の指し示じを受けて騎馬兵がもう一体の騎馬をかばってそのまま撃げき沈ちん、命めい中ちゆう値ち６Ｄに《限界突破》の加か護ごを受けた一撃に、さしものリシャールもかわすことはできない。

　結果、45点のダメージを与あたえ―――。

　【幸運】判定難易度　[image: 100]→86




ＧＭ：……と、ここでラウンド終しゆう了りようか。この三連続の攻撃に、リシャールは倒れた部下たちに見入り……「なるほど、なかなか戦いなれている」。

アル：ああ、まだやるか？　リシャールさんよ。

ＧＭ：「惜おしい。実に惜しい」

アル：あ？

ピアニィ：惜しい……？

ＧＭ：リシャールは落ち着いた口調のまま、スッ、と眼鏡めがねを外し……心底残念そうに、そして底冷えするような冷たい声で言葉を紡つむぐ。「そうだ、少年―――」




「……ここで私と相まみえず、あと数年も研鑽を積めば立派な騎士になれただろうに」




　　　　　＊　　＊　　＊




　ここで、戦いは次のラウンドに突とつ入にゆうした。

　セットアッププロセスにおいて、リシャールは再び《二回行動》を宣せん言げんするが、これはベネットの《インタラプト》に打ち消される。

　続くピアニィは《ウィークポイント》を自分のいるエンゲージに向けて使用、ピアニィ、アル、ナヴァールの次の攻こう撃げきを底上げした。

　ナヴァールは、一気にここでたたみかける態たい勢せいを作り上げるべく、《ポストヘイスト》から《ヘイスト》を唱え、仲間の行動値を上じよう昇しようさせ―――。




行動値

　リシャール：　　　　　　　　　　42

　ピアニィ：　　　　　　　　　　　16→29

　アル：　　　　　　　　　　　　　11→24

　ナヴァール：　　　　　　　　　　６→19

　幻げん竜りゆう騎き士し団だん軍ぐん師し：　　　　　　　　16

　騎き馬ば兵へい：　　　　　　　　　　　　15

　ベネット：　　　　　　　　　　　14




[image: ]




　そしてこのタイミングでギルドスキル《祝福》を宣言、全員のＭＰを回かい復ふく……メインプロセスに挑いどむ。

　最初の行動は、《カリキュレイト》で割わり込こんだベネットだった。

《デスターゲット》から繰くり出された《ダブルショット》は、的てき確かくに軍師を捉えてこれを撃げき破は―――【幸運】判はん定てい難なん易い度どは86→76へ。




ナヴァール：まだ遠いな……。

ＧＭ：では、リシャールの行動だが……彼は、ピアニィ、アル、ナヴァールに囲まれた中に、静かにたたずんでいる。瞳ひとみを閉とじて、無む造ぞう作さに剣けんを携たずさえて神しん経けいを研とぎ澄すます―――。

アル：な、なんだ……雰ふん囲い気きが、変わった……（笑）。

ＧＭ：そしておもむろに顎あごを上げてゆっくり吸すい……その呼気がもれたと思った時には、すでに彼の剣が一閃されたあとだった。

一同：なんだその演えん出しゆつ―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：マイナーはまず《ファストセット》、《ブレイクスラッシュ》に……《アルティメットボディ》を使って攻撃力＋[image: 120]して―――。

一同：[image: 120]っ!?

ＧＭ：そして、メジャーに《ブランディッシュ》！（ダイスを振る）

ベネット：（わなわなと）剣を振ふり切ったあとに声が聞こえてきやがったぜ……（大爆笑）。

ＧＭ：「そう、私の一撃は―――音より速い」（一同大爆笑）

アル：《ディフェンスライン》……！（ダイスを振る）よしっ、クリティカルっ!!

ベネット：《インターフェアレンス》でナヴァールの代わりにこっちで回かい避ひ！（ダイスを振る）おあっ!?　こっちもクリティカルでた――――――っ!?（笑）

ピアニィ：あ、あれだけかっこつけたのにリシャールさん……（笑）。

アル：よし、挑ちよう発はつしよう（笑）。おい、それでグラスウェルズ最強の騎士なのか？　俺おれ自身、一度もお前の攻撃をくらってないぞ。

ＧＭ：「…………見えてないか」

アル：……え？

ＧＭ：「最初の一撃は、少し速度を落とした。本命は次撃だ」

一同：は!?

ＧＭ：「そして私の第二撃は、初撃よりも早く敵を貫く」

一同：意味わかんね――――――っ!?（大爆笑）

ベネット：初撃よりも早く当たる二撃目ってなんじゃ―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：というわけでリシャールは《エンカレッジ》で再さい行こう動どう、そして攻撃スキルはさっきと同じだ。（ダイスを振る）……命中は50！

アル：ぐは！（笑）　デ、《ディフェンスライン》……46！　届とどかないっ！

ナヴァール：ふつうに回避！　クリティカルねらいで……（ダイスを振る）……無理！

ＧＭ：ダメージロール！（ダイスを振る）……[image: 192]の火ダメージ！

一同：ぶっ!?

アル：だ、だめだ……なにをどう考えても助からない！　くそ、《ガーディアン》を切るしかねえ！　自分に《ガーディアン》！

ピアニィ：あ、あたしも《ガーディアン》！　ナヴァールに！




《ガーディアン》

　受けたダメージを０にする、サモナーのスキルである。




ＧＭ：「……ほう、止めたか」

アル：ま、まだまだ……！

ＧＭ：「そうか。しかし―――次は耐たえきれるかな」

ピアニィ：が、《ガーディアン》、二枚まいとも切っちゃった……。

アル：くそ、くらう前にナヴァールの旦だん那なをエンゲージの外に離り脱だつさせておきたかった……。

ピアニィ：次はあたしの行動……（少し考えて）……マイナーで《マジックブラスト》、メジャーで《コキュートス》！　判定に……フェイト二点使いますっ！　対象は、リシャールさんと残った騎馬兵！

ＧＭ：「……むぅ、ピアニィ姫ひめも迷まよいがない！」

ベネット：さすがはアヴェルシア王家、殺意の塊かたまりだぜ―――っ！（笑）

ピアニィ：さ、殺意じゃないですよ!?　でも、いきますよ～……！（ダイスを振る）……わ、１が出てるっ。幸運のペンダント使う！（ダイスを振る）……６！（笑）

アル：クリティカルにはならないけど、また６か（笑）。

ピアニィ：６しか出したことないですよ、今まで！（笑）ダメージ……いきます！




　直後、ピアニィを起点にその足あし下もとより氷の嵐あらしが噴ふき上がった。

　ナヴァールの《チェックメイト》がこれに乗り、たたき出したダメージは[image: 122]点！

　これをもって騎馬兵は吹ふき飛び、魔法防御48を誇ほこったリシャールにもダメージが通り……累るい積せきダメージは[image: 119]。

　この攻こう撃げきの末、【幸運】判定難易度は76から一気に59へと低下する。

　続くアルは［待機］を宣せん言げん、ナヴァールはこれ以上の攻撃を耐たえることは不ふ可か能のうと見て、エンゲージを離脱する。

　そして、ひとりリシャールと対たい峙じしたアルは―――。




アル：よし、これで一対一……っ。

ＧＭ：「面おも白しろい。キミがあくまでピアニィ様の騎士を名乗るのなら、剣けんをもってその力、証しよう明めいしていただこう」

アル：騎士とかなんとか関係ねえ、剣士としてどっちが上か……勝負しようじゃねえか！

ＧＭ：「……ほう、久ひさしぶりだこの感覚。存ぞん分ぶんに楽しませていただこう」

アル：余よ裕ゆう、ぶっこくな……！《スマッシュ》＋……《クロススラッシュ》！　まずは一撃目（ダイスを振る）……命中50っ！

ＧＭ：（ダイスを振る）……無理、クリティカルしない！

アル：ダメージは……（ダイスを振る）……87の光！

ＧＭ：二連撃の一発目……左より繰くり出された攻撃がリシャールを捉えた。ダメージは39で累計ダメージが[image: 158]！

ナヴァール：これで【幸運】判定難易度が59から55になった。

アル：そして右の二撃目……っ！（ダイスを振る）……クリティカルっ！

一同：よっしゃ―――っ!!





　この攻撃に、リシャールは回かい避ひに失敗。


　ここを勝機と見たアルは、一気にたたみかけることを決意する。




アル：この右が本命だ……っ、《ボルテクスアタック》っ!!　姫さん、《ディスコード》も頼たのむ！

ピアニィ：え？　一いつ騎き打うちだったのにあたしが手を貸かしてもいい……？

ベネット：そんなこと言ってる場合かあ!?（笑）ほ、ほれ、「アル、がんばってー」という想おもいを歌にのせたらアルが勝手に勇気をもらって強くなったー、ってのなら問題はなしっ！

ピアニィ：じ、じゃあ《ディスコード》！「アル、がんばれ」って気持ちを歌にのせます！

ベネット：死人がららら～♪

一同：なんでだよっ!?（大爆笑）

アル：いくぜえ……！　ダメージロールは74＋４Ｄ６＋10Ｄ６＋10Ｄ６……！（ダイスを振ふる）……[image: 160]の光ひかり魔ま法ほうダメージ！

ＧＭ：するとダメージは[image: 112]か！（が、ニヤリとほくそ笑えんで）―――《ソウルバス……っ！




《ソウルバスター》―――受けたダメージをそのまま攻撃した者に返す、モンクの切り札的スキルである。

　だがこの時、そのスキル名を言い切る直前……ＧＭの思考に急きゆう制せい動どうがかかった。

　アル（のプレイヤー）の口元に、笑みが浮うかんだからだ。




ＧＭ：（!?　なんだこの違い和わ感……！）




　プレイヤーの思考を、たぐる。

　そして視し線せんの行き着いた先は……アルのレコードシートに記録された、ＨＰ欄らん。

　残りＨＰは―――[image: 116]点。

　トドメは、させない。

　加えて……ピアニィたちは未いまだギルドスキル《蘇そ生せい》を使っていないことに気づく。




ＧＭ：（あ……）

アル：……ん？《ソウルバスター》……ですよね？

ＧＭ：いや、ここは《インヴァルネラブル》！　受けたダメージを０にする！

アル＆ベネット：なに―――――――――っ!?

ベネット：そ、そっちの方がいやだ―――っ!?

アル：く、くそ！《ソウルバスター》くらっても《蘇そ生せい》ですぐＨＰ戻もどせたのに！

ＧＭ：アル渾こん身しんの一いち撃げきを、リシャールはいともたやすく受けきる。「よい、一撃だ。しかしそれでは届とどかない。それでは……！」

ベネット：クリティカルに《ボルテクスアタック》に《ディスコード》。いろいろ突つっ込んだ攻こう撃げきを無む駄だにさせるとは……容よう赦しやね―――っ！（笑）

アル：いや、いや、《レイジ》を乗せてなくてよかった……まだチャンスはある！

ＧＭ：よし、第三ラウンドに進もう……！




[image: ]




　戦いは、次のラウンドへともつれこんだ。

　セットアッププロセス、最初の行動はリシャールだった。　《二回行動》から繰くり出される攻撃は軽けい減げん不ふ能のう、そして《アルティメットボディ》によってダメージを＋[image: 120]する重い一撃。

　さらに……。




ＧＭ：メジャーアクションは《クロススラッシュ》！（ダイスを振る）

アル：二連撃、きた……っ！《ディフェンスライン》……！




　繰り出された一撃目が、アルの肩かた口ぐちに叩たたきつけられる。

　[image: 189]点、火の魔法ダメージ―――。

　それは、アルのＨＰを優ゆうに上回る数すう値ちだった。




アル：だめだ、これはさすがに無理……！

ＧＭ：「最初にたたみかける戦せん術じゆつは、よかった。しかし、格かく上うえを相手にした時はどうかな？　戦いが長引くにつれ衰おとろえゆく攻撃は……効きかぬ、効かぬのだ」

アル：どうかな……《ソウルバスター》！　自じ爆ばくしやがれ―――っ！




　その刹那、アルがたたき込こまれた一撃は、衝しよう撃げきとなってリシャールへと返される。

　リシャールの身体からだがその力に浮うき上がり、軽い破は裂れつ音おんと共に砂すな煙けむりがふたりを中心に舞まい立ち―――しかし。




ＧＭ：ダメージは[image: 181]。が、彼は涼すずしい顔であくまでアルを見下し……「―――それで？」

アル：こ、こいつ……（笑）。こっちは生命の呪じゆ符ふの効こう果か発動で……（ダイスを振る）……ＨＰが二点で生き残り。

ＧＭ：「生命の呪符、か。なるほど、するとキミの最後の切り札は―――《レイジ》だな」




《レイジ》

　ＨＰに受けたダメージを、そのまま自分の攻撃力にかえるサムライのスキル。

　つまり、生命の呪符によって一桁けたのＨＰになったところでこの技わざを放てば、おのれのＨＰとほぼ同等のダメージを追加できるということである。




アル：……。

ＧＭ：「しかし、それもここで力ちから尽つきてしまえば―――意味はなかろう」もはや立っているのがやっとなアルに向け、《クロススラッシュ》の二撃目が放たれる！（ダイスを振ふる）……命中は52だ！

アル：こ、ここが正念場！　避よけそこねたら……覚かく悟ごしとけ！

ナヴァール：アルが倒たおれたら勝ち目はさすがにない。

ピアニィ：ア、アル……。

アル：《ディフェンスライン》！（と、ダイスを握にぎる）

ＧＭ：「もはや、その技では我わが一撃……かわせまい！」

アル：いや……っ、《ギフト》！　ナヴァールの旦だん那な！

ナヴァール：うむ、《ドラゴニックシンボル》！

ＧＭ：うわ、まだそんなもんが残ってたか……！




《ギフト》

　自分が行なう判はん定ていのダイスを＋二個こする、ヒューリンの種族スキルである。

　一シナリオに一回のみ、使用可か能のう。




《ドラゴニックシンボル》

　対象が行う判定のダイスを＋一個する、ドラゴネットの種族スキルである。

　一シナリオに一回のみ、使用可能。




アル：避けてくれよお……！　28＋９Ｄ６！（ダイスを振る）…………55ぉっ!!

一同：よけた―――――――――っ!!（大絶賛）

ピアニィ：すごいっ……アルすごいっ！

アル：どうだ、リシャール！　かわしたぞ！

ＧＭ：「…………ほう」剣けんを振り切ったままのポーズで、アルに視し線せんを送る。「面おも白しろい、粘ねばるものだな」と、アルを見入り―――。

ピアニィ：あ。あたしは《ウィークポイント》をかけておきます！




　可か能のう性せいは、繫つながれた。

　現げん段だん階かいでの【幸運】判はん定ていの難なん易い度どは37だった。

　そして戦いはメインプロセスに突とつ入にゆうする。

　リシャールの行動に、《カリキュレイト》で割わり込んだのはベネットだった。

　たたき込まれた《ダブルショット》の一撃はクリティカル、そこに切り札たる《ブルズアイ》の追加ダメージが炸さく裂れつ。

　66点のダメージを与あたえるも……。




ＧＭ：《ソウルバスター》。

ベネット：げぼらごはあっ!?

ピアニィ：ベネットちゃんっ!?（笑）




　すでに、アルを倒たおすために《ソウルバスター》は必要ないとみて、ベネットを撃げき破はするためにこの切り札を切る。

　そして《ダブルショット》の二撃目に対しては―――




ＧＭ：《リフレクション》（ダイスを振る）……成功。撃うち込まれた矢をベネットに返す。

ベネット：どごらぶはあっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ダメージは……60？

アル：死んだっ!?

ナヴァール：さ、さすがにそれはケセド付きで《プロテクション》！（ダイスを振る）……59点軽けい減げん！




　結果、二撃目の……しかしベネットに与えられたダメージは０に押おさえ込まれる。

　この段階で、【幸運】判定の難易度は30にまで落ちていた。

　なお、ここに至いたっても、判定を成功させるために、ナヴァールは自分の持つ七点のフェイトをすべて温おん存ぞんしていた。




ナヴァール：も、もう少し……もう少しだけ難易度を下げてくれ。が……。

アル：ここでまたリシャールの順番か……。

ベネット：あと残ってる切り札は……。

ピアニィ：うぅ……こ、これ、かわせるの……？




　絶ぜつ望ぼう的な空気が、場を満たす。

　イザベラ軍を呼よぶ【幸運】判定が唯ゆい一いつ残された希望だが、ナヴァールの順番がまわってこなければそれもできはしない。

　その前に、リシャールの行動があるのだ。

　彼の攻こう撃げきが《クロススラッシュ》……すなわち二連撃であることは、まずまちがいない。

　この二回の攻撃を、アルが両方かわさねば希望は潰ついえる。

　種族スキルまで持ち出し、使い切った今―――残る可能性は……。




アル：も、もう残ってるスキルの中で使えるものをかたっぱしから使ってクリティカルが出るのを祈いのるしかないな……。

ＧＭ：「この私を相手に、よくここまでもった。しかし、ここまでだ」スッ、と目を細め……マイナーで《ファストセット》、《ブレイクスラッシュ》に《アルティメットボディ》を重ねて……！

アル：さ、さあこいっ!!

ＧＭ：メジャーで《クロススラッシュ》!!（ダイスを振る）……命中は55っ！

ナヴァール：まずは私がいこう！《パトロナイズ》！　こっちの振ったダイス目がクリティカルすればリシャールの攻撃を失敗させられる！　ここは……（少し考えて）……フェイトを三つ使う！　アルが倒たおれるよりマシだ！（ダイスを振ふる）……げっ、クリティカルしない!?　だめっ、失敗！

ピアニィ：あぅ！

ベネット：次はあっしでやんすっ！《インターフィアレンス》！　アルの代わりに回かい避ひ判定やってこれに成功すれば攻撃を回避……！（ダイスを振る）……ぎゃ―――っ、失敗！

ピアニィ：フ、フェイトで振り直せないの!?

ベネット：もうフェイトは０でや―――んす！

ピアニィ：いつのまに!?

ＧＭ：「騎士同士の戦いに、部外者は割って入るな！　少年、覚かく悟ごを決めたまえ！」神速で振り下ろされた刃を、アルの目が捉とらえ―――。

アル：くそ、自力でなんとかする……！《ディフェンスライン》！（ダイスを振る）６Ｄ振って……（ダイスを振る）…………だめっ!!

ピアニィ：えぇっ!?

アル：ま、まだ！《バトルコンプリート》でその判定を振り直しっ！　クリティカルのみ……！（と、ダイスを握にぎる）




　６Ｄ振った場合、クリティカルする確かく率りつは三割わり弱。

　すなわち、《バトルコンプリート》で振り直し……６Ｄを二回振ってクリティカルする確率は、約五割となる。

　二回に一回。

　アルは、その賭かけに―――。




アル：いきますっ！（ダイスを振る）……………………ぐはっ!?

一同：クリティカルしな――――――いっ!?

ナヴァール：……あ！　いや、まだです！《パリペイティア》！　アルの判定を振り直させる……！

アル：あ！　そうか、まだそれがあった！（ダイスを振る）……お！　クリティカルはしないが……目はいい！　（ダイスを数えて）……23の……28の……51 !?　うあ、４足りないっ！

一同：うそ――――――っ!?

ＧＭ：賭けに負けたな。ならばリシャールの剣けんが無む情じようにもアルの身体からだを突つき通り……。




　誰だれもが「終わった」……そう思った。

　そのはずだった。

　だが―――。




ピアニィ：あ……あ―――――――――っ!?　あ、あれ！　あれっ！

一同：あれ？

ＧＭ：な、なに？

ピアニィ：ジョ、ジョリィ！　ジョリィが一回だけダメージを消してくれるってっ！

一同：忘わすれてた―――っ!!（一同大爆笑）

ベネット：それだ――――――っ!!

ＧＭ：うは（←マジ忘れていた）。

ピアニィ：ジ、ジョリィ……お願い、力を貸かして！

ＧＭ：その願いは！　祈りは！　はたして……届とどいたっ！（笑）「お呼びになられましたか、この騎き士しジョリィの名を―――っ！」（一同大爆笑）リシャールの刃やいばがアルの身体に打ち込まれようとしたその刹せつ那な！　そこにジョリィが割わって入り、刃をその身で受け止めた！

一同：おぉ――――――っ!!（と、歓かん声せいをあげつつ大爆笑）

ＧＭ：「ええいっ、騎士の戦いに割って入るなと言った！」リシャールがやや激げつ昂こうしながら剣を振り抜ぬくと、ジョリィの身体はまるでゴム鞠まりのように軽く吹ふき飛ばされ……数メートルも先に落着。その場に転がった。

アル：す、すまねえ……！（と、感かん謝しやしつつ大爆笑）

ＧＭ：「なに、これが騎士の務めです……」そう言い残してガクリ、ジョリィは意い識しきを失う。

ピアニィ：あぁ……っ（笑）。

ＧＭ：「命拾いをしたか、少年！　しかし奇き跡せきもここまで……っ！」《クロススラッシュ》の二撃げき目め……っ！（ダイスを振る）……命中は52！

アル：ここまできたらよけないと……よけて次の一撃をぶち当てないと……っ！

ピアニィ：よ、よけて……よけて……っ。




　そのピアニィの祈いのりは……。




アル：（ダイスを振る）……………………クリティカルせず……う、うそだろっ!?　49……で３足りないっ！　回避失敗っ！

一同：えぇ――――――っ!?




　……祈りは、神には届とどかなかった。




アル：ま、負けか……っ。

ピアニィ：なにか、なにか方法……（と、全員のキャラクターシートのスキル欄らんをチェックする）。

アル：（同じくチェックしながら）……これは１ラウンド一回、こっちも使った……だめだな、もうない……。

ナヴァール：このあと、私の順番は回ってくるが……難なん易い度ど30か……まだ確かく実じつ性せいは低いがそれに頼たよるしかないか。

ＧＭ：ＯＫ。では、あらためてダメージロールを―――。

ピアニィ：…………………………………………あ、待ってくださいっ!!

ＧＭ：ん……？

ピアニィ：…………あたし、このラウンドはまだ行動してませんよねっ!?　あたし、ここでアルを……かばいますっ!!　できますよね!?

ナヴァール：あ……っ、その手はあるわ！

ＧＭ：いかん！　面おも白しろいっ!!

一同：どっちだっ!?（笑）

ＧＭ：ＯＫ！　振ふり下ろされた剣は、もはや止まることはない。リシャールが、己おのれの勝利を確信した時―――彼の視し界かいに、赤い服が飛とび込こんできた。「……っ!?」それがなにか、瞬しゆん時じに判はん断だんがつかないまま……ダメージロール！（ダイスを振る）……[image: 192]っ！

ピアニィ：[image: 192]って……あたし四回くらい死んでる!?（←ＨＰ54）

ＧＭ：振り下ろした鋼はがねの剣を通し、腕うでを伝わる感かん触しよくは……すぐに悪お寒かんへと変わった。そして剣を振り切ってあとにリシャールは気づく。「馬ば鹿かなっ……ピアニィ様!?」

アル：ひ、姫ひめさん……。

ＧＭ：眼がん前ぜんで飛び散る鮮せん血けつに、アルも一瞬なにが起こったかわからず―――。

アル：む、無茶しやがって……と、倒たおれかかった姫さんの身体を片かた腕うでで抱だき留とめて支ささえる。

ＧＭ：アルの身体にもたれかかるように立つピアニィを見て……さしものリシャールも動どう揺ようを隠かくせない。そして、アルをにらみつけ―――「貴き様さま……ピアニィ様の騎士と言ったな！　これが騎士か！　守るべき者に守られることが騎士かあ……っ!!」

アル：こ、これはなにも言い返せない……っ。

ナヴァール：アル殿どの、まだ終わってはおらんぞ！　《ジョイフル・ジョイフル》！　アルを未行動に！

アル：あ、ああ……ぎりっ、と奥おく歯ばを嚙かんで―――言いたいことはあとでいくらでも聞いてやる！　リシャールをにらみつけて……マイナーで《レイジ》……っ！




　その左腕にかかる重さと、体温と―――。




アル：メジャーアクションで、《クロススラッシュ》……っ！




　それ以上に、心にのしかかる悔くやしさ。




アル：（じゃらっとダイスを握にぎり―――）

ベネット：こ、ここで外したら笑いものでやん―――。

アル：外さねえよっ！（と、ダイスを振る）……49っ！




　それは決意でもなく、願いでもなく……

　自分を戒いましめるような、ぶつけようのない怒いかりにも似にた感かん情じようから来る言葉。




ＧＭ：回かい避ひ判はん定てい、クリティカルのみで成功……（ダイスを振る）……しない！　命中っ!!

ナヴァール：……《チェックメイト》をアルに！（ダイスを振る）

アル：ダメージロールは……（ダイスを振る）一発目、[image: 256]ダメージっ！

ＧＭ：[image: 256]!?「が、は……！」あまりの衝しよう撃げきにリシャールの足が地から離はなれて浮うき上がり……。

アル：二発目の命中判定は……（ダイスを振る）クリティカル！

ＧＭ：!?（ダイスを振る）さすがに回避は失敗……！

アル：（ダイスを振る）ダメージロールは……[image: 233]っ！

ＧＭ：ぐは、浮ういたリシャールの足が再ふたたび地に着く前に……次なる衝撃が彼を襲おそう。今の二発で……合計[image: 393]ダメージ……？　累るい計けいダメージは[image: 798]か！




【幸運】判定の難易度は、一気にマイナス９である。




ＧＭ：―――壮そう烈れつな剣気と衝撃がその場に砂さ塵じんを巻まき起こして、両者の視し界かいを遮さえぎる。

一同：……。

ＧＭ：ややあって、ふいに吹ふいた朝の風に砂煙は散らされ、再び両者がお互たがいをその目にとらえる。そこにあるのはアルの剣が、リシャールの肩かたに食い込んでいる光景だ。

ベネット：リ、リシャールは……？

ＧＭ：打ち込まれた剣を振り払はらうでもなく、ただ冷静な瞳ひとみでアルを見下ろしている。「……少年、なかなかよい一撃だった」

ナヴァール：[image: 800]近いダメージくらってその余よ裕ゆうか！（笑）

アル：ぶっ倒してやろうと思ったが、今の俺じゃまだまだか……っ。

ＧＭ：そんな時、崖がけの方から聞こえてくる喧けん噪そう。「でかい音がしたのは……こっちだ！」「ピアニィ様は……！　スリス様は……！」「……いた！　人が、倒れてる！」

ナヴァール：お、イザベラの軍か？

ＧＭ：うん、ここで戦闘を終了させよう。次のラウンド、イザベラの出現判定は成功するだろうし、判定される前にＰＣを倒し切れん。リシャールは、イザベラ軍が来たのに気づき、言う。「どうやら時間切れのようだ。今日のところは、大人しく引き下がるとしよう」

アル：……。

ＧＭ：食い込んだ剣を払って……くるり、背せを向ける。そして立ち去り際ぎわ……ふと振り返って問う。「少年、まだ名前を聞いていなかったな」

アル：アル。アル・イーズデイルだ。

ＧＭ：「おぼえておこう。私にこれほどの傷きずをつけたのは、レイウォールのベルフトをおいて他にはいない。だが、慢まん心しんはしないことだ」

アル：わかってる。これは俺おれの勝ちじゃない……と、ピアニィを見つつ。

ＧＭ：「そうだ。だが、キミに免めんじ……ピアニィ様は今しばらくお前たちに預あずけよう。このあと、私には戦いが待っている。すべてを終えた時、再び迎えにあがろう―――」　そして、彼は倒れた仲間を起こし―――朝日が差し込む景色の中に消えていった。

ナヴァール：では、それを見送り……アルとピアニィに視線を移うつそう。

アル：んじゃ、気を失ってるピアニィに言葉をかけよう。

ピアニィ：うん。

アル：……ったく、無茶してんじゃねえよ、馬ば鹿かたれが！

ピアニィ：えぇええええっ!?　そ、そこはなんか優やさしい言葉をかけてくれるとこじゃないんですかあっ!?（一同爆笑）こ、こういう時はこう……っ!?

アル：（と、ふいに声のトーンを落として）……でも、助かったよ。

ピアニィ：え……。




　アルは、腕うでの中で眠ねむる華きや奢しやな少女に優やさしげな視線を落とす。

　そして、自らに言い聞かせるように……

　誓ちかうように、言葉を紡つむいだ。




「もう、二度と……お前を―――」











ＥＮＤＩＮＧ　ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆幕まく開あけ




　メルトランド王都・レスノール陥かん落らく―――。

　その光景を目まの当たりにしたピアニィたちは、ノルウィッチへと戻もどり……城しろの人々に、そのすべてを包つつみ隠かくさず話した。




　スリス女王救出の報ほうに、一時は沸わいた城の人々はみな……言葉を失った。




ＧＭ：というわけで、ここからエンディングです。ここは、次のシナリオへの繫つなぎなので１シーンでさくっと終わりになる。シーンの舞ぶ台たいは、ノルウィッチにあるイザベラ伯はくの居きよ城じようだ。

ナヴァール：ふむ、今回の戦いの報告をするシーンですな。

ＧＭ：そうそう。あ、なおリシャールとの戦いののちに全員、手当てを受けて回かい復ふくしている。

ピアニィ：はい～。

ナヴァール：私は、イザベラ伯にいろいろ包み隠さず報告するぞ。スリス女王は助けたものの……王城は陥落し、グラスウェルズに制せい圧あつされたこと。それと、メルトランドの象しよう徴ちようである、〝聖せいなるヒースの樹き〟が枯かれ果てたこともだ。

ＧＭ：ＯＫ、メルトランドの王家に連なるイザベラにとって、王都の陥落よりもとりわけ後者……ヒースの樹の件けんの方が重大だ。はじめこそスリスの無事に歓かん喜きした彼女だったが……予想こそしていたとはいえ―――ヒースの樹の話を聞くと言葉を失う。

ピアニィ：あの、ヒースの樹が枯れたってことは……。

ＧＭ：そうだ。それは、メルトランドの滅めつ亡ぼうを意味する。

ピアニィ：あれ？　でも、メルトランド王国の竜りゆう輝き石せきはスリスちゃんが持ってますよね？

ＧＭ：持ってるね。ただし……。

ナヴァール：ああ、さっきも言ったが、メルトランドはそこが他の国とちがうところでな。たとえ王威の竜輝石があっても、それだけでは国が成立する理由には必ずしもならない。

ピアニィ：あ、そうか……。

ＧＭ：「……やはり我わが国は、滅ほろびたというのか―――」両手をテーブルにつき、イザベラは肩かたを震ふるわせる。

アル：……でもな、今はスリス女王が生きていることだけでも喜んだらどうだ？

ＧＭ：「ああ、わかっている―――」そう返して、スリスを見入る。スリスは不安げな顔でイザベラを見上げて……。

ピアニィ：そ、そうですよ！　スリスちゃんが生きているかぎり、また国を再さい興こう……。

ＧＭ：その言葉に、スリスは寂さびしげに首を横に振ふる。「いったはずです、ぴあにぃ。あたしはもうこの国の女王たりえない、と」

ピアニィ：あ……。

ＧＭ：そして、とことことキミの横にやってきて……笑え顔がおで見上げる。「でも、これも運命。ヒースからきかされていたことです。そしていま、あなたとであえた」

一同：……え？

ＧＭ：「今、古き契けい約やくはここに終わり、聖なるヒースも枯れ果てた。しかし、運命はあたしにあなたを引き合わせてくださいました。これは五年前に貴女あなたとお会いしたあの日よりきめられていたこと」

ベネット：なんかいきなり口調が威厳のある感じになったでやんす（笑）。

ピアニィ：あの時のこと、スリスちゃんは記き憶おくしてるんだ。

ＧＭ：「ここより、時代は変わるのです。ピアニィ様、七つの竜輝石を……王威の竜輝石をお集めなさい―――。それはヒースがあたしに言い続けてきたこと。この言葉を伝えるために、あたしは生きてきました」

ピアニィ：王威の竜輝石って……二八個こある竜輝石の中でもなか特別なものですよね？　王国を建てるのに必要な。

ＧＭ：そうだね。……スリスはそこで懐ふところに手を差し入れ……石を―――メルトランドの竜輝石を取り出し、見せる。「これと、貴女あなたが持つアヴェルシアの竜輝石―――これでふたつ。残る五つを貴女が手にした時、世界は変へん革かくの時を迎むかえましょう」

ピアニィ：世界が、あたしの望むような争いのない世界になるということ……？

ＧＭ：「それは、わかりません」

一同：おい。

ＧＭ：「それは、これからの貴女しだい。あなたの存そん在ざいが戦せん乱らんを呼よぶのか、それとも世界を導みちびく光となるのか―――それは、のちの運命が決めてくれましょう」

ナヴァール：たしかに竜輝石には、不思議な力が秘ひめられると聞く。ピアニィ陛下がそれを持てば、平和を望むのであれば―――それをかなえることもできましょう。ですが……。

ピアニィ：で、ですが……？

ナヴァール：すべての石を集めるまでに、多くの血が流される。あなたは、それを受け止める覚かく悟ごがおありか……？

ピアニィ：ちょっと考えますけど……。

一同：……。

ピアニィ：も、もしも……その流れる血の先に、人々が平和に暮くらせる世界がくるのなら、あたしはヒースの言葉に従したがいます。

ＧＭ：おお。すると、スリスはにこり笑って―――「では、あなたの国の末席に、あたしもお加えください。メルトランドの竜輝石を持つ身として、ピアニィ様に忠ちゆう誠せいを誓ちかいます」

ピアニィ：え、ぇええ!?　周囲をきょろきょろと……！

アル：腕うでを組んだまま笑ってます（笑）。

ナヴァール：大きくうなずこう（笑）。

ピアニィ：じ、じゃあ、スリスちゃんに手を差し出して……握あく手しゆ。忠誠とか、なんとかそういうのじゃなくて……あたしと一いつ緒しよに、これからの時代を共に作りましょう、って。

ＧＭ：「はい―――」

ベネット：あ、ここでアルの横よこ腹ばらをこずくでやんすよ。こうも大それた話になると……第一の騎き士し様さまとしては大変でやんすなあ？　もう、逃にげられないでやんすよ？

アル：じゃあ、ピアニィとスリスの方を見ながら言おう。

ベネット：はい？

アル：……もう、逃げる気はねえよ。

ピアニィ：じゃあ、なも言わずにうなずいて……笑顔で応えます（笑）。

ＧＭ：……では、そんな話がまとまったところで、このエンディングシーンは終しゆう了りようしようと思うが―――他ほかになにか言い残したことはない？

ナヴァール：あ、ではひとつだけ。この場面が終わったあと……こっそりスリスと話しがしたい。

ＧＭ：こっそり？

ナヴァール：そう、こっそり。

ＧＭ：な、なにを企たくらんでいる。

ナヴァール：企むというか……ちょっと次回への引きを作りたく。

ＧＭ：よくわからんが、では……（笑）。みなが解かい散さんしたあと、キミはひとりスリスの部屋へと赴おもむいた。そしてけげんな顔で迎むかえ入れてくれたイザベラとスリスに、ナヴァールは……言った。はい、どうぞ（笑）。

ナヴァール：スリス陛下。貴女に―――……。




「貴女に、メルトランド女王として最後にしていただきたい仕事がございます―――」




　頭こうべを垂たれるナヴァールが薄うすく開いた目に、なにかを決意するような妖あやしい光が灯ともった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に帝てい紀き八一二年一〇月―――。




　永ながき時の中で歴史を積み重ねてきたメルトランド王国―――それが滅ほろぶに至いたったこの戦いはのちに、〝メルトランド戦せん役えき〟と呼ばれることとなる。

　だが、王国の滅めつ亡ぼうは戦いの終結を意味するものではなく……

　いや、この戦いこそがのちにアルディオン全土を巻まき込こむ戦いの発ほつ端たんになることを―――




　この時のピアニィは、まだ知らなかった。








『アリアンロッド・サガ』リプレイ

―――第三話「メルトランド戦せん役えき（前ぜん編ぺん）」

　―ＦＩＮ―
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◆Preplay 01◆正しいけれどまちがっている




「昨日の晩ばん、次にどのギルドスキルを取るか考えたんですけど……思いつきましたっ！」




　第四回のセッション日―――参加メンツが全員集まると同時に、待ちきれなかったかのように……大おお竹たけさんが子供のような笑え顔がおでそう言った。




クレバー矢や野の：なにかうちのギルドにあうギルドスキル、ありました？

大竹：《宿しゆく敵てき：人間》ですっ！（わくわく）

一同：《宿敵：人間》かよっ!?




《宿敵》

　特定の敵を討うち滅ほろぼすために組そ織しきされたギルドであることを表わすギルドスキル。




大竹：え、え……!?　だめ!?　だめですか!?　ほら、アルディオンだと敵はほとんど人間じゃないですか！　だから強いかなあ、って……！

Ｏはた：そ、それはたしかに強い……強いんだが……っ（笑）。

ＧＭ：いや、ルール的にはぜんぜん問題ない！　が、前まで「生命を奪うばっちゃいけない！」と言いまくってたピアニィが〝人間を宿敵〟にするっていう言葉の語ご呂ろが……（笑）。

大竹：や、やめておこうかな～（笑）。

きくたけ（以下、ＧＭ）：では、今回予告の方にいこうか―――……（と、声を作って）。




今回予告

　帝てい紀き八〇二年十月―――。アルディオンの大地に、戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　白はく竜りゆう王国グラスウェルズによる、突とつ然ぜんのメルトランド王国侵しん攻こう。

　グラスウェルズ最強の騎き士しリシャールを旗はた頭がしらとした白竜王国軍の脅きよう威いに、赤き竜の大国もまた剣けんをとって立ち上がる。

　―――赤と白。二大強国に挟はさまれたフェリタニア……ピアニィたちのとった選せん択たくとは？




アリアンロッド・サガ・リプレイ

第四話『メルトランド戦せん役えき（後こう編へん）』




　すべては、竜の石の導みちびきのもとに―――。




　　　　＊　　　＊　　　＊




クレバー矢野：リシャール……またでてくんのか、あの変へん態たい。

ＧＭ：変態って言うなよっ!?

クレバー矢野：変態だろう!?　だって鼻から「リシャ～ル……」とか息を吐はくんですよっ!?

ＧＭ：（超ちよう悲かなしそうに）しくしくしく……（が、しれっと声を戻もどして）ま、それはともかく、続いて各キャラのハンドアウトにいきます！　最初は、ピアニィ！

大竹（以下、ピアニィ）：はいっ。

ＧＭ：えー……まず、コネは［アルディオン大陸］。

一同：なんだそれはっ!?（一同大爆笑）

Ｏはた：つまり大陸が親友のピアニィを《カバーリング》して代わりに死んだりするんですね。

ＧＭ：（笑）。まあほんとは、コネは人物を指定するもんなんだが……ピアニィは新たに戦せん乱らんの時代を迎むかえたアルディオン大陸にとって、またピアニィにとっても世界は重要な存そん在ざいである、ということを表ひよう現げんしてみました。まあ……ハンドアウト、続けて四つ、いきまーす。




●ピアニィ用ハンドアウト

コネ：アルディオン大陸　　　関係：友人


　今、キミの目の前で八〇〇年の歴史を持つ王国がひとつ、滅ほろびようとしていた。

　新たな時代を迎え、アルディオン大陸の空には戦争の暗雲が重く立ちこめている。

　キミたちが救出したメルトランドの女王スリス、共に剣けんをふるう仲間、キミについてきてくれる配下の者たち、国民……キミには、彼らを導みちびく責せき任にんがある。

　ノルウィッチの城しろの窓まどから空を見上げ、自分の肩かたに多くの生命が懸かかっていることを実感していた。




●アル用ハンドアウト

コネ：ピアニィ　　　関係：借り

　キミは大陸最強の騎士と誉ほまれの高いリシャールと剣を交えた。

　撃げき退たいこそしたものの、キミの心に刻きざまれたのは〝敗北〟だった。

　リシャールが放った必殺の一撃―――それをピアニィにかばわれたあの時、キミは剣士としてたしかに敗北したのだ。

　それは、ピアニィへの大きな借りとなった―――。

　少なくともキミはそう思った。




●ベネット用ハンドアウト

コネ：竜りゆう輝き石せき　　　関係：腐れ縁

　はるばるエリンディルからやってきたキミはついに、目指す竜輝石を奪うばった者の手がかりの尻尾しつぽの先ぐらいは摑つかんだ。

　摑んだはずだ。

　だがその前に―――まずはピアニィを守り、今の窮きゆう地ちを脱だつしなければならない。

　地平線の彼方かなたに蠢うごめく白竜騎き士し団だんの軍ぐん勢ぜいを見み据すえ……キミはそう思った。




●ナヴァール用ハンドアウト

コネ：ヒューバード　　　関係：宿敵

　メルトランドの女王スリスをかろうじて救いはしたものの……グラスウェルズの侵しん攻こうは止まらず、ノルウィッチに危き機きが迫せまる。

　この状じよう況きようを打開するためには、レイウォール王国軍を動かすより他ほかに方法はない。

　レイウォール軍にメルトランドの救きゆう援えん要よう請せいを伝えるべく、キミは単身でノルドグラムに旅立った―――。




鈴吹（以下、ナヴァール）：菊きく池ちさん。

ＧＭ：なんでしょう。

ナヴァール：俺……死ぬの早くねえ？（一同爆笑）

クレバー矢野（以下、アル）：単身、って書いてありますしねえ。

Ｏはた（以下、ベネット）：死し亡ぼうフラグですな。落鳳坡ならぬ落ナヴァール坡（一同爆笑）。

アル：シナリオ中、谷みたいなところが出てきたらナヴァール死ぬ……（笑）。

ナヴァール：もうすっかり俺が鳳ほう雛すうということに……。

大竹（以下、ピアニィ）：あはははは（笑）。

ＧＭ：まあ、ちなみに……ハンドアウトでは〝単身〟って書いてるけど、ナヴァールに着いていきたい人は同行してもいいよ。そこは相談で！

アル：でも、別行動ってわざわざハンドアウトに書いてますし！（わくわく）

ベネット：死亡フラグ死亡フラグ！（笑）

ナヴァール：そんなに殺したいのか!?（笑）いや、ひとりで行きますが（笑）。

ＧＭ：ちなみに、他のＰＣがついていかない場合、かわりに前回出てきた忠ちゆう誠せいの騎士・ジョリィさんがお供ともに付いていきます。

Ｏはた：い、いらな……（笑）。

ＧＭ：いや、ジョリィは使える子だぞ。なにせダメージ受けたらかばってくれる！

アル：そうか、それは使えるな。

ＧＭ：ただし、今回ジョリィのルールをちょっと変へん更こうする。彼女は今回、ナヴァールのＨＰが０になった瞬しゆん間かん、即そく座ざに能のう力りよくを使用します。そして死にます。

一同：死ぬのっ!?（大爆笑）

ピアニィ：死なないでっ!?

ＧＭ：もちろん、ＨＰが０になった時をトリガーにするんで、そのタイミングで使える他の能力があれば、そっちを優ゆう先せんして使用してもいいよ。

アル：ああ、生命の呪じゆ符ふとか？

ＧＭ：そうそう。その場合、呪符の効こう果かが先に発はつ揮きされてＨＰが０ではなくなるので、ジョリィは自分の能力を使いません。

ナヴァール：な、なるほど……（笑）。

アル：つまり今回、それだけナヴァールがピンチに陥おちいるってことか……？（笑）

ＧＭ：行動しだいだけどね（笑）。では、キャラのレベルアップに入りましょうか！




　こうして始まる三度目のレベルアップ。

　ルールブックやサプリメントをひっくり返し、相談しつつ―――一時間後。

　そこには、15レベルになった四人の姿すがたがあったのだった！




ピアニィ・ルティナベール・フェリタニア（レベル15）の場合

ＧＭ：では、自じ己こ紹しよう介かいをしてもらおう。まずはピアニィからどーぞ！

ピアニィ：はい！　えっと、レベル15になりました。ＨＰ56の、ＭＰ[image: 123]です。

ＧＭ：[image: 123]？　すると《ファミリア》の分をあわせて[image: 223]か。

ピアニィ：ですです。あと……あ、フェイトは10まで上げました。で、装そう備び品ひんにミスティックロッドを買ったので、魔ま術じゆつ判はん定ていが＋１Ｄ６されます。

ＧＭ：４Ｄ……《ダンシングヒーロー》も使うと５Ｄか……（笑）。

ピアニィ：で、スキルが……えーっと、《コキュートス》が５になり……。

ＧＭ：お、上じよう限げんまでいったか。

ピアニィ：もうひとつは、《カウンタースペル》！




《カウンタースペル》

　対象の［魔術］ひとつを打ち消す、スキルである。




ＧＭ：スキルレベルが１だから１レベルの［魔術］しか打ち消せないとはいえ……。

アル：１レベルしか取得できない［魔術］もけっこーあるからなあ。

ＧＭ：ええ（笑）。では、そんなとこかな？　次はアル！




アル・イーズデイル（レベル15）の場合

アル：えー、まずはサポートクラスをガンスリンガーに変えました。

ＧＭ：ガンスリっ!?　二刀流剣けん士しというアルのアイデンティティはどこに……。

アル：もちろん、キャリバーはゴミ箱に捨すてたんで。

ＧＭ：ああ、ガンスリのスキルねらいか（笑）。

アル：ええ！　まずウォーロード《ファストセット》を取得！　これでマイナーアクションを二回使えるようになったぞ、と。で、ガンスリからは《フェイドアウェイ》を取りました。

ＧＭ：なるほど、やらしい……（笑）。

アル：これでマイナーアクションが二回取れるようになって、増ふえたマイナーアクションで移い動どうすることも可か能のうになりました。まあ、移動力とか機動力が上がったとか思ってもらえれば。命中とかその辺は全然変わってないですよ。フェイトは10になりましたが。

ＧＭ：でも、すでに命中は５Ｄあるでしょ。

アル：ピアニィの《ブライトウェポン》もらえればですけど（笑）。……えーっと、で買い物もして、いろいろ装備が変わりました。剣が一本変わって、手て袋ぶくろをひとつ装備して……あとは、エンゲージを封ふう鎖さする能力をつけました。

Ｏはた：天魔の兜かぶとか！

ＧＭ：ま、ますますいやらしいキャラに……では次、ベネット！




ベネット（レベル15）の場合

ベネット：えー……《マークスマン》が１レベル上がってＭＡＸの５レベルに！　前ぜん提てい条じよう件けんを満たしたので《デッドショット》というのを取りました。

ＧＭ：《デッドショット》ってなんだっけ？

ベネット：射しや撃げき攻こう撃げきのダメが１Ｄ６増ふえますよ！　これで攻撃力の基き本ほんが28＋３Ｄに。これで《ダブルショット》するですよ。あっしと出会った戦場で風切り音を聞いた時、お前はすでに死んでいるでやんす―――そんな感じで。

ＧＭ：ほんとかよ!!（笑）

ベネット：で、フェイトが11になって……あと装備は新たに乾坤一擲を買いました！　１シナリオ一回、強い攻撃ができます。加えてミスリルの矢を十本手に入れました。あとはこの国から脱だつ出しゆつするだけです。

ピアニィ：どこにいくのっ!?

ベネット：（遠い目をして）故こ郷きようへ―――。

ＧＭ：まだ目的果たしてないだろーが！（笑）帰れると思ってるのか！

ナヴァール：帰ったらフェルシアのお仕置きが。

ベネット：もう故郷は捨てたでやんす―――そしてあっしはフェリタニアへ（一同爆笑）。

ＧＭ：お帰り。では、最後はナヴァール！




ナヴァール（レベル15）の場合

ナヴァール：えっと、《ハイプロテクション》のレベルが上がって４に。ケセドの杖つえの効こう果かもあわせると、39＋５Ｄダメージを軽けい減げんできる（笑）。

ＧＭ：うへ。

ナヴァール：あと、《パリペイティア》が２レベルになりました。判定を二回振ふりなおす！

ＧＭ：装備は？

ナヴァール：装備は頭に輪っかを乗せました。

ピアニィ：輪っか？（笑）

ナヴァール：守護の輪、ってやつです。あと、名馬を手に入れました。

ピアニィ：名馬は移動力が増えるんでしたっけ？

アル：移動力＋15ですね。

ナヴァール：ああ……あと一いち応おう、予よ備びのレビテートローブを持っている。なんか今回、ピンチに陥おちいりそうな気配なので……（笑）。

ＧＭ：いつでも飛行状じよう態たいになれるように……（笑）。

ナヴァール：ちなみにフェイトは７のままで。とまあ、だいたいそんなとこですかね？

ＧＭ：……よし、だいたいこんなとこかな。では―――最後に持って行くギルドスキルを決めて本ほん編ぺんに入りましょうか！





























ＯＰＥＮＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Opening 01◆策さく謀ぼうのナヴァール




　ナヴァールがピアニィという〝王〟に出会ったのは、単なる状じよう況きよう……偶ぐう然ぜんに過すぎない。

　しかし、ピアニィを己おのれの王として掲かかげる気持ちに偽いつわりはなく―――そしてフェリタニアの明日を切り開くために、彼はあらゆる策を講こうじるだろう。




　―――それが、たとえどんな手しゆ段だんであろうとも。




ＧＭ：それでは、シーンを開始しよう。最初は、ナヴァールのオープニングで―――舞ぶ台たいはハンドアウトに書いたとおり、レイウォール王国の王都・ノルドグラムだ。

ナヴァール：ほいほい。

ＧＭ：ナヴァールは、レイウォール王おう城じよう……その一室に通された、と思ってほしい。見事な装そう飾しよくの彫ほり込まれた長いテーブルの末席に、キミは腰こしかける。

ナヴァール：ジョリィもついてくるんだっけ？

ＧＭ：です。ナヴァールのうしろには、ジョリィが緊きん張ちようした面おも持もちで立ってるね。

ピアニィ：じょり～（笑）。

ＧＭ：部屋に通されて数分―――〝ガチャリ〟。扉とびらを勢いきおいよく開いて最初に入ってきたのは……ステラだ。やや息をはずませ、その表情から嬉うれしさのようなものが見てとれる。「ナヴァール！　よく来てくれ……！」

ナヴァール：即そく座ざに立ち上がって、一礼する。ステラ王女においてはご機き嫌げんも麗うるわしく―――。
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ＧＭ：その態たい度どと言葉にややとまどいながら。「なにを……堅かたい挨あい拶さつは抜ぬきだ、ナヴァール。楽にし……」

ナヴァール：今回、私はフェリタニアの正式な使者として来ております。赤竜王国の王女に礼を尽つくすのは当然ではありませんか―――。

ＧＭ：「…………」　ステラは、どこかがっかりした表情を見せて―――「まあ、とにかく座すわれ」

ナヴァール：では―――と、そこで腰こし掛かける。

ＧＭ：「兄は、すぐに来られるので楽にしてお待ちいただきたい」

ナヴァール：は。

ＧＭ：ステラは、杓しやく子し定じよう規ぎな態度を取るナヴァールを見て改めて微笑ほほえみ……「お前のことだ、レイウォールとフェリタニアにとってなにか良き案を持ってきたのだろう？」

ナヴァール：そうなると、確信しております。

ＧＭ：「お前がわざわざやってきてのことだ。そうなるさ」　って、いうか……ナヴァールがなにを言い出すのか、おおざっぱにしか聞いていない（笑）。どうしてもやりたいことがあると聞いたんで、シーンは用意したが（笑）。

ナヴァール：いや、フェリタニアの未来を作るために、ちょっと書簡を書いてもらいたかっただけです。スリスとピアニィの両方に。

ピアニィ：あ、あたしもなんですね。

ＧＭ：まあ、そこはあとで聞こう。話を戻して……「ふふ、ピィ……いや、ピアニィはどうしている？　お前に迷めい惑わくをかけてはいないか？　あれは根っからの甘えん坊ぼうだからな」

ナヴァール：「は、ピアニィ陛下は毎日元気にご多た忙ぼうな日々を過すごされ……そうそう、最近などは、このたびのグラスウェルズによるメルトランド侵攻戦において、どうしてもスリス女王陛へい下かをお救いしたいとかで軍ぐん勢ぜいも連れずにメルトランドへ赴かれ―――」

ＧＭ：「ははは、そうか、元気か。なるほど、メルトランド侵攻戦に軍も連れずに………」

一同：……。

ＧＭ：ステラがおもむろにお茶を噴ふいた（一同大爆笑）。

ナヴァール：現げん在ざい、スリス陛下らと共にノルウィッチに滞たい在ざいしており……。

ＧＭ：「ではなにか!?　先日の侵攻戦の時、スリス陛下が正体不明の輩やからと共に王都を脱だつ出しゆつしたと聞いたが……っ、あれはお前たちかっ!?」

ナヴァール：はははは。

ＧＭ：と、そんな時だ。「―――ずいぶんとにぎやかだな」ガチャリ、とドアが開き……お供とものふたりを連れて部屋に入ってきたのは、ヒューバードだ。彼は迷まようことなく自分に用意されている本来の席をスルーして……。
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一同：お？

ＧＭ：テーブルの上座へと向かい、さも当然のように国王の椅い子すに座って足を組む。その態度に、ステラもやや眉まゆをしかめている。

ナヴァール：……。ともかく、挨拶をし……。

ＧＭ：「挨拶は無用だ。これでなかなか忙いそがしい身でな。用よう件けんに入っていただきたい」お付きのふたりを背せ中なかに従したがえたまま、で言う。

ナヴァール：お供のふたりってどんな奴？

ＧＭ：ひとりはキンバリー。
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一同：いるのかよっ!?（大爆笑）

アル：てっきり失しつ脚きやくしたものだと……（笑）。

ＧＭ：ははは、なにせヒューバードの左ひだり腕うでだからな。なにやらおそろしい形相でナヴァールを見てたりするが。

ベネット：か、か、か……。

アル：髪かみは……？（わなわな）

ＧＭ：うむ―――（悲しそうに首を横に振ふる）（一同大爆笑）。

ピアニィ：キ、キンちゃん……。

アル：生えて……こなかったんだ……（さわやかな笑顔）。

ＧＭ：むしろ頭皮の細さい胞ぼうが死し滅めつ……。

ピアニィ：ヤンヤン……なんてひどい……。

ＧＭ：『（ニヒルな口調で）……ははは、私のせいではないさ』（一同大爆笑）

ベネット：ま、まああれだ。きっとキンバリーの人生の最終回で……。

ＧＭ：不毛の荒こう野やに草花が芽め吹ぶくように髪の毛が生えるという大団円が……（一同大爆笑）。

ナヴァール：（げらげら笑いながら）……で、もうひとりは？（笑）

ＧＭ：だっぷりしたローブに身を包んだ、仮か面めんの人物。
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アル＆ベネット：きた――――――っ!?（笑）

ナヴァール：とうとう出てきやがった……仮面っ！（笑）

ピアニィ：きくたけさんといえば、仮面ですよねっ!?


アル：ああ、きっとこの仮面がボスだ！（笑）

ＧＭ：あんたら……。

ナヴァール：男か女かもわからない感じ？

ＧＭ：です。仮面もフルフェイスなので……。

ピアニィ：あやしい……（笑）。

ＧＭ：まあ、おいといて！　ヒューバードは、どこか見下すような態たい度どでナヴァールに問う。「それで？　本題に入ってただこうか、フェリタニアの使者よ」

ナヴァール：では、ふたつの書簡を差し出しながら……メルトランド・フェリタニア共に、偉い大だいなるレイウォール国王の―――レイウォール国王ってワザと言う―――お慈じ悲ひにすがりたく、はせ参じました。

ＧＭ：「それは双方にとってよい話なのだろうな？」　意味ありげに、ヒューバードは言う。

ナヴァール：書簡をテーブルに置いたらとすすっと下がりる。直ちよく接せつ手て渡わたすのは、無礼なので。

ＧＭ：では、その書簡をキンバリーがヒューバードの元へと運び……。

ナヴァール：ひとつは我わが王・ピアニィ陛下より。もうひとつは、メルトランド女王・スリス陛下よりの書状にございます。

ＧＭ：ヒューバードは、「ほう―――」と面おも白しろそうに言うと、パラリ。まずはピアニィの書状を開く。そしてささっと文字を目でおって……「なるほど。このコロコロした字体は、まごうことなきピアニィの文字―――」（一同爆笑）

ピアニィ：ど、どんだけ……（笑）。

ナヴァール：ピアニィの書簡には「フェリタニアはレイウォールとは争いません」と一筆書いてもらえればいい。

ピアニィ：は、言われるとおりに書きました！（笑）

ＧＭ：不可侵条約を提示するのか。

ナヴァール：そうそう。この状況でレイウォールとも闘うことになったらさすがに厳しい。レイウォールがフェリタニアをつぶすのは、造作もない。お互いの不可侵を結ばないと。

ＧＭ：「なるほど、フェリタニアはレイウォールに逆さからう気はない、か」

ナヴァール：書かれているとおりにございます。ピアニィ様は平和を愛するお方。祖そ国こくたるレイウォールと刃やいばを交えることなど、想そう像ぞうだにせぬこと。

ＧＭ：「つまり、不ふ可か侵しんの協定を結んだうえで、我々にグラスウェルズを抑おさえろ、と？」

ナヴァール：左様。

ＧＭ：「もし、断ことわれば？」ヒューバードは、からかうように問う。

ナヴァール：む。今回のグラスウェルズ侵攻は、真に理り不ふ尽じんなもの。それを統とう一いつ帝ていたる者がお見み逃のがしになるはずがないと確かく信しんするものです、が？

ＧＭ：「―――たしかに」

ナヴァール：さらに友好国たるメルトランドの窮きゆう状じようをレイウォールの人々が放っておけるとも思えません。レイウォールは武ぶに長たけ勇を誇ほこる、伝でん統とうある王国。それが隣りん国ごくの危き機きを黙だまって見過ごすなどということが、果たして起こりましょうや。

ピアニィ：よ、よくそんなにすらすら……（笑）。

ＧＭ：すると―――「ナヴァール、だったな。貴き様さまがその手のことをいうのは昨さく晩ばんのシナリオを書いてる最中にもう、想定していたこと」（一同大爆笑）。

アル：混まざってる混ざってる!!　菊池さんとヒューバードが混ざってる！（笑）

ＧＭ：「もちろん出兵することに異い存ぞんはない。すぐに派は兵へいして民意を得るのもひとつの方法であろう。が、メルトランド軍の残存、フェリタニア軍をグラスウェルズと闘たたかわせてのちに出兵するほうが我われ々われの疲ひ弊へいが少ない―――そうは思わぬか？」

ナヴァール：そのような愚ぐ策さくを殿でん下かに進言した軍ぐん師しがいるとすれば、即刻、首を切きって捨すてるがよろしかろう。

ＧＭ：「……なんだとっ!?」と、キンバリーが声を張り上げた。

アル：お前かよっ!?（笑）

ベネット：こ、こいつ素す敵てきすぎる……（笑）。

ＧＭ：「ナヴァール、だったな。貴き公こうの話は実に正しい。が、それだけではあるまい？　交渉のカードは、すべて見せていただきたいものだな」

ナヴァール：では―――と。スリス殿どのの書状をお読みになっていただければ。

ＧＭ：「……ふむ」と、ここでヒューバードはあらためて、スリスの書簡を開いて目を通し―――で、こっちにはなにが書いてあるんです。

ナヴァール：『女王スリスの名においてメルトランドの国土を統一帝たるレイウォール王にゆだねる』と書いてある。

一同：‥…………。

アル：は？

ナヴァール：『ただし、メルトランドを譲渡する代わりにフェリタニアの北に広がる旧アヴェルシアをスリスに譲渡されたし』　具体的に言うとノルウィッチから南を全部くれ。

一同：待てぃっ!?（笑）

ピアニィ：え？

ベネット：それはひどいっ!?（笑）

アル：ほんとひどいわっ！（笑）

ピアニィ：え、あの？　えー……ピアニィよくわかんない（笑）。

ＧＭ：え、えーと……地図を見ながら解説しよう。




　左の地図を参照である。
















ピアニィ：‥……なんかフェリタニアが大きくなったみたいですね（笑）。

ＧＭ：大きくなる、と言ってるんだ。

ピアニィ：‥え？　でも、メルトランドの領地と交換するんですよね？　交換してもらった領地は、スリスちゃんのものですよね？

ナヴァール：いかにも。しかしスリス陛下にもはや王としての資格はなく、ピアニィ様の庇護を受ける立場になるとあらば、その領土はフェリタニアのものと同じ。

ピアニィ：っ!?


ＧＭ：つまりですね。ナヴァールは幼いスリスに自分の国の土地をレイウォールに売らせ、フェリタニアの領土を増やすと言っているんです。

ピアニィ：ナヴァールっ!?

ＧＭ：ちょ、ちょっと待って……っ……（と、少し考えて）……んー、ちなみに、そのスリスに書かせた書簡の内容、ピアニィたちには知らせます？

アル：あ、教えない方がいいかも！　それ聞いたら、俺は絶対に止めるわ！

ピアニィ：あ、あたしも止めそう。

ナヴァール：なるほど。では、この話は私の胸の秘めたままレイウォールに赴いたとしよう。

ＧＭ：ＯＫ、ではその書簡は受け取ろう。そこに書かれた内容を目で追い……「ふ……はははははは！」ヒューバードはおもむろに大笑いを始める。「面白い、実に面白い！　傑けつ作さくだ、キンバリー読んでみろ！」

アル：読ませていいのか（笑）。

ＧＭ：キンバリーは、おずおずと書状を受け取り……目を通す。仮か面めんの人物も、ステラも背はい後ごから覗のぞき込こみ―――「ひ、ひでえ」「こ、これはひどい」「ひどすぎる」（一同大爆笑）

ベネット：まあ、ひどいでやんすな……（笑）。

ＧＭ：「ステラよ、お前の兄弟子はたいした男だな！　さすがはサザーランド軍師に師事した伝説の鳳ほう雛すうよ」

ナヴァール：だてに臥が龍りゆうとは呼よばれておりませぬ。

ＧＭ：ちなみに、ステラだけはその内容を読んで本気で怒おこっている。

アル：まじめちゃんだからなあ（笑）。

ＧＭ：（素すに戻もどって）……それにしてもどんだけセリフとシチュエーション、考え込んできたんだ（笑）。なんかシナリオがナヴァール物語になってきたぞ（笑）。

ナヴァール：いや、ここが今回最大の見せ場かと！　あとは他にまかせて寝ねていよう。

一同：寝るな―――っ!?（笑）

ＧＭ：「では、もうひとつ問おう。ピアニィは謀む反ほんを起こして国を出て、フェリタニアという大それた名の国を興おこしたこと―――この落とし前はどうつけるつもりか」

ナヴァール：―――ヒューバード殿下。

ＧＭ：殿下？　王って呼よべ、王と！　……てな顔でヒューバードが眉み間けんに皺しわをよせる。

ナヴァール：……ああ（笑）。最初から、ヒューバードを国王として扱あつかってないんで（笑）。

ＧＭ：へ？

ナヴァール：最初に国王陛下と言ったのは、あくまでもオーギュスト王を指してのことだ。ヒューバードは殿下。

ＧＭ：うわっ、むかつく！（笑）俺、いい気になっちゃったよさっき！（一同爆笑）

ナヴァール：殿下―――お気づきになりませんか？　レイウォール王国がフェリタニアとの国交を結び、フェリタニア女王としてピアニィ陛下を認みとめていただけるのでしたら、ピアニィ様はもうレイウォールの王位継けい承しよう権けんの範はん疇ちゆうに入りませぬ―――。

アル：うわ、ひでえ。

ベネット：つまり、ピアニィが他の国の国王になれば、レイウォールの王位はヒューバードのもの、と言ってると……。

ＧＭ：いやらしいなあ……（笑）。―――……では、。ヒューバードはそこであらためて数秒考え、口もとに笑えみを浮うかべる。「よかろう、貴様の土産みやげはたしかに受け取った。お前の条じよう件けんはすべて飲もう！　……ステラ！　竜りゆう炎えん騎き士し団だんを出しゆつ陣じんさせよ！　指し揮きはお前がとれ！」

ベネット：ヒューバードが立った！

アル：ステラは、イヤそうな顔してませんか（笑）。

ＧＭ：してるね。あからさまにこの話には反対という雰ふん囲い気きだが、さすがに面と向かっては逆さからえない。

ナヴァール：では、殿でん下か―――最後に、殿下ご自身の書しよ状じようをいただきたく。

ＧＭ：書状？　ああ、旧アヴェルシアの地を譲じよう渡とする、と？

ナヴァール：そうそう。

ＧＭ：（ちょっと考えて）「よかろう、すぐに用意しよう―――」

ナヴァール：ありがたきお言葉―――と、礼を言い……そろそろやりたいことがないぞ（笑）。

ＧＭ：うい、では、シーンはこのへんで終しゆう了りようさせよう。

ナヴァール：もう俺おれ満足！　言いたいことは言い尽つくした！　やはりあとは寝てるしか！

一同：だから寝るな―――っ!?（笑）

ＧＭ：ＯＫ、では次のシーンにいきます！




　―――この時、ナヴァール（のプレイヤー）は気づいていなかった。

　ＧＭの口もとに……




　にやりと笑みが浮かんだことを。







◆Opening 02◆ピアニィの選せん択たく




　―――メルトランド王国王都レスノール、陥かん落らく。

　すんでの所でスリスを救い出したピアニィらは、ノルウィッチ城じようにその身を寄よせ……安あん堵どの息をついていた。

　だが、のちにメルトランド戦せん役えきと呼よばれることになるこの戦いは……




　まだ終わりを迎むかえてはいなかった。




ＧＭ：では、ナヴァールの腹はら黒ぐろ会談を終えまして……。

ベネット：そう―――これが、のちの世に〝腹黒会談〟と呼ばれることとなった、戦争の行方ゆくえを大きく左右する歴史的会合であった。

ＧＭ：無む駄だに歴史的イベントにせんでよろしい。……さて、場面はノルウィッチ城の会議室。ナヴァール以外、全員登場で～。

一同：はーい。

ＧＭ：その会議の席にはキミらの他ほかにもスリス、イザベラ、アル母らも参加している。

アル：なんでおかんが……（笑）。

ＧＭ：この国の重要人物だからな。さて、今はイザベラを議長とし、グラスウェルズ軍の侵しん攻こうに関する報ほう告こくと、対たい応おうをどうするか……という会議の席と思ってください。テーブルの上かみ座ざにはピアニィが腰こしを掛かけ、その脇わきにはスリスがちょこんと座っている。

ピアニィ：お誕たん生じよう日び席せきだ（笑）。

アル：で？　俺たちがレスノールから帰ってきてから、どうなってるんだ？

ＧＭ：では、イザベラがテーブルの上に地図を広げながら、現げん状じようの報告を行なうとしよう。「―――現げん在ざい、レスノールを攻こう略りやくした白竜騎き士し団だんはそこにとどまることなく……我わがノルウィッチに向かっている、という報告が入っている」
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ベネット：き、来てる来てる！　こっち来てる！

アル：グラスウェルズは、レスノールでスリスを取とり逃にがしてるからな。

ピアニィ：あたしたちが助け出したこと、ばれてますもんね。

ＧＭ：おそらくね。前回、グラスウェルズの兵士にスリスと一緒のとこを目もく撃げきされてるしね。

ピアニィ：目もく撃げき者しやを殺しておくべきでしたかね（あっさり）。

アル：しれっと言うなよっ!?（一同爆笑）

ベネット：姫ひめ、なんか性せい格かくが変わってる―――っ!?（笑）

ＧＭ：こ、これがアヴェルシア王家の血ち筋すじ……（わなわな）。

ピアニィ：あ、いや、一いつ般ぱん論ろんと言いますか～……（笑）。

ＧＭ：「……つ、続けよう。おそらくグラスウェルズの目的はスリス陛下の身み柄がら……および、陛下がお持ちになる〝メルトランドの竜輝石〟の確かく保ほ。これを成さぬことには、完全勝利にはほど遠かろうからな」

ピアニィ：スリスちゃんを守んなきゃ……。

アル：陥落した王都をそのまま占せん拠きよせず、竜輝石を持つスリスを狙ねらって進軍してくるってのは……レイウォールが介かい入にゆうする前にカタをつけたいってことかね。

ＧＭ：「ああ。それと……ひとつ気になる情報が入っている。レスノールに向かう白竜騎士団とは別に、北の海岸沿ぞいを西進する小しよう規き模ぼの軍勢あり、とな」

ピアニィ：西進？（地図を見ながら）……あ、この上の線？　レイウォールに向かっている？

ＧＭ：「はい。おそらくはレイウォールが介入してくるのを予よ測そくして、その足止めをするために派は遣けんされた軍、と思われます」

ベネット：でも小規き模ぼの軍勢……？

アル：時間稼かせぎとはいえ、レイウォールの主力を相手に小規模な軍を置いても……。

一同：…………。

アル：リ、リシャール…………か（笑）。

ピアニィ：で、ですよね……（笑）。

アル：リシャールの軍……ぶっちゃけ幻竜騎士団がレイウォール軍を押おさえ込こんでいる間に、白竜騎士団本隊がこのノルウィッチを攻こう略りやくしようって腹だな。

ＧＭ：「―――もっとも、その作戦は無む駄だではあるがな」イザベラが、にやりと笑えむ。

アル：無駄？　なんでだ？

ＧＭ：「白竜騎士団ごとき、この城しろの力をもってすれば一いつ掃そうするはたやすい」

一同：うそつけっ!!（笑）

アル：お前は自分の城に自信持ちすぎだっ!?（笑）

ベネット：実じつ際さい、白竜騎士団に攻せめられたら、何日もつでやんすかね、この城（笑）。

ナヴァール：攻めてくる軍の指揮官によっても変わるんじゃない？

ＧＭ：じゃあ、ここで情報収しゆう集しゆうの判はん定ていしようか。この会議までに全員がつかんだ情報を発表しあう形、ということで。

ピアニィ：じゃあ、あたしはレイウォールに向かう軍が、リシャールさんの軍隊かどうかを。

ＧＭ：ＯＫ、では【知力】で判定どうぞ！　難なん易い度どは12だ。

ピアニィ：それはぜんぜん平気！（ダイスを振る）……17です！

ＧＭ：では、キミは脳のうをフル回転させ、現げん在ざいの状じよう況きようやイザベラからの情報を元に分ぶん析せきし……回かい答とうを導みちびき出す。まちがいない、海岸沿いを西進するという軍の指揮官はリシャールだ。

ピアニィ：や、やっぱりいるんだ……。

ＧＭ：戦うかどうかは、このあとのキミらの選せん択たくしだいだけどね。では、次は？

アル：俺は白竜騎士団に襲おそわれた時、この城がどれだけもつか知りたいぞ。

ベネット：じゃあ、こっちは白竜騎士団の指揮官を調べるでやんすかね。

ＧＭ：ういうい。では、ベネットから先に判定しようかね。南進してくる白竜騎士団について調べるとなると……判定に使う能のう力りよく値ちは、実際に偵てい察さつに行ったという扱あつかいで……【感知】！　難易度は15！

ベネット：ははは！　ファンブル以外、成功でやんす！（ダイスを振る）……成功！　では進軍してくる敵の軍旗を見た、と報告。

ＧＭ：すると……ざわり、会議の席で空気が変わる。「エ……エゼルバルド」「エゼルバルド・バイゴッド……か！」




エゼルバルド・バイゴッド

　グラスウェルズに所しよ属ぞくするドゥアン族の騎き士しで、白竜騎士団団長を務める男。

　常つねに華はなやかな戦いを見せるリシャールの陰かげに隠かくれて目立たないものの、その豪ごう快かいな風ふう貌ぼうと言動からは想そう像ぞうできない細やかな用兵に定てい評ひようがある。

　実じつ質しつ、グラスウェルズで第二位の実力を誇ほこる騎士である。

『アルディオン大陸ガイド』の62ページ、もしくは『アリアンロッド・サガ トラベルガイド』の82ページを参照である。
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ＧＭ：加えて、白竜騎士団はノール川沿いに陣じんを築きずいて補給地点にしているとの情報がある。

ベネット：だそうでやんす。

ＧＭ：ざわめきたったあと……議会を満たすのは、どこかあきらめるような空気と沈ちん黙もくだ。その名前を聞いて、イザベラも余裕なさげに冷たい汗あせをひと筋すじ流す。「リシャール・クリフォードに、エゼルバルド・バイゴッド、か―――」

アル：おい、いきなり自信なくすなよ。あんたの城しろは、ちょっとやそっとのことではビクともしねえんだろ？

ＧＭ：「ちょっとやそっとのこと、ならな」

アル：じゃあ、ここで、何日持ちこたえられるか判定するか。

ＧＭ：ＯＫ、では【知力】でどうぞ。難易度は12だ。

アル：【知力】？　【筋きん力りよく】じゃ…だめかな……？（一同大爆笑）。

ＧＭ：だめだろうっ!?（笑）

アル：俺、【知力】２なんだよっ!?　く、くそう、【知力】担たん当とうはナヴァールと姫ひめさんだつーの……まあ、いざとなったらフェイトで……（ダイスを振る）お！　11っ！　出た出たっ！

ピアニィ：おぉー！（笑）

ＧＭ：ではわかる（笑）。キミの推すい測そくによれば、エゼルバルド率ひきいる軍勢に攻められた場合、このノルウィッチ城じようが陥かん落らくするまでにかかる時間は……３シーン。

一同：シーンかよっ!?（笑）

アル：てゆーか、３シーンしかもたないのかよっ！（笑）

ＧＭ：ええ。３シーン後にちょっと大事な判はん定ていが入る予定でね？　その前のみんなの行動が大きく影えい響きようする。つまり、その判定に失敗すると、ノルウィッチは……。

アル：な、なるほどな……（笑）。

ＧＭ：もっとも、まずはこのシーンの選択しだいなんだけどね。えー……イザベラは、報ほう告こくを受けたあと―――ピアニィに向き直って、意見を求める。

ピアニィ：い、意見ですか？

ＧＭ：「はい。ご判はん断だんを扇あおぎたく―――考えられる策さくは三つです」




①スリスを連れて、フェリタニアへと帰き還かんする。

　ただし、時間を稼かせぐためにイザベラはノルウィッチに残って白はく竜りゆう騎き士し団だんと交戦する。

②向かってくる白竜騎士団の進軍コースを迂う回かい、敵てき後方に回ってグラスウェルズ本国との中ちゆう継けい基き地ち……すなわち兵ひよう糧ろうを叩たたく。

③ノルウィッチ城に籠ろう城じようして戦い、ナヴァールがレイウォール軍を連れてくるのを待つ。




ピアニィ：……。

アル：一見、どれもありそうだけど……①はないな。

ベネット：これ、イザベラ死ぬでやんすよねえ……（笑）。

ピアニィ：えぇっ!?

アル：死ぬ死ぬ（笑）。

ＧＭ：うひひ。その上で、キミたちだけの安全を考えると決して悪い選せん択たくじゃないよ。助け出したスリスの安全を確かく保ほするって面でもこれがもっとも優すぐれてる。

ベネット：このあとに起こると思われるレイウォールとグラスウェルズの正面対決にも巻まき込まれないですみそうでやんすな。むしろ巻き込まれたいのだが（笑）。

ピアニィ：んー……②は？

ＧＭ：これは、敵の補ほ給きゆうを叩いて白竜騎士団、リシャール軍の継けい戦せん能力を奪うばうって作戦だね。補給が続かなければ、一時とはいえ撤退せざるをえまい。

ピアニィ：なるほど……。

ＧＭ：ただ、たしかにその中継地点に兵糧を置いてはいるだろうけど、それなりの規き模ぼの軍がここを守っていると予想できる。

アル：②の策をとるにも、戦力が足らないってことか？

ＧＭ：実は、このあとのシーンに戦力を増ぞう強きようするイベントが発生するんだわ。①～③のどれを選んでも、その戦力増強イベントの達成度で、いろいろ展てん開かいは変わる。

ベネット：戦力増強イベント……？

ＧＭ：ぶっちゃけ、武ぶ将しよう集めだ。

一同：武将集めっ!?（笑）

アル：な、なんと素す敵てきな響ひびき！（笑）

ＧＭ：「……ああ、アヴェルシアの消しよう滅めつ以来、野に下ってこのメルトランドにやってきた騎士や兵士は数多くいてな。彼らの協力を得ることができれば戦力となろう」と、イザベラ。

ベネット：いかん、面おも白しろそうだ！（笑）

ＧＭ：まあ、それはあとのシーンなので（笑）。

ピアニィ：じゃあ、③は？

ＧＭ：これは、現げん状じようだと３シーンで陥落すると予想されるこの城も、ＰＣが常じよう駐ちゆうすること……加えて武将集めの結果しだいで、クライマックスまで籠城できることもある。

ナヴァール：レイウォール軍がどれだけ早く到とう着ちやくできるかは、こっちの判定とか行動にも影響しそうだ……。

ＧＭ：もちろん。イザベラはひと通り説明したあと、ピアニィにあらためて問う。「ピアニィ陛へい下かのご意見をお聞きかせ願いたい」

ピアニィ：ピアニィ的には、②です。

アル：敵の補給を叩く作戦、か。

ピアニィ：はい！　今回のって、なにをどうやってもレイウォールとグラスウェルズの戦争になっちゃいますよね？

ＧＭ：まちがいないね。レイウォールからはステラ率ひきいる竜りゆう炎えん騎士団、グラスウェルズからはエゼルバルド率いる白竜騎士団＋リシャール率いる幻げん竜りゆう騎士団。世界でも最強と謳うたわれるこの両りよう陣じん営えいが正面からぶつかれば、その戦せん闘とうによる被ひ害がいはかなり大きいものになると思う。

ベネット：一いつ般ぱん民みん衆しゆうも巻き込まれるでやんしょうな。

ピアニィ：でも……食料を燃もやしちゃえばきっとすぐ帰りますよ！　……どうでしょう、アル？（おそるおそる）

アル：いいんじゃないか？　グラスウェルズがメルトランドから撤てつ収しゆうするとは思えんが、動どう揺ようさせたり、侵しん攻こうを遅おくらせることぐらいはできそうだ。まあ、俺おれとしても故こ郷きようを見捨てる①はあり得ないしな。②か③ならどっちでもいい。

ＧＭ：では、そこでアルの母が瞳ひとみをうるませて声をあげる。「ああ……っ、十年も前に家を捨すてたこの馬ば鹿か息子むすこも今は立りつ派ぱな男になって……っ!?」（一同大爆笑）

アル：おかん、今まで黙だまってたのにいきなり発言しなくていいよっ!?


ＧＭ：「……ちっ、人がせっかく感動してるのに。ピアニィ様、こんなツンデレな息子ですけど、末すえ永ながくよろしくお願いしますね？」

ピアニィ：は、はあ……（笑）。

アル：姫ひめさんも相手しなくていいからっ!?

ピアニィ：す、すみません……（笑）。それよりですね、②を選ぶのはいいんですけど、ひとつだけお願いが……。

ＧＭ：お願い？

ピアニィ：スリスちゃんです。スリスちゃん、あたし的にはすごい大事で……戦いに巻き込こみたくないんです。彼女だけ、フェリタニアへ先に行かせたいんですけど……。

ＧＭ：スリスだけか！

アル：そ、それは無む謀ぼうじゃないか？（地図を見ながら）……ここがノルウィッチだろ？　フェリタニアに送るためには、レイウォール領りようを突つっ切ることになる。

ＧＭ：レイウォールは決して味方ではないからね。

アル：ゲーム的にも、重要ＮＰＣを護ご衛えいもなしに移動させるのは危き険けんかと！（笑）

ピアニィ：護衛をつければどうですか？

ＧＭ：ああ、それならイザベラ配下の騎士をつけてもいいが。

ベネット：ジョリィみたいな？　具体的にどんな奴で？

ＧＭ：うん、超ちよう強つよいエキストラ。

アル＆ベネット：それはだめだろうっ!?

ベネット：（げらげら笑いながら）……画期的すぎるっ、エキストラなのに超強いってなんでやんすかっ!!（笑）

ピアニィ：じゃあ、あたしが信頼のおける動物さんたちを呼んでそれを護衛に……。

アル＆ベネット：同じ同じっ！（笑）

ＧＭ：（少し考えて）んー……いや、いいとしよう。スリスはフェリタニアに移送ね。

アル：お、あっさり。

ＧＭ：うん、想定とちがうが、それはそれでおもしろい（笑）。では、スリスは超強いエキストラや、無数のクマたちの護衛を受けてフェリタニアへと向かいましたとさ。

アル：い、いいんだけど……光景を想そう像ぞうすると……（笑）。

ピアニィ：か、かわいいですね……。

ＧＭ：（笑）。そんでは、このへんで一回シーンを切りまーす！











ＭＩＤＤＬＥ　ＰＨＡＳＥ









◆Middle 01◆最良の日




　それは、これまでの人生をひっくり返すほどの事じ件けんだった。

　三下と呼よばれ続けた日々にさようなら。

　人の上に立つ日よ、こんにちは―――ベネットは、そう思わずにはいられなかった。




ＧＭ：では、ここからミドルフェイズを開始しよう。今回のシナリオはいろんなフラグとギミックが満まん載さいで……の前に！　あ、大事なイベントを差し込むの忘わすれてた。本ほん編ぺんに入る前に、ちょっとやっておくことがあったので……ベネットのシーンをちょっと挿そう入にゆうする。

ベネット：おお、あっしでやんすか。

ＧＭ：ですです。舞ぶ台たいは引き続き、ノルウィッチ。先ほどの会議が終わったあと―――キミが城しろの中庭でノビでもしていたと思ってください。

ベネット：のーびのび。

ＧＭ：と、そんな時―――キミの背はい後ごから声がかけられた。

ベネット：声？

ＧＭ：「オーウっ!?　アーナタがべねっとサァンデェスネエエエエエッ!?」

一同：誰だれだよっ!?

ベネット：だ、誰でやんすか……っ？

ＧＭ：「コレハ失礼シマシィタ！　名前ヲ名乗ルトキはマズ自分カラ言イマス！　エー……マイネームイズシャルルデェス……」
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アル：な、なんか前のキャンペーンにもこんな奴やついたな……。

ピアニィ：ああ、ピエール先生……。

ＧＭ：「ハイ、ぴえーるハ、ワタシノ兄デス」

一同：兄かよっ!?（大爆笑）




ピエール先生

『アリアンロッド・リプレイ・ルージュ』シリーズに登場した、画家。

　神しん殿でんに所しよ属ぞくする世界的芸げい術じゆつ家かである。

　作画中、モデルが１ミリでも動くと怒おこってばしっと絵筆を投げつけるというエピソードがあり、そのことからも氏がいかに芸げい術じゆつに対して厳きびしいかがわかる。

　ちなみに、いつも頭にベレー帽ぼうをのせて、上半身は裸はだかという芸術的なセンスに満ちあふれた人物であった。




アル：こ、このシャルルも上半身は裸なのかな……。

ベネット：で……そのシャルルさんがあっしになんの用事で……？

ＧＭ：「オメデトウゴザイマァス」

ベネット：（やり遂とげた男の笑え顔がおで）―――ありがとう。

ＧＭ：「マダナニモ言ってマセェン」

ベネット：早く用よう件けんを言え―――っ!?

ＧＭ：「失礼シマシタ。コノ度、前カラ進メテイタ『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』ガ無事発行スルハコビトナリマシテェ……」

ベネット：おおっ!?　ついにっ!?　あっしの血と汗あせと涙なみだの結けつ晶しようが……っ！

ピアニィ：あ、そか。ベネットちゃんがアルディオン各地をまわって情じよう報ほうを集めたんでしたっけ……（笑）。

ＧＭ：そうそう。ベネットがエリンディルに送ったアルディオンのレポートを元に、神殿が総そう力りよくをあげて制せい作さくした本だ。

ベネット：で、その本が？

ＧＭ：「ハイ、べねっとサンガ表紙ヲ飾かざルコトニナリマシテ……」

ベネット：なんとっ!?　それはめでたいっ!?


ＧＭ：「ソノ表紙ヲ描えがクベク、コノワタシガえりんでぃるヨリヤッテキタシダイデシテ」

ベネット：あれ？　トラベルガイドの表紙は、ピエール先生が描くものでは？

ＧＭ：「兄ハ、死ニマシタ」

一同：死んだのっ!?

アル：ウソぉ!?

ＧＭ：「うそデス」

一同：ウソかよっ!?

ベネット：質たちの悪い冗じよう談だんを言うなでやーんすっ!?

ＧＭ：「ＨＡＨＡＨＡ、『トラベルガイド』トイウト、誰モガ表紙ハ兄ガ描クモノト思イコムモノデ、シャクニサワッタノデェス」

アル：さわったのか……（笑）。

ＧＭ：「ミーダッテ、絵画ノ腕うでハケシテ負ケテイナイデスッ！　描クちゃんすサエアレバ、ワタシハ兄ヨリウマク描ケルンダ……」（一同大爆笑）

ベネット：い、いや、その……。

アル：な、なんか兄と弟の確かく執しつみたいなのが……。

ベネット：で、でもまあ描くチャンスがやってきてよかったと……。

ＧＭ：「ハイ、兄ヲ少シ陥おとしいレタ結果、正々堂々ト表紙を描ケルコトニナリマシテ」

一同：正々堂々じゃないからっ!?（大爆笑）

ピアニィ：（←大爆笑している）

ベネット：ま、まあ。下に立つ者のつらさはあっしにはよくわかる……よくわかるでやんす……っ！　よしわかった、協力しよう！　このクラン＝ベルの四英えい雄ゆうたるあっしと組めば、この本も二〇〇〇万部はかたいはず―――っ!?

ＧＭ：「ハハハ、二〇〇〇万部ハムリデモ、三万六千部ハカタイデス」

ベネット：な、なにその微び妙みようにリアルな数字……（一同大爆笑）。

ナヴァール：（←大爆笑している）

ＧＭ：「マア、アレデス。兄ト世界ヲ見返スタメニ、サッソク作画ニ入リタイノデスガ」

ベネット：ちなみに、どのくらいの時間がかかるでやんすか？

ＧＭ：「ソウデスネ。三週間モアレバ……」

ベネット：い、いやそれは困こまる……っ（笑）。もうすぐ出しゆつ撃げきすることになってましてね？　しかも、敵てきがこのノルウィッチに迫せまりつつあるという状じよう況きようで……」

ＧＭ：「デハ、三時間デ」

ベネット：ま、待て！　それでいいのか芸術家―――っ!?　も、もっとこう……っ（笑）
















ＧＭ：「ナニモワカラナイ素人しろうとガ芸術ニ口ヲダスナデス。デハ、コノ帽ぼう子しヲカブッテクダサイ？　イキマスヨ……ポーズヲトッテクダサイ―――」

ベネット：い、いきなりポーズと言われても……こ、こう？（←へんなポーズ）

ＧＭ：「……ハイ、ワラッテクダサァイ……〝カシャッ〟。終ワリマシタ」

ベネット：おいちょっと待てコラお前――――――ぃっ!?（一同大爆笑）

アル：三時間どころか三秒……っ！（笑）

ピアニィ：（←机つくえにつっぷして笑いころげている）

ベネット：（笑いころげながら）お、お前―――っ!?　芸げい術じゆつ家かとしてもっと大事なことがあるだろ―――っ!?

ＧＭ：「ダイジナコト………………ノ―――ゥっ！　大事ナコト、思イ出シマシタっ！」

ベネット：おお!?


ＧＭ：「ソウイエバ、コノ表紙ノ背はい景けいハふぇりたにあ王国ノばーらんど城しろにスルンデシタっ！　シカシココハ、のるうぃっち……！　イッタイドウスレバ！　エー……」

ベネット：……。

ＧＭ：「アトデ背はい景けいダケ合成シテオキマス」

ベネット：いいのかそれで――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：「世間ナンテソンナモノデス。チャンチャン」







◆Middle 02◆アルの独どく白はく




　大陸一の強い剣けん士しを目指すこと―――。

　それは、幼おさなかったアルが決意したあの日より今も変わらぬ望みであり、目標だった。

　そして、師し匠しようの汚お名めいを晴らすため、勝ちを積み重ねることが、おのれに課した鎖くさり……そのはずだった。




ＧＭ：では、あらためてミドル本ほん編ぺんに入ろう（笑）。ここから武ぶ将しよう集めやらなんやらに突とつ入にゆうしていきま―――。

アル：あ、もうそのフェイズに入っちゃうんですか？　なら、ぜひともやっておきたいことがあるんですが……！　こう、ピアニィに話をしたく……。

ピアニィ：あ、あたしですか……っ（びくり）。

ＧＭ：む、なにがしたいかわかった。じゃ、スリスを見送ったあと……時じ刻こくは、夕方。西の空より夕日が差し込こむ城しろの中庭、赤みがかった白の光に染そめ上あげられた風景の中で……。

アル：じゃあ……そ、そうだな。えー……あー……。

ピアニィ：……ん？

アル：こう、遠とお巻まきにピアニィに話しかけようとうろうろしてだな……。

ピアニィ：なんで遠巻き……？

アル：犬がいるんだよ！（笑）

ピアニィ：え、ああ……ヤンヤン（笑）。

ＧＭ：『（低い声で）ピアニィ、あの少年がなにかしゃべりたそうだが？』

アル：犬ってだけでもヤなのに無む駄だにかっこよくしゃべんなよっ!?

ピアニィ：じゃ、あたしも気づいて……アル？　どうしたんですか？

アル：ん、まあ……その、なんだ。

ピアニィ：はい？

ＧＭ：夕日に彩いろどられ、けげんな笑顔で首をかしげるピアニィ。アルはどこか胸むねが高鳴るのを感じたわけで―――。

アル：勝手なこと言うなよっ!?　そんな話がしたいんじゃなくっ!!（笑）

ＧＭ：ち。

アル：まあ、とにかくだ……あー、こないだは助かった。

ピアニィ：なに？　なんのことですか？

アル：すまん、約束したのに守れなかった。あの眼鏡めがねとの戦いの時―――。

ＧＭ：眼鏡よばわりかい。

アル：変へん態たい眼鏡と言わないだけ俺をほめてほしい。

ＧＭ：しくしくしく。

アル：ほんとはさ、姫ひめさんにかばわれる前に、もう勝負はついてたんだ。なのに、意い地じ張はって……結果として、姫さんを傷きずつけちまった。

ピアニィ：ああ……。

アル：かばってくれなかったら……やられてた。だから、助かったよ、と。

ＧＭ：どこかおずおずと……しかし、真しん摯しに言葉を紡つむぐ、と。

ピアニィ：いえ、こちらこそすみません……あれは、あたしのせいですから……あたしがリシャールさんと知り合いだったから、危き険けんな目にあわせてしまったって―――。

アル：あの眼鏡は、グラスウェルズの騎き士しだからな。姫さんがいなくたってあいつと戦場で出会ってた可能性は十分にあったろ。

ピアニィ：でも、あたしがいたから巻まき込ま……。

アル：姫さんを助けるって決めたのは俺だ。だからこれは巻き込まれたとは言わない。それに、どっちにせよ俺が負けたのは事実だ。

ピアニィ：まだ、負けてないですよ。あなたはまだ負けてないと思います。

アル：まあ……姫さんがそう言ってくれるのはありがたいが。でも、ここは負けにしといてほしい。俺はこれでも、この大陸で最強の剣士になりたいって思ってる。

ＧＭ：大きくでたな。

アル：ちと、今までは思い上がってたわ。今回のことは、いい薬になった。負けたことは負けたと認にん識しきしておくよ。

ピアニィ：大陸最強の剣けん士しかあ～……。

アル：いや、そんな簡かん単たんになれっこないのはわかっ……。

ピアニィ：なれますよ。

アル：……って…………あ？

ピアニィ：あなたならきっとなれますよ。

アル：いや、そう面と向かって言われると……。

ピアニィ：なれます。だって―――あたしの騎き士しなんですから。

アル：……………………（←言葉に詰つまった）。

ベネット：おぉ～っとぉ？　アルさんがタジタジですよ？（にやにや）

アル：ばきっ！（←殴なぐるジェスチャー）

ベネット：ぅぼあっ!?（←殴られたジェスチャー）

アル：では、さすがに苦笑いをして―――まあその……期待してくれるのはうれしいが。

ピアニィ：でも、なんで最強の剣士をめざすんですか？

アル：そうそう、それを聞いてほしかった（笑）。ああ……実は、俺には師し匠しようがいたんだ。

ピアニィ：いた？　過去形？

アル：そう、この大陸で１、２を争うほどの剣士だった。厳きびしかったけど……優やさしい人だったよ。でもある日、師匠はその態たい度どを豹ひよう変へんしてな……なんていうか乱らん心しんして―――俺を斬きった。

ピアニィ：……はい？

ＧＭ：そこについては、リプレイ一巻かんの[image: 196]ページ参照（笑）。ほら、身体からだにすごい傷きずがある（ひょい、と見せる）。

ピアニィ：ほんとだ―――っ！（笑）

アル：俺を斬って捨すてて姿すがたを消して……そしてグラスウェルズ軍に討うち取られたんだ。俺は数週間、生死の狭はざ間まをさまよって……かろうじて一命を取り留とめたんだよ。

ピアニィ：……。

アル：で、目覚めてみれば、〝弟子殺し〟っていう最低の称しよう号ごうと共に、師匠の名は地に堕おちてたよ。挙げ句くの果てに、剣の実力もたいしたことはなかった、なんて言われる始末でな。だから俺は、せめて師匠の剣は最強だったって……自分が大陸一の剣士になることで、証しよう明めいしてやろうと思ってな。

ピアニィ：なるほど……。その師匠さんが乱心した理由はわかったんですか？

アル：―――わからない。実は、リプレイの一話で姫さんのところの城しろ……レイウォールの城な？　……に、忍しのび込んだのも実はそれを調べるためだったという設せつ定ていが後から生えてきてな……（一同大爆笑）。

ベネット：追加されたでごわす。

ＧＭ：…………。

アル：それと―――バルムンク。

ピアニィ：バルムンク？　ああ、前回の話で出てきた……？

アル：そう。このバルムンクって組そ織しきが絡からんでるらしいんだわ。俺も、姫さんと会う前にやりあったって言ったろ？

ピアニィ：はい。戦争とかの影で暗躍する謎の組織でしたっけ。

ＧＭ：そうそう。なんでもその構成員の中には、人外の者もいるらしい。

ピアニィ：人外……。

ＧＭ：怪物とか妖魔とか……そういう奴らだな。

ピアニィ：なんでアルディオン大陸にそんな……？

アル：バルムンクってのが、どういう組織かはわからない。が、確かく実じつなことがひとつある。

ピアニィ：竜りゆう輝き石せき……。

アル：そう、奴やつらは竜輝石を狙ねらっている。竜輝石を狙ってくるということは、いつか姫ひめさんの前にも現あらわれるだろう。えーっと、まあそのために姫さんの傍そばにいる。……なんか悪いな、なんか成り行きみたいな理由で。

ピアニィ：（静かな口調で）―――成り行きでもいんですよ。傍にいてくれれば。

アル：ま、まあ話は終わりだ。なんでこんなことしゃべってんだろうな、俺。とにかく、しばらくは姫さんと一いつ緒しよにいるよ。

ピアニィ：（囁くように）……ずっと、いてほしいんだけどな。

ＧＭ：そのピアニィの、何気ない言葉……そしてどこか寂さびしげな微び笑しようにアルの胸むねが高鳴る。

ピアニィ：!?　あ、いや……っ、あんまり深い意味はなくて……っ!?

ＧＭ：我われにかえり、あわてて自らの言葉を否ひ定ていするピアニィの頰ほおは、なぜか赤く―――。

アル：だから勝手なナレーションいれんなよっ!?（笑）

ベネット：近くの茂しげみに登場してのぞくでやんす。

アル：お前も出てこなくていいんだよっ!?

ＧＭ：「あの子もいつのまにか大人になったのねえ……（しみじみ）。母さん、嬉うれしいよ」と、ベネットを踏ふみつけておかん登場。

ベネット：べば―――――――――っ!?（一同大爆笑）

アル：って、なんでおかんまでベネットと一緒になってのぞいてんだよっ!?

ＧＭ：「だってほら、息子むすこの将しよう来らいの嫁よめはちゃんと知っておかないとね？」

ピアニィ：ち、ちが……っ！

アル：ちげーって言ってんだろが―――っ!?

ＧＭ：と、アルの絶叫が響いたところで、このシーンを切っておこうか（笑）。







◆Middle 03◆真意




　アルディオンに最強と呼よばれる騎き士し団だんがふたつある。

　ひとつは、レイウォール第二王女ステラを総そう大たい将しようとした竜りゆう炎えん騎士団。

　今ひとつは、グラスウェルズの名めい将しようエゼルバルド率ひきいる、白竜騎士団。

　騎士をめざす少年なら、誰だれもがそのふたつの騎士団のどちらが強いか、一度は語ったことがあるだろう。

　もちろん、その結けつ論ろんが出たことはこれまでになかった。

　ステラが団長に任にん命めいされて以来、両者が刃やいばを交えたことはなかったからだ。

　しかし今―――両者の激げき突とつが、現げん実じつのものとなろうとしていた。




ＧＭ：では、ここでナヴァールのシーンにいこう。時じ刻こくは夜の七時ほど。キミはステラに付き添い、竜炎騎士団と共にレイウォール王都ノルドグラムを出しゆつ立たつ、海沿いの街ヘクスフォードまでやってきている（と、地図の上にコマを置く）。
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アル：うわ、白竜騎士団迫せまってる迫ってる！（笑）

ピアニィ：ほんとに３シーンで……。

ナヴァール：これだと数日でぶつかるか……？

ＧＭ：なお……今、ナヴァールはこの街の宿しゆく舎しやにいると思ってほしい。そこは三階の部屋で、窓まどを開けば夜の海と広い港街が見み渡わたせる。

ナヴァール：竜炎騎士団も街に入ってる？

ＧＭ：ええ、この街で補ほ給きゆうと……戦い前の休息をとっている、というとこでしょうか。街を見下ろせば、あちこちに騎士とおぼしき人ひと影かげが歩いているね。‥……あ。ここでちょっと【感知】で判はん定ていを、難なん易い度どは８でいい。

ナヴァール：【感知】？（ダイスを振ふる）……８なら成功。

ＧＭ：では、窓から見下ろす風景……その港に、見み慣なれない軍船が停てい泊はくしているのが見える。

ナヴァール：軍船？　レイウォールの船ではないってこと？

ＧＭ：うん。目をこらせば、おそらくはその船から下船したのであろう、水兵らしい人ひと影かげが動いているのが見えるね。彼らが身につける甲かつ冑ちゆうは、あまり見たことのないものだ。

ナヴァール：？？？　レイウォールのものではないとすると、メルトランドの兵士か？　あ、船に軍旗かなんか掲かかげてませんか。

ＧＭ：んー……掲げていることにしよう。それは、メルトランドのものでなければ、当然レイウォールのものでもない。

ナヴァール：じゃあ、どこだ。グラスウェルズってわけでもなかろう。

ＧＭ：エリンディル大陸の〝聖都〟―――ディアスロンドだ。

一同：ディアスロンドかよっ!!（笑）

アル：な、なんでディアスロンドの軍船がこんなところに……。

ＧＭ：その船体の大きさからして、それはおよそ二五〇人は乗り込こめるであろう船で……。

アル：二五〇……人？

ベネット：あっしの船か――――――――――――っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：あ、あ―――っ！　前の巻でベネットちゃんが見み捨すてた……！（笑）

ベネット：人聞きの悪いことを言うな―――っ!?　しかたなかったんや―――っ!?

ナヴァール：（げらげら笑いながら）なんでそんなもんが今さら出てくるっ!?（笑）

アル：（げらげら笑いながら）きっと、船員が港に降おりて、「ジェネラル～ジェネラル・ベネットという人を知りませんか～」とか、張はり紙しながら声をあげてる（一同爆笑）。

ベネット：お、お前たち―――っ！　あっしは、ここ、ここにいるでやんすよ―――っ!?　と、遠きノルウィッチで叫さけびます（笑）。ナヴァールと一いつ緒しよに行けばよかった―――っ!!

ＧＭ：実はもし、ベネットがナヴァールと一緒にノルドグラムに行ってればイベントが発生して、彼らと再会、配下にできたんだ。

アル：で、あとでこの兵力が判定に有利に働くはずだったと……！（笑）

ＧＭ：もっとも、ノルウィッチに残る組がピアニィとアルだけになることで、苦労もするんだけどね。武将集めに動ける人数が減へるので、そっちの兵力が集めにくくなる（笑）。

アル：一長一短か。

ＧＭ：さて、本来のシーンに戻ろう。ナヴァールが窓から街を眺ながめていると……〝コンコン〟。ふいに、扉とびらがノックされた。

ナヴァール：……ステラか？

ＧＭ：扉の向こうからはくぐもった声。「……そうだ。入るぞ、ナヴァール」そう言いながらドアが開かれ、どこか不ふ機き嫌げんそうな顔でステラが入ってくる。

ピアニィ：不機嫌？

ナヴァール：どうしたんだい、ステラ。こんな、夜よる遅おそくに。ひとりで眠ねむるのが寂さびしいのか？

ピアニィ：ふ、ふたりはそんな関係に……！

ベネット：このシーンに登場します。




　するな。




ＧＭ：「ば、馬ば鹿かなことを言うな。お前に聞きたいことがあってきた」

ナヴァール：聞きたいこと？　まあ、座すわるといい。

ＧＭ：「ああ―――」と、部屋に用意されたベッドに腰こし掛かけるステラ。

ピアニィ：な、なんでベッドに（笑）。

ＧＭ：なんとなく？　まあ、とはいえ鎧よろいこそ身につけてはいないものの、彼女の出いで立ちは軍ぐん装そうだ。よからぬことは考えないでいい（笑）。

ナヴァール：で、聞きたいこととは？

ＧＭ：「あのような取り決めを兄上とかわすとはどういうことだ。あれはピアニィの判はん断だん……アイデアではあるまい。故こ郷きようを売られる民の気持ちが、お前にはわからんのか」

ナヴァール：残念ながら、もはやメルトランドを救うことはできないのだ、ステラ。私の目の前で、聖せいなるヒースは枯かれ果てたのだよ。

ＧＭ：「国はなくなろうと、そこに民はいる。私は民の気持ちを言っている」

ナヴァール：……ステラ。師し・サザーランドはピアニィ陛へい下かの瞳ひとみを見て、こう言ったのだ。「これは、乱らんを呼よぶ目だ」、と。
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ベネット：ちなみにあっしは。

ＧＭ：やり遂とげた男の目だ（一同大爆笑）。

ナヴァール：いきなりちゃちゃを入れるなよ！（笑）で、なんだっけ……えー……もはや、この大陸に戦せん乱らんが巻まき起こるのはさけようもない。そう言いたいのだ。

ＧＭ：そこに関してはステラも頷うなずく。「だから最良の選せん択たくを取った……そう言いたいのか？」

ナヴァール：そうだ。

ＧＭ：ステラはため息をひとつ。そして……「お前の意見は常つねに正しいさ。修しゆ業ぎよう時代からな。しかし正しさがすべてではあるまい！」

ナヴァール：……む、ではステラにこう言ってほしい。

ＧＭ：う？

ナヴァール：「あの書しよ状じようのせいで！　スリス殿どのは国を売った女王として歴史に名を残すことになるのだぞ！」って。

ＧＭ：う、うい。「あの書状をお前が書かせたせいで……幼おさなきスリス殿は、国を売った女王として歴史に名を残すことになる！　それがわかっているのか……っ!?」憤ふん慨がいしつつ、ステラが詰つめ寄よってナヴァールの胸むなぐらをつかむ。

ナヴァール：そう、そのことについてだ―――ステラ。キミにひとつ、頼たのみたいことがある。

ＧＭ：「……頼み？」

ナヴァール：そうだ。キミの、レイウォール王女としての、あらゆるコネクションを使って、ある話を流る布ふしてほしい。

ＧＭ：……？

ナヴァール：（息を大きく吸って）スリス殿は、売ばい国こく奴どにあらず！　幼き女王に国を売る書しよ簡かんを無理矢理書かせたは、フェリタニアの軍師・ナヴァールという男である、と！

一同：えぇ―――っ!?（大爆笑）

ＧＭ：うわ、くそ、かっこいいなそれっ!?　最初から狙ねらってたろうっ!?（大爆笑）

ピアニィ：ナ、ナヴァールかっこいいっ!?

ＧＭ：「お前……あえて汚お名めいを残すつもりか」

ナヴァール：そうだ、ステラ。これをすることで、ピアニィ陛下もスリス殿も救われる。

ＧＭ：「ピアニィが黒くろ幕まくだと疑われる可か能のう性せいは考えないのか」

ナヴァール：ピアニィ陛下は、今回の件けんはなにも知らん。いざとなれば、私の首を切ればよい。

ＧＭ：「ナヴァール……」彼女は数秒沈ちん黙もくしたうえで―――「わかった、私が生き続ける限かぎり……お前より長く生きたらの話だが……お前のその願いは聞いてやろう。もっとも、この後にお前と闘たたかう立場になるやもしれないがな」

ナヴァール：敵てきになったらののしってくれればいい。あの男はおのれの主をだまし、あまつさえ五歳さいの少女を騙だまして国を売らせた罪ざい人にんである、と。

ＧＭ：ステラは、そこでナヴァールの胸ぐらを摑つかむ腕うでの力を抜ぬいて―――目を細めて言う。「しかし、今はまだお前は私の敵ではない、な？」ランプひとつだけが唯ゆい一いつの灯あかりとなるその薄うす暗ぐらい部屋で……彼女は両腕を優やさしくナヴァールの首にまわして―――。

ピアニィ：っ!?

ナヴァール：な、なんだこの展てん開かい……っ!?　えー……あ、ここはあれだ！（声を作って）実は、キミのために今日もクイズを用意し―――。

ＧＭ：（言葉を遮さえぎって）「……クイズは今は、いい―――」ステラはそう囁ささやき……。

ベネット＆ピアニィ：（わくわく）

ＧＭ：……と、そんな時。

ピアニィ：う？

ベネット：え？

ＧＭ：〝ドンドンドンっ！〟けたたましく、部屋のドアが叩たたかれる。「ナヴァール殿、ステラ殿でん下か……いらっしゃいますか！　緊きん急きゆうの報ほうにございます！」

ベネット：貴き様さまあぁああっ、出てくるのが早いだろ―――っ!?（一同爆笑）

ＧＭ：なにを言う。色っぽいシーンが邪魔されてうやむやになるのは―――。

アル：そう！　お約束!!（一同爆笑）

ＧＭ：ステラはそこで、はっと我われを取り戻もどして顔を赤らめ―――「何事か！」と、扉の向こうからの声に応こたえる。

アル：なんか起こったか？

ＧＭ：「夕ゆう刻こく、ヘクスフォードを出た先遣隊からの連れん絡らくです……っ！　我わが軍の進行予定ルート上……っ、山やま越ごえルートの出口付近にすでにグラスウェルズ軍が布ふ陣じん！　送り込んだ先遣隊は待ち伏ぶせを受けて、半はん壊かい！」

一同：なにいっ!?（笑）

アル：さ、さっきの地図だと接せつ触しよくはもう少し先のはずでは……。

ＧＭ：「て、敵の総そう数すうは不明ですが最初の奇き襲しゆう以い降こう、位置を特定できず！　我が方の部隊も動くに動けず……膠こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいっています！　敵騎士団の先せん陣じんには……白銀の鎧をまといし騎士の姿を確かく認にん！　あれはおそらく……いえ、まちがいなく……！」




「―――リ、リシャール……リシャール・クリフォードです！」







◆Middle 04◆フェリタニアの旗の下もとに




　迫り来るグラスウェルズ軍―――。

　これに対抗すべく、ピアニィたちは動く。

　国が滅びてなお、メルトランドの魂をその心に刻む者を……

、アヴェルシアへの想いを、その胸に持ち続ける戦士たちを……




　―――自らの旗の下に集わせる、べく。




ＧＭ：……よし、場面かわってピアニィたちの方にいこう！　ここからが、武ぶ将しよう探さがしフェイズになる！　ここでどれだけの人材と兵士を集められるかで、のちの展てん開かいが大きく変わるぞ。武将集めるのも大事だが、彼らが保持している兵力をいかに多く集めるかがポイントになる。

アル：でも、具体的にどんな方法で……？

ＧＭ：まずは、これを見てほしい（と、テーブルに小さな紙し片へんを並ならべ始める）

一同：……おおっ!?（笑）




　テーブルに並べられたのは、次のようなカードである。

























アル：ぜんぶで六人……これ、集める候こう補ほの人たち？

ＧＭ：そうそう。イザベラが居い所どころを突つき止めている人物たちだね。

ピアニィ：なんかデータがびっしり書かれてる（笑）。

ベネット：ここに書かれてる判定に成功すると仲間になるってルールでやんすかね。

ＧＭ：そのとおり。もちろん、今は六人しか登場してないけど、ある特定の条じよう件けんで出しゆ現つげんする隠かくしキャラや情報が出たり、仲間にするための隠しフラグなんかもたっぷりご用意！　んで、それぞれのキャラには〝兵力〟って数字があって、これが[image: 100]以上になると作戦を開始できる。

アル：やばい、面おも白しろそうだっ!?（目がぎゅいーんと輝かがやく）

ピアニィ：（←すでにぎゅいーんと人材リストを見ている）こっちが判定【知力】……あ、この人兵力30持ってる！　あ、でも判定が【筋きん力りよく】かあ……。

ＧＭ：んでは、具体的にルールを解かい説せつするね～。




　説明に聞き入る、プレイヤーたち。一連のルールを理解し終えると同時に―――三人は一斉に人材カードに見入って、あれこれ検討を始める。

　ルール確認の質問をしつつ、誰がどこに、どの順番で交渉にいくかを組み立て……。





ＧＭ：よし、では武将集めフェイズを開始しよう！




第１ターン―――・その①ベネットの場合：ラドフォード伯はく爵しやく
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　視し界かいを覆おおう、鬱うつ蒼そうと茂しげる木々をかきわけ―――ふいに開ける。

　そこは、山やま間あいに開けた土地だった。

　見み渡わたす限かぎり広がる段だん々だん畑ばたけに、それを耕たがやす人々。

　およそ戦時下とは思えない、のどかな風景がそこにはあった。




ＧＭ：えーと、武将集めは全部で３ターン……ＰＣが三人いるので九回判定できるな。まずは誰のとこに行く？

アル：まずは判定の難易度は高いけど兵力の多いラドフォード伯爵へ！　ただ……こいつの判定、【器用】なんだよな……（笑）。

ベネット：つまり……ここは、あっしの出番！【器用】ならあっしにまかせてもらおう！

ピアニィ：あはは。

アル：伯爵のとこにいくってのがベネットというのがなんとも……（笑）。どう考えても、この人のもとにはピアニィが行くべきなんだが（笑）。

ピアニィ：え？　……あ、この人はアヴェルシアの血ち筋すじの人だ！

ＧＭ：うん。ピアニィの親しん戚せきだね。

ナヴァール：具体的に言うと……えーと、ピアニィのお母さんのお兄さんの嫁よめのお父さん？　アヴェルシアの王おう妃ひだった女じよ性せいのお父さんだね。

ピアニィ：なぜ、国王だった人のお父さんがこんな場所に……？

ＧＭ：五年前、〝アヴェルシアの服ふく属ぞく〟の際、アヴェルシア国王は亡なくなり、その義父であるラドフォードは、そのまま残された領地に今も住んでいるようだ。

ピアニィ：え、えっとー……？　こんがらがってきました。

ＧＭ：家か系けい図ずを書くと……こう？
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一同：……。

ＧＭ：なんでこの人のとこにベネットが行くんだろう……？（笑）

ベネット：だってこの男の判定が【器用】だから―――っ!?（笑）

アル：そうっ！　実じつ際さいの人間関係より判定の成せい功こう率りつっ！（笑）

ピアニィ：な、なんで【器用】……（笑）。

ナヴァール：あー、ラドフォード伯は地方領りよう主しゆで国こつ境きよう沿ぞいに領りよう地ちを持ってるものだから、常つねに戦争に備そなえてるんだよ。平時から、戦せん技ぎを学ぶことを義ぎ務む付けられていて……。

ＧＭ：まあ、ともかく。シーンを始めよう（笑）。舞ぶ台たいは……。

ナヴァール：きっと山やま奥おくの屋や敷しきかどっか？　屋敷の周辺は畑になっててだな……。

アル：つまりラドフォード伯爵は、いわゆるカントリージェントルマンというやつだ。

ピアニィ：な、なぜか伯爵の顔が、カールおじさんのイメージに……。




　なんでだ。




ナヴァール：（げらげら笑いながら）だめだっ、もうラドフォード伯はカールおじさんとしか言われないっ!!（笑）

アル：泥どろ棒ぼうヒゲで……。

ＧＭ：ま、まあ、ともかく―――ベネットがイザベラから得た情じよう報ほうをもとに……。

ベネット：いくつもの山を越こえて、深い森を抜ぬけてやっとのことでたどり着くと……。

アル：どんだけ山奥の秘ひ境きように住んでるんだよ（笑）。

ＧＭ：そ、そこまで山奥じゃないから。えー……キミは、山々に囲まれたその地にたどり着いた。周辺の土地は開かい墾こん・整地されており、その中央にはでかい屋敷がどーんと建っている。

ナヴァール：周囲の山の斜しや面めんは一面、段々畑だな。

ＧＭ：だね。ベネットの目に、畑で何十人かの使用人たちが鍬くわをもって耕たがやしてる光景が目に飛び込こむ。さあ、ベネットどうぞ。

ベネット：じゃあ、適てき当とうにそのへんにいる、体たい格かくのいいおっさんに話しかけるでやんす。そ、そこの畑を耕す使用人のお方……！　あっしの名前は〝クラン＝ベルの四英えい雄ゆう〟がひとり、ベネット！　ラドフォード伯はくにお取り次ぎ願おう！

ＧＭ：「は？」薄うす汚よごれた白いタンクトップに、目ま深ぶかにかぶった麦わら帽ぼう子し……手にした鍬を肩かたに掲かかげた男は答える。「いったいなんのご用か。伯は、ここにはおらんよ」

ベネット：いないっ!?　は、話がちが―――うっ!?（笑）伯はく爵しやくはいったいどこに!?

ＧＭ：「残念ながら、それをお教えするわけにはいきませんな」

ベネット：あ、あっしはフェリタニア女王ピアニィ様の命により来たもので……。

ＧＭ：「くどい。返答はかわりませぬ」

ベネット：（無む駄だに不ふ敵てきな声で）ほう……どうやら、判定をするしかないようでやんすな？（一同大爆ばく笑しよう）。鍛きたえ抜ぬかれたあっしの技わざを見れば、きっと伯爵に会わせたくなるはずでやんす。

ＧＭ：「ほう、技とな。面おも白しろい、その技が賞しよう賛さんに値あたいするものならば、伯爵に取り次ごう―――」

ベネット：（無駄に不敵な声で）ふふふ……お代は高いでやんすよ？　この技を見るために生命がひとつ必要であると知るがいいでやんす―――（一同爆笑）。

ＧＭ：「……ならば本気でかかってくるがよい、小娘っ！」農夫は、ファイティングスタイルをとって、声を張はり上げる！「……判はん定ていは【器用】っ、難なん易い度どは18であるっ!!」（一同大爆笑）

ベネット：18？　ふふふ、【器用】が13あるうえに、《アキュレイト》で【器用】の判定に＋１Ｄできるあっしの敵てきではないでやーんすっ！　お前にこの一いち撃げきが見切れるか―――っ、けぇ――――――っ!!（謎なぞの怪け鳥ちよう音おんと共にダイスを振ふる）……25 !!

ＧＭ：……それは、刹せつ那なの交こう錯さく。巻まき起こった砂さ塵じんがゆっくりと晴れると―――ベネットの拳こぶしが、この農夫の右手で受け止められていた（一同大爆笑）。

ベネット：げげぇ―――っ!?　判定に成功したのに受け止められてる―――っ!?（大爆笑）ば、馬ば鹿かな……あっしの拳を……っ!?（笑）

ピアニィ：しかもカールおじさんに……。

ＧＭ：だが、男は不敵に笑えんで―――言う。「私の、負けだ」（一同爆笑）

ベネット：え、勝ち？　あっしの勝ち？（笑）

ＧＭ：「この一撃、かろうじて受け止めはしたが……おぬし、まだ余よ力りよくを残しておるな？　具体的に言うと《ダンシングヒーロー》」（一同大爆笑）

ベネット：ふ、わかっていたようでやんすな。それまで使えばあんたは今ごろ、この畑のこやしになっていたところ。これで、ラドフォード伯にお取り次ぎ、願えるでやんすな……？

ＧＭ：「わしがラドフォードじゃ」

一同：お前かよっ!?（大爆笑）

ベネット：ちょ……タ、タンクトップに麦わら帽子で、鍬とか持ってるんですよね？

ＧＭ：ええ、首にはタオルをかけている。

一同：…………。

ナヴァール：なぜ伯爵がそんな……。

ＧＭ：「人はわしを―――カントリー……」あれ、なんだっけ。えー……ああ。「人はわしを―――ノーブルファーマーと呼ぶ」（一同大爆笑）

一同：ノーブルファーマーってなんだよっ!?（大爆笑）

アル：（げらげら笑いながら）ぜんぜんちげえっ……だめだ……っ、もうこいつ、絶ぜつ対たいかっこいいキャラにならない……っ！（笑）

ベネット：では、ラドフォード伯。フェリタニアのために、メルトランドのために、ピアニィ様のために……そして民たみのために！　力を貸かしていただけるでやんすな？

ＧＭ：「ピアニィ……ティナの娘むすめか。よかろう、力を貸そう！　祖そ国こくを失ったあの日より五年……五年待ったのだ！　よいか、お前たち！」ラドフォードが声をあげると、周囲の農夫たちが一いつ斉せいに「……おう！」と応こたえ―――全員が、麦わら帽子とタンクトップを脱ぬぎ捨すてる！　そこには、鋼はがねの鎧よろいに身を包んだ三〇〇名の兵士たちの姿すがたが、あった！

一同：っ!?

ベネット：うっそ、待っておかしくないそれっ!?　タンクトップに……。

ＧＭ：―――はい、というわけでラドフォードとその配下は、ピアニィ配下に入ったのでした。「この五年、研けん鑽さんを積んできた我われ々われが力、見せてくれる！　ふはははははっ！」

ベネット：ふはははってあんた……（笑）。

ＧＭ：さて、ここで―――ベネットには［情じよう報ほう：伯はく爵しやく①］を進しん呈ていしよう。

ベネット：お？





［情報：伯爵①］―――判定の達成値20以上でラドフォードを仲間にした場合、得られる情報。

ラドフォードの館やかたには、食客として招まねかれた人物がいる。

名前はコーレア―――エクスマキナの女じよ性せいである。

以後、コーレアと交こう渉しようが可か能のうになる。

彼女の説得は難むずかしいが、仲間にできれば大きな戦力となるだろう。
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アル：お、いきなり隠かくしキャラが出たっ！

ＧＭ：うん、ラドフォードとの判定で20以上を出したので、隠しキャラ出しゆつ現げんです。

ベネット：そ、そんなとこにも条じよう件けんが……。

アル：で、どんな奴やつだ……（と、新しく出現した人材カードを見る）。

ピアニィ：あ！　この人、兵力30  !!

アル：これは絶ぜつ対たいにゲットせねば!?

ベネット：でも、【精せい神しん】か【幸運】……？

アル：（ナヴァール以外のキャラシートを見み比くらべて）……うーん、ナヴァール以外だとピアニィの【精神】５がいちばん高いか……。

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》使っても、３Ｄで13以上？

アル：フェイトでもいいけど……最悪、《派は遣けん販はん売ばい》で商人を呼よんで、豊ほう穣じようの花か冠かん（【精神】が＋２される装そう身しん具ぐ）を買うか……。

ＧＭ：そこまでするっ!?（一同大爆笑）

アル：人材、コンプリートのためなら……。

ＧＭ：お、おう。では、次の判はん定ていにいきましょうか！

一同：はーい！




　　　　＊　　　＊　　　＊




第１ターン―――・その②ピアニィの場合：ルゥ・ジャレー
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　ノルウィッチ郊こう外がいに、どこか人を寄よせ付けぬ雰ふん囲い気きを漂ただよわせる襤ぼ褸ろ家やがあった。

　夜な夜な奇き妙みような笑い声が聞こえてくるというその噂うわさのおかげか、その襤褸家は街の少年たちの間で定番の〝幽ゆう霊れい屋敷〟であった。

　夕ゆう刻こく、ここを尋たずねたのは―――。




ピアニィ：……って、怖こわい話は苦手だって言ったじゃないですかっ!?　ゆ、幽霊話とかそーゆーのはだめ……っ、だめ……っ!?

アル：（さわやかに）安心しろ。ここの判定は【知力】だ。

ピアニィ：は、はい。

アル：（さわやかに）姫ひめさんがいちばん【知力】が高いんだ……。

ピアニィ：あ、安心できないっ!?

ベネット：まあ、イザベラにもらった資し料りようによれば十歳さいにも満たない女の子らしいし……。

ピアニィ：で、ですよね。

ＧＭ：うひひ。では、その日の夕刻……ピアニィがその襤褸家にやってきたところから。見れば、それがどこか負のオーラが漂ただよう、小さな小屋だった……。

ピアニィ：や、やだなあ……コンコン、とノックします。

ＧＭ：「（しわがれた声で）ふひひ……」

ピアニィ：っ!?（←ずざっと手をひっこめる）

アル：ババアじゃねえかっ!?（笑）

ピアニィ：あ、あの……っ！　ルゥ・ジャレーさんの家ですよね……っ。

ＧＭ：「ひひ……」ぎぃいいいぃ……誰も触ふれていないのに、家のドアがゆっくりと開き……そこに足をのばして座すわっていたのは―――変に笑えみを浮うかべる、人形。

ピアニィ：っ!?　あ、あのっ、雇やといたいんですけど……っ。




　死ぬほどストレートな勧かん誘ゆうである。




ＧＭ：「（低い声で）……雇う？　わたしを？」と、突然ピアニィの背はい後ごから声がした。

ピアニィ：背後っ!?

ＧＭ：と、振ふり向けば―――そこには、無む造ぞう作さに人形の腕うでをつかんでひきずる、八～九歳の女の子が、どこか虚うつろな瞳ひとみで立っていた。

ピアニィ：あ、あれ？　こっちがルゥさん？　家の中でさっき人形がしゃべっ……？

ＧＭ：女の子が、つぶやく。「……腹ふく話わ術じゆつ」

一同：腹話術かよっ!?

ＧＭ：「……ということにしといて」

一同：じゃあほんとはなにっ!?

ベネット：きっと死者の魂たましいを人形に封ふう……。

ピアニィ：そういう話はやめてっ!?　と、とにかくいろいろ理由を話して誘さそいます！　は、判定しましょうよ判定っ!?　ち、【知力】で……っ。

ＧＭ：（笑）。では、さっそく……あ。

ピアニィ：あ？

ＧＭ：（シナリオを見ながら）……こいつ、〝壊れた天使の人形〟を渡すと、判定の達成値に＋３されるんだが―――。

ピアニィ：人形？

ＧＭ：その人形をどこで入手できるか、情報が出てないか。

ベネット：まだ判定ふたりめでやんすからねえ（笑）。

ピアニィ：人形好きなのかな。ヤンヤンを差し出して、あ、あたしもお人形好きなの。奇き遇ぐうだね。

ＧＭ：「……くれるの？」

ピアニィ：い、いや、この子をあげるとあたしのＭＰが[image: 100]点減へっちゃうんで……（一同爆笑）。

ベネット：ヤンヤンは、なぜか悲しそうな顔をした。

ＧＭ：『やるせないものだな。所しよ詮せん、私はＭＰ扱あつかいということか―――』（一同爆笑）

ベネット：ちなみにこの子の趣しゆ味みは、人形の首をもぐことです。

ＧＭ：『ＭＰ扱いでいいです』（一同大爆笑）

ピアニィ：で、判定いきます！　人形で＋３修しゆう正せい……こないですよね？

ＧＭ：こないです（笑）。判はん定ていどうぞ。難なん易い度どは20だ。

ピアニィ：じゃあ、《メモリコンプリート》使います！　これで＋１Ｄだから……13＋３Ｄで！（ダイスを振る）……23で成功！

ＧＭ：む。では……ルゥ・ジャレーはピアニィの話を聞いて……こくり頷うなずいた。「……わかった。もぎにいく」

ピアニィ：なにをもぐのっ!?

ナヴァール：サイコだ……。

ピアニィ：ち、ちょっと、変わってる……けど。たぶんいい子だと思う。




　なにを根拠にそう思うのか。




ＧＭ：まあ、とにかく……ピロリロリン♪「ルゥが、仲間になった！」

アル＆ピアニィ：じ、情報はなんか出ますか！

ＧＭ：あ、あんたら……なぜそこまで飢うえる……。ちなみにここで出てくる情報は―――。





［情報：傭兵①］―――先日、メルトランド王都が陥かん落らくしたさい、そこを脱だつ出しゆつしたメルトランドの残ざん存ぞん兵へいがおり、グラスウェルズ軍に追われているらしい。

彼らは、グラスウェルズとの国こつ境きよう沿ぞいに潜せん伏ぷくしているらしいが……。

その人数は不明である。






アル：なんか面おも白しろそうな情報が出てきた……これ、隠かくしキャラ情報ぽい。

ベネット：人数不明ってなんでやんすかね？

ナヴァール：連れている兵力数がランダムなのか、条じよう件けんで変わるとかか。

アル：まあ、ともかく次にいこう。俺おれは……んー……傭兵カテゴリからもう一回いくか。【筋きん力りよく】で判定できる、ウェスラーとか言うやつのとこに。

ＧＭ：ちょっと特とく殊しゆな奴やつを選んだな。ＯＫ、第一ターンのラスト、アルの判定にいこう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




第１ターン・その③―――アルの場合：ウェスラー・デック




[image: ]




　そこは、ノルウィッチでもあまり陽ひの射ささない、うらぶれた街の片かた隅すみ。

　裏うら通りの奥おくまった場所にひっそりと店を開く……煙草たばこの紫し煙えんが立ちこめる夜の酒場だった。

　傭兵たちの下品な笑いと、こもった空気―――。

　アルは、そこで旧ふるき友人と再さい会かいした。




　かつて戦場で背せ中なかを合わせて戦った男は、すっかり落ちぶれていた。




ＧＭ：では、次はアルの判定に行こうか。〝傭兵〟のウェスラーのとこだったな？

アル：です。昔、こいつと同じ部隊で戦ったことのある友人、ってことにしていいスかね？

ＧＭ：ああ、もちろん。じゃあ……かつて共に戦った友は、今も小さな傭よう兵へい団だんの団だん長ちようを務つとめているが、あいかわらずうだつは上がらず……。

アル：ええ、その設せつ定ていで（笑）。

ＧＭ：情報通り、その酒場にいたウェスラーは、酔よった口調でからむように言う。「……よお、アルじゃねえかっ！　ひさしぶりだなあ？　なんでまた、俺なんかのとこにきた？」

アル：ああ、お前に会いに来た理由はひとつだ。

ＧＭ：「あん？　……理由？」

アル：そうだ。お前の―――。




「―――お前の判定が、【筋力】だったからさ」




　アルが、力まかせにパンチを繰くり出した。




　ウェスラーは、仲間になった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　―――と、こんなことを繰り返して、数十分後。




アル：よ……よしっ！

ピアニィ：武ぶ将しようコンプリートっ！（笑）

ベネット：ひゃっは――――――っ！（笑）




　ピアニィらは、〝交こう渉しよう〟を行なう順番や誰を向かわせるか……隠し条件や情報の出し方など吟ぎん味みに吟味を重ね―――

　加えて、フェイトやら《ダンシングヒーロー》を突つっ込こみまくって平へい穏おん無ぶ事じな人生を送っていた残り二名の隠しキャラを暴あばき出し……ここに、人材すべてを集めきったのだった。




[image: ]




ＧＭ：まさか全員集めるとは……兵力の合計数は[image: 163]……？　[image: 100]以上になったとこでＯＫだったのに……（笑）。

アル：いやいやっ、全部集めたくなるって！（笑）

ピアニィ：そうそう！

ＧＭ：全部のＮＰＣを回ると思ってなくてね……もう、ＮＰＣの口調のバリエーションが尽つきました……（一同爆笑）。

ナヴァール：無理にバリエーションつけずに判定だけすればよかったのでは……（笑）。

ＧＭ：まあ、いいや（笑）。では、今―――城じよう塞さい都市ノルウィッチの街門前にキミたち三人は立ち、その勇ましい風景を見み渡わたしている。眼がん前ぜんに整列しているのは、九人の武将を筆頭として立ち並ならぶ一六三〇名の兵士たちだ。

ピアニィ：おー。

アル：んじゃ、戦力も整ったし……行くか！　ほれ、号令は姫ひめさんがかけろ（笑）。

ピアニィ：は、はい。では―――。




　整列する一六三〇名の兵士たちの視し線せんが一いつ斉せいに、緊きん張ちようしてこわばった笑え顔がおを見せるピアニィに集まる。

　ピアニィは、おずおずと……しかし気を取り直して眉まゆを引き締しめ、宣せん言げんした。




「これより我わがフェリタニア軍は、グラスウェルズ軍主力の後方にある中ちゆう継けい基き地ちを叩たたくべく……出陣します！」







◆Middle 05◆竜りゆう炎えんと幻げん竜りゆうと




　帝てい紀き八一二年十月二六日未明―――。

　メルトランドに侵しん攻こうしたグラスウェルズ王国・白竜騎き士し団だんを殲せん滅めつすべく、竜炎騎士団がヘクスフォードを出発した。

　指し揮き官かんは、レイウォール王国第二王女ステラ・ヴェレンガリア・レイウォール。

　兵員数一万二〇〇〇を擁ようするこの軍団を、山道で迎むかえ撃うったのは……その数一〇〇〇にも満たない、小さな軍隊だった。

　彼ひ我が兵力差は、十対一以上―――竜炎騎士団がキール山脈を突とつ破ぱし、メルトランド領りよう内ないになだれ込むのは時間の問題だった。




　誰もがそう思っていた。




ＧＭ：では、舞ぶ台たい変わって……ナヴァールの側にいきましょう！　時じ刻こくは夜……舞台は、キール山脈の西側の麓ふもとに設せつ営えいされた、竜炎騎士団の本ほん陣じん。その指揮官ステラの天てん幕まくだ。

ナヴァール：現げん在ざいの状じよう況きようは？

ＧＭ：うん、一いつ刻こくも早くキール山脈の山道を抜ぬけて、竜炎騎士団をメルトランド領内に送り込みたい状況の中……リシャール率ひきいるわずか千名の部隊に足止めされ、ここを突破できないでいる。

ナヴァール：むう、さすがはリシャール。

アル：だてに変へん態たいを名乗ってはいないな。




　名乗ってません。




ＧＭ：押おしては引き、引いては押し―――まさにリシャールの率いる幻竜騎士団はその名のとおり、幻まぼろしのごとし。ようやく陣じん地ちの位置を摑つかんで部隊を送り込めばそこはもぬけの殻から……というか初めから囮おとりで無む駄だ足あしを踏ふんでみたり……。

アル：で、気が一いつ瞬しゆんゆるんだ隙すきを突ついて後方から攻せめてきたり。

ＧＭ：そう。で、その奇き襲しゆうに対たい応おうしようと陣形を整えて反はん撃げきに転じようとすれば、すでに後方に引いており―――。

ベネット：蝶ちようのように舞まい、蜂はちのように刺さす、でやんすな。敵がいなくなったと思って山道を進んだら崖がけから巨きよ大だいな岩が転がってくる（笑）。「しまった、罠わなか―――っ!?」（笑）

ＧＭ：竜炎騎士団内での情報も錯さく綜そうしている。おそらくは、竜炎騎士団員に変へん装そうして潜もぐり込んだ間者がいて、ニセの情報をばらまいている輩やからもいると―――。

ナヴァール：ぬう、なんという策さく士し。

ＧＭ：とにかく、本陣に次々飛び込んでくる報ほう告こくはすべてレイウォール側にとって好ましくないものばかり。ステラ配下の武ぶ将しようたちも、焦あせりといらだちがつのっているようで―――「ええいっ、いったい前線はなにをしている！」

ナヴァール：（武将になって）「たかだか千人程てい度どの敵をなぜ押し切れん！」

ベネット：（武将になって）「ここは我わが輩はいの軍に出陣の許きよ可かを……！」

ＧＭ：いきりたつ部下たちの声を聞き……しかし、ステラは落ち着いた表ひよう情じようのままだ。

ナヴァール：ふうむ、さすがはグラスウェルズのリシャールといったところだな、ステラ。

ＧＭ：「ああ―――だが、頃ころ合あいだ」

ナヴァール：頃合い？

ＧＭ：「後方のヘクスフォードに、竜炎騎士団主力八万が到とう着ちやくしたとの報が届とどいた。主力が通る道を、切り開く―――」と、ステラがすっ、と立ち上がる。

ベネット：（武将になって）「ま、まさかステラ様自らが最前線へ行かれるおつもりか！」「敵はあのリシャールですぞ！　どのような奇き策さくを打ってくるやら……！」「ご自重を！　ここはあなたの右みぎ腕うでたるこのわたくしめが……！」

アル：だめな武将のロールプレイ……うまいな、お前……（笑）。

ＧＭ：「……グラスウェルズに、メルトランドの民たみをこれ以上蹂じゆう躙りんさせるわけにはいかん」ステラは、凜りんとした表情のままナヴァールに向き直る。「力を貸かしてほしい、ナヴァール」

ナヴァール：もちろんだとも、ステラ―――と、立ち上がる。

ＧＭ：ざわりと、武将たちがどよめく。「お、おお……ステラ殿でん下かとナヴァール殿どのが……っ」「鳳ほう雛すうと臥龍が手を組まれた……っ」

ベネット：「（ひそひそ声で）で、どっちが鳳雛？」（一同爆笑）

ＧＭ：―――てなところで、判はん定ていにいこうか。もちろんここはナヴァールの助言を得たステラが、リシャールの軍を突破できるか……という判定だ。

ナヴァール：おお、なるほど。判定で使う能のう力りよくと、難なん易い度どは？

ＧＭ：騎士団をどう動かすか……なので、使う能力値ちは【知力】。難易度は45だ。

一同：45ぉっ!?

ＧＭ：この判定に成功するとリシャールの軍は反転、竜炎騎士団はメルトランド領内に進軍できるようになる。

ナヴァール：な、なるほど……っ。しかし、45って……（笑）。

ＧＭ：この判定は、軍を直ちよく接せつ率いるステラの能力値で行なわれる。ステラの【知力】は20だ。振れるダイスの数は２Ｄ……すなわち―――。

アル：20＋２Ｄで…………45？　それ、無理っ！　２Ｄで25は出ない！（笑）

ＧＭ：そこでナヴァールだ。ステラは２Ｄしか振れないけど、ナヴァールはこれに手を貸すことができる。フェイトやスキルを使って、この判定を支し援えんしてよし！

ナヴァール：ああ、なるほど。それなら……！　２Ｄの期待値が７としてあと18稼かせげば……フェイトを七点突つっ込めばかなりいける……（ぶつぶつ）。

ピアニィ：フェイトぜんぶ使っちゃうの!?　ここで!?

ＧＭ：ちなみにナヴァールがうまくやらないと、竜炎騎士団はリシャールの前に敗はい退たいする。当然、ノルウィッチも陥かん落らく……イザベラも死し亡ぼうだ。

ピアニィ：フェイト全部突っ込みましょうっ!?（一同爆笑）

アル：いや、さすがに全部というのは……。

ＧＭ：なお、竜炎騎士団が敗退することで、メルトランド全土はグラスウェルズの手に落ちる。そしてリシャールの伝説がまた増ふえる。

アル：全部突っ込んでもいいんじゃないかなっ!!（一同大爆笑）

ピアニィ：あ、あれ？　あたしたちが集めた兵力の影えい響きようは……？

ＧＭ：……（苦笑いをして）……もちろん影響します！　現げん在ざい、ステラが出しゆつ陣じんすると時と同じくして―――ノール側のグラスウェルズの陣地は、ピアニィ率いるフェリタニア軍が襲しゆう撃げきをかけている。この情報はリシャールの元へも届いており……。

ナヴァール：なるほどなるほど！（笑）では、出撃する時に言っておこう！　むう、戦力では我われらの方が圧あつ倒とう的とはいえ……リシャール軍の後方を突いてくれる部隊があれば！

アル：で、こっちの兵力はどう影響するので？

ＧＭ：うむ、兵力10につき……ステラの判定が１下がる。すなわち……。

ベネット：おお！　集めた兵力が[image: 163]いるから……16下がる！（笑）

ナヴァール：すると、最初の45から16引いて……29。ステラの【知力】が20だから、２Ｄで９以上ってとこまできてるのか！　じゃあ、私はフェイトを１～２点つぎ込めばいけるか？

ＧＭ：そういうことになるね……。ほんとは兵力を[image: 100]集めたとこで作戦スタートすればよかったんで、もっと判定は難むずかしいはずだったんだが……（笑）。

アル：これは面おも白しろい（笑）。

ＧＭ：で、判定にいこうか！　ステラとナヴァール率ひきいる炎竜騎士団がキール山脈の東の麓ふもとにて、次の攻こう撃げきに転じようと順次移動し始めていた幻竜騎士団を補ほ捉そくし―――。

ナヴァール：では……ここが勝機ぞ、軍を魚ぎよ鱗りんの陣に……！　とか言いつつ判定！　フェイトを二点使用して２Ｄ振る！

ＧＭ：「延びきった敵てき戦列の横よこ腹ばらに食らいつき、分ぶん断だんせよ。突とつ撃げき……！」とステラもダイスを２Ｄ！　同時に振ふりましょうか。せーの……（と、ダイスを握にぎりしめる）。

ＧＭ＆ナヴァール：せいっ！（と、同時にダイスを振る）




　先に出目が確かく定ていしたのは、ステラのダイスだった。

　目は２Ｄ振ふって……４。




一同：……うあっ!?（笑）

ピアニィ：やば……っ!?





　そして、ナヴァールのダイス目は一個こ目めが……２。




ナヴァール：やべ―――っ!?（大爆笑）

ベネット：（転がるダイスを目で追って）あ、いや……っ！

ナヴァール：（転がったダイス目を見て）２と……４！　ステラとあわせて合計……10っ！　20＋10で30……成功―――っ!!

アル：これは危あぶないっ、危なかった……っ!!（笑）

ナヴァール：フェイトふたつ使ってなければやばかった……！（笑）

ＧＭ：ち……！（笑）　では、竜りゆう炎えん騎き士し団だんの攻撃を受けてリシャール配下の軍は一気に崩くずれる。突とつ然ぜんの襲撃に、しかしリシャールは冷静に軍の指し示じを次々と出して部隊を立て直しつつ……「―――先に仕掛けられたか。レイウォールの姫ひめ君ぎみもなかなかにやる」と笑えんで囁ささやく。

アル：よ、余よ裕ゆうかましやがって！（笑）

ナヴァール：そこで、報ほう告こくが入るんだよ。「リシャール公！　ノール川に展開していた我々の後方陣地をフェリタニア軍が奇き襲しゆう！　混こん乱らん状じよう態たいにあります！」

ＧＭ：では、そこでリシャールがつぶやく。「フェリタニア軍？　なるほど―――やってくれるな、さすがは我わがフィアンセよ」

ピアニィ：ぞわわっ。

ＧＭ：そして一秒でリシャールは思考をまとめ……「ここまでだな。各隊、防ぼう御ぎよ陣形を敷しきつつ各個に後こう退たい。殿しんがりは、私が務める！」

ベネット：大たい将しようが殿かよ！（笑）やっべ、リシャールかっちょええ（笑）。

ＧＭ：そしてリシャールの軍は常じよう識しきでは考えられない速度で軍を立て直し、後退する。同時に、白竜騎士団も進路を反転、ノール川沿ぞいの中ちゆう継けい基き地ちに退さがってるね。

ピアニィ：助かった～（笑）。

ＧＭ：そして数日後、リシャールの幻げん竜りゆう騎士団はエゼルバルドの白竜騎士団に合流、ノール川の東に布ふ陣じんしてここに本陣を張はる。その一方、ステラとナヴァールの率いる竜炎騎士団はヘクスフォードを出立した主力と合流し……。

ナヴァール：うむ、一気にメルトランド領りよう内ないになだれ込む。

ＧＭ：そうそう。ノール川の西に軍を展てん開かいし……グラスウェルズ軍とにらみ合いとなって、膠こう着ちやく状じよう態たいになった―――てなところで、一いつ旦たんシーンを切りましょう！







◆Middle 06◆ヒューバードの冷れい笑しよう




「―――ほう？　やはりピアニィは、ノルウィッチに残ったか」

　部下からの報ほう告こくを受け、ヒューバードは興きよう味み深ぶかげに言葉を返した。

　あわせてメルトランド女王スリスがバーランドへと向かった事実を聞き、ほくそ笑えんだ。




ＧＭ：……と、ここでそんな出だしでマスターシーンを挟はさみます。

ピアニィ：……って、なんかヒュー兄様が悪そうっ!?（笑）

ＧＭ：舞ぶ台たいは、レイウォール王国王都・ノルドグラム。その王おう城じようの一室だ。室内にいるのはヒューバードとキンバリー、そしてナヴァールが見た仮か面めんの人物だ。

ナヴァール：なにか企たくらむのか、ヒューバード。

ＧＭ：ええ。報告を聞いたあとに武ぶ官かんを下がらせ……ふと、テーブルの上に置かれた二通の書簡に視線を送る。

ナヴァール：書簡って、私が持っていったあれか。

ＧＭ：そうそう。「―――キンバリーよ」　あ、誰だれかちょっとキンバリーやってくれ。

ベネット：は、ではあっしめが。「ははっ、ヒューバード様」

ＧＭ：「お前なら、次の一手はどう打つか」

ベネット：次の一手……？「は、少々しゃくではありますが、ここはピアニィ姫ひめ……いや、フェリタニア、メルトランドの残ざん存ぞんと手を組み、グラスウェルズに当たるのがよいかと」

アル：って、そういう話になるんじゃないの？

ＧＭ：「―――だから貴き様さまは阿あ呆ほうだと言うのだ」

ベネット：阿呆っ!?（笑）

ＧＭ：「わからんのか？　もともとメルトランドでの戦いには、私は介かい入にゆうするつもりだったのだよ。メルトランドを救うためという正せい義ぎの旗の下にな。そしてその領土を我わがレイウォールに併へい合ごうする―――五年前のアヴェルシアと同じようにな」

ピアニィ：兄様、黒いです。

ＧＭ：「だが友好国とはいえ、他国に軍を派は遣けんする大たい義ぎ名めい分ぶんは必要。考えあぐねていたところに大義名分が向こうから飛び込んできおったわ」と、書簡を見入って、くすりと笑む。

ナヴァール：…………。

アル：メ、メルトランド女王直々の救きゆう援えん要よう請せいだからなあ……（笑）。

ＧＭ：「が、ひとつだけ私のシナリオと想定外の出来事が起こったことはわかるな？　私は、フェリタニアに旧アヴェルシア領土を譲じよう渡とすることなど、考えてはいなかったのだ」

一同：…………。

ナヴァール：いやな予感が……。

ベネット：「は、しかし……あのナヴァールとかいう者に、領土を譲渡するという旨むねをしたためた書簡をお渡しになっ……………………」（←気づいた）

ＧＭ：「そのような書簡、書いたおぼえはない。もしそんなものがあるとするならば、偽物であろう。世のためにはならん―――わかるな？　これはシナリオには、ないことなのだ」

ナヴァール：ちょ……。

一同：ちょっと――――――ぉっ!?（大爆笑）

ベネット：「なるほどなるほど、つまり書状と証しよう人にんがこの世から消えればいい……そういうことですな？」……って、ひぃっ!?　ひでえっ！（笑）

ナヴァール：いや、待て……っ！（笑）

ＧＭ：「シナリオの想定外な事象は、是ぜ正せいされねばならぬ」（一同大爆笑）

アル：それ、ヒューバードじゃなくてＧＭのシナリオじゃねえかっ!?（一同大爆笑）

ナヴァール：やばっ、ピアニィがレイウォールの王位継けい承しよう権けんをなくせば、もういろいろ固こ執しつしないと思ってた！　目的、そこじゃないのっ!?

アル：……ちと、ヒューバードを甘あまくみてた……（笑）。

ＧＭ：「キンバリー。貴様に任務を与えよう。貴様はこれより―――」と、ヒューバードがほくそ笑えんで、なにか言いかけたところでシーンを切ろう。

一同：気になるとこで切るな―――っ!?








◆Middle 07◆脱だつ出しゆつ




　ノール川の西に広がる平野―――。

　夜よ闇やみの中、咲さき乱みだれる白い花のように……無数の天てん幕まくが設せつ営えいされていた。

　竜りゆう炎えん騎き士し団だん、本ほん陣じん。

　ナヴァールはその日、なぜか寝ね付つけず空を仰あおぎ……流れる雲に見入っていた。




ＧＭ：では、ナヴァールのシーンにいきましょう。舞ぶ台たいはノール川の西に設営された、竜炎騎士団の陣じん地ち。時じ刻こくは、夜―――一部の見み張はりを残してみな、寝静まっている時間だ。

ナヴァール：えー……なぜか不ふ吉きつな胸むな騒さわぎがして、寝付けずにいます（一同大爆笑）。

ＧＭ：見上げれば、夜空に流れる雲。それはやがて天空に浮うかぶ白い月を隠かくし去り……周囲は、闇に閉とざされる。遠くで焚たかれた松たい明まつの灯ともしびだけがゆらぎ―――。

ナヴァール：ほう、とため息をつきます。予感がする。今こ宵よい、私の生命は……（一同大爆笑）。

アル：死ぬ気満々じゃねえかっ！（笑）

ピアニィ：ナヴァールっ!?（笑）

ＧＭ：では、ひとり酔よいしれるナヴァールの背せ中なかよりかけられる声。「どうした―――眠ねむれないのか？」声の主は、ステラだ。鎧よろいを脱ぬぎ、私し服ふくにガウンのようなものだけ羽は織おり……。

ナヴァール：……ステラか。

ＧＭ：「……夜は冷える。天幕に戻もどったほうがいいぞ」

ナヴァール：……ステラ、と真しん摯しに彼女を見入る。

アル：目閉とじたまんまだけど（笑）。

ＧＭ：そのいつもとちがう雰ふん囲い気きに、ステラはすこしどぎまぎした態たい度どを取り……少しだけ頰ほおを紅あかく染そめてごまかすように、言う。「今回のこと、お前には感かん謝しやしている。その……できればこのまま私と共に……―――」

ナヴァール：それはきっとできないよ、ステラ。

ＧＭ：「え……？」少し不安な表ひよう情じようを見せて―――「いや、わかっている。今のお前がピアニィに仕えているのは知っている。私の下に来い、というのは軍ぐん師しとしていささか……」

ナヴァール：ちがうんだ、とにこやかに笑って……キミの言葉は大変ありがたく思う。信しん頼らいもしている。しかし―――兄上はどうかな。

ＧＭ：「……え？」

ナヴァール：もうすぐ、あなたの兄上から使者が来るだろう。その使者は密みつ命めいを帯びているはずだ―――私を殺せ、と。

ＧＭ：「なにを馬ば鹿かな」と、ステラは一笑に付すが……。

ナヴァール：私は、キミの兄上を少しあなどっていたようだ―――（一同爆笑）。

アル：マスターシーン見てるからなあ……こんな確かく実じつな予言はないわ（笑）。

ＧＭ：するとなんのことを言っているのか理り解かいできないステラは、さすがにけげんな表情になって―――「なにを言っているのだナヴァ……」―――と言いかけて。

ナヴァール：……兵士がやってくる、と。

ＧＭ：そのとおりだ。周囲に、ふいに殺気が満ちる。そして……じゃり、と地面を踏ふみしめて闇の中より、歩み出る兵士がひとり。「ステラ様―――」……この男だけではない。周囲にいくつか殺気をともなう人の気配がある。

ナヴァール：では、静かに……やはり来ましたか、と。

ＧＭ：ステラは、「何用か……！　今は取り込こみ中だ、あとにせよ！」と言いつつ―――さすがにその異い様ような気配には、気づく。

ベネット：（兵士になって）「あとにはできません、ステラ様。緊きん急きゆうの用よう件けんにございます」

ＧＭ：「ほう。私の命より優ゆう先せんする―――兄上からの指し示じか？」そのステラの言葉に、沈ちん黙もくをもって肯定せざるえない兵士。

ナヴァール：さあ、ステラ。キミはどうする？　私は篭かごの中の鳥―――いかようにもできるぞ。なるほど、私がヒューバード殿でん下かであれば、きっと同じことをしただろう。私はやがて、レイウォール王国にあだなす者になるやもしれんからな。

アル：むしろ、なる気満々（笑）。

ＧＭ：剣けんを抜ぬき去り、しだいに距きよ離りを詰つめる兵士。そして、ステラも腰こしの剣に手をかけ……。

ピアニィ：えぇっ!?

ＧＭ：〝ズン……っ！〟ステラの剣の柄つかが、兵士のみぞおちにめり込む。

ベネット：（兵士になって）「な、なにを……」〝……どさり〟―――死にました。

ＧＭ：殺すなよっ!?　えー……その兵士が倒たおれると、周囲にいた幾いく人にんかの伏ふく兵へいも顔を出す。「ステラ殿下、なにを……っ」「兄君のご命令ですぞっ！」

ピアニィ：よ、よかったあ……（笑）。

ＧＭ：「ナヴァールは私の―――」少し言葉を考えてすうっと剣を抜き……「ナヴァールは我わが兄弟子にして、友だ。手を下すことは許ゆるさん」そして、兵士たちより視し線せんを外さぬままに声をあげる。「ナヴァール、フェリタニアへと戻れ！　我が名に懸かけて、お前をこの地より必ず脱出させる……っ」

ナヴァール：おお。では、ステラに向けて言おう。―――ありがとう、ステラ。これは、借りだ。憶おぼえておこう。

ＧＭ：「フフ、お前に初めて貸かしを作れたな」と、彼女は笑え顔がおを見せた。

ベネット：な、なにこのちょっぴりいい雰囲気。

ピアニィ：いい雰囲気（笑）。

ナヴァール：生きて再ふたたび相まみえることがあれば（一同爆笑）―――借りを返す日も来るだろう。さらばだ、また会おうっ！　と馬に跨またがり……。

ＧＭ：では、駆かけ出そうとするナヴァールに向け、兵士のひとりが声をあげる。「逃にがすか……！　それに、今さらフェリタニアに帰っても無駄だっ！」

ナヴァール：え？

アル：無む駄だ……？

ピアニィ：なにが無駄……？　あたしたちがノルウィッチにいるから会えないってこと？

ＧＭ：「くくく、さしもの鳳ほう雛すうもヒューバード殿下のお考え、読み切れてはいないようだ。今ごろ、貴き様さまやピアニィ女王のいないフェリタニアは……っ」

ナヴァール：!?　なにい、まさか……っ！（笑）

ＧＭ：と、ここでちょっとマスターシーンを挟はさみます！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　その日、フェタニア王都バーランド―――。

　メルトランド女王スリスを迎むかえて数日が経たち……ピアニィの留る守すを預あずかるナイジェルは、多た忙ぼうを極きわめていた。

　女王やナヴァールのいない間、この国の内ない政せい全ぜん般ぱんを取り仕切るのは、この六十を過すぎた女じよ性せいの役やく割わりだ。

　山と積み上げられる書類のすべてに目を通し、何十というサインを書き込み、文官たちに指し示じを出し……そんな日々を繰くり返す。




　その日の朝に届とどけられた最初の書類は、メルトランドにおけるピアニィの戦勝報ほう告こくだった。

　ナイジェルは、その手紙を読み終えると眼鏡めがねを外して微笑ほほえみ、安あん堵どしたように息を吐はく。

「さすがは、ティナ様の娘むすめ―――」

　そうつぶやき、なんの気はなしに窓まどの外に視線を転じて―――顔色が、変わった。

　席を立って窓より身を乗り出し、目を細める。

　それは地平線に蠢うごめく、軍旗をともなった無数の影かげ。

「―――……まさか？」

　無む意い識しきに発したその言葉に答えたのは、息を弾はずませて部屋に飛び込んできた文官のひとりだった。

「……ナイジェル様！　敵てき襲しゆうです……っ！」

「なぜこの距離に近づかれるまで、気づかなんだか！」

「わかりません！　よ、夜を徹てつして山やま越ごえをしてきたとしか……」

「いったいどこの国の兵か！　総そう数すうは!?」

　その言葉に、文官は一度だけ喉のどを鳴らし……答えた。

「その数は約五〇〇〇！　掲かかげる軍旗は、赤き竜……！」

「な……っ」




「レ、レイウォールです……っ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：なに――――――っ!?

ピアニィ：え、あれ!?　レイウォール!?

アル：な、なんでフェリタニアに!?　今回、俺おれらはメルトランドでグラスウェルズと戦うんじゃないのか!!

ベネット：あー……スリスの竜りゆう輝き石せきを狙ねらってきた……？　それとも、あっしらがいないうちにフェリタニアを攻せめ落とすつもりで……？

ＧＭ：さて？（笑）　いずれにせよ、突とつ如じよ襲しゆう撃げきを受けたフェリタニアは大だい混こん乱らんに陥おちいる。攻めてきたレイウォール軍の旗に描えがかれるは、赤い竜に……蛇へび。

一同：キンバリーかよっ!?（笑）

ＧＭ：ナイジェルもその報告を受け……「赤き竜にからむは蛇!?　て、敵てき将しようは……〝迅じん雷らいの〟キンバリーか……っ」と、愕がく然ぜんとしている。

アル：そう聞くと、なんかキンバリーがすごい奴やつに聞こえてくるから不思議だ。

ＧＭ：実じつ際さい、それなりに名を馳はせた男なんだよ。ナイジェルは一いつ瞬しゆんだけ呆ぼう然ぜんとするが気を取り直して指示を出す。「街門を閉とじ、バーランドに在ある兵すべてを中央広場に集結させよ！　指し揮きはネルソンに執とらせる！」

ピアニィ：ああっ、いましたねネルソンさん！

ベネット：影、薄うすいでやんすからな……（笑）。前ぜん巻かんの感じだと優ゆう秀しゆうそうでやんしたが。

ＧＭ：「伝令のハトを飛ばし、この事じ態たいをピアニィ陛へい下かに知らせよ！」―――と、そんな声が上がり……このＧＭシーンの最後は、ナイジェルのセリフで締しめられる。　「……ピアニィ陛下がお戻もどりになるまで、なんとしてもこのバーランドを……っ」




「―――あのお方の帰る場所を、守るのだ！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




一同：うあー……。

ピアニィ：ナイジェルかネルソン、死にそう……っ。ぜ、全力で戻もどらないと……っ。

ＧＭ：そのへんは次のシーンにやろう。まずは、このシーンを締しめるぞ。その兵の言葉を聞いて、キミもステラもなにが起こりつつあるのか理解する。「……ナヴァール、行けっ！」

ナヴァール：うむ！　馬の手た綱づなを引きながら……最後にステラに言おう。……ステラ！　私は、借りは必ず返すことを信しん条じようとしている。その日が来るまで、待っていてほしい！

ＧＭ：「わかっている、ナヴァール。今はピアニィの下もとへ！」

ナヴァール：うむ、では去り際ぎわにくるっと振ふり向いて言おう。この状じよう況きようだ。ステラよ、お前も身の回りには気をつけるのだぞ。

ＧＭ：では、ステラはにやりと笑って―――「その忠ちゆう告こく、この身に刻きざんでお前との再さい会かいの日を待つとしよう」

ナヴァール：では、鞭むちを入れて馬を走らせる……！

ＧＭ：では、ナヴァールはそこにやってきたジョリィを連れ立ち、蹄ひづめの音を響ひびかせて……夜の闇やみに消えていく。こんなとことでシーンを切るんだが……最後に、ステラはナヴァールの背せ中なかを見えなくなるまで見送り続けて、つぶやく。




「―――死ぬなよ、ナヴァール」







◆Middle 08◆ノール川支し流りゆうの戦い




　その報しらせがピアニィの下に届とどいたのは、グラスウェルズの後方陣地を焼き討うち……ノルウィッチへと凱がい旋せんして数日後のことだった。

　戦勝気分に沸わく城しろの人々の喧けん噪そうは一転、緊きん迫ぱく感に満ちたものとなった。




ＧＭ：ではここで、シーンに入る前に決めてもらうことがある。

ピアニィ：決めてもらうこと……？

ＧＭ：そう。このあとバーランドとノルウィッチは同時に攻撃されることになる。バーランドは、キンバリー率いるレイウォール軍に。ノルウィッチは、白竜騎士団に。もっとも、白竜騎士団の主力はノール川でステラの竜炎騎士団とにらみあってるので……。

アル：大規模で攻められるわけじゃない、と。

ＧＭ：そうそう。具体的には、バーランドには兵力[image: 100]、ノルウィッチには兵力80で攻撃してくると思っていい。また、ノルウィッチ城は兵力30相当とし、キミらの味方になる。

アル：つまりこれ、俺たちの[image: 163]兵力を、どっちにどう分配するかってことか……（笑）。

ＧＭ：そのとおり！　キミらが配置した兵力が、判定に影響するのはさっきもちらりと説明したとおりだ。細かい判定法は、実際にダイス振る時に教えるが……兵力の差が、そのまま判定に影響すると考えていい。兵力の一の位は切り捨てになるが（笑）。

ベネット：つまり、あっしらは16でレイウォールは10、グラスウェルズは８、でやんすな。

ピアニィ：んー……全部フェリタニアに連れて行くと……ノルウィッチが危険ですよね？

ＧＭ：だね。どの武将を連れて行くかも意味が出てくる。

ピアニィ：意味？　ジョリィみたいに特殊能力を使ってくれるとか？

ＧＭ：いや―――フェリタニアに連れて行った武将は、このあとに展開によっては死亡する。

一同：なにいっ！（笑）

アル：すると……だいたいバーランドとノルウィッチで半々に兵力を配分するとして―――（武将カードを見ながら考え込む）。

ピアニィ：武将の数は、少ない方がよさそうかな……（と、あれこれ考え込む）。




　ここでしばらく考え込んでややあって……結論は、出る。




ピアニィ：じゃあ、フェリタニアにはカールおじ……じゃない、ラドフォードさん、コーレアさん、あとソフィアさん……あわせて70兵力を連れて行きますっ。

ＧＭ：ＯＫ、ではこのシーンを正式に始めよう！　では、翌日の早朝に70兵力……七〇〇の兵士を連れて一路、キミたちはフェリタニアに向けて出立した！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　火急の報を受け、ピアニィ率ひきいるおよそ七百名の軍は、一路フェリタニアを目指す。

　それは、旧きゆうアヴェルシア―――現げんレイウォール領を突とつ破ぱするという強行軍だった。

　領内に侵しん入にゆうして、四十八時間―――不気味なまでに静かな時が、流れる。




　だがそれは嵐あらしの前の、静けさだった。




ＧＭ：では―――ノルウィッチを出立して数日後……現げん在ざいキミたちはこのへんにいる（と、地図に描かきこむ）。メルトランド領を出てレイウォール領に入り、少したった頃ころだ。




[image: ]




ピアニィ：う（笑）。

アル：素す直なおにフェリタニアに帰してくれないってことは、やっぱりなんかあるのか……（笑）。

ＧＭ：ありますとも。―――今、ピアニィやアル、ベネットの後方には、六人の武将とおよそ七百の軍ぐん勢ぜいが行軍している。陽ひが沈しずんで周囲が群ぐん青じよう色いろの闇やみに満たされだし……軍が、ノール川の支流に架かかる幅はば広ひろの橋を渡わたりきった時―――はい、ここで全員【感知】で判はん定ていをしてもらおう！　難なん易い度どは10で！

ベネット：きたきたっ！（ダイスを振ふる）……成功！

ピアニィ：（ダイスを振る）……20、成功！

アル：（ダイスを振る）お、こっちも成功。

ＧＭ：おお。七百人が行軍する雑ざつ踏とうの中で、三人はおもむろにその気配を感じる。

ベネット：（無む駄だにシリアスな声で）―――む、待て。

アル：しかし軍は急には止まれない。

ベネット：おがぱ―――っ!?　と、あっしは七百人に牽ひかれ、最後はコーレアに念入りに踏ふまれてペラペラになたところで腹ふつ筋きんしてパワーアップ、そして帰ってきます。ただいま。

ピアニィ：お、お帰り。




　どこにいってたんだお前は。




ＧＭ：…………おいといて！　キミたちは、気配に気づいた！　キミらのうしろについてくる軍の、さらに後方―――。

アル：後方？

ピアニィ：（不安げな口調で）アル……なんかきます。

アル：ああ。やっぱりそう簡かん単たんに逃にがしちゃくれねえわけだな……と、剣けんに手をかける。

ＧＭ：と、アルがつぶやくとほぼ同時に！〝バッ……バババッ！〟今渡ってきた川の向こう側に、一いつ斉せいに、赤い竜の旗が立ち上がる！

アル：レイウォールの追手か！　戦闘になるのか……数は!?

ＧＭ：その数、一千!!（断言）

一同：多いだろうっ!?

アル：俺らは、シーン全体に攻こう撃げきする技わざなんか持ってないわけだが……（笑）。

ベネット：あ、いや。こいつらきっと全員、モブでやんすよ。実じつ際さいはその１／10くらいしかいないわけで（笑）。

ピアニィ：ひゃくにん？

ベネット：多いわ――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：では、出しゆつ現げんしたレイウォール軍の指し揮き官かんらしき男が、声を張はり上げる。「……貴き公こうらをピアニィ女王配下の、フェリタニア軍とお見受けする！」

ピアニィ：あ、はい、そうです！

ＧＭ：「ピアニィ女王、貴女あなたは今や敵てき国こくの王とはいえ、元は我わがレイウォールの姫ひめ君ぎみっ！　我われ々われは決して、貴女を手にかけたいとは思っておりません！　ゆえに、ただちに軍を解かい体たいし、投とう降こうしていただきたく！」

ピアニィ：アル。あ、あんなこと言ってますよ？

ＧＭ：「抵てい抗こうせず、降こう伏ふくしていただけば必ずやヒューバード殿でん下かのお慈じ悲ひがあなた方の生命をお救いになるだろう！」

一同：信じられるか―――っ!?（笑）

ＧＭ：「もう一度伝える！　貴公らの軍をバーランドへ帰き還かんさせるわけにはいかないのだ！　ただちに軍を解かい散さんし、ピアニィ女王の持つ竜りゆう輝き石せきをこちらに渡わたすのだっ！」

ベネット：おい、本音が漏もれてるぞ。

アル：なるほど、こいつらの一番の目的は竜輝石か。ピアニィはアヴェルシアの竜輝石を。んで、バーランドにいるスリスはメルトランドの竜輝石を持ってるからな。

ベネット：……ああ、だからこっちの軍隊をフェリタニアに返したくはない、でやんすな。

ナヴァール：竜輝石をふたつも手に入れれば、ヒューバードが国王になった時、名実共に〝統とう一いつ帝てい〟を名乗るにふさわしい、ってことになるだろうからな。

ＧＭ：「さあ、返答やいかに！」

ピアニィ：あ、あなた方こそ軍をお退きなさい！　ヒュー兄様は、自分の欲よく望ぼうのままに動いているのがわからないのですか！

ＧＭ：「我が王を侮ぶ辱じよくすることは許ゆるさん！　考える時間を与あたえよう！　二秒待つ！」

一同：はえーよっ!?（大爆笑）

ピアニィ：え、あ……ぅ（笑）。

アル：最初から生かして帰す気はない、と。

ＧＭ：「時間だ！　返答なきゆえ、我々は実力行使に出る！　―――全軍、前へ！」指揮官の声に、横列に並ならんだ兵士が、隊列も乱みださず一いつ斉せいに動き始める。配置は、こんな感じだ。
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一同：うは!?

ピアニィ：何体いるんですかこれ！

ベネット：まあ、ほんとに一〇〇体いないだけマシでやんすが……ただ……。

アル：こいつら……みんな別エンゲージかよ……（笑）。

ベネット：殺意高い……。

アル：ち、しょうがねえな……と、無む造ぞう作さに剣けんをだらりと下げて川の方まで戻もどる。ノーブルファーマーのおっさん、軍の指揮はあんたに任まかせる、先に行ってくれ。殿しんがりは、俺おれが務める。

ＧＭ：その言葉に、レイウォールの指揮官は怒いかりのまざった声で……「!?　貴様、これだけの数を相手にひとりで挑いどむつもりか？」

ベネット：ひとりじゃないでやんす。

ピアニィ：あ、あたしも参加します。

ＧＭ：「馬ば鹿かな、自ら死を選ぶか！」

アル：なあに、せっかくコンプリートした武ぶ将しようを、こんなところで減へらしたくねえだけだよ（一同大爆笑）。てか、武将と兵士は今回参加しないとかいうシチュエーションですよね？

ＧＭ：ええ、そのとおり（笑）。では、簡単にこの戦せん闘とうのルールを説明しよう―――。




・戦闘勝利条じよう件けん（終しゆう了りよう条件）

　一定数のレイウォール軍を倒たおす。倒した数が一定に達したらレイウォール軍は撤てつ退たいする。




・フェリタニア軍

　今回のセッションで仲間にした武将とその配下はエキストラで、戦闘には参加しない。




・レイウォール軍の行動

　レイウォール軍の各ユニットは、基き本ほん的にマイナー／メジャーアクション共に、南方向に向かって移い動どうを行なう。ただしメジャーアクションを行なうさい、攻こう撃げき可か能のう範はん囲いにＰＣがいた場合は移動の代わりに攻撃を行なう。

　また、戦場の南側の離り脱だつラインを越こえたユニットは、戦場から離脱したことになる。

　戦場から離脱したユニットひとつにつき、フェリタニア軍の武将が一体、死し亡ぼうする。




一同：ちょ……っ!?

ピアニィ：一体ごとに死亡……!?

アル：（戦場の配置を見ながら）……その条件で、敵はこの配置か！

ベネット：どこまで殺意高いでやんすかっ!?　マジになおさらこいつら、エンゲージがバラバラとかありえない！（笑）

ＧＭ：ちなみに、ノルウィッチに残してきた武将は、この戦闘の結果で死ぬことはない。死亡する可か能のう性せいがあるのは……。

アル：ああ、ノルウィッチから連れてきた奴やつらか。

ＧＭ：それに加えて現げん在ざい、バーランドに常じよう駐ちゆうしているふたり、ナイジェルとネルソンも含ふくむ。

ピアニィ：えぇ―――っ!?　ナ、ナイジェルさんもっ!?　ナイジェルさんはだめですよ!?




　ネルソンについては触ふれないピアニィに乾かん杯ぱい。




ＧＭ：……あ。加えて状じよう況きようが想定と変わったので、スリスも。

ピアニィ：ちょ…ぉ…っ。

アル：スリスだけ帰したのが裏うら目めに出たか……（笑）。

ＧＭ：（もっともスリスは殺される代わりに捕ほ虜りよになって竜りゆう輝き石せきを奪うばわれるだけだがな）。

ナヴァール：なるほど、ここを突とつ破ぱした敵はバーランドに到とう着ちやくして、戦闘になるってことか。

ＧＭ：ちなみに誰だれが死ぬかは、ランダムで決定される。

ベネット：や、やべえ……（笑）。

アル：一体も通せねえ……（笑）。

ベネット：でもなぜかノーブルファーマーのおっさんから死ぬ予感……（一同大爆笑）。

ＧＭ：……細かい裁さい定ていに関して、わからないことあったら戦闘中に聞いてください。では、ここから戦闘を開始する！

アル：いちおう、言っておくぞ。……姫ひめさん、あんたは先にフェリタニアへ戻れ。ここは俺とベネットでなんとかする。

ピアニィ：え!?　ふ、ふたりで千人を相手にするつもりですかっ!?

ベネット：（無む駄だにかっこいい声で）アルの言うとおりでやんす。あんたは万が一にも、ここで死んではならない身―――。

ピアニィ：え、あ？　そ、いや、でも!?　あの～……（笑）。

ベネット：……が、どうしてもというなら、手伝ってもいいんでやんすよ？　姫さんの魔ま法ほうがないと絶ぜつ望ぼう的なのはまちがいないでやんすが、別に手伝ってほしいわけじゃないんでやんすからね？（一同爆笑）

ピアニィ：なんでそんなツンデレ……っ!?（笑）

アル：時間がねえ、早く行けっ。俺はあんたを守ると約束した。

ピアニィ：こう、杖を握りしめてですね……（落ち着いた口調で）ここはわたしも残ります。仲間じゃないですか。

アル：でもな……。

ピアニィ：今回取ったスキルも試ためしてみたいですし？

一同：そこかいっ!?

ピアニィ：それになにより―――。




　落ち着いた笑え顔がおを浮うかべたまま、ピアニィはその波の紋様があしらわれた杖を掲かかげ……川向こうより迫せまる大軍を見み据すえて言った。




「みんなを守るために、戦います！」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　こうして、軍ぐん勢ぜいの殿しんがりを務める、三人の戦いは始まった。

　戦いの条じよう件けんは、きびしい。

　馬にのって駆かけ抜ぬけてくる敵てきを一体も突破させることなく、しかもいつもとちがい、強力な防ぼう御ぎよ魔法をかけるナヴァールを欠いての戦いだ―――。

　いつも以上に、慎しん重ちように戦せん術じゆつを検けん討とうする。




アル：川って、トラップの［プール］相当ですよね？　敵の移い動どう速度も落ちるから、絶ぜつ対たい抑おさえないといけないのは、この橋だよな……。

ピアニィ：アルとあたしが橋の中央に陣じん取どってはどうです？

アル：ああ。で、俺が兜かぶとの能のう力りよくでエンゲージを封ふう鎖さ―――それはいいけど、姫さんがもたない。おもいっきり攻こう撃げき受けるぞ。

ピアニィ：ですから、あえて攻撃受けて《アヴェンジ》で対たい応おうします。




《アヴェンジ》

　攻撃を受けたさい、回かい避ひ判はん定ていを放ほう棄きするかわりに攻撃魔法をひとつ選び、リアクションで魔術の判定を行なう。これに勝利した場合、その魔法によるダメージを与あたえるというウィザードのスキルである。




ベネット：なんという受動的な固定砲ほう台だい！（笑）敵は、範囲に入ったら攻撃を行なうって言ってるので有ゆう効こうでやんすが……（笑）。

アル：いや、姫さんがもたない。ナヴァールいれば受けるダメージを《プロテクション》でいなしながら押おし通すこともできるけどな。

ピアニィ：ああ、そっか……。

アル：んー……あ、それじゃあ―――。

ＧＭ：えーと……セットアップに入っていいかな？（笑）

アル：…………（少し考えて）…………よし、始めよう！　あれこれ予よ測そくを立てても、そのとおりにならないことはこの四年くらい『アリアンロッド』をやり続けて経けい験けん済ずみ！（笑）

ＧＭ：（笑）。ではセットアップ！　エネミー三種類いるけど、いずれも行こう動どう値ちは15だ。

ピアニィ：はいっ、じゃあ、行動17で《ウィークポイント》を自分たちのエンゲージに！　次の攻撃のダメージが＋13です！

ベネット：続いてあっしが16で《クイックステップ》＋《エアリアルステップ》！　回避を上げるでやんす！　もはや定番！

アル：（少し考えて）……以上、終わり！

ナヴァール：あれ？《陣形》は？

アル：いらないでしょう。敵よりもこっちの方が行動早いので、使う意味があまりない。

ベネット：……と、言いますと？（おそるおそる）

アル：まず、お前が橋の中央までひとりで行ってそのエンゲージを抑えるんだ。

ベネット：（超ちようがつくほど悲しそうな顔）

アル：そんな顔すんなよっ!?（一同大爆笑）お前、余よ裕ゆうで回避できるだろっ!?（笑）

ピアニィ＆ナヴァール：（大爆笑している）




　お見せできないのが残念である。




ＧＭ：（笑いをこらえながら）……では、メインプロセスに入る！（笑）




　その声と共に、戦せん闘とうは本ほん格かく的に始まった。

　最初の行動だったピアニィは、いきなり待機を宣せん言げんする。

　今、先に動いても敵がまだ移動していないため、攻撃魔ま法ほうが届とどかないから、という判はん断だんだ。

　次のベネットは、アルの言いつけどおりマイナーアクションで移動、橋の中央（アルが移動してエンゲージできる、橋のたもとから17メートルの地点）へ突とつ貫かんする。

　ベネットの持つ弓の射しや程ていは五〇メートル。

　これでほぼ戦場の全ぜん域いきを攻撃可か能のうになった形だ。

　橋の中央でにやり笑えみ、そのメジャーアクションで―――。




ベネット：敵てきの後方にいる弓きゆう兵へいっぽいやつに《ダブルショット》!!




　連続して放たれた矢は、遠く離はなれた弓兵の一グループに吸すい込こまれていく。

　与あたえたダメージは二発で70―――この敵を打ち倒たおす。




アル：70あれば倒せるのか……よし。

ＧＭ：ぬ。敵は一列横隊で整然と並ならび、ざっ、ざっ……と足あし並なみを揃そろえて歩いてくる。今の攻撃で十人ほどが倒れ込むんだけど、周囲は仲間が倒れてもなお、歩ほ幅はばを乱さず盾たてを押し立てて行軍してくる―――。

アル：ゾンビかこいつらは！（笑）

ＧＭ：それだけ訓練された部隊ってことだ。続けて……「橋の上の犬コロを排はい除じよせよ」

ベネット：犬コロ言うなっ!?　それにフフフ、先に言っておこう。貴き様さまら蔑さげすんだその犬コロに、触ふれることかなわぬと―――。

ＧＭ：敵は、そんな挑ちよう発はつにはのらない。重じゆう装そう歩兵の一グループが前進……ベネットにエンゲージ！　メジャーで《バッシュ》！　命中が８＋４Ｄで……27！

ベネット：あ、あら？　意外と命中値が高いですわよ奥おく様さま？（一同大爆笑）




　この鋭するどく重い一いち撃げきに対し、ベネットはあわてて《ドッジムーブ》を使用して回避値を21＋３Ｄまで上じよう昇しようさせ……避よける。

　予想以上に敵の攻こう撃げきの命中値が高いことに一いつ瞬しゆんあわてるが、そこは天下のベネットさん。

　次に迫せまってきた敵の攻撃に対して―――。




ベネット：クリティカルっ!!　ひゃっは―――っ!?　空中に舞まいあがって無む駄だに三回転しつつ、華か麗れいにかわします。

ＧＭ：むかつく……（笑）。では、もう一体の歩兵が移い動どうして、同じく―――。

ベネット：フフフ、もうお前たちの攻撃は見切ったでやん……。

ＧＭ：（ダイスを振る）あ、クリティカル。

ベネット：おぐらぺっぷぁ――――――っ!?（一同大爆笑）




　……オチをつけるのも忘わすれない女であった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　ピアニィの放つ《サモン・アラクネ》で最さい低てい限げんはダメージを軽けい減げんしたものの……ほっとできる間もなく次の三十人（３グループ）の重装歩兵、さらには槍やりを構かまえた騎き兵へいが次々と突貫、ベネットに攻撃を繰くり出だす。

　―――しかし、オチをつけたあとのベネットの回避能力はやはり驚きよう異い的てきなものだった。

　その度重なる攻撃を、すべてあっさりかわしきる。

　続けて四方八方から降ふり注ぐのは、まさに雨のように飛んでくる無数の矢。

　ターゲットはランダムに決めたのに、半分がベネットに集中したのは、内ない緒しよである。

　この弓により攻撃は、ピアニィに一発クリティカルで直撃したものの―――他は、《ディフェンスライン》だの、《ダンシングヒーロー》だの、ベネットの持ち前の回避力だので、ほぼかわしきられ―――。




ＧＭ：「こ、こいつらは化け物か―――」一〇〇人を超こえる攻撃をいともたやすくいなしきった三人に対してぽつり、指し揮き官かんがつぶやく。

アル：ＭＰや使用回数制せい限げんのあるスキルはがりがり削けずられてるがな！

ベネット：ふふふ、このあっしがいる限かぎり、この橋を通ることはできないでやんす―――。

ＧＭ：た、たしかにほとんどかわされたもんな。ベネットひとりで何十人相手にしてんだ。

ベネット：もう一度、言おう。あっしの名前はベネット。クラン＝ベルの四英雄―――あああっ、今あっしはめちゃくちゃかっこいい……っ!?　ついにあっしの時代が来たでやん……！

アル：と、そこでマイナーアクション使ってベネットのいる場所にエンゲージ。よくやったな、ベネット。これだけの数をよく抑おさえきった。そんなわけで、《トルネードブラスト》。

ＧＭ：〝ごっ……！〟アルの剣が、闇の中に一いつ閃せんすると同時に巻まき起こった衝しよう撃げき音おん！　その瞬しゆん間かん、兵士たちは自分らの身になにが起こったか、わからなかっただろう。その一撃で、七〇人の兵士たちが吹ふき飛ばされ……次々と川の中に落ちていく。

ベネット：へ。

ＧＭ：「ば、馬ば鹿かな……！　い、一撃だとっ!?　なんだあの剣けん士しはっ!?」ざわめくレイウォール兵たち。「……た、ただものではないぞっ!?」「貴き様さま、名前は……!?」

アル：名前？　ああ、アルだ。アル・イーズデイル。

ＧＭ：「アル……！　た、たしかフェリタニア女王の騎士……っ！」兵士たちが驚きよう愕がくの声をあげながら、一いつ斉せいにアルを見入る。

ナヴァール：もはやベネットを見るものはいない。

ベネット：あっしの時代はどうやら終わったようででやんす―――（一同大爆笑）。

アル：んじゃ、レイウォールの兵士たちに言っておくか。……さ、続きといこうぜ？　お前らは―――……




「お前らは、一いつ騎きたりともここを抜ぬかせねえ……っ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　有言実行―――戦いは、アルの言葉どおりの結果となった。




ＧＭ：「だ、だめだ……ここは引けーいっ!!　ヒューバード閣かつ下かより賜たまわった兵を、これ以上失うわけには……いかぬ！」レイウォールの指し揮き官かんが叫さけび……戦せん闘とう終しゆう了りよう！

一同：よっしゃ―――――っ!?

ＧＭ：つ、次のラウンドで突破できたのに……っ！




　戦場の配置を見入れば、あと一回の移い動どうで離り脱だつラインを突破できる兵士が２ユニット。

　そして、この四ラウンドに及およぶ戦いで突破したレイウォール兵の数は……

　―――０。




　戦いは、ピアニィ側の完全勝利で幕まくを閉とじたのだった。




ピアニィ：は、早くフェリタニアに戻りましょう……！

ＧＭ：ＯＫ！　では、ここで一旦シーンを閉じます！







◆Middle 10◆走れ、ナヴァール！




　夜の闇やみを切り裂さくように、二騎きの馬が駆かける。

　フェリタニアへと続くもっと近い道どう程ていを選び……ナヴァールは、はたと気づいた。

　ふと、その景色を目まの当たりにして、馬の手た綱づなを引いて歩を止める。

　ふいに背せ筋すじに冷たいものが流れ落ちた。




　今、ナヴァールの眼がん前ぜんに―――南へと伸のびる……闇へと続く長い渓けい谷こくが姿すがたを現あらわしていた。




ＧＭ：というわけで、予告どおりナヴァールのシーンへと行こう。舞台は、フェリタニアへと向かうその道中―――。

ナヴァール：む、やはり素す直なおにフェリタニアには帰してくれないのか……（笑）。

ＧＭ：「レイウォール王国支配下の旧きゆうアヴェルシア領をフェリタニアに譲じよう渡とする」……そんな書しよ状じようを持ったナヴァールを、フェリタニアに帰すわけにはいかんのだよ……（一同爆笑）。

アル：そりゃヒューバードからすれば生かして帰せないわな……。

ＧＭ：まあ、そんなわけで。ナヴァールはジョリィを供ともとして一路、フェリタニアを目指して馬を走らす―――そんな夜。キミたちは、その場所へとたどり着いた。

ナヴァール：その場所？

ＧＭ：そこは、山と山に挟はさまれ、月明かりすら差し込こまない谷間で……。

一同：…………。

ナヴァール：ジョリィに聞こう。（仰ぎよう々ぎようしい口調で）―――ふうむ、ここは私も初めて通る地だ。ジョリィよ、この谷はなんという名か。

ＧＭ：「は、地元の民たみはここを落らく鳳ほう坡はと呼んでおります」

ナヴァール：（仰々しい口調で）なにっ、落鳳坡……っ（一同大爆笑）。




落鳳坡

　三さん国ごく志しにおいて、〝鳳ほう雛すう〟の名を持つ龐ほう統とうが死し亡ぼうしたと言われる場所である。

　龐統はこの地名を不ふ吉きつに思い、引き返そうとしたところを矢に射い貫ぬかれたという。




ナヴァール：ふうむ、なぜか不吉な予感がする―――（一同大爆笑）。

ＧＭ：「（力強く）―――引き返しますか」

ナヴァール：いやっ、このまま進もう（超断言）。

ＧＭ：む。では―――（と、テーブルの上に紙を広げて戦場図を書き始める）。
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アル：……お？

ＧＭ：んー……（少し考えて）……こんなとこかな。スタート地点は、ここ。この離り脱だつラインを突とつ破ぱしたらシーン終しゆう了りようです。

ナヴァール：（戦場図を見て）脱出まで二〇〇メートルか。敵てきは……？

ＧＭ：今のところ、見あたりませんな。

一同：あやしい……あやしい……。

ＧＭ：なお、ここがクライマックス前の最後のシーンになります。で、ナヴァールはピアニィたちに遅おくれてフェリタニアに到とう着ちやくするため、クライマックスシーンへの登場が、遅おそくなるということでっ。

一同：なにいっ！

ナヴァール：具体的には、どのくらい遅くなるんだ。

ＧＭ：それは、このシーンで決まる。この戦場を、何ラウンドで突破するかで、変化することにしよう。だいたい、こんなとこかな。




かかったラウンド数　　　　クライマックスへの登場タイミング

　１～２ラウンド　　　　　第二ラウンドのセットアップ開始時

　３～４ラウンド　　　　　第三ラウンドのセットアップ開始時

　５ラウンド以上　　　　　第四ラウンドのセットアップ開始時




一同：………………。

アル：第四ラウンドとかに帰ってこられても、戦せん闘とうはもう終わってるんじゃ（笑）。

ナヴァール：（じー、と戦場図を見て）１ラウンド目にこうして、こうきて……。

ＧＭ：では、始めよう！

ナヴァール：（スタート地点にマーカーを置いて）……あ、今のうちに鎧よろいをレビテートローブに着き替がえておいていい？

ＧＭ：いいけど、今の装そう備びより防ぼう御ぎよ力りよくが下がるんじゃ？

ナヴァール：その代わり飛行状じよう態たいになるからな。途と中ちゆう、敵が出てきてエンゲージされても通り抜ぬけしやすい。

アル：ああ、それはありだと思う。

ＧＭ：なるほど………………（笑）。では、ナヴァールは、ジョリィと共に深い闇に閉とざされたその谷へと進んだ。そんな時―――さ、【感知】で判はん定ていどうぞ。難なん易い度どは６で。

ナヴァール：（ダイスを振ふる）……成功。

ＧＭ：ならば気づく。この静かな闇の中に―――〝キリ、キリリ……〟というなにか軋きしむような音が方々から聞こ……。

ナヴァール：弓持った伏ふく兵へいがいっぱい潜ひそんでるのか――――――っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：うむ、この伏兵たちは隠かくれたまま一方的に射しや撃げきする。戦場には姿すがたを現あらわしません（断言）。

ナヴァール：レビテートローブ意味ねえ―――っ!?　これはヒューバードの罠わなか―――っ!?




　自分で勝手に着替えただけである。




ベネット：し、しかしそのローブは回かい避ひが＋１される！　これが勝利という運命を導みちびくかもしれないっ！

ナヴァール：うむ！　回避が３＋２Ｄから４＋２Ｄになった！

ベネット：み、導かないかもしれないっ！（一同爆笑）

ＧＭ：よし、ではここから戦闘を開始しようっ！　まずはセットアッププロセス！

ナヴァール：むう、やむを得まい！　……走れ、ジョリィっ！

ＧＭ：「わんわんっ！」とジョリィがうなずき―――。

一同：なんで犬の鳴き声……!?




　と、そんなプレイヤーたちの疑ぎ問もんの声をしれっと無視し―――




　戦闘は、始まった………………が。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ナヴァール：では、セットアッププロセスで……《ヘイスト》！　ケセドの杖つえ、使用！

ＧＭ：へ。

ナヴァール：20＋１Ｄで（ダイスを振る）……26。俺おれの行こう動どう値ちは32となり、名馬も持ってるので移い動どう力りよくは52に跳はね上がる！

ＧＭ：……へ？

ナヴァール：ここでメインプロセス！　マイナーとメジャーで移動っ！　ビシキュ――――――――ンっ、疾しつ風ぷうと化して戦場を駆かけ抜ぬける。一〇四メートル地点まで移動。

ＧＭ：いきなり半分越こえとる――――――っ!?




　名馬の存そん在ざいを忘わすれていたのは内ない緒しよである。




ナヴァール：ふはは、二〇〇メートルと聞いた時、「いける！」と思ったのは内緒だ。

ＧＭ：ぬうう、だがここで闇やみに潜んだ伏兵たちの四連続攻こう撃げきが来る！　当然、疾しつ風ぷうの如ごとく駆け抜けるナヴァールに集中！

ナヴァール：ふはは、弓ごときでこの私の生命に届とどくと……っ。

ＧＭ：では一発目！（ダイスを振って）……〝ズキュ――――――ンっ!!〟

一同：ズキューンっ!?

ナヴァール：銃じゆうじゃねえか――――――っ!!（大爆笑）

ベネット：なんという殺意の高い落鳳坡……っ！（大爆笑）
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　―――夜の谷間に閃ひらめく銃の炎ほのおに、ナヴァールが放つ魔ま法ほうの光。

　戦いは、時間にすればまさに一いつ瞬しゆんのことだった。

　書しよ簡かんを渡わたすまいとするヒューバードの邪よこしまな執しゆう念ねんは……

　ナヴァールには、届かなかった。




　そう、戦せん闘とう第二ラウンドのナヴァールの順番にて……。




ナヴァール：ちょっきり二〇〇メートル地点に到とう達たつ―――っ!!

ＧＭ：ケセドと《ヘイスト》、強すぎだろうっ!?　ケセド＋《プロテクション》もひでえっ！

ナヴァール：なに言ってんだっ、まじで死ぬとこだって!!　見ろ、このレコードシート！　ＭＰ80点くらい使ってる！　フェイトもあと一点しかないし、ＨＰも残り２っ!!（笑）

ベネット：即そつ興きようで作ったにしてはいいバランスでは（笑）。

アル：どっちかのダイス目が一個こ変わってただけで生命の呪じゆ符ふか、《蘇そ生せい》が必要だった（笑）。

ＧＭ：く、く……やむを得ん―――ここは、ナヴァールの勝ちだ。キミとジョリィは、閃光の如き速度でこの落らく鳳ほう坡はと呼よばれた谷を突とつ破ぱし……。

ナヴァール：ふうむ、嫌いやな予感がしたのは気のせいであったか。

アル：そして、次は落鳳平原とか落鳳山が現あらわれる。

ナヴァール：なんでだっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：……まあ、そんなわけで―――ナヴァールは、フェリタニアへの領りよう内ないへと入ったのであった。では、次はクライマックスシーンに入ろうっ！











ＣＬＩＭＡＸ　ＰＨＡＳＥ









◆Climax 01◆戦せん乱らんの陰かげに潜ひそむもの




　かつて、アヴェルシアの王族が避ひ暑しよ地ちとして好んで訪おとずれた街・バーランド。

　レイウォールに併へい合ごうされたあの日より、街は死んでいた。

　だが、ピアニィ……すなわち、アヴェルシア王家の血ち筋すじの帰き還かん―――そして、彼女が成し遂とげたレイウォールからの独どく立りつは、人々に笑え顔がおと希望をもたらした。

　―――そのはずだった。




ＧＭ：では、ここからクライマックスに入る！　最初に登場するのはピアニィ、アル、ベネットの三人だ。キミたちがバーランドを目もく視しできる距きよ離りまで近づいて、気づく。街の方から、もうもうと沸わき立つ黒こく煙えんに、そして空を焦こがす炎に―――。

一同：げ。

ＧＭ：街に防ぼう壁へきを持たないバーランドゆえ、キンバリー軍にあっさり市街に侵しん入にゆうされた気配だ。戦いは、城じよう壁へきに守られたバーランド城……城しろというよりは宮殿なんだが……に立てこもった籠ろう城じよう戦せんになっているようだ。見れば、街の三分の一ほどが焼き払はらわれている。

ピアニィ：ま、街の人は!?

ＧＭ：幸い、攻こう撃げきが開始される前に、それなりの数の市民はバーランド宮に避ひ難なんはしている。が、相当数の被ひ害がいが出ていることは否いなめない。が……まだ城の内側への進入は許していない！

アル：おお、首の皮一いち枚まいでつながってる感じだ！　姫ひめさん、連れてきた部隊に命令を！

ピアニィ：はい！　え、えっと……どう言えばいいのかな。バーランドを……守りなさい！

ＧＭ：では、ピアニィの号令一下―――七〇〇の兵士たちが、ラドフォード伯はくを先頭にバーランドを攻せめるレイウォール軍を背はい後ごから強きよう襲しゆうする。「レイウォール軍め！　長年虐しいたげられたアヴェルシアの想い……思い知るがよい―――っ！」と鍬くわを振ふりかざして。

アル：鍬かよ！（笑）

ベネット：「キ、キンバリー様！　背後から敵てきがっ!!」（←レイウォール兵士）

ＧＭ：「（甲かん高だかい声で）なに、背後っ!?」（一同爆笑）

ナヴァール：そして、城の方からは歓かん声せいが上がる。「陛へい下かがお戻もどりになったぞ―――っ！」

ＧＭ：ええ、たしかにフェリタニア軍の士気はここで一気に上がる。ではここで、レイウォールとフェリタニア……どちら側が勝利を収おさめるか、判はん定ていといこう。指し揮き官かんであるピアニィとキンバリーに【知力】で判定していただこう。達たつ成せい値ちの大きいの方が勝利する。

ピアニィ：は、はい……【知力】は13……。

ＧＭ：キンバリーの【知力】は９。んで、キンバリー側の方が30兵力多いので、その達成値に＋３される。12＋２Ｄだね。

ＧＭ：では、ＮＰＣ側から振ふります！（ダイスを振る）……９！　合計21！

ピアニィ：《ダンシングヒーロー》っ！　あとフェイトも一点使います！（ダイスを振る）……お、15！　合計28ですから、楽勝ですよ！

ＧＭ：ぬ。すると、いきなりの背後からの攻撃に面食らったのか、はたまたキンバリーに人望がないのか（一同爆笑）……レイウォール軍は総そう崩くずれになって、敗走を始める。

ピアニィ：おぉっ！

ＧＭ：うぬ、ではここでノルウィッチ側の戦闘も処理しておこう。レイウォール軍が敗走を始めたとこで、ノルウィッチからの伝書鳩が飛んでくる。戦いの結果は……っ！

ピアニィ：じゃあ、鳩が持ってきた手紙を開けると……！

ＧＭ：では、判定だ。あっちはＰＣがいないので【知力】とか抜きにして……実際の兵力数で判定だ。グラスウェルズ軍が８で……。

アル：フェリタニア側が俺らの置いてきた兵力８と城の３。あわせて11！

ＧＭ：では、フェリタニア側は……今、出番がないナヴァールに振ってもらおう。

ナヴァール：おお。では……（と、ダイスを握る）。

ＧＭ：ではいくか！　８＋……せいっ！（ダイスを振る）９！　合計17っ！

ナヴァール：11＋……っ！（ダイスを振る）……８っ！　合計19 !!

一同：よっしゃ―――っ!!

ＧＭ：ぐぬ……っ、ではその鳩が知らせてきたのは「ノルウィッチ側がグラスウェルズ軍を撃退した」というものだった。

アル：よしっ、よしっ、これであとはキンバリーを探……っ！

ＧＭ：「探さがす必要は……ないっ！」見れば、フェリタニア有利となった戦場の中央、キンバリーが愛用のグラビトンハンマーを大地に突つき立て、仁に王おう立だちしている。

アル：うおっ、真っ先に逃にげ出してると思ったら……！（笑）

ＧＭ：「ふふふ、会いたかったぞ……ピアニィ姫ぇ、そして小こ僧ぞう！」どこか憎にく々にくしげに、しかし笑えみをもってキミたちを見下す。

ピアニィ：街の様子を見て言います。あなたは自分がなにやってるか、わかっているの!?

ＧＭ：「ひぃめぇ……わかっている、わかっていますともぉ？　我わがレイウォールに逆さからった者を皆みな殺ごろし、竜りゆう輝き石せきを手に入れてヒューバード殿でん下かに献けん上じようする―――これが私の目的。順番どおりに実行しているだけですがねえ……？」ニタニタ笑いながら言う。

アル：竜輝石を手に入れる……？　それになんかキンバリーの雰ふん囲い気きが前とちがう……？

ＧＭ：「いやあ、よくぞフェリタニアに戻ってきてくれたなあ？　お前たちは、この私の手で片かた付づけたかったと思っていたのだよぉ……っ」

アル：な、なんだよこの自信。お前、俺たち相手に……戦って勝てるとでも思ってるのか？

ＧＭ：「―――勝てる」威い風ふう堂どう々どう、自信ありげに言い切る。

ベネット：お、う……なんかちがう。こいつはあっしの知っているキンバリーじゃない！　なぜそんな自信満々！　隙すきがないでやんすよっ!?

ＧＭ：「くくく……私は生まれ変わったのだよ。前回の敗北以来、私は力を求め欲ほつし、試練の末に手に入れたのだ、このパワーを！」

ピアニィ：キ、キンちゃん……？

ＧＭ：と、余よ裕ゆうの態たい度どをかますキンバリーの背後に人ひと影かげが現あらわれる。「……キンバリーよ。少ししゃべりすぎだ」見ればそこには、全身をフード付きのローブで隠かくした仮か面めんの人物―――。

アル：まあ、どんな力か知らないが、何度でもぶちのめしてやるさ……と、剣けんを引き抜ぬいて無む造ぞう作さに近ちか寄よっていきます。

ピアニィ：あたしも……今回は許ゆるしません！

ＧＭ：「では、この私の新たな力―――見せてやろう！」彼は、手にしたハンマーを掲かかげ―――力を込こめはじめる。「はああああ……っ」

一同：え？

ＧＭ：〝ゴ、ゴゴ……ゴゴゴゴゴ……！〟はき出す呼こ気きと共に大気が震ふるえ始め、地じ響ひびきが起こる―――手にしたハンマーも腕うでと融ゆう合ごうして……。

一同：は!?


ＧＭ：〝メキ…バリ……―――〟異い音おんと共に背せ中なかが盛もり上あがって……みるみるうちにその身体が膨ふくれあがっていく。皮ひ膚ふも、しだいに黒ずみ始め―――。

ピアニィ：ちょ……ちょっと……なにがっ!?

ＧＭ：そして、身体からだの肉が一部こそげ落ち……ふわり、それは浮かびあがって黒いオーラと雷らい光こうを放つ球体へと変わる。その数は―――６。

ベネット：な、なんでやんすかそれ……。

ＧＭ：そして、ものの一分ほどで―――キンバリーは、人間とはまるでちがう姿すがたへと変へん態たいし終わる。〝がふぅ……〟口から黒い息を吐はき出し……。

ベネット：や、奴やつは人間をやめたでやんす!?

アル：てか、なんだよこの力!?　そんなことできるのかよ！

ＧＭ：では、驚おどろくキミたちを見まわし―――キンバリー……いや、キンバリーだったはずのそれは、くぐもった声で言う。「待たセタね、諸しよ君くん―――」そう告げる、彼の姿はもはや人間ではない。言うなれば……―――。




　―――〝迅じん雷らい〟の魔ま獣じゆう。







◆Climax 02◆迅じん雷らいの魔ま獣じゆう




　それは、あまりに禍まが々まがしく、そして醜しゆう悪あくだった。

　紅あかく見開いた瞳ひとみに、黒に近い褐かつ色しよくの肌はだ。

　邪よこしまな笑みを浮うかべるその口もとからは、幾いく本ほんもの牙きばと長い舌したがのぞく。

　肩かたと背は大きく盛り上あがり、前まえ屈かがみとなった姿し勢せいから伸のばされた太く長い両の腕は、その拳こぶしを地面につかせるほど―――。

　だが、なによりも目につくのはその巨きよ軀くの周囲に浮かぶ、六つの漆しつ黒こくの球体。

　そして、まるで手にした槌つちすら身体に取り込こみ……




　それはもはや、およそ〝人〟と呼よばれる生物からかけ離はなれた生き物だった。




ＧＭ：では、ここからクライマックスバトルに入る！　登場は、ピアニィ、アル、ベネット。ナヴァールは次のラウンドの開始時に登場で！

ナヴァール：今、陛下のもとにはせ参じるために馬を飛ばしています。

ピアニィ：は、早く早く……！

ＧＭ：（笑）。では―――あらためてシーンを始めよう。数倍の大きさに膨ふくれあがったキンバリー……いいや、迅雷の魔獣は、キミたちを見まわし……「さあ、始メヨうか？」
















ピアニィ：キンちゃん……？

アル：では、その光景を目まの当たりにして……あと竜りゆう輝き石せきを集めてるってさっきの話を思い出して、キンバリー……いや、背後の仮か面めん野郎に向けて言う。……この力、もしかしてまさか、お前―――バルムンクかっ!!　と、殺気を放つ！

ＧＭ：「おお、偉い大だいなる我わが組そ織しきを知っているか」。

アル：あっさり認みとめやがったな。

ＧＭ：「そう、問題はない。なぜならば―――お前らはここで死ぬからだ」

アル：まあ、いい。お前らが出てきたんだったら、話が早い。ぶちのめす……っ。

ピアニィ：アル、落ち着いて……っ。

アル：姫ひめさん、どうやらレイウォールはバルムンクと組んでるみてえだぞ……。

ＧＭ：「さて、それはどうかな？　そこまで言ってしまうのも……ねぇ？」その人物……仮面のバルムンクは、余よ裕ゆうの口調で言う。「あとは頼たのみますよ、キンバリー」

ピアニィ：キンちゃん……なんでそんな人たちに力を貸かすのですか……っ。

ＧＭ：その声に、迅雷の魔獣は愉ゆ悦えつを浮かべてピアニィを見下し―――言う。

ピアニィ：……。

ＧＭ：「グラ～ヴィトォオォン……」

一同：おいっ!?（大爆笑）

アル：「ぐらーびとん」じゃねえだろっ!?（大爆笑）

ピアニィ：せ、せっかくキンバリーの描びよう写しや、シリアスだったのに……っ！（笑）

ナヴァール：オチをつけずにいられない人だ……。

ＧＭ：と、ともかく。「ククく……では、コれまで受ケた屈くつ辱じよく、ハラさせてもラおう……っ！」では―――戦せん闘とうを開始しよう！　配置はこんな感じだ！（と、テーブルの上にコマを配置する）




[image: ]




アル：キンバリーとボールは同じエンゲージか。

ベネット：ていうか、その黒い球体……なんでやんすかね。

ＧＭ：ちなみに、よく見ればこの六つの球体……それぞれ、〝ジッ……ジジッ〟と音を立てる、なにやら細い雷光のようなものでキンバリー本体と繫つながっているね。

ベネット：繫がってる……？　エネルギーを与あたえてるってことでやんすかね……？

ＧＭ：キンバリー……いや、ここからあえて魔獣と呼よぼう。この迅雷の魔獣は、口元をだらしなくゆがませ、つぶやく。「……ほう―――」。

一同：……（←なにか説明されると思って待っている）。

ＧＭ：「―――うっほ、うほうほほぅ……」

一同：ゴリラかお前はっ!?（一同大爆笑）

ベネット：キ、キンバリー、魔獣になって知ち能のうがかわいそうなことに……。

ＧＭ：この球体とキンバリー本体の間になんか関連があり、愉悦に満ちているという演えん出しゆつだ。

アル：……能のう力りよくを与え合っているってとこか……？

ＧＭ：では、このラウンドを開始しよう！

アル：キンバリーの行こう動どう値ちは？

ＧＭ：ん、現げん在ざいは……45だ。

ベネット：早っ!?

アル：なるほど―――キンバリーの方が、ボールから力を得てる、か。

ＧＭ：っ!?

アル：ボール一個こで行動値５。キンバリーが15でボールの分あわせて45……そんなところじゃないかと。

ＧＭ：読むなよっ!?


アル：〝現在は〟45なんて言うからだっ!?





　セリフの中にさりげなくヒントを混まぜる、優やさしいＧＭと思っていただきたい。




ＧＭ：と、とにかく！　では、セットアッププロセスに入る！「くはハはは！　こノ大いなル力を得たこの私……っ、今こそ憎にくキ貴き様さまらにカカカ借りを返ス時ぃィいい！」

アル：また言語能力が……。

ベネット：ところで〝借り〟って、やっぱり髪かみの毛の恨うらみでやんすかね……。

アル：髪の毛のために、悪あく魔まに魂たましいを売ったかキンバリー―――。

ピアニィ：ヤンヤンがひどいことを……ごめんなさい……。

ＧＭ：ちげえよっ!?（笑）主たるヒューバードの命を受けながらも敗はい退たいし、さらに無様なことに敵に生命を救われてんだぞ。これは屈辱以外のなにものでもなかろう！

アル：……まあいい。バルムンクに力を借りたってのなら容よう赦しやはしねえ。さあ、始めようか！




第一ラウンド―――

▼行動値

・キンバリー　　　45

・ピアニィ　　　　17

・ベネット　　　　16

・アル　　　　　　12

・ボール　　　　　１




　戦いは、キンバリーの行動宣せん言げんから始まった。




ＧＭ：まずは、セットアップで《二回行動》！「貴様ラにこノ一いち撃げき、防ふせぎキれ……！」

ベネット：《インタラプト》！《二回行動》を打ち消し！

ＧＭ：「……っ!?」いきなりか！

アル：最初のセットアップで攻こう撃げきされるのが一番、準じゆん備びが整ってないんできついからな。ていうか、前回（第三話）と同じミスをしてたまるか！（笑）

ＧＭ：「（少しさびしそうに）防ぎキレ……キレ……」（一同大爆笑）なるほど、んでもって次は《限げん界かい突とつ破ぱ》を使うつもりか。




　第三話でも解説した通り、《限界突破》とは、ラウンドの終しゆう了りようまで、ギルドメンバーが行なう判定の達成値を＋ＣＬ（すなわちピアニィたちの場合は上じよう限げんの＋10）するギルドスキルである。

　その効こう果か時間内は無む敵てきとも思える力を発はつ揮きするが、セットアップに使用するスキルであるため、ＰＣらより行動値が高いキンバリーが《二回行動》などで攻撃を繰くり出してきた場合、宣言が間に合わないことになる。

　アルの「準備が整ってないうちに」というのは、そういう意味である。

アル：じゃ、姫ひめさん！　ここで《陣じん形けい》《限界突破》を！

ピアニィ：了りよう承しようです！

アル：とにかくナヴァールが来るまでの１ラウンドを耐たえしのぐ！




《陣形》の効果で、一気に飛び出す三人！

　アルはキンバリーに接せつ敵てき、残りふたりは別のエンゲージへ。相手の出方がわからないゆえ、範はん囲い攻撃を警けい戒かいして３つのエンゲージにばらける。

　そしてピアニィは《スウィフトウェポン》から、アルに《ブライトウェポン》を使用―――彼の武ぶ器き攻撃の命中判定を＋１Ｄ６、そのダメージを光ひかり属ぞく性せいの魔ま法ほうダメージへと変へん更こうする。

　続くベネットのセットアップは、もはや定番となる《クイックステップ》＆《エアリアルステップ》で自分の回かい避ひを＋６とし―――。

　これで、アルの言うところの〝準備〟は整った。




ＧＭ：「くクく、戦う態たい勢せいは整ったカね？　そのくラいでなクては、面おも白しろくナいっ！　……相手にとって悔くいナシ！」

ナヴァール：相手にとって悔いなしってなんだっ!?（笑）

アル：そ、それを言うなら〝相手にとって不足なし〟だ。

ベネット：キ、キンバリー……怪かい物ぶつ化かしてほんとに言語能のう力りよくが……（笑）。

ＧＭ：「構かまわヌ！　私ハ、貴様らヲ倒たおすタめに、恥はじをしのンデ人外ノ力を借りタのダっ！」

アル：騎き士しとしちゃ、終わってるぞキンバリー。

ＧＭ：「だが、貴様ラに更さらなル敗北を喫きつすルに比くらべれバまし！　それニ、私の騎士トしての誇ほこリは、ヒューバード様ヘ勝利ヲ捧ささゲるコとが第一位！　ソシて……」キンバリーは腰こしを落として構え―――。

ベネット：ちなみに第二位は？

ＧＭ：「……もう戻ラナイ、我わが髪かみのたメにぃいィい!!」（一同大爆笑）

一同：やっぱ髪じゃねーかっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：と、キンバリーは獣けもののごとき、そして哀かなしき咆ほう哮こうをあげたところでメインプロセスに突とつ入にゆう！　最初は行こう動どう値ち45でキンバリーの行動！「《重……っ！」

ベネット：待て！　そこで《カリキュレイト》。キンバリーの行動に割わり込こんで、あっしが先に行動するでやんす。

ＧＭ：「（ものすごく寂さびしそうに）じ、《重力……」（一同大爆笑）

ベネット：やべえ、キンバリーがかわいそうになってきたでやんす……。

ピアニィ：キンちゃん……。




　キンバリーに哀あわれみの言葉をかけつつも―――ベネットは手て加か減げんをすることはなく……いや、むしろ全力の攻撃を繰くり出す。

《ウェポンチェンジ》で武器を乾けん坤こん一いつ擲てきへと持ち替かえ、マイナーアクションで《デスターゲット》、メジャーアクションで《アローシャワー》。１シナリオに一回しか使えない乾坤一擲の特とく殊しゆ能力（命中判定のダイス＋１、ダメージ＋10）まで込めた一撃を放つ。




ベネット：我が人生を賭かけたこの一撃！（ダイスを振ふる）…………っ!?


一同：…………（その非ひ常じように悪いダイス目を見入り、沈ちん黙もく）。

ベネット：フェイトを払はらって振り直し（あっさり）。

ＧＭ：人生を賭けた一撃をあっさり振り直すなよっ!?（笑）

ベネット：いやっ、そこはそれでやんしてな……（ダイスを振る）クリティカルっ!?





　この自じ称しよう・人生を賭けた一いち撃げきは、キンバリーとその周囲に浮うかぶ六つの球体すべてを次々と撃うち抜ぬいていく。

　球体のうちの三体が、他の三体をそれぞれかばいはしたものの―――ベネットはそこにさらに《ブルズアイ》（ダメージ＋10Ｄ）を乗せ、加えてピアニィが《ディスコード》（ダメージ＋10Ｄ）を宣せん言げん！

ＧＭ：「ま、待テ！　お前……ッ……っ!?」

アル：こ、この球体……本体であるキンバリーはかばわないのか……（笑）。

ＧＭ：そういうルールなんで……。

ベネット：あわれな……でもダメージは（ダイスを振る）―――[image: 122]っ!!

ＧＭ：そ、そんなに来るのか！（ダメージをチェックして）……ぬ、さすがにかばった方の球体ははじけとんだ。キンバリー自身も相当なダメージを受けたが……。

アル：キ、キンバリー……。

ＧＭ：「Ahfoooooooooooom……っ!?」

一同：っ!?


アル：な、なんか叫さけんだ！　文字にできなさそうな声で叫んだ！（笑）

ベネット：リプレイにする時、どーするつもりだ！（笑）

ＧＭ：「ユ、許ゆるサん……許さンぞ貴き様さまラァアアア！」そんな雄お叫たけびと共に、全身から真っ黒なオーラを噴ふき上げてジロリ……っ！　キミらの位置取りを確かく認にんし―――。

アル：は、エンゲージはバラバラです。

ＧＭ：「ソ、ソうだナ」（一同大爆笑）だ、だがそんなことは計算済ずみ！　マイナーアクションで《重力球操そう作さ》！　コストとしてキンバリーのＨＰをごりっと削けずって……「い、いひゃい…いひゃいっ……」。

一同：痛いたいのっ!?


ＧＭ：ぐふっ……と、口から血を噴ふきだして―――あ、これは自分のＨＰを削って、攻撃の対象数を増ふやすってスキルだ。

ベネット：お、おい？　血みどろになってるぞ……？

ＧＭ：「貴様らサえ倒たおせバ、そレでいイィイイ……っ！　私は、オ前らを倒サねば先に進メない男にナっちマったんダ！」叫び、逆ぎやくモヒカンのわきに生えた二本の角からほとばしる漆しつ黒こくの雷らい光こう！　それ頭上でバチバチと音をたてて交わり……〝ピシャァァヵンっ！〟三人めがけて稲いな妻ずまが中空を疾はしる！　命中は……18＋５Ｄ６で（ダイスを振る）……36っ!!

ベネット：36っ!?　それは……（少し考えて）……《ドッジムーブ》使って回かい避ひ！《限げん界かい突とつ破ぱ》で＋10されてるからたぶんいけ……（ダイスを振る）……あ、クリティカル。ひらりと回避。

ＧＭ：「……っ!?」（←声にならない呻うめき）

ピアニィ：あたしは……《アヴェンジ》……。

ベネット：姫ひめさん、ここはナヴァールもいないし喰くらうとやばくないでやんすか？




《アヴェンジ》を使用すると、回避が行えない＝必ず敵てきの攻こう撃げきが命中するのである。

　ベネットのセリフは、ナヴァールがいれば《プロテクション》でダメージを軽けい減げんできるので、そこまで待ったほうがいい、ということである。




ピアニィ：う～……《アヴェンジ》使って攻撃したい……（笑）。

一同：だからどこまで殺意高いんだアヴェルシア王家っ!?（一同大爆笑）

ピアニィ：で、でも……っ、36なんてよけられないですよ！　それならせめて一いつ矢し報むく……。

ベネット：（無む駄だにかっこつけて）ならば拙せつ者しやにまかせていただこう―――《インターフェアレンス》！　姫さまのかわりにあっしが回避判はん定ていをするでやんす！　フェイト二点使用、《ダンシングヒーロー》も！　23＋６Ｄで……（ダイスを振ふる）……はっはっは、クリティカル。

ＧＭ＆アル：なにいっ!?





　なぜにアルも一いつ緒しよになって叫ぶのか。




ＧＭ：く……残るはアルのみ！「クッくッく！　こノ攻撃は魔ま術じゆつゆエ、《ディフェンスライン》では防ふせげぬぞ……？」

アル：ああ、そうだな。だから―――《ディフレクション》。




《ディフレクション》

　命めい中ちゆう値ちを用いて対たい抗こうで判定を行ない、これに勝利すると魔術を跳はね返すというサムライのスキルである。




アル：（ダイスを振る）……54。成功。

ＧＭ：ほう、54。えー……「……ぎぃやァああアあああァあああっ!?　なゼ我わが雷かみなりが私にぃィいィイいっ!?」（一同大爆笑）

ナヴァール：ひ、ひでえ……（笑）。

ＧＭ：雷がキンバリーを捉とらえると同時に、まるで彼の体重が百倍にでもなったかのように、〝ゴゥン……っ〟周囲の地面を陥かん没ぼつさせた。ミシ…ミシ……と、その身体からだは超ちよう重じゆう力りよくに襲おそわれて悲鳴をあげている。

ベネット：重力を操あやつる光線……？

ＧＭ：そのとおり。ダメージは65＋６Ｄ……（ダイスを振る）。雷に打たれ、全身からふしゅうう……と白はく煙えんをあげて大地に膝ひざをつくキンバリー。「お、おノれ……」

アル：おのれ、じゃねえよ。まだ始まったばかりだろう……？

ＧＭ：「む、無む論ろんダ……っ!!」気を張はり直し、膝に力を込めて立ち上がる……キンバリー……いや、迅じん雷らいの魔ま獣じゆう！「……さア、続きヲ始めヨう！」




　魔獣が叫ぶと同時に、ピアニィの放つ《コキュートス》が炸さく裂れつした。

　命中判定はクリティカルだった。

　ピアニィは、さらに宣せん言げんした。




ピアニィ：《マジックフォージ》。

ＧＭ：「ちョ……っ」




　ダメージロールは29Ｄ＋20―――結果は、[image: 126]点だった。




ＧＭ：迅雷の魔獣は、大きく身体をふるわせ……体毛に薄うすく凍こおり付いたコキュートスの氷をはらいながら、言う。「……さ、殺意が高イナ、姫」（一同大爆笑）。

ピアニィ：魔ま物ものの力を借りた人に言われたくない……っ!?


アル：ああ、我が国の女王に向かって、その口の利きき方は看かん過かできないな。マイナーで《ファストセット》……《バーサーク》＆《スマッシュ》。メジャーで《ブランディッシュ》！




　アルが、ダメージ強化系けいスキルをしこたま使い、迅雷の魔獣とその周囲に浮うかぶ球体……その最後の一体を一いつ斉せいに薙なぎはらった。

　そして当然のように―――。




アル：《ボルテクスアタック》。




　ダメージロールの結果は、[image: 124]点。

　しかも光ひかり属ぞく性せいの魔法ダメージ……すなわち[image: 124]点、素す通どおしであった。




アル：光ダメージ素通し……こいつ、闇やみ属性だったのか……。

ＧＭ：「ウ、ぐグ……こ、こんナ、こンな―――」と、魔獣の呻うめきを入れたところで、次のラウンドへいこう。では、ラウンドの最初にナヴァールが［登場］だ。

ナヴァール：では、〝パカラパカラ……っ〟と、空中から馬の蹄ひづめの音がして―――。

ピアニィ：!?

ＧＭ：ああ、レビテートローブで馬ごと飛んできたのか（笑）。

ナヴァール：そうそう。……ピアニィ陛へい下か、ご無事か―――っ！　と、手た綱づなを引きつつ馬に乗って空を駆かけてくる。

ベネット：むう、風となって主のピンチに駆けつける軍ぐん師し……っ、なんという忠ちゆう臣しんか。

ＧＭ：姫ひめ、なんか声をかけてあげてください。

ピアニィ：と、飛んでる。




　見たまんまである。




ナヴァール：も、もしかして私……いらない子？

一同：いりますいります！（笑）

ピアニィ：ナヴァール、会いたかったよ～！（笑）

ＧＭ：では、ナヴァールはピアニィから20メートル以内の好きな場所に配置を。

ナヴァール：ではここで（と、コマを置く）。

ＧＭ：じゃ、あらためてセットアップに入ろう。最初はキンバ……じゃない。球体が全ぜん滅めつしてるので、行動値が15まで下がってる。

アル：うわ、予想したとおりだ（笑）。

ピアニィ：じゃあ、あたしからですっ。




　ここでピアニィは最初のラウンドにそうしたように、《ブライトウェポン》をこんどはベネットにかける。

　そして、ベネットは宣言なし―――ここで、キンバリーの順番が回ってくる。




ＧＭ：「ば、バかな……我わが〝漆黒の球体グラヴイテイボール〟が全滅……１ラウんドで全滅だト!?　な、ナニが大いなる力ダ、なにガばるムンクだ！」

アル：ふん、あんな組そ織しきに力を借りるからだ―――と、目を細めて剣けんを握にぎって……。

ＧＭ：と、アルが詰つめ寄よろうとした時……ここで、演えん出しゆつ入ります。上空から、こんな声が聞こえてくる。「―――おやおや、所しよ詮せんはキンバリーですか」

アル：……バルムンクの仮か面めん野や郎ろうか。お前も降おりてきたらどうだ？

ＧＭ：「いえいえ、それには及およびません。キンバリーにはまだ十分、できることがある……そうでしょう？」と、仮面。キンバリーは、苦しそうな笑えみをもって仮面の言葉を肯こう定ていする。

アル：なら、こいつをぶち倒たおしてお前も相手させてやるさ―――。

ＧＭ：「ああ、誤ご解かいさせてしまいましたね。私がそこに降り立つまでもない……というより、私は先ほどからあなた方のお相手をしているではありませんか」

一同：は……？

ベネット：なにを言ってるでやんす……？

ＧＭ：では、ここで魔ま獣じゆうのセットアップの順番が回ってくる！　仮面のバルムンクは、冷れい徹てつな声で、こう告げる。「……キンバリー、《インペレイティブ》」




《インペレイティブ》

　このスキルの宣言後、［タイミング：セットアッププロセス］のスキルを、ふたつ同時に使用することを可か能のうとするスキルである。




一同：は……？

ＧＭ：と、キミたちと同じように、キンバリーも「は？」とけげんな表ひよう情じようを見せる―――が。仮面の人物は機械的に言葉を続ける。「続いて《重力球精製》」

ベネット：なんかメタなこと言ってるでやんすが……なにゆえこいつが……。

ＧＭ：と、そんなベネットの呟つぶやきを説明するかのように。ふいに……「ふゴぁぐガあああア……っ!?　な、なンだ……っ!?」キンバリーが苦く悶もんの声をあげる！

ピアニィ：な、なに？

ＧＭ：見ればキンバリーの身体からだがあちこち〝ボゴン…ボグン……っ〟と脈動し、その皮ひ膚ふは波打って……。苦く悶もんに満ちた表情で絶ぜつ叫きようをあげながら胸むねをかきむしる彼に、仮面が囁ささやきかけるように言う。「……生み出せ」

ピアニィ：え、まさか……。

ＧＭ：すると―――肉と皮がちぎれる不ふ快かいな音と共に、キンバリーの身体の肉がそげ落ちる。そのふた塊かたまりの肉を核かくとしてふわり浮うかんだのは……漆黒の球体だ。「お、俺おれハこんナことヲ命じテイない……っ!?」と、苦く痛つうの声をあげながら……。

ピアニィ：き、気持ち悪い……（笑）。

ベネット：あ、操あやつられてたでやんすか……。

アル：肉がそげるって……ＨＰを削って球体を生み出すのか……？

ＧＭ：そのとおりだ。「イ、痛いたい……いひゃアいっ!?　き、聞いテないゾ、こんナこト!?」

アル：趣しゆ味みが悪いな、バルムンク。人間を操って、こんな……。

ＧＭ：「操る？　なにか、かんちがいをしていませんか？」

アル：かんちがい？

ＧＭ：「言ったでしょう？　先ほどから、私はあなた方の相手をしている、と」声が、二カ所から同時に聞こえた。ひとつは中空に浮かぶ、仮面の人物から。もうひとつは、キンバリーの、身体の中から。

一同：はい？

ベネット：げぇえ―――っ、まさか……っ!?


ＧＭ：「―――そうです。やっとおわかりですか？　私はさきほどから……」

アル：理り解かいした。……こいつの本体は、キンバリーの中にいる。んで……。




　アルは、導みちびき出した結けつ論ろんをどこか余裕なさげな笑えみを浮かべ―――口にした。




「……この球体が、魔獣の本体だ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：えぇえええ！

ベネット：ああっ、だからさっき球体はキンバリーをかばわなかったのかっ!?（大爆笑）

ピアニィ：な、なるほど……っ。

ＧＭ：「少し不ふ正せい確かくですが、まあ、正解としておきましょう。私の本体は、キンバリーの身体に埋うめ込こめれた魔核。キンバリーは、私の手足である球体を動かすための、贄にえ」

アル：ゲーム的に言うと、キンバリーのＨＰは、球体がスキルを使ったりするためのコストってわけか……悪あく趣しゆ味みな。

ベネット：つまりキンバリーはこの男の使い魔フアミリアみたいなものでやんすか。蓄たくわえているのは、ＭＰでなくてＨＰだけど。

ＧＭ：その表ひよう現げんは正しいね。《ファミリア》とちがうのは、使い魔が使い捨すてだってことだ。

一同：ひでえっ!?


ピアニィ：な、なんでヒュー兄様はこんな……？　自分の部下を……。

ＧＭ：「さあ？　私はヒューバード様より、『この男を自由に使え』と言われただけのこと。ゆえに、自由に使っているのですよ」

ナヴァール：い、いや、こんな使い方はヒューバードの想そう像ぞうの外だろう……（笑）。しかし、このアルディオンにこのような化け物が堂々と出てくるとは―――。

ピアニィ：ああ。アルディオンではエネミーはほぼ人間ですもんね。

ＧＭ：だね。表向き、エリンディルで言うところの妖よう魔まや魔族は存そん在ざいしないことになってる。

アル：そういえば、一話のクライマックス戦せん闘とうでも、キンバリーがモンスターを操ってたな。

ナヴァール：うむ。たしかヒューバードより授さずかったとかなんとか。

アル：つ、つまり……。

ＧＭ：「フフ、どう思うかはキミの自由ですよ、アル・イーズデイル」

アル：待て。なんで俺の名前を知ってるんだ（笑）。

ＧＭ：「それには答えずにおきましょう。ですが、これだけは言っておきます。貴方あなたが二ヶ月ほど前、レイウォールの城しろに侵しん入にゆうしたのはなんのためでしたか？」

アル：ああ、レイウォールの中にバルムンクの関係者がいるって……。

一同：……。

アル：………………あん時、俺を迎むかえ撃うったのもキンバリーだったな。つまり、ヒューバードって……最初からバルムンクとつるんでた……？

ＧＭ：仮か面めんの人物はなにも答えないが、くくっ、ともらした笑みがアルの言葉を肯こう定ていしているとわかる。

アル：ずいぶんと親切じゃねえか。ペラペラといろいろ教えてくれてよ。

ＧＭ：「別に親切というわけではありませんよ。だって、問題ないでしょう？　どうせあなた方は、この街といっしょに消し飛ぶのですから……！」その声に呼こ応おうして、さきほど生み出された球体が、紅あかく輝かがやきはじめる……っ！

ベネット：紅く……っ!?　さっきより強くなってる予感っ!?

ＧＭ：「たしかに少々、おしゃべりが過すぎましたね……っ！　続きを始めましょう！」




　そして、セットアッププロセスが再さい開かいされる。

　キンバリー……いや、〝魔ま獣じゆう〟はここで《二回行動》を宣せん言げん！




ＧＭ：では、マイナーアクションで……コストにキンバリーのＨＰを支し払はらい、《重力球操そう作さ》！　次の攻こう撃げき対象を四体に変へん更こう！「い、いひゃ……痛いたぃぃぃぃっ！」

ピアニィ：ひ、ひどい……。

ＧＭ：そして続くメジャーアクションで……《重力攻撃》！〝ジィ……ッ！〟再ふたたび、雷らい光こうが……いや、さっきよりも赤みがかかった黒い雷かみなりが全員に向けてほとばしる！　球体が二匹ひきいるので15＋５Ｄ６で（ダイスを振ふる）……35っ！

アル：ぐ……っ、今回はつらい！

ベネット：球体二個こで15＋５Ｄ６……さっきは三個で18＋６Ｄ６……なるほど。最初、打ち消しておいてよかったでやんすな。球体六個の時に撃たれてたら、たぶん絶ぜつ対たいよけられない数字になってた（笑）。

ピアニィ：今回のだってよけられないですよ!?

アル：いやっ、今回はナヴァールの旦だん那ながいる！　まかせた！

ナヴァール：まかされましょう！　……《パトロナイズ》！（ダイスを振る）……お、出た！　１、６、６でクリティカル！

一同：お―――っ！

ベネット：ナヴァールすげ―――っ！（笑）さすがは、死にフラグを越こえてきた男！

ＧＭ：ちっ、では赤黒い雷光は弾はじけ、紅黒い肉にく片へんとなってびちゃびちゃっと大地に落……。

ナヴァール：は!?　ＧＭＧＭ！　実は俺、ここで［登場］したことにしたい！

ＧＭ：はい？

ナヴァール：こう、全員が稲いな妻ずまに撃たれそうになった時に！　もうだめだ、と思った瞬しゆん間かんにいきなり「神しん竜りゆうセフィロスの名のもとに、悪しき魔力よ退しりぞけ！」って声がエコーで聞こえてきてね、雷光がいきなり打ち消されて、霧む散さんするんですよ!?　で、みんなが「なにが起こった!?」とか周囲を見回すと……〝パカラっ、 パカラっ……！〟と蹄ひづめの音が空から聞こえてきて！　……「陛へい下か！　ピアニィ陛下はご無事か―――っ！」とやってくる……っ！　ああ、俺はいま超ちようかっこいい……っ！（一同大爆笑）

アル：（超わざとらしい声で）……ナ、ナヴァール！（笑）

ナヴァール：では……ざっ、と大地に降おり立ち……（かっこよさげな口調で）待たせましたね、みなさん―――。

ＧＭ：では、仮面のバルムンクはナヴァールの姿すがたを見て、言う。「―――ほう？　お前はヒューバード様のもとにきた、軍ぐん師しですか。なるほど、逃にげおおせたようですね」

ナヴァール：ああ、残念ながら、ね―――そして私のセットアップでピアニィ様に《ヘイスト》！　これ行こう動どう値ちが＋24！

ピアニィ：＋24！　合計……41です！

ＧＭ：ぐ。このラウンド、球体の数が二個だから……魔獣の行動値は25だ。では、メインプロセスに入ろう！




第二ラウンド―――

▼行動値（メインプロセス時）

・ピアニィ　　　　17→41

・キンバリー　　　15→25

・ベネット　　　　16

・アル　　　　　　12

・ナヴァール　　　６

・ボール　　　　　１




[image: ]




ピアニィ：最初の行動、あたしだっ！　魔獣を球体ごと吹ふっ飛ばしちゃうのがいいですよね。《マジ……

ＧＭ：と、ピアニィが魔法の詠えい唱しようを行おうとしたその時―――すでに魔獣の姿がゆらぎ……。

一同：え!?

アル：《カリキュレイト》かっ!?

ＧＭ：正せい解かい！　ピアニィが魔法の詠唱を始めた時。魔獣の姿はヴン、とゆらいでその姿を消している。アルは一瞬たりとも意い識しきを切ったつもりはなかったが……瞬まばたきしたその刹せつ那な、魔獣の腕うでより飛び出した刃やいばがいつのまにか、キミの胸むねを貫つらぬこうとしていた。

アル：速いっ!?（笑）

ベネット：さ、さっきとまるで動きがちがう！（笑）なんだこの演出！（笑）

ＧＭ：その意識の外より繰くり出された一いち撃げきは―――《連続攻こう撃げき》！　まず一発目！　命中は18＋５Ｄで……（ダイスを振ふる）……クリティカル。

アル：うわ、やば……っ！

ナヴァール：《パリペイティア》……その命中判はん定ていのダイス、振り直していただこう。

ＧＭ：ぐ。（ダイスを振る）……38！　出目はけっこーいいけど……。

アル：《ディフェンスライン》っ！（ダイスを振る）……44！　余よ裕ゆうで受けきった。あー……やっぱりナヴァールがいると、戦いの安定度がちがうわ～（笑）。

ＧＭ：「ぬう……キンバリーの身体からだは、動きが鈍にぶすぎますね……っ！」（一同爆笑）

ベネット：ひ、ひどい発言だ……っ（笑）。

ＧＭ：ちなみに、キッバリーはその肉体の限げん界かい以上の動きをさせられ……筋すじが切れかかって悲鳴を上げている。「ぐ、あ……い、痛い痛い痛い……ぃいいいっ!?」

ピアニィ：キ、キンちゃん……っ。

ＧＭ：仮か面めんのバルムンクは言う。「キンバリーさん？　大だい丈じよう夫ぶ、あなたの身体はもう少し速度を上げられますよ。少し……痛いですけどね？」と、二回目の攻撃っ！（ダイスを振る）……うおっ、クリティカルっ!?


一同：うあっ!?


ベネット：な、なんという執しゆう念ねん　!?（笑）

ＧＭ：二撃目は、さらに速度を上げ―――アルが一撃目をはじいたのと刹那の差で、アルの身体を打ち抜ぬこうとしている。

アル：デ、《ディフェンスライン》！　６Ｄで（ダイスを振る）……く、失敗！

ピアニィ：うぅっ!?

アル：（あくまで冷静に）ち、《バトルコンプリート》で判定振り直し！　再ふたたび６Ｄ（ダイスを振る）……って！　これも失敗！

ＧＭ：よしっ……。

ベネット：いかん、ＧＭの執念を感じる！（笑）

アル：まだ！　フェイトを使用……判定を振り直す！　６Ｄ……っ！（ダイスを握にぎる）

ＧＭ：６Ｄを三回か……６Ｄでクリティカルする確かく率りつが26～27％くらいとして……。

ナヴァール：三回振ると六割くらいの確率で成功するはず……。

アル：どうだ……っ！（ダイスを振る）

ピアニィ：はずして―――っ！




　だが、ＧＭの執念はピアニィの祈いのりを乗り越こえた。




アル：（ダイスを振る）……だめっ、クリティカルしないっ！

ＧＭ：よし……っ。一発目をかわしたと刹那の差で二発目が直撃！　アルの腹ふく部ぶに鈍にぶい衝しよう撃げきと重い痛みが来る！　ダメージロールはベースが80＋４Ｄで……加えて、球体が二個こ残っているので、＋20。（ダイスを振る）……[image: 113]っ！

アル：防ぼう御ぎよ引いて、90点喰くらい……っ。

ナヴァール：アルに《プロテク……っ。

アル：いや、《プロテクション》はいらねえっ！　ここは……。

ピアニィ：《蘇そ生せい》使いますっ！

アル：そう、それ！（笑）　ここで一いつ旦たん、ＨＰがフルに回かい復ふく……ここから90点減へって―――《ソウルバスター》！　てめえも吹っ飛べ！

ＧＭ：ぐは！　ま、まあそうくるよな……っ。その下から突つき上げられた衝撃に、攻撃を繰り出した側であるはずの魔ま獣じゆうの巨きよ体たいが一瞬、宙ちゆうに浮うく。「……い、いたああアあぁあいっ!?」キンバリーが苦く悶もんの悲鳴をあげ……っ！

ベネット：痛いたみはキンバリーにいくでやんすかっ！

ＧＭ：「―――もちろんですとも。傷きずつくのは、このキンバリーの肉体ですからね？」

アル：この外げ道どうが……っ！

ＧＭ：うぬ、ダメージ累るい計けいが[image: 400]点を超こえた……だが―――まだっ！

ピアニィ：ここで、あたしです！《コキュー……。

ＧＭ：「姫ひめぇ――――――っ、お助ケぇえエええええエ！」

ピアニィ：!?　え、あぅ……！（←固まった）

ナヴァール：手を止めてはいけません。もはや魔獣と化したキンバリーを助ける方法はありません。そうだろう、バルムンク？

ＧＭ：「そのとおり―――我わが呪じゆ詛そにより変化したその身体からだ、元に戻もどす方法なぞありません」

ベネット：そ、そういえばあっしも昔、見たことがあるでやんす。〝邪じや悪あく化か〟ってやつなんですけどね……？　人間が化け物にされてしまうという……。




『銀の輪の封ふう印いん』から始まるリプレイシリーズにそういうエピソードがあったのである。




アル：あの時は、邪悪化が完かん了りようする前だったんでかろうじて元に戻す方法もあったけど……。

ナヴァール：こ、今回はどう見ても……。それにこれが〝邪悪化〟と同じとは限かぎりますまい。キンバリーの魂たましいを救う方法は、もはや死を与あたえることのみ。

ピアニィ：キ、キンちゃん―――ご、ごめんね……っ。《マジックブラスト》で効こう果かを範はん囲いに拡かく大だいして……―――《コキュートス》！（ダイスを振ふる）

ＧＭ：ピアニィの放った氷の魔力が、魔獣を中心点にはじけ、嵐あらしを巻まき起こし……。




　吹ふき荒あれた氷の嵐が再び魔獣と、その周囲に浮かぶ球体を巻まき込こみ、凍いてつかせる。

　そのタイミングを見計らって、ナヴァールがケセドの杖の力を伴ともなった《チェックメイト》を宣せん言げん―――ピアニィの魔法の破は壊かい力りよくを跳はね上げた。

　ダメージは[image: 102]……しかし、生み出された赤黒い球体の防ぼう壁へき（防御、魔法防御共に＋５×２）により、致ち命めいの一撃にはならない。

　この球体の存そん在ざいがやっかいと考えたベネットとアルは、《ブランディッシュ》や《アローシャワー》を続けざまに繰くり出す。

　光ひかり属ぞく性せいの魔法ダメージと化した両者の攻撃によって……球体は、消しよう滅めつした。

　キンバリーに蓄ちく積せきされたダメージは、すでに[image: 600]オーバー―――しかし。

　キンバリー……いや、魔獣は未いまだその生命尽つきることなく……蠢うごめいていた。




　　　　＊　　　＊　　　＊




ピアニィ：ま、まだ……。

アル：倒たおれないのか……っ。

ＧＭ：肩かたで大きく息をするアルたちに向けて、仮か面めんのバルムンクは余よ裕ゆう綽しやく々しやくの口調で言う。「……どうしました？　早く倒さねば、再ふたたび球体を生み出してしまいますよ？　―――そうですね、次は最初に見せた雷かみなりをもってお前たちをなぎ払はらいましょうかね？」

ベネット：ああ、最初に見せたあの変な重力光線でやんすな。たしか攻こう撃げき力りよくは65＋……。

ナヴァール：いえ、あの赤黒い球体が再び生み出されれば……その威い力りよくは段だん違ちがい、ってとこでしょう。おそらくその威力は三倍……いや、五倍！

ピアニィ：五倍っ!?


アル：五倍は冗じよう談だんとしても……次のラウンドに回す前に片かた付づけた方がよさそうだな。

ナヴァール：うむ。《ジョイフル・ジョイフル》！　アルを未行動に！

ＧＭ：む。まるで縛いましめから解とき放たれたかのように、アルがはじけるように、動いた！

アル：マイナーで《スマッシュ》、メジャーで……《クロススラッシュ》！

ＧＭ：ぬ、二連続攻撃か。「こイつの攻撃は痛いたイからいヤああァああア！」（一同大爆笑）　そう叫さけぶキンバリーに、仮面のバルムンクは余裕の口ぶりで答える。「……ははは、そう来るのはわかっていましたよ」仮面のバルムンクがそう呟つぶやき―――ここで《インタラプト》。《クロススラッシュ》を打ち消す。

ベネット：消された！

ＧＭ：「ははは、範囲攻撃ののち、単体に火力を集中した二連撃へとつなぐ流れ―――実に美しい」アルは、攻撃タイミングを逸いつし……さあ、ここでこのラウンドは終了……。

ピアニィ：ベネットちゃん！

ベネット：おうよ！《エンカレッジ》！　アルを未行動に！

ＧＭ：……あ！　で、では余裕ぶっこいている仮面のバルムンクに向かって、キンバリーがあわてて声をあげる。「チ、チがう！　この男の攻撃ハ二回連続行動ではナク……！」

アル：姫さんっ！《祝福》を！

ピアニィ：了りよう承しようっ！

アル：さっきの攻撃を消されることは予よ測そく済ずみ！　本命はこっちだ……っ、マイナーアクションで《ファストセット》！《スマッシュ》と―――。

ＧＭ：「連続の……三撃目ですか……っ！」

アル：……《レイジ》も使用！　んで……っ、《クロススラッシュ》っ！（ダイスを振ふる）……よしっ、クリティカル！

一同：おぉ―――っ！

ベネット：なんという主人公！（笑）

ＧＭ：「やメテヤめてやメて……っ!?」回かい避ひはクリティカルのみ……（ダイスを振る）だめ、出ない！　悲ひ痛つうに叫ぶキンバリーに、無む情じように打ち込まれる刃やいば……！

アル：[image: 167]＋４Ｄで（ダイスを振る）……一発目、[image: 184]点！

ＧＭ：「ごブあっ……!?」

アル：そして返す刃で二撃目……！（ダイスを振る）ダイス目、微び妙みようなのでフェイトで振り直し……（ダイスを振る）。

ＧＭ：「アあああアぁあああ……っ!?」




　アルの、二撃目が打ち込まれた。

　フェイトをつぎ込んだこの攻撃のダメージは[image: 173]―――累るい積せきダメージは、[image: 950]を超こえた。

　魔ま獣じゆうはその二連撃を受けて数秒の間、ゆらゆらと立ちつくしてのち……




　やがて、その場に崩くずれ落ちた。











ＥＮＤＩＮＧ ＰＨＡＳＥ









◆Ending 01◆すべての上に立つもの




　大地に倒たおれ伏ふしたそれは、元は人であったはずの肉の塊かたまり。

　もはや自身の力で立つこともかなわず……




　だが、その身体からだは未いまだぴくぴくと脈動を繰くり返していた。




ＧＭ：では、戦せん闘とうから続いて……このままエンディングに突とつ入にゆうします。今、キミらの目の前には、力尽きてその場に倒れた魔獣の姿すがたがある。

アル：や、やっと倒れた……。

ベネット：こいつ、ＨＰいくつあったでやんすか……[image: 900]？

ＧＭ：うん、そのとおり。キンバリーは、見えなくなりかけたその目で中空に浮うかぶ仮面のバルムンクを見み据すえてつぶやく。「き、貴き様さま……貴様……」

ピアニィ：まだ生きてる！

ＧＭ：かろうじてね。もはや戦闘力はなく、このまま放置すれば生命活動は停止するだろう。そんな彼に対し、仮か面めんのバルムンクは……あきれるように言う。「意外と役に立ちませんでしたね、キンバリー。せっかく、この私が力を貸かしたというのに」

ピアニィ：ひどいですよこの人っ!?

ＧＭ：「―――」つぶやくように言い、パチン。指を鳴らすと……〝ごぼぅあ！〟魔獣の身体から、皮ひ膚ふを突つき破やぶって小さな黒い球体が飛び出て……仮面のバルムンクの眼がん前ぜんに浮かび上がる。

ナヴァール：その球が、本体か。

ピアニィ：あ！　本体が抜ぬけたなら、キンバリーは元の姿に戻もどったり……。

ＧＭ：「……それはありませんよ、姫ひめ。ヒューバード殿でん下かが、一度敗北を喫きつした無む能のうな部下を助けるとお思いか？」

ベネット：（キンバリーになって）「馬ば鹿かな……っ、私はあの方の左ひだり腕うでだったはず……！」

ＧＭ：「あの方の左腕は、あの方の身体についている」（一同大爆笑）

ピアニィ：……やっぱりヒュー兄様とバルムンクって組そ織しきは繫つながっている……？

ＧＭ：「もちろん。彼は、力を欲ほつした。だから我われ々われは力をお貸ししたのですよ」

アル：あ、あっさり認みとめやがった（笑）。そんなペラペラしゃべっていいのか？

ＧＭ：「なにか問題が？　この事実を貴方あなたがたは他ほかにしゃべることはできないのですよ？」

ベネット：うわっ……こいつまだなんかする気でやんすっ!?（笑）

ＧＭ：「キンバリー。さあ、殿下への、最後の忠ちゆう誠せいを見せていただきましょう。無能な貴方でも、少しは役に立ったと思っていただけますよ」……パチン、と再ふたたび指を鳴らすと―――。

一同：鳴らすと？

ＧＭ：「あがガががガガあっ!?」苦く悶もんの呻うめきと共に、魔獣の身体が激はげしく震ふるえ出す。

一同：っ!?


ＧＭ：魔獣の身体……身体中の肌に血管がみちみちと浮かび上がり、激しく脈動を始める。皮膚のあちこちは破やぶけて、黒い瘴しよう気きを噴ふき出して……周囲から見ているだけで、わかる。彼の身体の中に、高こう密みつ度どの魔力が高まっていくのが……。

アル：まさか自じ爆ばく……。

ＧＭ：「他爆です」

アル：こんなタイミングでギャグを混まぜるなよっ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：ちなみにダメージは20Ｄだ。

アル：む、それくらいなら……。

ＧＭ：そして効こう果か範はん囲いは、現げん状じようでシーン全体。

ピアニィ：シーン全体？　つまり、全員ってことですよね？

ＧＭ：うん、このシーンに登場しているキャラクター全員が巻まき込まれる。

一同：…………。

アル：ち、ちなみに周囲には……？

ＧＭ：キミらの戦いを呆ぼう然ぜんと見守っていたフェリタニアの武ぶ将しようや兵士、レイウォールの兵士たちが大量に見えるな。たぶん、この街に住む人々も。

ベネット：あのー……？（笑）

ＧＭ：もちろん、近くにはキミらの城しろであるところのバーランド宮も見える。あ、さらにはその窓まどには心配そうにキミたちを見守るスリスとナイジェルの姿すがたが。

一同：やべ――――――っ！（笑）

ピアニィ：いや、あれ……ちょっ。

アル：キンバリーっ、根こん性じようで爆発を押おさえ込めっ!!


ＧＭ：もはや魔獣の身体は、風船のように膨ふくらみきっている。その体面にはジジッ、と雷らい光こうが走っており……。「お、オた、おタオた、オたすケ――――――っ!?」（一同大爆笑）

ベネット：だ、だめだ……っ！（笑）

ナヴァール：バルムンクよ！　お前たちは竜りゆう輝き石せきを欲ほしがってるのだろう！　アヴェルシアとメルトランドの竜輝石、共に消し去るつもりか！　と、一いち応おう言ってみる……（笑）。

ＧＭ：「焼け跡あとからふたつの竜輝石とピアニィ様の遺い体たいだけ、回かい収しゆうさせていただきますよ」

ベネット：ですよねー。

ＧＭ：「さて、お時間のようです。心の準じゆん備びはよろしいか？」

アル：いいわけあるか！　で！　なんか判はん定ていあるんだろう!?

ＧＭ：そのとおり。見ればキンバリーの腹あたりに―――身体の中からせり出してきたと思われる、なにか黒い球体が頭をのぞかせているのが見える。その表面には〝パヂィッ…バヂバヂィ……〟と紅い雷光のようなものが走ってるんだが……。

アル：これ、爆弾の本体か！　どうやれば止められる！

ベネット：トラップ解除ならあっしの出ば……っ。

ＧＭ：この魔力爆弾のＨＰは[image: 200]、防御力は物理・魔法共に０です。

一同：破壊すんのかよっ!?（笑）

ＧＭ：ひとりにつき一回、１メインプロセスを行ってよいです。

ナヴァール：むう、ところで私は攻撃手段を持っていないわけだが！（笑）

ＧＭ：ちなみに、完全破壊しなくても事態を収拾できる可能性はある。現在、爆発の効果範囲はシーン全体だけど、キミらが爆弾に与えたダメージの総計により、範囲をどんどん狭めていくことができる。

ピアニィ：お。

ＧＭ：具体的には、次のとおり。

与えたダメージ　効果範囲


～[image: 289]　　　シーン全体




　　[image: 290]～[image: 299]　　　戦場全体。ＰＣと、フェリタニア・レイウォールの兵士たちを巻き込こむ

　　[image: 300]～[image: 309]　　　ＰＣと、フェリタニア・レイウォールの兵士たちの半分を巻き込む

　　[image: 310]～[image: 329]　　　ＰＣたちのみ巻き込む

　　[image: 330]～[image: 349]　　　キンバリーのエンゲージのみ巻き込む

　　[image: 350]～[image: 370]　　　爆発しない

　　[image: 371]～　　　　シーン全体






ピアニィ：あれ!?　これ、ダメージを与えすぎてもだめ!?

ベネット：うわ、ほんとだ。ダメージ与えすぎるとシーン全体にダメージがいくっ!?

ＧＭ：では、始めようか。どうせこのまま放っておいても、爆発は避けられない。

アル：よし……やるしかねえっ！

ベネット：では、まずはあっしからいくでやんすっ!!　ミスリルの矢を使ってマイナーアクションで《デスターゲト》!!　メジャーアクションで《ダブルショット》！（ダイスを振る）命中はクリティカルもファンブルもせず……っ！　ダメージロールは……！（ダイスを振る）

ナヴァール：《チェックメイト》使用！　そのダメージを＋５Ｄ！




　一番手・ベネットが出したダメージロールの結果は、《チェックメイト》の効果を受けた一発目が74点、二発目61点……！

　ボールに与えたダメージの総計は―――[image: 135]点。




ＧＭ：「いでぇえエええぇああああああアアあぇイっ!?」叫ぶキンバリー。

ピアニィ：い、痛いのっ!?

ＧＭ：仮面のバルムンクは、さも当然のように言う。「キンバリーの神経は、その球体に繫がっておりますからねえ」

アル：だが、手は抜かない！　我慢しろキンバリー！　……マイナーで《スマッシュ》、メジャーで《クロススラッシュ》……っ！（ダイスを振る）

ＧＭ：「やメてヤめてやめテぇえええええっ、痛ィのいヤああああああああっ!?」

一同：やかましいっ!?（一同爆笑）




　二番手・アルの二連続攻撃がたたき出したダメージは[image: 151]点だった。

　ボールに与えたダメージの総計―――[image: 286]点。




アル：あとは頼んだ、姫さん……！　あ、あんまりダメージ与えすぎないで……っ！（笑）

ピアニィ：は、はい……っ！　マイナーなしの……メジャーで《コキュートス》……！




　解き放たれる、ピアニィの魔力―――それは動きのとれないキンバリーを直撃し、その場に氷煙を伴った爆発を巻き起こす。

　結果、そのダメージロールは―――。




一同：おわっ!?


ピアニィ：ひ、低いっ!?　だめ!?　これだめ……っ!?　合計54 !?

アル：（ダイスを数えて）総計で[image: 340]！　いや、これなら俺を巻き込むだけなんで問題ない！

ＧＭ：では、演えん出しゆつを続ける！　キミらの努力をあざ笑うかのように、一いつ瞬しゆんの閃せん光こうと共に……そして、「あァ――――――っ!?」というキンバリーの絶ぜつ叫きようと共に！（なぜか一同爆笑）魔ま獣じゆうを中心に爆ばく発はつが起こった。

ピアニィ：キンちゃ―――ん！

ＧＭ：だが、それは仮か面めんのバルムンクが想定したものよりずいぶんと小さい爆発で……さ、ここでアル。【敏びん捷しよう】で判はん定ていを。

アル：【敏捷】？　ああ、爆発に巻き込こまれたかどうか？

ＧＭ：そのとおり！　この爆発は、トラップと同じような扱あつかいなんで、いちおー判定が差し込まれる。難なん易い度どは15だ。

アル：15なら６以上……！（ダイスを振る）……よし、成功！

ＧＭ：ち！　では、閃光と共に爆発が起こった瞬間……アルはとっさに身をひいて、爆発範囲から脱だつ出しゆつした。

ピアニィ：アル～よかった～！（笑）

アル：ふう……。

ベネット：………………あれ。でも、爆発は起こったってことは……。

ＧＭ：あ。

ベネット：キンバリーだけ無む駄だに自爆っ!?（一同大爆笑）

ＧＭ：（げらげら笑いながら）……ちゃんと爆発止めろよっ!?


ベネット：ダイス目に言うでやんすっ!?

ＧＭ：えー……爆発と共に巻き起こった砂すな煙けむりがやがて晴はれると……魔獣の立っていた場所にのは直径数メートルほどのクレーターが出来ており、その中心に倒たおれているのは、もはや見る影かげもなくなった魔獣の残ざん骸がい―――かろうじて元の身体からだとおぼしき部分を、こびりついた黒い肉が〝ジャグ、ジャグ……〟と食ってる―――。

ピアニィ：き、気持ち悪い……。

ＧＭ：「う、う……」

一同：でも生きてるっ!?


ＧＭ：「やれやれ、本当に役に立たない男ですね」上空で、ため息をつきながら仮面のバルムンクが言う。「まあよい。醜みにくき姿すがたのまま、そこで朽くち果てよ」

ピアニィ：バ、バルムンクとやら！　キンバリーを元に戻もどしなさい！

ＧＭ：「言ったはず。もはやそれは不ふ可か能のうである、と。その呪のろいは、もはや私にも解とくことは不可能―――」

ピアニィ：キンちゃんは小こ悪あく党とうでズルくて、すごいダメな人だけど、ほんとは……！

一同：ほんとは？

ピアニィ：…………ほ、ほんとにただのダメな人だけどっ（一同大爆笑）……とにかく、それでも死んでいい人なんていないですっ。

ＧＭ：「戯ざれ言ごとですよ、それは。まあ、いいでしょう……（声をすっ、と低くして）―――仕方がありません。結局、私が直ちよく接せつ手を下さねばならないようですね」

アル：……剣けんを握にぎって、身み構がまえる。

ピアニィ：じゃあ、あたしもミスティックロッドを構えて……。

ＧＭ：と、そんな時だ。




『―――あの男を、貴女は助けたいと考えますか？』




ピアニィ：!?　は、はい？　な、なんの声……っ？

ＧＭ：それは、男とも女ともつかない、声。キミの心に直接、問いかけてくる。

ピアニィ：え、あの……誰だれ？　元に戻もどせるのですか？




『貴女あなたが、望むのであれば』




ピアニィ：わ、じゃあ元の姿に……キンバリーを戻してあげてくださいっ！

ＧＭ：ちなみに、その声は他の者には聞こえない。はたからは、ピアニィがひとりでしゃべってるようにしか見えない。

アル：お、おい……？　姫ひめさん……？

ナヴァール：むう、これは。




『……我わが主よ。その願い―――聞き届とどけましょう』




ＧＭ：その言葉が終わるや否いなや―――ピアニィの胸むな元もとより、光が噴ふき上がる。胸元で起こった光は風を伴ともない、キミの服と長い髪かみをはためかせる。

ピアニィ：は!?

ＧＭ：仮面のバルムンクも、この事じ態たいに驚おどろきの声をあげる。「な、なんの光……！」

ピアニィ：この光……竜りゆう輝き石せき!?

ＧＭ：そのとおり！　竜輝石は、直ちよく視しし難がたい光と共に胸元から飛び出し、ピアニィの前に浮うかびあがって……。

ピアニィ：え？　え？　これ、アヴェルシアのダンジョンでとってきたやつですよね？

アル：そう、あの殺意の高いダンジョンから（笑）。……まあ、それはともかく。なんだこれは……！

ＧＭ：ピアニィの眼がん前ぜんに浮かぶ竜輝石より、光が広がっていく。拡かく散さんした光はややあって頭上で束ねられ……クレーターの中央に倒たおれるキンバリーに落ち、その身体を包み込こんだ。

ナヴァール：ぬう！　あの黒い肉がみるみるうちに分ぶん解かいされていく！　……だよね？（笑）

ＧＭ：正解（笑）。そして光は少しずつ収おさまり……そこには、キンバリーが生まれたままの姿で倒れてい…………微び妙みような表ひよう現げんだな、これ（一同大爆笑）。

ピアニィ：俯うつぶせに倒たおれててほしいな♪（一同爆笑）

ＧＭ：そして光がふいに消え失うせる。この状じよう況きようを見て、驚きの声をあげるのは仮か面めんのバルムンクだ。「こ、この力……これは驚いた……っ！　姫よ、お前が持つのは……〝ひとつの石〟か！」

ピアニィ：は？
















ナヴァール：（渋しぶい口調で）……竜輝石を詠うたう詩では、こう語られている。「光の王より預あずかりし七つの石は人の世の君に―――」これが七つ存そん在ざいする王威の竜輝石のことだ。そして、「最後に運命の女王より預かりし〝ひとつの石〟は、解とき放つもののために」

ピアニィ：つ、つまり？

ＧＭ：つまり、今、キミが持っているのは、伝でん承しように伝えられるすべての竜輝石の最上位に立つ、〝ひとつの石〟と呼よばれるものだということだ。

ピアニィ：あれ、そんなものを持ってきた記き憶おくがないんですけど……？

ＧＭ：最初から、あの迷めい宮きゆうに封ふうじられていたのは王威の竜輝石ではなく、この〝ひとつの石〟だった―――そういうことだ。仮面のバルムンクは、落ち着きを取り戻もどして言う。「実に面おも白しろい。なるほど、ヒューバード殿でん下かがお前を気にかけるわけだ。あれも、食えない男よ」

ピアニィ：え、え……？

アル：なんかあちらさんにもいろいろあるらしい（笑）。

ＧＭ：「よかろう……ここは見み逃のがしておくとしよう」

ベネット：え。

ＧＭ：「すべての上に立つ〝ひとつの石〟を持つお前のもとには、やがてすべての石が集結しよう。お前には資し格かくがある―――〝解き放つ者〟よ」

ピアニィ：な、なに？　なに？

ＧＭ：「お前の望むものを摑つかむため、石を集めるがいい。それは我われ々われの目的にも一いつ致ちする。お前が我々の欲ほつす石を集め終わった時、改めてお前を迎むかえに来よう―――」そう言ってふわり、ローブをたなびかせ……。

ベネット：あ、逃にげる気でやんすよ!?

ＧＭ：「逃げるのではない。一時、預あずけるのだ。それにレイウォールとグラスウェルズの全面戦争は、避さけられまい。今回の目的はすでにかなった。今日はこれでよしとしよう……さらばだ、また会おう―――」そう言って、仮面のバルムンクは、その場よりかき消えた。

ピアニィ：あ……。

アル：なんだ、今のセリフ。戦争の陰かげで、バルムンクの奴やつらが糸を引いてるって話か？

ベネット：グラスウェルズ側にも、なんかありそうでやんすな。

ＧＭ：それは、『ブレイク』シリーズにおまかせしよう。

ナヴァール：うむ―――（一同爆笑）。

ピアニィ：あ、そんなことより……街はどーなってます!?

ＧＭ：落ち着いて。キミは周囲を見回せば……レイウォール軍が残した破は壊かいの爪つめ痕あとが、方々に残されている。

ピアニィ：え……。

ＧＭ：バーランド宮こそ無事ではあるものの、周辺の建物はいくつも倒とう壊かいしており、火に焼かれた跡あとも見て取れる。キミたちが戻るまでの間、戦いは休むことなく続けられており……犠ぎ牲せい者しやとなった兵士たちや、街の人々の遺い体たいがいくつも……。

ピアニィ：えぇっ!?

アル：あ、レイウォール兵は？

ＧＭ：指し揮き官かんであるキンバリーがあの状じよう態たいだし、キミらも軍ぐん勢ぜいを率ひきいて帰ってきたからね。すでにちりぢりに撤てつ収しゆうしている。

アル：追うか？

ナヴァール：いえ、今はこの戦いの後あと片かた付づけが先でしょう。

ピアニィ：あ、あの……あたし、選せん択たく間ま違ちがえたのでしょうか？　グラスウェルズの軍をひかせるために、敵てきの基き地ちを攻せめたわけなんですけど……。

ＧＭ：「いや、間違いではありますまい―――」ふいに、ピアニィの背せより、年をとった女じよ性せいの声……ナイジェルが声をかける。

ピアニィ：ナイジェルさん！　無事でよかった……！

ＧＭ：「……陛へい下か、たいていの選択には正せい解かいも間違いも、ないのです。そこにはちがった結果があるだけのこと」

アル：だな。もしあそこですぐにフェリタニアへ戻ってれば、ここは無事だったかもしれないけど、ノルウィッチは陥かん落らくしてたろうし、レイウォールとグラスウェルズももっと戦死者を出してたと思う。

ＧＭ：ナイジェルは、こくりと頷うなずき。「むしろ、この程てい度どの被ひ害がいですんだのは幸いでありましょう―――」

ピアニィ：で、でもいっぱい死んでるんですよね!?　兵士だけじゃなくて、街の人も！

ナヴァール：問題はありません。あの兵士たちはみんな、あなたとあなたの国を守るために戦い、死んだのです。そこに後こう悔かいはありますまい。

ピアニィ：っ!?　あ、あたしのために!?

ＧＭ：「陛下。ここから先、フェリタニアの国民、あなたについてきてくれた兵士、武ぶ将しよう達たち……あなたを取り巻まくすべての人間、すべての命があなたの肩かたにかかっているのです」

ピアニィ：で、でもあたしそんな……。

ベネット：これが人の上に立つ者の義ぎ務むと責せき任にんでやんすよ。覚かく悟ごがなかったでやんすか？

ピアニィ：ええ……。

アル：だから、言ったろう？　お前の目に見える者すべてを守りたいってのは、単なる理想か傲おごりだって。

ピアニィ：で、でも……へ、へこむ……。

アル：いや……よくやったよ、今回は。

ピアニィ：ナヴァール！

ナヴァール：は。

ピアニィ：戦争を止める方法を……この大陸から戦せん乱らんをなくす方法はありませんか。

ナヴァール：その方法は、ひとつしかありません。

ピアニィ：あるの？

ナヴァール：あります。レイウォールよりも、グラスウェルズよりも……何者よりも強くなることです。この大陸の覇は者しやにおなりなさい。少なくともそれ以外の方法で戦争を無なくす方法、平和をもたらす方法を、今は思いつきません。

ピアニィ：…………じゃあ、しばらくだまってですね……アルの方に向き直って言います。

アル：あ？

ピアニィ：……戯ざれ言ごとでもいいです。

アル：……。

ピアニィ：甘あまい考えでもいい。この大陸から戦いをなくすために、あたしは強くなります。人の死を受け入れろ、というならそうしましょう。だから……。

ＧＭ：気がつけば、ピアニィたちのまわりには……一千を超こえるフェリタニアの兵たちが集まってキミの話に聞き入り、次なる言葉を待っている。

ピアニィ：じゃあ、くるっと振ふり返って……言います。その日が―――




「―――その日が来る時まで、あたしに力を貸かしてください……っ」




　弱じやつ冠かん十七歳さい……この幼おさなき女王の言葉に、兵士たちより歓かん声せいがあがった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　時に、帝てい紀き八一二年一〇月末日。

　この〝ピアニィの宣せん誓せい〟がなされたその日、フェリタニアは初めてひとつにまとまり、おのれの力で立って歩き始めたのだと、誰もがそう思ったという。

　だが、新王国フェリタニアを統すべる女王はやがて……思いもよらぬ運命の中に身を投じることとなる。

　しかしその事実を、そしてピアニィに秘ひめられた真実を知る者が……




　この時のフェリタニアに、いようはずもなかった。







◆Ending 02◆世界の脈動




　帝紀八一二年一〇月。

　この月を境さかいに、世界は大きく動くこととなった。

　メルトランド王国の滅めつ亡ぼう。

　キール山脈の会戦に端たんを発した、レイウォールとグラスウェルズの全面衝しよう突とつ。

　そして……




　人知れず闇やみに蠢うごめく謎なぞの組そ織しき、バルムンクの影かげ―――。




ＧＭ：では、今回のＰＣたちの物語は前のシーンで終わるんだけど……最後にいくつか、マスターシーンを演えん出しゆつして第四話の幕まくとしよう。

アル：あ、その前に！　話がフェリタニアに戻もどっちゃったんで聞いてなかったんだけど、レイウォールとグラスウェルズ軍の戦争はどうなったか聞きたい。

ＧＭ：では、そこをさらっと解かい説せつしておこうか。フェリタニア軍が例の中ちゆう継けい拠きよ点てんを襲しゆう撃げきした結果、そしてステラとナヴァールの指し揮きによって動いた竜りゆう炎えん騎き士し団だんの活かつ躍やくもあって、リシャール率ひきいる幻げん竜りゆう騎士団は後方まで撤てつ退たいしている。

ベネット：で、やんすな。

ＧＭ：それとほぼ同じタイミングで、ノルウィッチに向けて進軍していたエゼルバルド率いる白竜騎士団も反転し、後方に退さがっている。そこで、メルトランド領りよう内ない奥おく地ちまで進軍してきたステラの騎士団と会かい敵てき、戦せん闘とうが発生している。

ピアニィ：あ、結局戦闘になってたんだ……。そこも、聞いていますよね。

ＧＭ：うん。エゼルバルドは後方の中継基地に憂うれいを残しながらの戦いだ。やや防ぼう御ぎよよりの戦法で戦いを進め……最終的にはノール川を挟はさみ、西と東に分かれて降こう着ちやく状じよう態たいに陥おちいった。こうなるまでは、終始戦闘はステラ側の優ゆう勢せいで進んだらしい。

ベネット：おお、エゼルバルドに優勢とは……ステラ、やればできる子。

ＧＭ：もともとできる子なんだよっ!?（くわっ）

ベネット：ひぃっ!?


ＧＭ：実は、この段階ではメルトランド領内の戦争は終わっていない。この地を舞台に、二大国による戦火は拡大している。

アル：なるほど……俺おれの故こ郷きようが……（笑）。

ＧＭ：「大だい丈じよう夫ぶ。故郷はいつだってあなたの心の中にあるのよ―――」と優やさしく語るのはエルゼリエ。

アル：おかんは出てこなくていいんだよっ!?（一同爆笑）

ナヴァール：あ、そうだ！　そんなことよりあの書しよ簡かんはどうなった！　領りよう地ちを交こう換かんするってあの書しよ状じよう！

ＧＭ：あー……結局、まんまとナヴァールに逃にげられたので、あれはイキだ。スリス、ピアニィ、そしてヒューバードのサインの入った書簡だもんなあ。ヒューバードを含ふくめ、諸しよ国こくがあれを認みとめないわけにもいくまい。

ナヴァール：おー。

ＧＭ：すなわち、ノルウィッチを国こつ境きようとしてそこから南の、旧きゆうアヴェルシア領はフェリタニアのものとなった。

ピアニィ：世界地図……変わっちゃいますね……（笑）。

ＧＭ：このセッションが発売されるちょっと前には、『アリアンロッド・サガ　トラベルガイド』が発売されてるはずなのに……（笑）。

ピアニィ：あ、じゃああたしも質しつ問もん。〝ひとつの石〟については……。

ＧＭ：あー、そのへんはこのあとのキャンペーンで出てくる話なので、続ぞつ刊かんをお待ちいただきたい（笑）。

ピアニィ：はーい。

ＧＭ：とりあえず……以上かな？　では、いくつかＧＭシーンを演えん出しゆつして、セッションを終わりにしよう！




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝てい紀き八一二年十一月某ぼう日じつ。

　レイウォール王国・ヘクスフォード―――。




　メルトランドでの戦いののち、ステラは竜炎騎士団の一部と共にヘクスフォードまで退さががり、次なる戦いに備そなえていた。

　時じ刻こくは、深夜―――騎士団宿しゆく舎しやのテラスでひとり、物もの憂うげな表ひよう情じようで空を仰あおぎ見る。

　部下の前では決してみせないであろう、どこか惚ほうけたような表情。

　彼女はテラスの手すりにひじをついて腕うでを組み、この三ヶ月の出来事を思い返しながら、ひとりつぶやいた。




「兄上。貴方あなたはいったいなにを考えている。ナヴァール……」




　視し線せんの先には、満天の星。

　しかし、星々はうつろにつぶやかれた言葉になにも応こたえず、ただ夜の闇やみの中にちらちらと輝かがやくだけだった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一二年十一月某日。

　レイウォール王国・王都ノルドグラム―――




「ほう、今回も生き延のびたか。ピアニィもなかなかやるものだ。さすがは―――」




　部下の武ぶ官かんからの報ほう告こくを受け、ヒューバードはそう言いかけて……言葉を遮さえぎる。

　なにかをごまかすように手にしたワインのグラスをくゆらせ、そこにつがれた赤い液えき体たいの香かおりを開く。

「で？　……キンバリーはどうした」

「は、報告によれば……キンバリー卿きようはフェリタニアで介かい抱ほうされ、快かい方ほうに向かっていたようですが、数日前に姿すがたを消したとの連れん絡らくが。レイウォールにも戻もどってはいません。消息不明です」

　一拍ぱくの間をおいて、ヒューバードは彼がキンバリーの身をどれだけ案じていたのか、よくわかる言葉を口にした。

「そうか」

　三文字だった。

　冷たいお方だ―――心の中でそうつぶやいた武官は、退たい室しつしようとして再ふたたびヒューバードに声をかけられる。

　ヒューバートは、あらためて武官にキンバリーのことを……問うた。

「フェリタニアで介抱を受けた、と言ったな。で……奴やつの髪かみはどうなった」

　その言葉に……




　武官は―――沈ちん痛つうな面おも持もちでその首を横に振ふった。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一二年十一月某日。

　グラスウェルズ王国・王都ベルクシーレ




　美び麗れいに装そう飾しよくされた城しろの廊ろう下かを、リシャールとエゼルバルドが肩かたを並ならべて歩く。

　向かう先にあるのは、謁えつ見けんの間。

　此こ度たびの戦いの報告を、主たるフィリップ国王に報告するためだった。

　普ふ段だんは比ひ較かく的口数の多いリシャールだが、この日はあまり口を開かないことが……エゼルバルドは不思議だった。

「……」

　男から見てもほれぼれするようなリシャールのその美麗な横顔も、今日はどこか曇くもりがちだった。少なくとも、エゼルバルドにはそう見えた。

「まあ、そう深く考えるな。常じよう勝しようを誇ほこるお前だが、今回は噂うわさに高い鳳ほう雛すうと臥が龍りゆうをふたりまとめて相手にしたのだ。その結果に悔くいることはないさ」

「かんちがいするな、エゼルバルド。私は、そんなことで考え込こんでいるわけではないよ。私はあのふたりに負けたとは思ってないさ」

　その言葉に、エゼルバルドはけげんな顔を見せる。

「フフ、それに常勝などとんでもない。私はこの戦いで手て痛いたい敗北を喫きつしている」

「敗北？　お前がか？　誰だれに」

　その言葉に、苦く笑しようを浮うかべてリシャールはおもむろに眼鏡めがねをはずし―――遠くを見つめるような憂うれいげな表ひよう情じようを見せる。

「ピアニィ様だよ」

「ピアニィ？　あのフェリタニアの女王か？」

「ああ、私は彼女に敗北した」

「お前があんな小こ娘むすめにか!?　た、たしかに温室育ちのくせに意味不明な高い魔ま力りよくを持ち、絶ぜつ大だいな威い力りよくの魔ま術じゆつを操あやつると聞いたことがあるが……そうか、お前ですら……」

「……」

「ま、まあ気を強く持て。長く戦えば、そのなんだ。敗北を喫することもある。そういうものだぞ、うん」

　見けん当とう違ちがいな慰なぐさめをするこの気のいい同どう僚りように、リシャールはくすりと笑えんで礼を言う。

「―――ありがとう、エゼルバルド」

　言うなればそれは、夜の星空の下で野に咲さき乱みだれる薔ば薇らのような微び笑しよう。

　なぜかエゼルバルドの頰ほおが紅あかく染そまった。

「まあ、なんだその……そうか、フェリタニアの小娘がお前を打ち負かすほどの魔術をなあ……ふうむ―――」

　なにかをごまかすようにつぶやくエゼルバルドから視線を外し、微笑のままに窓から見える空を仰ぎ―――

「そうさ。彼女は私にとっての……」

　リシャールは、遠い目をしながら囁ささやくように言った。




「……最強のフィアンセ、さ」




　　　　＊　　　＊　　　＊




　帝紀八一二年十一月某日。

　フェリタニア王国・王都バーランド―――




　その報告が飛び込こんできたのは、十一月も第一週に入った……その週末のことだった。

　ピアニィやスリスらが集つどう、夕食の席。

　それが終わるのすら待たず、武官が報ほう告こくのために飛び込んできたことからしても、その緊きん急きゆう性せいは場にいる全員が瞬しゆん時じに理り解かいできた。

「ラングエンドが、レイウォール王国・ビルムリオンに攻こう撃げきを開始しました！」

　南の新しん興こう国こくであるラングエンドは、小さいながらも狂きよう信しん的てきな思想に支ささえられ、その立場を日に日に強くしている軍事国家だ。

　とはいえ、レイウォールに比ひ肩けんするような力などないことは、誰もが知っている。

「なぜ、この時期にラングエンドが……？」

「それが、蜂ほう起きしたのはラングエンドだけではありません。かのネヴァーフの国・ゴルフォードがカムロートに侵しん攻こうしたとの報、あり！」

「加えて、クレスト諸しよ島とうでも動きが見えます。レイウォールとグラスウェルズ両国間に再び動きがあると―――」

　レイウォールとグラスウェルズの激げき突とつ―――これに端を発し、各地の野心をもてあます者たちが……思い思いにその欲よく望ぼうを満たさんと動き始めていた。

　アルディオン大陸は今、大きな戦せん乱らんの波に揺ゆれ始めたのである。

　しかし人々は、知らない。

　その歴史の陰かげに、蠢うごめく悪意があったことに……。




　……時に帝てい紀き八一二年十一月。




　世界は、次なるステージへと突とつ入にゆうしようとしていた。








『アリアンロッド・サガ』リプレイ

―――第四話「メルトランド戦せん役えき（後こう編へん）」

―ＦＩＮ―













超ちようあとがき＋解かい説せつ






　昨年末、とあるお方に拉ら致ちされて……二年ぶりに某ぼうネットゲームに復ふつ帰きしてみました。

　なにやら知らない狩かり場ばも実じつ装そうされてて、まさに私わたしは浦うら島しま状じよう態たい。

　久ひさしぶりに見る自分のキャラは、なりたて96レベル―――上じよう限げんである99レベルになるために必要な経けい験けん値ちは約[image: 660]Ｍ（約六億六千万）点、と。

　気長にやろう……そう思って一ヶ月―――あっさり99レベルになりました。




　母さん、時給60Ｍってなんですか。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、なにやらいろいろ詰つめ込こんだ『最強のフィアンセ』……いかがでしたでしょうか！

　書き下ろしとしては過か去こ最厚の四一六ぺぇじ。

　むしろ五四四ぺぇじあってもよか（以い下か略りやく）。

　ではここで、恒こう例れいとなりますシナリオ解説にいってみよう！







●第三話「メルトランド戦役（前ぜん編ぺん）」

　一巻かんにも増ましていろいろ詰つめ込んだ今回のシナリオ、解説したいところはたくさんあるが……まず第三話の見所ポイントを三つほどに絞しぼって（←全然絞れてない）語ってみよう。

▼『ブレイク』とのリンク

　本文中にも解説したが、この第三話はナヴァールのプレイヤーが執しつ筆ぴつする『ブレイク』シリーズ第一巻「ファントムレイダーズ」第二話を、フェリタニア視し点てんで見たシナリオである。

「ファントムレイダーズ」では、リシャール配下の幻げん竜りゆう騎き士し団だんに所しよ属ぞくするＰＣたちがメルトランド王国に潜せん入にゆう、その城しろを攻せめ落おとすというグラスウェルズ側の物語が描えがかれている。

　本書に収しゆう録ろくされた内ない容ようだけで、ひとつのリプレイとして読めるものにはなっているが……あえて……！　あえて言おう！

『「ブレイク」シリーズも併あわせて読んでほしい！』

　登場人物たちのセリフや、登場のＮＰＣの名前、イベント、アルディオンに渦うず巻まくさまざまな思おも惑わくなどなど……両方読むことでいろいろ見えてくるものがあって超お得ですわよ奥おく様さま。

▼分ぶん岐きシナリオ

　スリス奪だつ還かんからクライマックスまでの一連の流れ……これが今回のシナリオギミックその①である。セッション中には「時間制せい限げんシナリオ」と言われていたが、これはむしろ選せん択たく肢しを選んでそれによって結果が変わるという、アドベンチャーゲーム型の構こう造ぞうだ。

　目的は、スリスを連れ帰ること。基き本ほん的てきにはスリスを助け出すことを想定してはいたが、失敗したら失敗したでその結果を第四話に反はん映えいするつもりだった。

　スリスは（本文中でもちょっと語ってるが）死し亡ぼうこそしないものの、彼かの女じよが持つメルトランドの竜りゆう輝き石せきごと、グラスウェルズ側に渡わたったところから第四話はレッツスタート。

　イザベラは白竜騎き士し団に突とつ撃げきして戦死、ノルウィッチは陥かん落らく―――ＰＣたちはリシャールと戦ったのちに、メルトランドを脱だつ出しゆつしてフェリタニアへ敗走するという展てん開かいである。

　白竜騎士団の仕し掛かけた電でん撃げき戦せんは成功したこととなり、レイウォールが介かい入にゆうする前にメルトランドはグラスウェルズの勢せい力りよく圏けんに置かれることになる。

　第四話では、白竜騎士団の目標はノルウィッチではなくフェリタニアに向き、ナヴァールはレイウォールに単身で支し援えん要よう請せいに向かう―――そんな流れを想そう像ぞうしていた。

▼リシャール・クリフォードとのバトル

　グラスウェルズ最強の騎士リシャール・クリフォード―――この男との戦せん闘とうが、今回のシナリオギミックその②である。実は、この男のＨＰは二〇〇〇と設せつ定ていしており、奇き跡せきでも起こらないかぎりは基本的には倒たおすことはできない。最強を名乗る騎士がいきなりＰＣたちに敗北するのは、強い敵てきキャラという彼かれのキャラ性せいを殺してしまい、以後、『サガ』リプレイにおいても、ユーザーさんの間でも使いにくくなるからだ。

　しかしクライマックスバトルでボスキャラに勝てない、というのはそもそもシナリオにならない。そこで頭をひねって出てきたのが、〝リシャールが撤てつ退たいするまで生き残り、しかもダメージを与あたえるほどリシャールの撤退タイミングが早まる〟という今回の戦闘ギミックだ。




●第四話「メルトランド戦役（後こう編へん）」

　続いて、戦せん慄りつの第四話である。

　後編、と書かれていることからもわかるとおり……引き続き、グラスウェルズのメルトランド侵しん攻こう戦を題材にしたシナリオだ。

　これまたネタがたっぷり詰つめ込こまれているわけだが……三つに絞って解説しよう。

▼ナヴァールの奮ふん闘とう

　ナヴァールの提てい案あんは、世界地図を書かき換かえるような話だったゆえ、これはさすがに悩なやんだ。

　だが、「ブレイク」第一巻でも、すでに戦争により世界地図が大きく変わるという……そのダイナミックさをアピールしていたことに気づく。

　また、ＰＣの発言や行動、成なし遂とげた事実がそのまま世界の変へん革かくに繫つながるのは、なんというか―――やはりＴＲＰＧが持っている夢ゆめのひとつである。

　このふたつの思考が「……よし、いけっ！」とあっさり私の背せ中なかを押おした。

　かくて、旧アヴェルシアをフェリタニアへ譲ゆずるという書しよ簡かんはナヴァールの手に渡ったわけだが……それと同時にその書簡を奪うばい返かえす手しゆ段だんも、即そつ興きようでシナリオの中に組くみ込こんでみた。

　これだけの無茶をやってくれたんだ、きっと死んでも文もん句くは言うまい。

　シーン09でナヴァールのＨＰが０になった場合、そのままレイウォールの捕ほ虜りよとし、クライマックスには参加できないことに加え、次回は人ひと質じち交こう換かんシナリオか、奪だつ回かいシナリオにでもしようと考えていた（もちろん、即興ゆえに細部まで詰めてたわけではないが）。

　実じつ際さい、ナヴァールが死んでもおかしくないエネミー（ベースは『アルディオン大陸ガイド』に掲けい載さいされているエネミー・スナイパー）を配置したつもりだったが……やっぱり即興というのは計算が狂くるうもの。名馬の存そん在ざいをすっかり忘わすれていたのは本文を読めばおわかりだろう。

　かくて書簡はフェリタニアに届とどけられ、世界の地図は大きく変わったのである。

　なお、公式にリリースされるリプレイやワールドガイド、シナリオによって、このアルディオン大陸を取とり巻まく環かん境きようは、短期間のうちにめまぐるしく変わっていく。

　これは『サガ』シリーズ最大の特とく徴ちようのひとつではあるのだが、これを手にしているキミたちが、自分たちで進めるキャンペーンとその設定が大きく食くい違ちがうこともあるだろう。

　その場合は、どうしたらいいか―――その解かい答とうは簡かん単たんだ。

　当然、キミたちが遊んでいる物語を優ゆう先せんすればいい。

　キミたちが思おもい描えがく理想の戦記を、紡つむいでくれることがなにより嬉うれしいと考える。

　もちろん、公式で語られた物語には描かれない〝真の歴史〟をキミたちが紡いでいいのだ。

　その一点は、ぜひとも胸むねに―――このアルディオン世界を遊んでいただきたい！

▼武ぶ将しよう集め

　戦記物といえばやはり人材集めだろう！　と、シナリオ内にミニゲームを仕し込こんでみたわけだが―――結局、九人の武将を説得する場面をすべて会話や演えん出しゆつした結果、（リプレイではカットされているが）これだけで１セッションは持つだろうという大だい規き模ぼなものになってしまったのはここだけの秘ひ密みつである。

　なお、最初に仲間にしたラドフォード伯はくについては―――[image: ]ページの家か系けい図ずを見たうえで『アクロス』を読んでいただけると幸いだ（笑）。

▼竜輝石とバルムンク

　さて、一巻の時からちょろちょろとその存在をアピールしていた竜輝石。

　二八ある竜輝石の最上位に立つ、〝ひとつの石〟がここに登場し―――次じ巻かん以い降こう、よりクローズアップされていくこととなる。

　そして、歴史の影かげに蠢うごめく謎なぞの組そ織しきバルムンク……彼らは、『アクロス』『ブレイク』でもすでに登場し、アルディオンを巻まき込こむこの戦せん乱らんに大きくかかわることとなる。可か能のうであれば、その両シリーズも追っていただけると、きくたけ大だい感かん激げきである。




　　　　＊　　　＊　　　＊




　さて、前の巻ではそのあとがきで「第一巻は、『サガ』のプロローグだ」みたいなことを書いたが……この第二巻は、言わば戦記キャンペーンとして本番突とつ入にゆうの巻である。

『アクロス』『ブレイク』もその第一巻が出そろい、ようやく準じゆん備びは整った。

　本書のまえがきでも書いたとおり、この三つのキャンペーンはさまざまな部分で繫つながりを持っている。今はまだ、あくまでも設定面での関連だけだが……ここから、加速度的に三つのリプレイはリンクを強めていくことになるだろう。

　その大きな動きが最初に見えるのは、二〇〇九年七月に発売する『ブレイク』第二巻の予定となっている。その物語が語られた時、ピアニィたちの未来にも大きな影えい響きようするはずだ。

　フェリタニア視点の『無印』パーティ。

　五年前のアヴェルシアをその主なる舞ぶ台たいした、『アクロス』パーティ。

　そして、グラスウェルズ最強の騎士・リシャール率ひきいる幻竜騎士団に所属し、密みつ命めいをおびて戦争の影で人知れず戦う『ブレイク』パーティ―――。

　本書に続く『無印』三巻や『アクロス』の続ぞつ刊かんでは……文庫リプレイというメディアではなかなか見られないであろう展開が、キミたちを待つこととなるだろう。

　今はまだ細かく語るわけにはいかないが……その時を楽しみにお待ちいただきたい。





二〇〇九年二月　菊きく池ちたけし
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